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2008年7～9月カリキュラム（第30号）
─『子どもカテキズム』に基づく二年サイクル第1年─

月　日
教会暦・行事

主　　題
子どもカテキズム 参考教理問答

聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

7月6日
三位一体の神（一）

問10 ウ小6、ウ大9、ハイデル25

ヨハネ15:26－27 ヨハネ15:26（部分）

父・子・御霊として三位一体の命の交わりに生きておられる神を知ろう

13日
三位一体の神（二）

問10 ウ小6、ウ大9、ハイデル25

使徒20:28－32 使徒20:28（前半）

教会を通してご自身をお示しくださる三位一体の神との交わりを喜ぼう

20日
主権者なる神

問11 ウ小7、ウ大12、ハイデル26

詩編139:1－10 ローマ11:36

天地を統べ治め、わたしたちをとらえておられる主権者なる神をあがめよう

27日
天地創造（一）

問12 ウ小9、ウ告白4章

創世記1章 創世記1:31（前半）

この世界は神の作品である。そこに在ることの喜びと感謝をささげて生きよう

8月3日
天地創造（二）

問12 ウ小57－62、ウ告白21章

創世記2:1－4a 創世記2:3（後半）

七日目に主は安息された。安息日の交わりを喜び、礼拝をささげよう

10日
（平和）

平和を創り出す
─ ─

マタイ26:47－56 マタイ26:52（後半）

平和主日。剣を取る者は剣で滅びるとの御言葉から平和を考えよう

17日
摂理の神（一）

問13 ウ小11、ハイデル26－28

ローマ8:28 ローマ8:28

主なる神がわたしたちのために働いておられる。神への信頼と平安の中を歩もう

24日
摂理の神（二）

問14 ハイデル94－95

使徒16:16－24 使徒16:18（後半）

占いは人を捕らえ縛りつけてしまう。解き放たれて、神に依り頼んで生きよう

31日
人間の創造

問15 ウ小10、ハイデル6

創世記1:26－31 創世記1:27（前半）

人は神に似せて、神のかたちに造られた。人として生きることの幸いを知ろう

9月7日
人間の罪

問16 ウ小13、ハイデル7

創世記3:1－7 ヨハネ一4:10

神の愛と慈しみのまなざしの中で、人間の犯した罪を見つめよう

14日
（敬老）

罪と堕落
問17 ウ小14－16、ハイデル7－8

創世記3:8－24 ローマ5:8

人の罪の広がりと、なお与えられている神の憐れみに目を留めよう

21日
罪の悲惨

問18 ウ小17－19、ハイデル3－11

創世記4:1－16 ガラテヤ6:17（後半）

罪は現実の悲惨となって現れる。神から離れて生きる苦しさに目を向けよう

28日
わたしも罪人

問19 ウ小16、ハイデル5－7

ルカ18:9－14 ホセア6:6

罪のない人はだれもいない。自らの罪を認めて、悔い改めを新しくしよう
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　中部中会教育委員会が、献身的な奉仕を通し

て「日曜学校教案誌」の刊行を続けておられる

ことに心からの敬意を覚えています。このよう

な「教案誌」の刊行は、日本キリスト改革派教

会の歴史の中でも“画期的”と評価されるべき

仕事でしょう。他の日曜学校教案誌と比べて見

ても内容的に高い水準を示していると思いま

す。

　「教案誌」の整備を感謝しつつも、「教案誌」

を使用する教会学校の現状に目を向ける時、状

況は危機的です。山田教会を例にとれば、生徒

がゼロでしばらく休校せざるを得ませんでし

た。昨年からやっと活動を再開し、この4月に

は新しい校長の就任式も行い、これから本格的

に再建に取り組もうとしているところです。四

国中会全体も事態は深刻です。昨年の中会主催

サマーバイブルキャンプの参加者は、幼稚科1

名、小学科2名、中学科7名、高校科4名でした。

小学校までで見れば、わずかに3名の参加者で

す。各教会の教会学校も細々と存続している状

態です。

　このような現状から見ますと、教会学校の教

育内容の充実は当然取り組まなければならない

課題ですが、同時に教会学校生徒数の量的な面

も真剣に問題にしなければならないでしょう。

この点で、特に思いますことは契約の家庭の両

親が契約の子供たちを“何としても教会学校に

出席させるのだ”という強い決意の必要性です。

結局は、親の信仰的生き方と本音が問われてい

るのだと思います。クリスチャンホームの親も

塾や習い事にどうしても熱心が向かってしまっ

ているような気がします。しかし、私たちは今

日そのような時代の精神が子供たちにいかなる

病をもたらしているかを目の当たりしているは

ずです。“神を畏れる者”として子供たちを育

てることこそが親の責任の中心であることを深

く認識すべきでしょう。この点を本気になって

実行するだけでも教会学校は再建の確かな手が

かりを掴むことができるはずです。

　以上のことに加えて、私たち改革派教会は全

体としてあまりにも教育的に傾き過ぎているよ

うにも思います。教会学校の問題も“契約の子

の教育”という面を重視しています。“契約の

子の教育”という思想は日本の教会には欠けて

いたもので大きな意義をもっています。この点

を認めた上で、なお指摘したいことは伝道地に

ある教会として日本の教会は子供たちに対して

もっと伝道的な側面を強化すべきであるという

点です。私たちの教会の場合には“児童伝道”

の面における具体的方策が弱いと思います。

　また、地方の教会に赴任して最近特に考える

ことは、積極的な意味で“キリスト教的習俗や

慣習”の形成の必要性です。教会にとって信仰

的伝統の継承は不可欠な課題だからです。契約

の家庭として“家の宗教”を根付かせ、信仰的

伝統を長く継承して行くためには、新しいキリ

スト教的習俗や慣習の形成に努力すべきでしょ

う。クリスマスやイースターの教会的行事が子

供たちの信仰形成に大きな意味をもっているこ

とを思い起こすならば、この点を容易に理解し

ていただけるでしょう。新しいキリスト教的習

俗や慣習の形成なしに契約の家庭を何世代にも

わたって存続させることは難しいことです。こ

れは教理的教育と対立するものではないはずで

す。キリスト教を生活化させる点で重要な意味

をもっていると私自身は考えています。この問

題提起は誤解を招きかねないものですが、問題

点をも含めて様々な角度から真剣に議論される

ことを私自身としては心から願っています。

	 （大会教育委員会委員）

ま	え	が	き
牧田吉和（山田教会牧師）
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（ベト）

どのようにして、若者は

　　歩む道を清めるべきでしょうか。

あなたの御言葉どおりに道を保つことです。

心を尽くしてわたしはあなたを尋ね求めます。

あなたの戒めから

　　迷い出ることのないようにしてください。

わたしは仰せを心に納めています

あなたに対して過ちを犯すことのないように。

主よ、あなたをたたえます。

あなたの掟を教えてください。

あなたの口から与えられた裁きを

わたしの唇がひとつひとつ物語りますように。

どのような財宝よりも

あなたの定めに従う道を喜びとしますように。

わたしはあなたの命令に心を砕き

あなたの道に目を注ぎます。

わたしはあなたの掟を楽しみとし

御言葉を決して忘れません。	 	 	 	 （詩編119編9～16節）　

　わたしが牧会している筑波みことば伝道所の

今年の年間標語は「御言葉による教会形成」で

す。そして、標語聖句として、使徒言行録20

章32節を掲げています。すなわち、「この（御）

言葉は、あなたがたを造り上げ、聖なる者とさ

れたすべての人々と共に恵みを受け継がせる

ことができるのです」。このような教会の標語

を掲げるとき、私たちは、何となく、教会の成

人会員だけを念頭においているようなことはあ

りませんか。もしそうならば、私たちは聖書の

宗教から大きく離れてしまっていると言わざる

を得ません。なぜならば、私たちの信条によれ

巻頭説教

「若者のための詩編」
─詩編119編9～16節による説教─

宮﨑彌男（筑波みことば伝道所宣教教師）

ば、「見える教会は、福音のもとでは、やはり

公同または普遍の教会であり、全世界にわたっ

て、真の宗教を告白するすべての者と、その子

らとから成る」（『ウエストミンスター信仰告白』

25章2）からです。この『信仰告白』によれば、

教会の成人会員だけではなく、小児会員、すな

わち、子供たちや青年たちも、明らかに御言葉

の養いを必要としています。そして、かれらも

また、御言葉によってはじめて「造り上げられ、

聖なる者とされたすべての人々と共に恵みを受

け継ぐ」ことができるのです。

　詩編119編の「ベト」（9～16節）は、若者た
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ちがどんなに神さまの御言葉を必要としている

かを歌い上げています。

　詩編119編は、日本的に言えば、「いろは歌」

のような韻を踏んでいます。この他にも、ヘブ

ライ語アルファベットによる同類の詩が詩編全

体の中にいくつかありますが、119編はその中

でも最大のものです。ヘブライ文字22の各文

字で始まる8行が22あって合計176行（節）に

及ぶ長い詩編となっています。しかし、主題は

一貫して、「御言葉」です。驚くべきことに、

各節に、ほとんどの場合、「御言葉」を言い表

す言葉が、少なくとも1回は出てきます。「ベト」

（9－16節）の場合、「御言葉」、「戒め」、「仰せ」、

「掟」、「裁き」、「定め」、「命令」、「律法」、「御

言葉」が各節ごとに出てきます。これはすごい

です。教育的な意図を持って書かれたと思われ

ます。全体が若者への呼びかけとなっています。

詩編全編の講解を公にされたある先生は、この

「ベト」につき、「ゴスペル調で歌い、若者の歌

として味わってみたいものです」と言っておら

れます。

　9節の「若者」（ナアル）は、幼子、若者、従者、

家来を指す場合にも用いられており、基本的に

は、年令ではなく、「まだ成長途上にある者」

を意味しているようです。ですから、この「ベ

ト」は、確かに若い人に向けて書かれた詩編で

すが、自分自身もまだ成長途上にある未熟な者

という自覚があるならば、自分に関わる詩編と

して、もちろん読むこともできるわけです。

　「歩む道を清める」。これは、特に道徳的な罪

のことを念頭において言われているようです。

特に若き日において、私どもは罪の誘惑を受け

やすいものです。それで、この詩人は「どのよ

うにして、若者は歩む道を清めるべきでしょう

か。あなたの御言葉どおりに道を保つことです」

（9）と言って、この「ベト」の詩編を始めるの

です。彼の答えはずばり「御言葉」です。御言

葉を聞いて悟る、御言葉を聞いて実行する、そ

こに若者が罪や過ちから守られる道があると言

うのです。

　「心を尽くして私はあなたを尋ね求めます」

（10）。御言葉とは、天地万物を造られた、唯一

のまことの神の言葉です。この御言葉において

御自身を啓示された神は慈しみ深い、真実な神

です。実に、「神」という名にふさわしい神で

す。イエス・キリストにおいてご自身の真実と

愛をいやが上にもお示し下さった神です。この

神を真実に、心を尽くして尋ね求めることは、

若者にふさわしいことであります。神は心を尽

くして尋ね求める者に誠実に応えてくださいま

す（ルカ11:9,	10）。

　そして、聞いた御言葉を「心に納める」（11）。

新改訳聖書では「心にたくわえました」と訳さ

れています。たとえ、周囲の者たちが、「若い

のに聖書を読んだりして変わっているなあ」な

どと言って馬鹿にしても、聖書の中に宝を見出

した者のように、ひそかに読み続け、御言葉を

心にたくわえるのです（マタイ13:44と比較）。

		しかし、まことの宗教の究極的な喜びは、「神

をたたえる」（12）ことにあります。神をたた

えることは、個人的な祈りの中でももちろん行

うことができるし、行うことが私たちにふさわ

しいことなのですが、それと共に、主の日ごと

に行われる公同の礼拝に出て、兄弟姉妹と共に

神を讃美し、共に御言葉を学ぶこと、ここにキ

リスト者の最高の喜びがあります。

　13、14節はこの「ベト」詩編のクライマッ

クスとも言うべき箇所です。ここでの「裁き」（ミ

シュパト）は、「神がお決めになったこと、す

なわち、御言葉」の意。「あなたの口から与え

られた裁き（御言葉）」は、マタイ4章4節にお

いて主イエスが申命記より引用しておられる御

言葉を思い起こさせます。「人はパンだけで生

きるものではない。神の口から出る一つひとつ

の言葉で生きる」（申命記8:3）。そして、これは、

次の14節の解釈にも関係してきます。

　14節では、この世のあらゆる財宝と神さま

の御言葉に従う道とが、あたかも天秤にかけら
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れるように、対置されています。「定め」（エ

ドゥート」も、ここでは、神さまの定め、すな

わち、「御言葉」を意味しています。

　今の時代の私たち、特に、若い人たちの生活

環境を見てみますと、自分たちの心を奪うよう

な、面白いことがいっぱいあります。生活を楽

しませる宝物がいっぱいあります。そのこと自

体は結構なことでしょう。

　けれども、神さまの御言葉に対する関心はどう

でしょうか。こちらはもう空っぽに近いような状

況なのではないでしょうか。もし、家庭でも御言

葉を教えない、学校でも教えない、教会に行く暇

もない、これでは、もう滅びです。この点でぽっ

かりと穴が開いてしまっています。これが今の私

たちの社会の現状ではないでしょうか。

　もっとも、このような状況は、必ずしも今

の時代に限られたことではなかったのでしょ

う。この詩人が「ベト」詩編を作ったときも同

じような状況があったのかも知れません。それ

で、彼は祈るのです。「どのような財宝よりも、

あなたの定めに従う道を喜びとしますように」

（14）と。どのようにたくさんの財宝に恵まれ

ていたとしても、それが私たちに命を与えるの

ではない。「あなたの定めに従う道」ここにこそ、

いのちがあり、ここにおいてこそ本当の喜びで

満たされるのだ、と。

　この点で、先程ご紹介した申命記（そして、

イエス様）の教えも実に適確です。「人はパン

だけで生きるものではない。神の口から出る一

つひとつの言葉で生きる」。何が人を生かすの

でしょうか。私たちは毎日の生活のためにパン

が必要だと思っています。確かにそれは必要で

す。言うまでもありません。しかし、それだけ

で生きるものではないのです。私たちが、先ず

第一にわきまえ知るべきことは、神に造られた

者として、人は神の口から出る一つひとつの言

葉によってこそ生きる、ということです。この

ようにモーセは教え、主イエスは、悪魔の誘惑

を退けるために、この言葉を引用されたのであ

ります。

		私たちも、特に今成長しつつある若い私たち

は、この教えの真理性を深く認識したいもので

す。そして詩編119編の詩人の祈り（13－14節）

を私たちの祈りとしたいものであります。

　今の時代に生きる若い者たちは本当に御言葉

を必要としております。ある米国のキリスト教

誌の記事によりますと、米国では、若い人たち

の間で、今一度、きちっと教理を教える正統的

なキリスト教の教えに聞きたいという傾向が見

られるようになってきたということです。本当

に、この時代、いかに生きるべきかを体当たり

的に模索している世代にとって、聖書に従って

イエス・キリストの福音を正しく教えようとし

ているキリスト教会に帰ろうとする傾向が強く

なっているとのことです。これは、私ども改革

派教会として青年伝道、教会学校教育を熱心に

推進しようと願っているものとして、勇気づけ

られることではないでしょうか。

　映像文化の支配的な時代に生きている若者に

聖書の教理を教えても、耳を傾けないだろうと

悲観的な見方をする人がいるかも知れません。

しかし、だからといって、私たちは聖書の教え

／教理を教えないわけには行かないのです。も

し、聖書の教え／教理を教えなければ、若者は

何によって生きるのでしょうか。「財宝」ですか。

「パン」ですか。「どのようにして、若者は、歩

む道を清めるべきでしょうか。あなたの御言葉

どおりに道を保つことです」。

　私たちは、今の時代環境の中で、たとえ困難

であっても、若者のために祈り、御言葉を伝え、

教え続けなければならないのです。これ以外に

道はないのです。聖霊が若い人たちの心を開い

てくださるでしょう。そして、それは、幾千代

にも及ぶ祝福につながるのです（出エジプト記

20:6、申命記5:10）。

　御言葉には、確かに（若者も含めて）私たち

を「造り上げ、聖なる者とされたすべての人々

と共に恵みを受け継がせる」力があるのです。
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１.はじめに

　岡山西伝道所は、2000年1月から、十数名の

信徒が集まって、岡山駅西口にある奉還町商店

街の中に集会所を借りて、集会を始めた伝道所

です。

　集会の開始当初は、教会学校は、本校（日曜

日）の教会学校として、小学科（5名）、中高

科（4名）、成人科の3科を置き、主に教会員及

び契約の子供たちのための教育を行ってまいり

ました。一方、分校として、妹尾分校、東畦分

校（岡山市南西部、瀬戸大橋線妹尾駅を隔てた

両側にある地域）が、木曜の午後、木曜学校と

して、教会員の家庭を解放して行なわれてきま

した。また、2002年3月からは、岡山市東部に

門田分校が、同じく教会員の家庭を解放して開

かれましたが、2006年3月に、契約の子の小学

校卒業と同時に、残念ながら休止を余儀なくさ

れました。

　そのような状況の中、現在は、年月の経過

と共に、本校の生徒は中高科の4名となり、分

校は2校が引き続いて活動を続けている状況で

す。何か特徴的なことをやっているということ

ではありませんが、当伝道所のありのままの教

会学校の様子を紹介させていただきたいと思い

ます。

２.教会学校の歴史と現状

　(1)	小学科

　小学科は、最初の二年間は、『成長』（CS 成

長センター発行）を使用して分級を行なってき

ました。しかし、改革派の立場に立った教材で

教えることができないかと考え、松戸小金原教

会で独自のテキストを作成していることを聞い

ていましたので、お願いし譲っていただきまし

た。そして、2002年から2年間、その教材で学

びました。聖書物語と教理をバランスよく教え

ることの出来る教材として、良く出来ていまし

たので、本当に感謝して使わせていただきまし

た。ただ、教師用の教材はありませんでしたの

で、教師が十分に祈りと準備を持って臨む必要

があり、教師にとっても必要な訓練を与えられ

たのではないかと思います。

　小学科の教師は、最初の2年半は、大人の会

員が主になり、その教師と共に、教師養成のた

め、青年会員二人に補助教師として奉仕しても

らいました。2002年の10月からは、2名の青年

会員が教師となり、次第に青年会員の教会学校

奉仕者を増やしていきました。2006年3月には、

契約の子供たちの小学校卒業に伴い、小学科は

廃止となりました。

日曜学校・教会学校訪問

岡山西伝道所教会学校の紹介
中田　稔（岡山西伝道所宣教教師）

教会学校風景

　(2)	中高科

　中高科は、生徒の人数が少ないため、中学生

と高校生を一緒にして、クラスを編成しました。

　最初の学びに用いたテキストは、正統長老教

会日本ミッションが発行しています『キリスト
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を告白するために』でした。このクラスは、具

体的な信仰告白の対象者を視野に入れながら、

祈りを持って2002年までこのテキストで学び

が進められ、2002年の12月には、二人の信仰

告白決心者を出すことが出来、感謝でありまし

た。

　2003年から2006年3月までは、『ウェストミ

ンスター小教理問答案内』（鈴木英昭著）を用

いて、改革派教会員としての教理を身につける

ための学びを行ないました。教師も2005年か

らは、伝道所委員から小学科で教師として訓練

を受けた青年会員にバトンタッチし、子供たち

も、おじさんからお兄さんお姉さんに替わって、

より親しみを増した教会学校となりました。

　2006年4月からは、中学の新一年生が入って

きて、年齢差が広がったため、中学科と高校科

を分離し、中学科は中部中会教育委員会発行の

教会学校教案誌を参考に独自のプリントで旧約

の学びを行ないました。高校科では、ウェスト

ミンスター小教理の学びを継続して行ない、終

了後は、『聖書の歴史』（ジョージ・ストブ著）

により、中学科と同じように旧約の学びを始め

生徒作成の旧約聖書の問題

ました。

　2007年には、再度中学科と高校科を合同し

て、『聖書の歴史』を用い、生徒と教師が、当

番制で問題を作成し、発表を行うという方式で

授業を行ない、生徒たちの自主性と、学習意欲

を高めるのに役立つことになりました。

　(3)	成人科

　私たちの伝道所では、婦人会とか男子会とは

別に、教会学校の成人科を設置して、月一回の

ペースで、大人の教会員の学びの時を持ってい

ます。集会開始当初は、『改革派信仰とは何か』

（牧田吉和著）により、改革派教会員としての

基本的学びを行ないました。その後は、教会設

立を目指しながら、『聖書の教会観』（R.B. カ

イパー著、山崎順治訳）を用いて、学びまし

た。その間、女性役員問題が大会で大きな課題

となった時期には、『聖書の教会観』の学びを

中断して、女性役員問題についても、学びを深

めました。

　昨年でやっと『聖書の教会観』の学びを終了

し、新しく、『神中心の伝道』（R.B. カイパー

著、山崎順治訳）を用いて、伝道について聖書

によって教えられている伝道が出来るよう願い

ながら、学びを進めていく予定です。

　(4)	分校

　地域における教会の役割を意識して始められ

たのが、教会学校の分校です。最初に出来た妹

尾分校は、始めてから、すでに20年以上経過

しています。教会員の子供の成長に合わせて、

教会学校も成長し、一時は20名を越える子供

たちが集まるようになりました。しかし、中学

進学と同時に中学科を新設しましたが、部活な

どで中学科は継続できませんでした。小学科も

教会員の子供たちが卒業すると、人数は極端に

減ってしまい、妹尾分校も生徒一人、教師一人

の状況が続いています。また、門田分校につい

ても、同じことが起こっています。
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　それとは反対に、東畦分校は成功した事例と

してあげられます。2003年には20名を超える

生徒が集まりましたが、同じように、教会員の

子供が小学校を卒業すると、生徒は半減しまし

た。しかし、今なお、9名近い子供たちが集まっ

てきて、神様のお話を聞くことが出来ているこ

とを、神様に感謝しています。

　(5)	その他

　これらのほかにも、青年たちのために、「結

婚の備え会」を開いて、聖書から、神様が教え

る結婚、夫婦などについての、学びを行ってい

ます。若い青年たちが、神様の御心にかなった

結婚が出来るように、教会全体で祈っています。

　また、若い女の子が多い群れですので、KBK（キ

リスト者べっぴん会）と自ら称して、年上のお

姉さんたちが、今まで経験してきた信仰的事柄

や、KGK（キリスト者学生会）で受けた恵みを

分かち合ったり、『のんちゃん＆おかあさん　

性について話そう』（長谷川はるひ著）を用いて、

若い女性たちだけで学び、また語り合うときを

持っています。

３.教会学校に伴う各種行事について

　(1)	夏季キャンプから夏季修養会へ

　2000年から2004年までの5年間は、岡山市内

の施設、及び蒜山バイブルキャンプ場で、二泊

三日の教会学校夏季キャンプを行ないました。

神様への礼拝、御言葉の学びを中心に、工作、

牧場見学、花火、スイカ割り、バーベキュー、

星空観察、ゲーム等々、様々な企画に、生徒は

もちろん、教師たちも自然の中で、神様の創造

の御業を感謝しながら、神様を喜ぶときを持つ

ことができました。また、日常的には交わりの

無い、本校と分校の生徒たちが、共に暮らし、

交わりをもてる良い機会として用いられてきま

した。

　しかし、子供たちも成長し、対象となる子供

も少なくなり、2005年からは一日または一泊

修養会として、教会について、信仰生活につい

てなど、大人も子供も共通した課題の学びを行

なっています。

一日修養会にて

夏季キャンプ─小学校下級科授業風景

夏季キャンプ─牧場にて子牛とのふれあい

　(2)	お楽しみ会

　私たちの伝道所は、安息日を聖く守るという

聖書的観点から、日曜日の学校行事に不参加を

表明する家庭が多くあります。ある面、それは

子供たちが、寂しい思いになることも否めない
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ミニ運動会・大縄跳び

ため、子供たちへの配慮として、体育館を借り

てミニ運動会を開いてきました。分校の子供た

ちもさそって、毎年秋に開催し、楽しいひと時

を持っていました。しかし、子供たちが大きく

なるにつれて、今では、中高青年会が企画して、

なっています。中高生年会が行なう、聖書劇や、

指人形での聖書劇のビデオなど、毎年思いもか

けない企画に、祝会は最高潮に達します。

４.最後に

　私たちの伝道所の教会学校の様子をつらつら

と書き連ねてきましたが、この8年間のあゆみ

を振り替えるとき、教会学校の果たす役割の大

きさに驚きます。契約の子供たちにとっては、

大人の礼拝に出席するのと同様に、この教会学

校による聖書の学びは、知らず知らずの内に、

一人一人の子供たちの心の内に、聖霊の働き

によって御言葉が確実に刻み付けられているこ

とを実感します。このような働きの中で、信仰

を告白する子供たちが出てくることは、教会に

とって大きな喜びであります。

	また、地域における未信者の子供たちを対象

にした教会学校も大きな役割を果たしていま

す。ここに、東畦分校の教師から寄せられた原

稿の一部を掲載させていただきます。

　この10年を振り返ると、様々なニーズに応

えようと、子供達が小さかった頃は CS 兼託児

のような事をしたり、おもしろい工作をアレコ

レ用意したり、また少し大きくなってからは

英語を取り入れてみたり、色々工夫してきまし

た。「何となく楽しそう……」と沢山の子供達

が来てくれました。でもこれがただのお楽しみ

会だったら、きっとすぐに行き詰っていたこと

でしょう。いつも中心に神様がいて、祈りを重

ねていくとき、神様が働いてくださると思いま

した。かつてはワンパクすぎる男の子達に手を

焼いた事もありましたが、大きな事故もなく今

まで守られてきて感謝しています。

　地域のこの様な教会学校を通して一人ひとり

の子供と、またそのご家庭にも神様のことが伝

わるよう願っています。嬉しいことに、保護者

の方々との交わりも守られ「聖書を共に読む会」

を定期的に続けています。何より筆者自身が、

様々なお楽しみの会を持つようになっており、

教会学校としての企画としては、終了しました。

　(3)	クリスマス祝会

　クリスマス祝会は、教会学校行事というより、

教会全体の行事です。かつては、教会学校の各

分級ごとに、英語での賛美、聖句暗唱、楽器演

奏、創造物語絵巻、影絵によるクリスマス物語

など、多種多様な企画で、神様を賛美し、イエ

ス様の御降誕をお祝いしていました。しかし現

在は、婦人会・家長会や、中学生以上の子供た

ちが属する、中高青年会などの各部会が中心に

クリスマス祝会─創造物語絵巻
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かつて自分の子供が通っていた地域の教会学校

（妹尾分校）を通して、教会へと導かれ救われ

たひとりなのです。

　地域の教会学校に託された使命は、地域伝道

であると思います。それは、子供だけとのかか

わりでなく、子供を通した親同士のかかわりが

そこに生まれて、この東畦でも保護者との定期

的な集会が行なわれるようになりました。いま

だ、数的な成果は上がってはいませんが、神様

は確実にこの働きを祝福していてくださること

を確信し、さらに、多くの場所で、継続的に教

会学校が持たれるよう、教会全体で祈っていき

たいと思っています。

議
d
f

品
薄
ド

仙
普
ヤ
ニ
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はじめに　「感謝をもって」

　このたび、『教会学校教案誌』の誌面をおか

りして日本キリスト教会（以下「日キ」と略記）

の教会教育について紹介する機会をいただいた

ことを感謝します。日本キリスト改革派教会

と日キは2000年以来、公的友好関係に基づき、

互いの大会を議長が訪問しあうだけでなく、毎

年一回、それぞれの渉外担当の委員が会合をも

ち、年々、伝道・神学教育・礼拝式などテーマ

を掲げて、着実に交りを積み重ねています。今

回、ここに日キの教会教育の歩みと現状、課題

を知っていただくことによって、両教会の相互

理解と協力が前進することを喜び、感謝してい

ます。

　以下、日キの大会教育委員会の活動を中心に

紹介させていただきたいと思っていますが、今

回あらためて日キの教会教育全般について記す

に当たり、二つの文献を参照しました。一つ

は NCC 教育部が日本日曜学校協会設立百周年を

記念して編纂・出版した『教会教育の歩み－日

曜学校から始まるキリスト教教育史』（教文館）

であり、もうひとつは中部中会教育委員会か

ら送っていただいた、『教会学校教案誌』No.25

に特別企画として掲載された文章、特にその中

でも「宗教教育・徳育を越えてー私どもの目指

すべき日曜学校伝道 ?」と「本誌の基本方針～

教会（日曜）学校像について」（いずれも相馬

伸郎牧師執筆）です。

　日キの教会教育の歩みを、日キの創立以来の

歩みから切り離して記すことはできません。日

キは日本キリスト改革派教会の創立に遅れるこ

と五年、1951年に旧日基の流れをくむ39個の

教会が教団を離脱して歩み出した教会です。（そ

特別寄稿・諸教派の教会教育事情

日本キリスト教会の教会教育
澤　正幸（日本キリスト教会大会教育委員）

の沿革については日キのホームページ http://

www3.ocn.ne.jp/~nikkits/ に掲載されていま

すので参照してください。）

　教会創立とその後の教会形成にこめられた信

仰的契機は、旧日基の批判的継承でした。その

中には旧日基の日曜学校教育に対する批判的継

承が当然含まれていました。NCC 教育部から出

版された『教会教育の歩み－日曜学校から始ま

るキリスト教教育史』を読みますと、そこに記

された日本における百年の日曜学校の歩み－そ

の中に旧日基の日曜学校も含まれています－を

今日わたしたちはどう受けとめ、今後どう担っ

てゆくべきかを問われます。

　『教会学校教案誌』No.25に掲載された「宗

教教育・徳育を越えて－私どもの目指すべき日

曜学校伝道－」と「本誌の基本方針～教会（日曜）

学校像について」は、それに対する日本キリス

ト改革派教会からの明確な応答となっているこ

とを敬意をもって読みました。では、それに対

して日キはどう応えるのか、日キの教案誌の基

本方針は何か、またどのような日曜学校像を追

い求めようとしているのか、それを示すのが本

稿に与えられた課題であろうと思います。その

本題に入る前に、前提としていくつかのことを

紹介しておきたいと思います。

大会教育委員会の活動

　日キは1951年の創立大会において日曜学校

委員を挙げ、翌年4月から日曜学校誌の発行を

開始しました。1974に教育委員会と改称して

今日にいたっていますが、現在は大会で挙げら

れる四名の委員によって日曜学校誌（季刊）の

発行、定本の編集・発行を行っています。その
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詳細は日キのホームページの諸活動の項から教

育委員会のページにアクセスしてご覧いただけ

ます。

　日曜学校誌：発行部数は732冊。日キ134教会

中113教会で620冊が用いられているほかに、他

派（アライアンス、教団、改革派）でも用いら

れています。また書店を通じても販売されてい

ます。日キ全体の日曜学校教師数は611名です

ので、全教師に行き渡っている計算になります。

れているのは2009年完成予定の「聖書教案合

本」の編集・発行作業と、毎年夏に神学校を会

場に開催する「日曜学校セミナー」です。聖書

教案合本については後で取り上げますが、後者

の日曜学校セミナーは教育委員会が発行してい

る「日曜学校誌」の充実をはかるためのもので、

日キの四つある中会から、それぞれの日曜学校

委員会の代表と、日曜学校現場の声を反映させ

るモニターとしての日曜学校教師、それに主催

者の教育委員を加えて20名ほどのメンバーが

集まり、教案の内容、方向性などを検討してい

ます。また毎年、教会教育に関する基礎的な学

びを講師の講演を通して続け、その講演録は日

曜学校誌に連載されます。昨年の講演のテーマ

は「これからの日曜学校教育を考える　小児陪

餐について～日曜学校は未陪餐（小児）会員を

育ててきたか～」、講師は前神学校校長、小坂

宣雄牧師でした。

大会教育委員会の歩み

─日曜学校誌カリキュラムの変遷を通して─

　日キ創立の翌年から発行され続けている日曜

学校誌のカリキュラムの変遷を通して、これま

での大会教育委員会の歩みを三つの時期に分け

ることができるように思います。

　　第一期　　創刊から1960年まで

　　第二期　　1961年から1968年まで

日曜学校誌2008年4～6月号

　内容：説教教案　教会暦に従った三年サイク

ルの「聖書朗読日課」により、福音書をとりあ

げています。見開き二頁の片面は説教に向けて

の釈義と準備、もう一頁に説教例が掲載されて

います。

　聖書教案　これは分級教案としても、また説

教教案としても用いることができるものです。

三年間で旧・新約聖書の救いの歴史を網羅する

ものです。

　定本　日曜学校誌に連載された教案をもとに

編集・発行された定本が別記のようにありま

す。『青少年のためのキリスト教教理』（永井春

子著）はこの中では息の長いベストセラーです。

　このほか現在教育委員会が取り組みに力を入

定本の一覧
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　　第三期　　1969年以降、今日まで

　この区分は第二期において、日キが NCC の綜

合制教会学校リキュラム、通称「神とその民」

カリキュラム（『教会教育の歩み』NCC 教育部

186頁）を採用したのに対して、第一期はそこ

に行き着くまでの模索や試行錯誤のあった時

期であり、第三期は NCC の綜合制教会学校カリ

キュラムから離れて日キ独自でカリキュラムを

編成するようになった時期です。先に挙げたさ

まざまな定本はこの第三期に日曜学校誌に連載

された教案の中から生み出されたものです。

　そして、現在、教育委員会が努力を傾けてい

るのが第三期の日曜学校誌に掲載された30年

分の聖書教案をもとに、それらを素材として、

旧新約聖書全150課からなる聖書教案合本の編

集・発行作業です。

　この企画にはモデルがあります。オランダ

で出版されている『泉のほとりで』（Bij	 de	

Bron）Ten	 Have 著、旧約は創造からネヘミヤ

の活動までを63課に分け、新約は祭司ザカリ

アからパウロのローマ行きまで82課からなっ

ています。各課は主題聖句、讃美歌、釈義、時

代背景の説明、教理、展開に向けての指針、展

開例、設問という構成です。巻末にはカリキュ

ラムが複数載せられていて、さまざまなカリ

キュラムにそってこの本が使用できることを示

しています。考えてみるとわたしたちがカリ

キュラムと称しているものは、要するに、旧新

約聖書の主要な箇所を年間の学びのサイクルの

中にどう並べるかの一覧表に過ぎないと言った

ら過言でしょうか。カリキュラムはそれぞれが

状況に応じて組むことにして、カリキュラムの

マテリアル、素材、原材料となるのは聖書であ

り、それを教案にしたものであるのですから、

そちらを整えて提供することを願って今回の企

画を立てています。

教会教育の基本線と今後の課題

　NCC 教育部『教会教育の歩み』によって示さ

れた日曜学校百年の歴史を読んで問われるの

は、教会教育の基礎、その根底となる神学は何

かという問題に尽きているように思います。教

案作成、また日曜学校教育の実践、こどもへの

伝道といったものはいかなる神学的土台の上で

なされようとしていたのかを問わずにおれない

のは、文字通り、ここ百年の日曜学校は岩の上

に家を建てる人ではなく、砂の上に家を建てた

ために、ひどく倒れてしまった人に似ているこ

とを認めずにおれないからです。砂の上に家を

建てた人というのは他者を批判しているのでは

ありません。それは自分自身のことで、いま求

められているのは旧日基や現在に至る日キを含

めての自己批判です。

　日キの創立とともにその日曜学校教育がス

タートしたとき、当時の謄写版印刷の創刊号に

渡辺信夫牧師が「歴史的に見た教会学校の本質

と課題」を書いています。そのプリントは今日

黄ばんでいますが、その内容は60年以上を経

た今日でも色褪せていません。そこには宗教改

革の伝統、カルヴァンがジュネーヴで取り組ん

だ信仰問答教育の線が打ち出されています。小

児洗礼から陪餐にむかう教理の教育をなすつと

「日曜学校」創刊号
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めを教会は主から受けているという、教会のつ

とめ、ミニストリーとしての教会教育の確認で

す。そのような確認は、旧日基以来、日本の教

会が怠ってきたことだと思います。

　日キは旧日基を継承する教会として、旧日基

も含めてかつて盛んだった日曜学校へのノスタ

ルジアもあってのことでしょうか、こどもたち

への伝道の重要性が叫び続けられてきました。

それが教会学校ではなく「日曜学校」という名

称が残っている所にもあらわれています。しか

し、教会のつとめとしての信仰問答教育と旧来

の日曜学校伝道とが、日キの中でどう神学的に

統合され、一貫した教会教育の立場に立って進

められてきたかと言えば、残念ながら今日まで

それはなされないまま、どっちつかずの歩みを

続けてきたのが、正直な反省だと思います。そ

れゆえ、ここに今後の課題があります。

　確かに、日本は宣教地であって、オランダや

スコットランドのような社会状況とは違う環境

におかれていることは事実です。しかし、イス

ラエルの信仰の伝統、今日に至るユダヤ人の信

仰継承などを考えるとき、戦前の日本の「盛ん

な日曜学校」（1920年、世界日曜学校大会に際

して日比谷公園で二万人の生徒大会が開かれ

た。『教会教育の歩み』NCC 教育部10頁）の方

こそ特異な現象であって、神の民の歴史に中で

は本流に属さない出来事なのではないでしょう

か。わたしたちはもっと冷静に、目を凝らして

歴史と世界を見つめて、教会教育の基本線が何

かを見極めてゆくべきだと思います。つまり、

今日、オランダやスコットランドでも若者の教

会離れは激しい中で、古い伝統をもつこれらの

教会が今日、どのように教会教育に取り組もう

としているのか、その基本線を変えようとする

のか、それともそれを守りながらも苦闘してい

るのかを知ることは大切です。なぜなら、そ

のとき、わたしたちもかれらと同じ戦い、苦闘

をしていることが明らかにされるだろうからで

す。

　かつてオランダを訪れたときハッとさせられ

たのは、ある教会でカテキズムのクラスがもた

れる教室を訪れた時のことです。その教会の牧

師が受けもっているクラスの人数は数名でし

た。会員数が数百名の教会でも、信仰告白準備

の年齢に達している子供の数がそう多いはずは

ないわけです。

　ですから今後、教会はこどもたちへの伝道を

相馬牧師が提唱されるような「ディアコニア」

としてであれ、新しい観点のもとに積極的に取

り組み、進めてゆくことは大切でしょう。けれ

ども、教会が本来のつとめとしての教会教育に

着実に取り組んでゆくことを怠るならば、日本

の教会の次の百年もまた、先の百年と同じ失敗

を繰り返すことになるでしょう。わたしはそれ

を恐れます。

　日キは聖書教案の合本制作や、教会教育の神

学的基礎作業の継続に取り組むことを通して、

教会の教えのつとめの確立を目指したいと考え

ています。今後、その意味で両教会が協力し合っ

て、日本における教会教育の前進に仕えて行け

るなら幸いです。日キの日曜学校誌に日本キリ

スト改革派教会の教会教育についての紹介を掲

載させていただけるなら、大きな恵みとなるで

しょう。	（日本キリスト教会福岡城南教会牧師）

日曜学校バッジ
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800

　再刷発行いたしました。ぜひお買い求めください。ご注文は教案誌編集部まで。

副読本再刷のお知らせ
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中部中会日曜学校委員会からのお願い

　教会のかしらなる主イエス・キリストの御名をあがめます。

　中部中会日曜学校委員会（2007年４月中部中会第一回定期会で教育委員会か

ら改組）は、日本キリスト改革派教会をはじめとする改革・長老主義諸教会の教

会学校・日曜学校教育に資することを目的として、『教会学校教案誌』を発行し

ています。2001年４月に始まり、すでに満７年となり、第30号まで発行して参

りました。中部中会では７割ほどの教会により採用され、改革派教会全体でもお

よそ60教会で採用されています。大会教育委員会もご支持を表明してくださっ

ています。皆様のご支援に心からの感謝を申し上げます。

　『教案誌』の発行は中部中会の事業として行われておりますが、中部中会日曜

学校委員会では、あわせて皆様からの自由募金によってご支援いただきたいと

願っています。子どもたちの信仰教育のために、ぜひ皆様からのお祈りと募金の

ご支援をいただきたく、よろしくお願い申し上げます。教案誌を購入していただ

きやすくするために、教案誌の頒布価格を印刷・製本単価ぎりぎりにおさえてい

ます。『教案誌』をご購入くださることも発行のための支援となりますので、ご

購入いただくことによってもご支援くださいますよう、お願いいたします。

『教会学校教案誌』発行のための

自由募金のお願い

　目標金額　　　30万円

　送 金 先　　　郵便振替　伊藤治郎

　　　　　　　　　　　　　00890-2-148183
※通信欄に「教案誌のための自由募金」と明記してください。
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聖書研究・カテキズム研究・説教展開例・分級展開例　
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〈わたしたちと共にいてくださる慰め主、聖霊〉

　ここで語られる聖霊の働きの一つは、聖霊はわ

たしたちの内に内在し、いつまでも共にいてくだ

さるということです。「父は別の弁護者を遣わし

て、永遠にあなたがたと一緒にいるようにしてく

ださる。この霊があなたがたと共におり、これか

らも、あなたがたの内にいるからである」（14章

16、17節）。聖霊は、わたしたちに臨在してくだ

さる主です。ここで主は聖霊を「弁護者」と言い

表されました。弁護者とは、パラクレートスと

いう言葉で、「助け主、慰め主」とも訳されます。

聖霊は「慰め主」だと言われるとき、その「慰

め」とは、「人を強くするために、その人の傍ら

に並んで立つ」ということで、その人に力を与え

て、人生の様々な現実に耐え抜かせることでした。

頼れるのは自分だけという孤独に苦しむのではな

く、その傍らに自分を支えてくださるもう一人の

存在がいて、自分よりももっと確かなその存在が、

孤独で頼りない自分をしっかりと支えていてくれ

ることです。そしてそこで悩みの人生の現実に耐

え抜かせていく力を与え、そのために傍らに並ん

で立っていてくださり、その力をくださる方がお

られる、それが慰めだというのです。そのような

慰めの中で、孤独なわたしたちを支え、励まし、

助けてくださる、そのためにいつも傍らに共にい

てくださっている方こそ、聖霊なのでした。だか

ら、聖霊は「慰め主」と呼ばれるのです。

〈真理を指し示す真理の霊〉

　しかし聖霊の働きには、もう一つ大切な働きが

あります。わたしたちの内にいて、いつも共にい

てくださるのは聖霊ですが、それではわたしたち

は、その聖霊に感謝を捧げるかというと、そうで

はなく、むしろ聖霊において臨在してくださる主

イエス・キリストを信じ、礼拝します。わたした

ちと共にいてくださるのは、実は聖霊において臨

在される主イエス・キリストご自身なのです。天

にいて、わたしたちを日々執り成し続けてくださ

る主が、霊において共におられる、だから聖霊を

キリストの霊とも言うのです。そしてわたしたち

の内にいて、わたしたちにいつも働き続けておら

れる聖霊は、その働きによって自分自身ではな

く、主なるキリストご自身へと、わたしたちの信

仰の目を向けさせていきます。わたしたちを、聖

霊自身ではなく、キリストへと向けさせていく働

き、それが聖霊のもう一つの働きです。「聖霊が、

あなたがたにすべてのことを教え、わたしが話

したことをことごとく思い起こさせてくださる」

（14:26）。「真理の霊が来るとき、その方がわたし

について証しをなさるはずである」（15:26）。「そ

の方、すなわち、真理の霊が来ると、あなたがた

を導いて真理をことごとく悟らせる」（16:13）。

　ヨハネ福音書において、真理とは抽象的な概念

ではなくて、人格となられた真理の神、イエス・

キリストご自身のことです。真理であるキリスト

から遣わされて、真理であるキリストご自身を明

らかにする、だから聖霊は真理の霊と呼ばれるの

です。聖霊の働きは、キリストをわたしたちに指

し示し、信仰へと導くことでした。わたしたちが

聖書の学びをして、それを理解し、悟り、信じ、

従うことができるのは、聖霊の働きです。悟ると

は、知的に了解するだけではなくて、それを自分

自身のものとして主体的に受け入れるということ

で、それは聖霊がわたしたちの心を開いてくださ

る中で、実現する恵みの業です。わたしたちがキ

リストを主として信じ、信頼できるようになるの

は、自分の努力や熱心に基づくことではなくて、

聖霊の働きです。聖霊は、キリストが啓示された

恵みの事実を、わたしたち一人ひとりのものとな

るように、心を導き、真理を悟ることができるよ

うに照らしてくださる方なのです。そして聖霊は、

わたしたちにこの唯一の慰めである主イエス・キ

リストを指し示し、信じさせることで、この慰め

にあずからせてくださいます。だから聖霊は、わ

たしたちにとって「慰め主」なのです。

	 （三川栄二）

	 7月6日	 「三位一体の神（一）」	 聖書研究

	 テキスト	 ヨハネによる福音書　15章26節
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	 7月6日	 「三位一体の神（一）」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問10

〈子供たちの視点で三位一体を考える〉

　有り体に言えば、三位一体の神様のことは、大

人のクリスチャンでもよく分からないというのが

正直なところではないでしょうか。「位格」とか「同

質」とか言われても、ハテ何のことやら？	と思っ

てしまうのが、普通だと思うんです。ということ

は、逆に考えれば、子供たちの視点で考え、子供

たちに分かるように説明しようとする時にこそ、

三位一体のことが深く理解できるようになるので

はないかと思うのです。

　三位一体の教理は、特にギリシャ・ローマの文

化圏で確立されていきましたから、哲学的な様相

を呈しています。そのために、殊更難しく思えて

しまいますし、一つが同時に三つで、三つが同時

に一つだということを、どれだけこねくり回して

みても、分かったような分からないような、と感

じるのが当然だと思うのです。しかしながら、使

徒信条にも見られますように、初代・古代教会の

時代から、体系的にまとめられてはいないにして

も、三位一体の信仰が生き生きと受け継がれてい

ました。三位一体の教理は、その生き生きとした

信仰を、異端との数多くの戦いを通して、万遍な

く、またバランス良くまとめたものなのですね。

初代・古代のクリスチャンたちは、三位一体の「哲

学」を信じたのではなく、生きておられる三位一

体の「神様」を信じて生きたのです。

〈異端の間違いを通して三位一体を知る〉

　三位一体の教理を豊かに理解するための、一つ

の大きな鍵は、異端の人々の考え方を知ることで

す。異端の人たちがどういう信仰を持っていたか

を見ていきますと、意外にも自分たちも同じ過ち

に陥っていたということを発見するかもしれませ

ん。三位一体の教理は分かりにくいだけに、危険

性も大きいと言えましょう。

　三位一体の異端として現れた、二つの大きなも

のは「勢力的モナルキア主義」と「様態的モナル

キア主義」です。言葉が小難しいので、ますます

分かんない！	と思う方もいることでしょう。「勢

力的モナルキア主義」とは、要するに「憑依説」

ですね。人間イエスに神が乗り移ったとする考え

方です。「様態的モナルキア主義」とは、簡単に

言えば「アシュラマン説」です（キン肉マンを知

らない方はごめんなさい）。アシュラマンに「笑い」

「冷血」「怒り」の三つの顔があるように、神様が

三つの顔を使い分けているとする考え方です。こ

うして見てみますと、異端の人たちがこだわって

いるのは、イエスは神か人かということと、神様

は絶対に一人でなきゃ駄目だという二つのことな

のが分かります。異端の人たちにとって、神様は

一人であると同時に、イエス・キリストも神、聖

霊も神、というのは、どうしても受け入れられな

かったのです。それで、納得できるような説を考

え出したという訳です。	 （梶浦和城）

　　子どもカテキズム

問10	 私たちの神さまにはいくつの位格がありますか。

　答　真の神さまには三つの位格があります。

	 御父なる神さまと御子なる神さま（イエスさま）と聖霊なる神さまです。

	 この三位は同質であり、三位一体の神さまです。
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　イエスさまのことをもっと知りたいと思った

ら、皆さんはどうしますか？	何よりも聖書を学

ぶことですね。でも一人で聖書を学ぶことができ

るでしょうか。だれかと一緒に学び、そしてだれ

かに教えてもらうことが必要です。そしてもっと

よく考えてみましょう。日曜学校の先生や、皆さ

んのお父さんお母さんは、神様のことイエスさま

のことを教えてくださるでしょう。でも日曜学校

の先生方は、自分の知識だけで皆さんを教えてい

るのではありません。先生方が、聖書のお話をさ

れるとき、きっと皆さんのためにお祈りしておら

れるはずです。「どうか、イエスさまの恵み、神

様の素晴らしさが、どの子どもにもよく分かり、

そして神様を心から愛することができますよう

に！」。そのお祈りに答えて、皆さんの心にイエ

スさまの恵みを運んでくださる方、それが聖霊の

神様です。

　イエスさまは、十字架につけられる前に、お弟

子さんたちにとても大切な約束をしてくださいま

した。十字架にかかり、復活してのち、イエスさ

まは天のお父様のところに帰られます。イエスさ

まが天に帰られたのち、お弟子さんたちはいった

いどうなるでしょう。イエスさまが一緒におられ

た時にも、弟子たちはイエスさまの「良い生徒」

とは言えませんでした。イエスさまがどんな方で

あるか、イエスさまがどのように私たちを救って

くださるか。いちばん大切なことさえ、よく分か

らないまま、仲間の間で「だれが偉いか」などと

言い争っていたのです。そんな弟子たちを残して、

イエスさまは安心して天の父である神さまのもと

に帰ることができるのでしょうか？

　イエスさまが天に帰られたのち、弟子たちのた

め、そして弟子たちに続いてイエスさまを信じる

世界中の人びとのために、「弁護者」「助け主」を

送る。イエスさまはそう約束されました。「わた

しが父のもとからあなたがたに遣わそうとしてい

る弁護者、すなわち、父のもとから出る真理の霊

が来るとき、その方がわたしについて証しをなさ

るはずである」（26節）。弟子たちにとって、イ

エスさま以上の「弁護者」「助け主」があるでしょ

うか。イエスさま以上の方はいませんし、いる必

要もないはずです。でも、イエスさまは、ご自分

が選んだ人びとのために、罪の赦しの働きを完成

なさるため、どうしても天の父なる神様のもとに

帰らなければなりません。それで、イエスさまと

	 7月6日	 「三位一体の神（一）」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書　15章26、27節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問10

〔単元のねらい〕

　この単元では、キリスト教の基本教理である「三位一体」を学びます。「カテキズム研究」に記され

ているとおり、この主題は「大人のクリスチャンでもよく分からないというのが正直なことろ」です。

この教理の大切な部分を、いくらかでも学び取り、神が三位一体であられることが、教会とそれぞれの

信仰生活に、どれほどの豊かさと確かさを与えてくれているかを、子どもたちと分かち合うことができ

れば、と願います。今回の教案では、「三位一体」の要（かなめ）を、聖霊の存在と働きに置いています。

聖霊の教理は「キリスト教教理のシンデレラ」（J・I・パッカー）と言われるように、注目されず素通

りされているのが実情です。聖霊なる神への信頼を通路として、三位一体信仰の恵みの扉を、子どもた

ちと共に開きましょう。教師の皆さんも、それぞれ聖霊に心を照らしていただいた経験を持っているは

ずです。子どもたちに証ししてみましょう。

「もっとイエスさまを知りたい！」
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同じ恵み、イエスさまと同じ力、イエスさまと同

じ愛で、弟子たちを守ってくださる、もう一人の

「助け主」が、どうしても必要なのです。それが「聖

霊」と称ばれる方です。

　この方は「真理の霊」と称ばれていますね。神

様のすべての恵み、すべての愛を、のこりなく、

間違いもなく、弟子たちに教えてくださるから、

真理の霊と称ばれるのです。イエスさまの弟子た

ちは、イエスさまが一緒におられた間、イエスさ

まから多くの恵みを学びました。神様が、どんな

に大きな愛で、私たちを愛してくださるか。神様

が、私たちを罪と死から救い出すため、どんなに

すばらしい計画をもっておられるか。イエスさま

が、ご自分の命を与えるために、世に来てくださっ

たこと。イエスさまは、世の終わりまでいつでも

私たちと一緒におられること。そうしたすべての

ことを、弟子たちに約束してくださいました。

　イエスさまが約束された「真理の霊」である聖

霊は、このようなイエスさまの約束を、弟子たち

の心にはっきりと教えるために、天の父なる神様

のもとから送られるのです。真理の霊・聖霊は、

天の父と共におられました。この真理の霊は、父

である神さまと、まったく一つであられます。そ

して、真理の霊が来られることは、イエスさまの

強い御心でした。天の父と、御子であるイエスさ

まが、真理の霊を送って弟子たちを助けてくださ

るのです。天の父である神さま、独り子イエスさ

ま、そして真理の霊。ひとりの神さまが、このよ

うに力と栄光と恵みを傾けて、私たちの救いのた

めに働いてくださるのです。なんという幸いで

しょうか。

　真理の霊である神は、とくにイエスさまについ

て、誤りのない証しをしてくださいます。イエス

さまのことを、教えてくださいます。弟子たちは、

あまり良い生徒ではなかったのに、聖霊が来てく

ださったおかげで、イエスさまのこと、信仰のこ

と、天国のこと、すべてのことを、はっきり理解

することができました。イエスさまのことを、人

びとに教えることができるようになりました。弟

子たちが、真理の霊から教えられ、学んだ一つ一

つが、私たちの持っている聖書に記されています。

　真理の霊は、私たちが聖書を学び、日曜学校の

礼拝をしているときも、私たちを教えておられま

す。日曜学校の先生の言葉から、イエスさまの恵

みが私たちに伝えられます。先生の口を用いて、

私たちに真理を教えてくださるのは、真理の霊・

聖霊です。聖霊の神様は、私たちがお祈りすると

き、聖書を読んでいるとき、賛美歌を歌うとき、

いつも私たちの心にいて、私たちがまっすぐイエ

スさまの恵みを信じるように、働いておられます。

　わたしが聖書を読み始めたある日、ちょうどヨ

ハネ福音書11章のラザロさんのところを読んで

いました。ラザロさんが死んで、人々は嘆き悲し

んでいます。でもイエスさまは、ラザロの姉妹マ

ルタに言われました。「わたしは復活であり、命

である。わたしを信じる者は、死んでも生きる」。

聖書を読んでいるとき、この文字が、ピカピカと

光り輝くように思えました。聖書の文字が、光を

放つように見えました。そのとき、「復活であり

命であるイエスさま」を信じようと、心に決めた

のです。あのとき、真理の霊・聖霊が、わたしの

心を照らしてくださったのだと思います。

　聖書の言葉が、少し分かるようになった！	そ

んな素晴らしい恵みを受けるときは、かならず、

父と御子と聖霊である神さまが、私たちのために

共に働いておられるのです。	 （小野静雄）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨハネによる福音書　15章26節（部分）

父のもとから出る真理の霊が来るとき、その方がわたしについて証しをなさる。
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	 7月6日	 「三位一体の神（一）」	 幼稚科

〈ねらい〉

　聖霊なる神に主に焦点をあてる。聖霊がたんな

るパワーのようなものではなく、父なる神・子な

る神と同じく人格ある神であることを教える。

〈展開例〉

　礼拝で、神さまは三人だけどひとりです、とい

うお話を聞きました。三人というのは誰々でした

か？	そう、父なる神さま、子なる神さまのイエ

ス様、そして聖霊なる神さまでしたね。この三人

は別々の神さまではなく、一人の神さまですよ、

と聖書は教えています。なんだか良く分からない、

と思うでしょう？	そうだと思います。でも、聖

書をよく読むとそう書いてあるのです。少しわか

りやすくするためにお話ししてみます。

　みんなのお父さんは、家ではあなたのパパだけ

れど、お仕事をなさる会社員（父親の職業がわか

れば個別に）ですし、お母さんの夫です。でも一

人のお父さんです。これと同じではないけれど、

少し似ています。

　先生は子どもの頃、イエス様のお話をお弟子さ

んみたいに聞きたかったなあ、とよく思いました。

イエス様のお顔を見て、本物の声が聞きたかった

のです。握手もしたかったなあ、と思いました。

優しい声で「大丈夫だよ」と言って欲しいときも

ありました。

　ところが、今もイエス様が生きていらっしゃる

ときと同じように、わたしたちを教えてくださり、

守ってくださる方がおられるのです。それが聖霊

の神さまです。だからわたしたちは、今もイエス

様と一緒に過ごしているのと同じです。目には見

えなくても、聖霊の神さまが、いつもわたしたち

を抱いて、頭を撫でて、「心配ないよ」と言って

いてくださいます。聖霊の神さまがいらっしゃら

なければ、先生は教会へ来ようとは思わなかった

でしょう。聖書のお話なんか、全然わからなかっ

たと思います。それは大人も子どもも同じです。

聖霊の神さまはいつだってわたしたちの強い味方

なのです。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、聖霊の神さまがいつもいっ

しょにいてくださってありがとうございます。そ

して今日、教会に連れてきてくださったこと感謝

します。イエス様によって、アーメン。

〈やってみよう〉

　「ションテシ　グァティペ」をうたいましょう

　「ションテシ　グァティペ」（日本基督教団出版局『こどもさんびか（合本、2）』142番）

　○礼拝でうたったかもしれませんが、知っている讃美歌ならなおさら良いと思います。

　○中国語の歌詞にも挑戦してみましょう。その場合は1節だけとか3節だけにしても。口伝えにはっ

きり教えれば意外と早く楽しんで覚えます。中国で讃美歌を歌っているお友だちがいることにも

目を向けてみましょう。

　○教会に中国語をご存知の方がおられるかも知れません。発音を教えていただけると、良い交わり

の場にもなるでしょう。

　○もし一度も歌ったことのない場合でも、短い旋律ですから、教師が旋律を正確に覚えて臨めば大

丈夫です。
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	 7月6日	 「三位一体の神（一）」	 小学科下級

〈ねらい〉

　三位一体の神さまの、それぞれの働きを知る。

そして特に、聖霊なる神さまによって私たちが聖

書を理解し、神さまを愛することができることを

覚える。

〈展開例〉

1.	「三位一体」というのはとても難しい教えです。

しかし、キリスト教でとても大事な教えです。

　　「三位一体」は、神さまは唯一である、とい

うことです。決して三つの神さまが一つになっ

ている、ということではありません。父、子、

聖霊という三つの位格（難しい！）をもたれる

唯一の神です。

2.	この教えは、本来的に人間の理解を超えている

ことです。それでも、あえて人間の世界で対応

するような比喩を用いて、三にして一であるお

方を説明することができないでしょうか。

　　例えば、水は常温では液体ですが、凍れば氷

になり、温めれば水蒸気になります。これらは

本来同一のものですが、三つの違う状態です。

　　もちろん、このような説明では無理があるで

しょうが、何らかの取っ掛かり、示唆は与えら

れるのではないでしょうか。

3.	父なる神さまの働きは、世界を創造されたこと

です。

4.	子なるイエスさまの働きは、十字架と復活によ

り、救いをもたらしてくださったことです。

5.	そして、聖霊なる神さまの働きは、イエスさま

の救いを、私たち一人ひとりのものと、現実に、

具体的に、してくださることです。

6.	主イエス・キリストは、私たちのために十字架

の上で死なれました。

　　この主イエス・キリストを、私の救い主と信

じ、告白するならば、誰でも罪赦され、救われ

ます。

　　それで、何よりも大切なことは、主イエス・

キリストを信じることです。では、どうしたら

信じることができるのでしょうか。

7.	このために働いてくださるのが聖霊です。主イ

エス・キリストの十字架はこの私のためであっ

たということを、聖霊は、心から私たちに納得

させてくださいます。そのように心を照らし、

励まし、導いてくださいます。

8.	さらに聖霊は、神さまを信じる私たちすべてに、

絶えず力と知恵と勇気を与えてくださいます。

　　それで、聖書の中のわかりにくい箇所も、祈っ

て読むならば、それを理解できるようにしてく

ださいます。

　　また、私たちがいつも神さまを愛し、神さま

の恵みの中で生きるようにと、導いてくださっ

ています。

9.	こうして、父・子・御霊なる神さまがまさに一

つとなられて、私たちの救いと信仰と生活のた

めに、思いと力とを傾けてくださっていること

は、本当に感謝すべきことではないかと思いま

す。
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	 7月6日	 「三位一体の神（一）」	 小学科上級

〈ねらい〉

　わたしたちの神は「三位一体」であることを学

ぶ。

〈展開例〉

○丸暗記しましょう

　わたしたちの神さまは「父・子・聖霊なる三位

一体の神」です。皆さんにはぜひ、いま私が言っ

たとおりに丸暗記してほしいと思います。皆さん

は低学年の頃にあの難しい（？）九九を覚えたは

ずです。あれを暗記することができたのですから、

「父・子・聖霊なる三位一体の神」という言葉を

覚えることくらい簡単ですよね？

　「ちょ、ちょっと待って！	神さまはどうして三

位一体なの？」と思う人がいるでしょうか。いる

かもしれませんね。その質問に「なるほど、そう

か。分かったぞ！」と納得していただけるような

答えをすぐに言える自信はありません。すぐに答

えられないのは、先生がちゃんと勉強していない

からではありませんよ！	そういうことではなく

てね……その質問は「なぜあなたは人間なの？」

と聞かれるのに似ているからです。そんなことを

ズバッと聞かれても私は「だって人間なんだもん」

としか答えられません。逆に質問してみましょう

か。「どうして三角形の面積は『底辺×高さ÷2』

なの？」と聞かれたら、皆さんならどう答えます

か。「だってそうなんだもん」とか「学校の先生

がそう教えてくれたんだもん」というくらいのこ

としか答えられないと思いませんか。他にもいろ

いろありますよ。「どうして地球はあるの？」と

聞かれたときにはどう答えますか。それは「地球

はどのようにしてできたの？」という質問と同じ

ではありません。「地球が存在する理由は何です

か」という質問です。「だってあるんだもん」と

しか答えられないという人、いませんか？

　わたしたちの神さまが「父・子・聖霊なる三位

一体の神」であることは、人間が決めたことでは

ないし、教会が考え出したことでもなく、神さま

が“初めから”そのような方なのです。ですから

皆さんには神さまはそういう方なのだと丸暗記し

てもらうしかありません。全世界のキリスト教会

が神さまはそのような方（父・子・聖霊なる三位

一体の神さま！）であると信じています。

○「三位一体の神」を最初に信じた人々

　でも、いまの説明だけでは「ごまかされた」と

思われるかもしれません。もう少しちゃんと説明

してみますね。

　「父」だけではなく「子」も、そして「聖霊」

も神さまであるということを最初に信じた人々に

とって最も大切だったことは「あの恐ろしい十字

架の上にはりつけにされて死に、三日目に復活さ

れたイエスという方が“神さま”である」という

ことと、「わたしたち人間の心の中にいま宿って

くださっている聖霊という方が“神さま”である」

ということでした。なぜならその人々は天地万物

を創造された神さまのことは昔から信じていまし

たし、旧約聖書を通してしっかり学んでいたから

です。

　その人々がイエスさまと出会い、またその人々

の心の中に聖霊が宿ってくださっていると分かっ

たとき、「あっ！	あのイエスさまと、この聖霊は、

わたしたちが昔から信じてきた父なる神さまと

“同じ方”である」と信じたのです。“同じひとり

の方”が、まず最初に天地万物を創造してくださ

り、次に十字架と復活を通してわたしたちを罪の

中から救い出してくださり、さらに救われた人々

の集まりである教会を生み出してくださり、そし

てわたしたち一人ひとりの心の中に宿ってくださ

り、わたしたちをいつも助けてくださっているの

だ、と信じたのです。

〈お祈り〉

　神さま、あなたが「三位一体」であることを学

びました。わたしの心の中に宿っておられるあな

たを、いつも信頼することができますように。イ

エスさまの御名によって、アーメン。
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	 7月6日	 「三位一体の神（一）」	 中学科

〈ねらい〉

1.	「三位一体」についての基本的な知識を、私た

ちの教会の信仰規準から学ぶ。

2.	「三位一体信仰」は神が聖書において啓示され

た真理であることを、聖書を読んで確認する。

〈子どもカテキズム〉

問10：私たちの神さまには、いくつの位格があ

りますか。

　答：真の神さまには、三つの位格があります。

	 御父なる神さまと、御子なる神さま（イエ

スさま）と、聖霊なる神さまです。

	 この三位は同質であり、三位一体の神さま

です。

〈展開例〉

１. ウェストミンスター大教理問答第9問から、

「三位一体」について考える

問9：	神には、いくつの人格（位格）がありますか。

　答：	神には、三つの人格（位格）があります。

父と子と聖霊です。これらの三つは、人格

的固有性によって区別されるけれども、本

質において同一であり、力と栄光において

等しい、ひとりの、まことの、永遠の神です。

　○「一つの本質を持つひとりの神」の中に「“父・

子・聖霊”という人格的な区別（交わり）」

がある。

２.	「三位一体信仰」は、聖書によって啓示された

真理

　○神は、聖書を通して、「神はただお一人しか

おられない（子どもカテキズム問8、申命記

6:4、コリント一8:4）」ということと同時に、

「その“ただ一人の神”の中に、“父・子・聖

霊”という人格的な交わりがあること」を教

えている。この「三位一体信仰」は、人間の

想像や哲学的な思索による発見ではなく、神

が、御言葉によって、「わたしは、こういう

者である」と啓示された真理である（ハイデ

ルベルク信仰問答25）。

　○三位格について教えている聖書箇所を読ん

で確認する（マタイ3:16～17、28:19、ヨ

ハネ1:14,	 18、14:26、15:26、コリント二

13:13、ガラテヤ4:6、テトス3:5～6）。
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〈聖霊は教会を教え導かれる〉

　使徒言行録の時代、聖霊は教会を直接導き、指

導を与えておられました。アンテオケ教会にパウ

ロとバルナバを宣教師として派遣するように命

じ（13:2）、そのパウロに伝道旅行の途上でアジ

アではなく、マケドニアに行くように告げました

（16:6,7）。また教会の将来を左右する重要な会議

において指導権をとられ、その決定を導かれまし

た（15:28）。今日聖霊は直接的に幻や啓示によっ

て導かれることはありませんが、そのために著さ

れた聖書によって、教会の行くべき道を指し示さ

れます。パウロはエフェソの長老たちに「聖霊は、

神が御子の血によってご自分のものとなさった神

の教会の世話をさせるために、あなたがたをこの

群れの監督者に任命なさったのです」（使徒20章

28節）と語りました。聖霊は今日、ご自身が書

き著された聖書と、それを解き明かす教師、牧師、

それに群れを治める長老といった教会役員によっ

て、ご自身の教会を治め、また導かれるのです。

〈職務に召し、任職し、能力を与える聖霊〉

　そこで神がキリストのからだなる教会を建て上

げ、そこで聖徒たちを整えて奉仕の業をさせ、互

いに仕えあっていくために与えられた賜物が、教

会に与えられた教職者と役員です。神は無秩序の

神ではなく、秩序の神であり、キリストのからだ

が一つのものとして有機的に結び合わされ、形成

されていくために、そして各部分がそれぞれの働

きに応じて、ふさわしく機能し働き、また用いら

れていくために、この聖なる職務に召され、任職

される奉仕者を立てられたのです。教会の教職者

と役員は、聖霊からの賜物です。聖なる者たちを

奉仕の業に適した者として、キリストの体を造り

上げてゆくために、聖霊は「ある人を使徒、ある

人を預言者、ある人を福音宣教者、ある人を牧者、

教師とされた」のです。（エフェソ4:11～16、コ

リント一12:28～30）

　このような職務に召し、任職し、能力を与えら

れるのは聖霊です。バルナバとサウロを聖別して

ご自身の職務に就かせ、それに必要な能力と賜物

を与えられたのは聖霊でした（13:4,8,9節）。そ

の聖霊によって教会に監督者として立てられた者

たちによって、福音宣教や教会形成の業がなされ

るように導かれるのも聖霊です。パウロの宣教を

導いたのは聖霊でした。こうして真理の御霊は主

イエスの約束の通りに、わたしたちを真理に導い

てくださるのであり（ヨハネ16:13）、そのため

にご自身の器を用いられる、それが教職者であり

役員なのです。聖霊は、彼らに教会を教える務め

と治める務めを与えられ、また彼らを通してその

働きをなさるのです。こういった教職者と役員の

権能は、教会の頭として天に挙げられ、神の右に

座しておられるキリストの、贖い主としての王権

に根拠づけられたものですが、その王権の代理者、

代行者として、教会役員を召しだし、任職し、お

立てになるのは聖霊です。それによって聖霊は、

キリストの体なる教会を建て上げ、御父と御子と

の贖いの業を完成してくださるのです。

　こうして「神は、教会の中にいろいろな人をお

立てになりました。第一に使徒、第二に預言者、

第三に教師、……」（コリント一12:28～30）。「わ

たしたちは、与えられた恵みによって、それぞれ

異なった賜物を持っていますから、……精を出し

なさい」（ローマ12:6～8）。それぞれを教会の働

きにお立てくださった聖霊は、わたしたちにそれ

にふさわしい能力と賜物とを与えてくださってい

ます。ですからわたしたちは引っ込み思案になっ

て、その聖霊からの召しと賜物を無駄にしては

なりません。「あなたに与えられている神の賜物

を、再び燃えたたせるように勧めます。あなたに

ゆだねられている良いものを、わたしたちの内に

住まわれる聖霊によって守りなさい」（テモテ二

1:6,14）と勧められます。	 （三川栄二）

	 7月13日	 「三位一体の神（二）」	 聖書研究

	 テキスト	 使徒言行録　20章28節後半
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	 7月13日	 「三位一体の神（二）」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問10

〈イエス・キリストは神か人か〉

　前回のところでも申し上げましたが、三位一体

の教理は、哲学的な思想から始まったわけではあ

りませんでした。むしろ、名もない普通のクリス

チャンたちが、父なる神を信じ、イエス・キリス

トを信じ、聖霊なる神さまを信じて、祈り、礼拝し、

依り頼んできた、現実の信仰生活がまずそこには

あったのです。それがあったからこそ、いろんな

異端が現れてきた時、まさに実存をかけ、命を懸

けて、受け継いできた信仰を守り通そうとしたん

ですね。初代教会の弟子たちが実際に触れ合った

イエス・キリスト、その生の感触を伝え聞いた信

仰者たちが依り頼んだイエス・キリストは、神で

もあり、人でもあるお方でした。人であられるか

らこそ、私たち人間の弱さを真に思いやってくだ

さるし、神で在られるからこそ全面的に身を委ね

ることができるのです。このような主イエス・キ

リストとの実際の交わりがあったればこそ、イエ

ス・キリストのことを神でないとか人でないとか

言う異端に対して、断固として反対しました。「百

聞は一見にしかず」と言ったらよいでしょうか。

「実際に会って話をしたこともないくせに、イエ

ス様の何が分かるっていうの？」という気持ちと

言ってもよいかもしれません。

〈二位一体にならないために〉

　さて、ここで気をつけたいと思いますのは、確

かに、三位一体の教理の要はイエス・キリストな

のですが、それだけが全てであるかのように考え

てしまいますと、結果として「三位一体の神様」

ではなくて、「二位一体の神様」を信じていると

いうことになりかねません。つまり、聖霊なる神

さまにも十分注目しませんと、私たちの信仰生活

は健全で十分なものにならないのです。頭の知識

としては「三位一体の神様」と信じていると言い

ながら、実際は聖霊なる神さまのことはほとんど

忘れていて、「二位一体の神様」を信じていると

いうことが起こりうるんだと思うんです。実際、

現実の信仰生活において、聖霊なる神さまはなく

てはならぬお方です。なにしろ、このお方は、イ

エス様の代わりに天から遣わされた「もう一人の

助け主」なのですから。また、聖霊なる神さまが

私たちの心に働きかけてくださいませんと、せっ

かくのイエス様の救いが無駄骨になってしまうの

です。つまり、どこか遠いところの話になってし

まって、「私の」救いにはならないわけです。聖

霊なる神さまは、イエス様の命を私たちに分け与

えて、私たちの内に住んでくださるお方ですから、

このお方のことを抜きにして信仰生活を送ります

と、暗く冷めた信仰生活となってしまうのですね。

そういうわけで、聖書からより深く、聖霊なる神

さまのことを知ることが、三位一体の神様を信じ

て歩む信仰生活にとっては、すごく大切なことな

のです。	 （梶浦和城）

　　子どもカテキズム

問10	 私たちの神さまにはいくつの位格がありますか。

　答	 真の神さまには三つの位格があります。

	 御父なる神さまと御子なる神さま（イエスさま）と聖霊なる神さまです。

	 この三位は同質であり、三位一体の神さまです。
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　こうして日曜学校の「子ども礼拝」を続けてい

ます。今朝も、神さまが私たちを、日曜学校に招

いてくださいました。神さまが招き、神さまが導

き、神さまが私たちを愛し教えてくださいます。

何よりも神さまは、大きく深い愛をこの世に伝え

るために、御子イエスさまを私たちに与えてくだ

さいました。イエスさまを通して、私たちは、神

さまが私たちの「天のお父様」になってくださ

ることを知りました。「天にまします我らの父よ」

と祈ることができるのは、イエスさまのおかげで

す。

　使徒言行録で、パウロさんは、神さまの恵みと

救いを、世界の人びとに伝える「伝道」の仕事を

続けています。長い旅を続けました。たくさんの

人びとに、イエスさまの救いと信仰の喜びを伝え

ました。神さまは、いつもパウロの伝道を導き強

めてくださり、多くの人がイエスさまを信じて信

仰にはいりました。パウロさんだけでなく、イエ

スさまの弟子たちが伝道したとき、かならず「教

会」が生まれました。信じた人びとは、一人ひと

りが勝手に信仰の道を歩んだのではなく、教会に

つどい、教会とともに歩み、教会のために自分の

信仰をささげたのです。聖書の信仰は、教会に生

きる信仰です。教会に集う信仰です。教会をとお

して働く信仰であり、教会をしっかりと支えてゆ

く信仰です。私たちの小さな信仰は、教会に生き

ることで守られ、教会に集まることによって強く

されるのです。

　「聖霊は、神が御子の血によって御自分のもの

となさった神の教会の世話をさせるために、あな

たがたをこの群れの監督に任命なさったのです」。

今、パウロさんは、エフェソの教会の「長老」の

人びとに、お別れの言葉を語っています。エフェ

ソの教会は、パウロさんやほかの弟子たちが、一

生懸命に伝道して生まれた教会です。でも、パウ

ロさんは今、急いでエルサレムへの旅をしている

ために、エフェソに立ち寄ることができません。

それで、エフェソの長老たちを呼び寄せて、最後

の言葉を語ったのです。

　「どうか、あなたがた自身と群れ全体とに気を

配ってください」。パウロは、祈るような気持ちで、

長老たちに話しかけています。長老の仕事は、教

会の群れ、教会に集う人びとのことに「気を配る」

ことです。教会の人びとが、道に迷った羊のよう

にならないために、気を配るのです。皆がイエス

さまを信じる信仰にしっかり立つように、気を配

るのです。神様の恵みと愛から、決して離れない

よう、互いに励まし合うよう、気を配るのです。

	 7月13日	 「三位一体の神（二）」	 説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録　20章28～32節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問10

〔単元のねらい〕

　キリスト教の基本教理である「三位一体」の真理は、それ自身が教会と世界の救いにかかわる重大な

教えです。三位一体の神こそが、滅び行くはずの世界に救いの光りを届けてくださいます。独り子を与

えるほど世を愛し、御言葉を啓示し、聖書を霊感し、神の恵みを証しする証人たちを送り出されるのは、

三位一体の神です。使徒言行録のこの箇所では、三位一体の神が、教会の建設とその進展のため、一致

して働いてくださる恵みが描き出されています。三位一体の真理は、ふだんの教会生活のなかで実際に

経験している、生きた恵みです。とりわけ教会の形成と運営の中心に臨在される、聖霊の働きに目を注

ぎながら、三位一体が遠い真理ではなく、身近な現実であることを学びましょう。

「教会を立ててくださった神さま」
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　お互いに気を配ること。それは、「長老」とい

う人びとだけの仕事ではありませんね。日曜学校

の先生たちも、皆さんのことをお祈りし、皆がイ

エスさまと一緒に歩めるよう、気を配っています。

私たちも、友だちや家族のことに、気を配ること

ができます。友だちのために祈ることが出来ます。

家族のために祈ることができます。家族や友だち

が、イエスさまを信じて救われるようにお祈りす

ることができますね。そのようにして、私たちも、

誰かのことに気を配ってあげる。それが「教会」

に生きるということです。

　教会が、どのようにして生まれたか。パウロさ

んは、一言で、力強く教えています。「神が御子（イ

エスさま）の血によって御自分のものとなさった

神の教会」。教会は、「神の教会」です。集まって

いるのは「人」ですが、教会は「人」のものでは

なく神さまの教会です。なぜでしょう？

　神さまが、独り子イエスさまの「血」によって、

教会を生み出し、教会を自分のものとして立てて

くださったからです。神さまは、独り子イエスさ

まを与えるほど、私たちを愛してくださいました。

そして、イエスさまは、罪のなかで死ぬほかなかっ

た私たちのために、十字架について苦しみ、そし

て「血」を流して罪のゆるしと永遠の命の恵みを

与えてくださったのです。こうして、父なる神さ

まは、ご自分の御子の血という、たいへんな値打

ちのあるもので私たちを滅びの中から、救い出し

てくださいました。ですから、私たちはイエスさ

まの尊い血によって、神さまのものとして買い取

られたのです。私たち一人ひとりを買い取ってく

ださっただけでなく、同時に教会を、神の教会と

して買い取ってくださいました。ですから、教会

は誰のものでもなく、天の父なる神さまのもので

す。神さまが、私たちを愛し、教会を愛し、ご自

分の「ひとみ」のように大切にしてくださるので

す。

　ですから、この大切な教会が、傷ついたり、失

われてしまうことは、神さまをとても悲しませる

ことです。神さまの教会が、神さまの教会らしく、

元気に、生き生きと、育ってゆく。そのために「聖

霊」なる神さまは、教会のなかで、特別な働きを

してくださいます。天の父が、御子イエスさまの

血によって教会を買い取り、そして聖霊なる神さ

まが、この教会をしっかりと守ってくださる。こ

こにも、「父と御子と聖霊」の一人の神さまの、

すばらしい愛の働きがありますね。私たちの小さ

な教会が、こうして守られて立っている。それは、

「父・子・聖霊の一人の神さま（三位一体の神さ

ま）」の、特別な恵みによることです。

　聖霊の神さまは、私たちの教会、世界の教会に

命を与える方です。先週も学んだように、聖霊は、

「イエスさまの御心によって、父なる神さまのも

とから送られた方」です。ですから、「神の教会」

が命をもって力強く前進するために、聖霊は教会

を見守っておられます。「長老」という働きを生

み出してくださったのも聖霊の働きです。牧師さ

んや長老さん、執事さんや、日曜学校の先生たち

を、私たちのために生み出してくださるのも聖霊

の神様の恵みです。

　私たちは、生まれてから今まで、お父さんお母

さんや、他のいろいろな人びとの世話をうけて育

ちました。だれの世話も受けずに大きくなった子

どもはいませんね。教会は、私たちの信仰の世話

をしてくれます。牧師さんや、日曜学校の先生た

ちは、私たちがまっすぐに神さまの子どもとして

成長するよう、世話する人たちです。神さまの愛

を信じ、皆が「神の子」として成長するよう、祈

りながら世話をするのです。

　日曜学校は父・子・聖霊の神さまによって生ま

れ、守られる教室です。聖霊の神さまが教えてく

ださる日曜学校礼拝です。安心して聖書を学び、

心から神さまを信じましょう！	 （小野静雄）

	〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録　20章28節前半

どうか、あなたがた自身と群れ全体とに気を配ってください。
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	 7月13日	 「三位一体の神（二）」	 幼稚科

〈ねらい〉

　三位一体の神さまのお働きの目的は「人々の救

い」にあること、それは「教会」（＝群）を通し

て働かれるということを学ぶ。

〈展開例〉

　今日も教会へ来ることができて良かったです

ね。先生もみんなに会えて嬉しいです。

　先週習ったように、聖霊の神さまが教会のみん

な一人ひとりの心に「教会へ行きましょう」と教

えてくださったので、みなさんも先生も今日教

会へ来ることができました。「そんなことないよ、

自分で勝手に来たんだよ」と思っているお友だち

がいるかも知れません。聖霊の神さまは目に見え

ないのでそう思うのはわかります。でも、テレビ

を見ないで、お友だちと遊ぶのを後にして、もっ

と寝ていたいおふとんから起きて教会に来ること

ができたのは、聖霊の神さまのお働きなのです。

　教会には大人も子どもも、お年寄りも赤ちゃん

もいます。元気な人もそうでない人もいますね。

可愛いみんなもいます！	牧師先生やずっと長い

間教会に来ている大人の人や教会学校の先生もい

ます。神さまはこういう全部の人の中で、父なる

神さまとイエス様のお心を教えて教会とみんなを

守ってくださいます。教会はそういう大切な所で

す。そうして神さまに教えていただいたように生

きていこう、働こうとみんなは願っているのです。

大人だけでなく、子どものみんなでも神さまのた

めに働くことができます。「一緒に教会へいこう

よ！」とお友だちを誘う力も神さまはみんなにく

ださっています。たくさんのお友だちと教会に来

られるといいですね。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、イエス様と聖霊の神さまを

くださってありがとうございます。今週も毎日、

一緒にいて守ってください。イエス様によって、

アーメン。

〈やってみよう〉

　教会堂の工作をしましょう

　○準備するもの

　　下図のように下絵を描き、適当な大きさにコピーしたもの。

　　（あらかじめ切り抜いておいても良い）

　　クレヨン等。はさみ。

　○会堂の内外をクレヨン等で色をぬったり、会堂内に大勢のお友だちの顔や姿を描ける子は描いて

みます。
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	 7月13日	 「三位一体の神（二）」	 小学科下級

〈ねらい〉

　三位一体の神さまと教会との関係を考える。特

に、聖霊が教会を整え、導かれることを覚える。

〈展開例〉

1.	「教会」って何ですか？ よく知ってますね。皆

さんが今いる、このところが教会ですね。

　　ただし、一番大切なことは、教会堂という建

物ではなくて、皆さん一人ひとりが（つまり信

じる者たちが）教会である、ということです。

2.	教会はどのようにしてできたのでしょうか。皆

さんのいる教会堂は、いつ頃できたのでしょう。

　　世界中に教会はいっぱいありますが、どの教

会も、皆同じようにしてできています。それは、

主イエス・キリストが御自身の血をもって買い

取ってくださった、ということです。

　　ですから、教会の所有者、頭は主イエス・キ

リストです。人間が所有しているのではありま

せん。人間が決定権を持つのではありません。

3.	教会の中には、いろいろな働きをする人たちが

いますね。日曜学校の先生がいます。牧師さん、

長老さん、執事さん、といった人たちもいます。

　何をしているのでしょう。働きは少しずつ異な

りますが、共通して言えることは、神さまを誉

め称え、神さまに仕えると共に、全ての人たち

と一緒に神さまを礼拝し、讃美することができ

るようにと、人々のため配慮し、心配りをする

という働きをしています。

4.	そのような働きは、困難な働きです。ですから、

皆、祈りながら、その働きをしています。

　　御霊なる神さまが、そのような働きに必要な

知恵と力を、すべて与えてくださいます。その

ことを確信して、祈っています。ですから、皆

さんも、そのような働きをしている人たちのこ

とを覚えて、祈ってください。

5.	そして、教会における働きは、先生などの「職

務、役」のある人だけのものではありません。

　誰でも、神さまのために必要な働きをするよう

に招かれています。神さまへの奉仕を神さま喜

んでくださいます。

6.	ですから皆さんも、ぜひ教会や日曜学校におけ

る奉仕に、積極的に加わってください。恥ずか

しいとか、誰か他の人がやるだろう……、とい

うのではなく、進んで奉仕しましょう。

　　お祈りを忘れずに。御霊なる神さまが、助け、

導き、豊かに祝福してくださいます。

　　教会における奉仕で大切なことは、うまくや

ろうとか、人に立派だと褒められるようにやろ

う、といったことではありません。心から神さ

まに信頼して、行うことです。

7.	それから、教会の外でも、神さまのために、善

いことは進んで行ないましょう。いつも神さま

は共にいてくださり、必要な助けと祝福とを絶

えず与えてくださいます。
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	 7月13日	 「三位一体の神（二）」	 小学科上級

〈ねらい〉

　「三位一体の神」、特に「聖霊」がわたしたちの

心に宿ってくださることの意味を学ぶ。

〈展開例〉

○人間の心に宿ってくださる聖霊

　先週お話しした、わたしたちの神さまが「父・

子・聖霊なる三位一体の神さま」であるという大

切な話をまだ覚えていますか。「忘れたよー」と

か言わないでくださいね。

　さて、今日のお話は、“神さま”である「聖霊」

の大切なお働きは何かということです。

　「聖霊」という方は、わたしたち人間の心の中

に宿ってくださる神さまです。ですからもし皆さ

んが他のだれかから「神さま、神さまって言うけ

ど、どこにいるの？」と聞かれたときは、「ここ

にいるんだよ」と自分の胸あたりを指で差して

言っても決して間違いではありません。神さまは

宇宙の向こう側におられると信じることも間違い

ではありませんが、同時にわたしの心の中にもお

られるのです。

○大きな声で祈らなくても

　また、皆さんは毎日お祈りしていますよね？	

でも、皆さんの中には、お祈りしながら、時々ま

たはいつも、「このお祈りのことを教会の人は『神

さまが聞いてくださる』とか言ってるけど、これ

を本当に神さまが聞いてくださっているんだろう

か。お祈りって、実はわたしの独り言？」と疑問

を感じている人はいませんか。

　心配することはありません。神さまは皆さんの

お祈りをちゃんと聞いてくださっています。なぜ

なら神さま（聖霊なる神さま！）は皆さんの心の

中に、つまり、皆さんにとっていちばん近いとこ

ろに、いつも宿っておられるからです。わたした

ちの祈りの声が、わたしたちの心の中に宿ってお

られる神さまに、聞こえないはずがありません。

わたしたちは、宇宙の彼方のような遠い場所にお

られる神さまにお祈りする必要はありません。大

きな声を張り上げなければ、お祈りの声が神さま

には届かないということもありません。わたした

ちの祈りは決して独り言ではありませんが、小さ

な声で自分の心に言い聞かせるように祈ることが

できるのです。

○聖霊は人間「と共に」働いてくださる

　もう一つ大事なことをお話ししておきます。「聖

霊なる神さま」は、わたしたちの心の中に宿って

くださいます。しかし、その場合でも、聖霊「と

共に」わたしたち自身の心もちゃんとあります。

聖霊なる神さまは、人間「と共に」働いてくださ

り、真の信仰を与えてくださり、わたしたちを慰

めてくださる方なのです。

　わたしたちの心の中には、大切なものがたくさ

ん詰まっています。家族のみんなとの思い出。学

校の先生や友達が教えてくれた言葉や知識。大切

な人と交わした約束。テレビや新聞やインター

ネットのニュースで見た社会の問題。自分の頭で

一生懸命に考えたこと。それらのものがわたした

ちの心の中にたくさん詰まっています。その中に

は、大好きだった人との別れや、涙が出るほど悲

しい経験をしたけれども多くの人に励ましても

らって乗り越えることができたときの思い出など

もあるでしょう。

　聖霊がわたしたちの心の中に宿ってくださる

と、それらすべてが無くなってしまうわけではあ

りません。聖霊は人間の心の中身を消去する消し

ゴムではありませんし、人生をはじめからやり直

すためのリセットボタンでもありません。聖霊

が与えてくださる信仰によって生きる人は、「人

間らしい心を失う」わけではありません。「洗脳」

という嫌な言葉を知っている人がいるでしょう。

わたしたちの教会では、そういうことは絶対にし

ません。どうか安心してください。

〈お祈り〉

　聖霊なる神さま、悲しいときには共にいて、わ

たしたちの心を温め、優しく慰めてください。イ

エスさまの御名によって、アーメン。
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	 7月13日	 「三位一体の神（二）」	 中学科

〈ねらい〉

　聖霊の働きについて理解を深める。

〈子どもカテキズム〉

問10：私たちの神さまには、いくつの位格があ

りますか。

　答：真の神さまには、三つの位格があります。

	 御父なる神さまと、御子なる神さま（イエ

スさま）と、聖霊なる神さまです。

	 この三位は同質であり、三位一体の神さま

です。

〈展開例〉

　聖霊なる神の働きは多様であるが、おもな働き

は、「私たち一人ひとりに対する働き」と、「教会

に対する働き」との二つに区別して考えることが

できる。この二つのおもな聖霊の働きについて、

今週と先週の説教を通して教えられたことを発表

しあってみよう。

１.「真理の霊」としての聖霊

　○「真理の霊」である聖霊なる神は、罪で暗く

なっている私たち一人ひとりの心を明るく照

らし、聖書の御言葉をとおして、真理（＝イ

エス・キリスト）に対する理解と信頼を与え

てくださる。

　○このような聖霊の働きについて教えている

聖書箇所を読んで確認する（ヨハネ15:26～

27、16:12～13、コリント一2:10～12、使徒

5:30-32、エフェソ1:17～18）。

２.教会を生み出し、育み、完成へと導く聖霊

　○教会を立てあげる聖霊の働きを、聖書を読み

ながら確認する。

　　ペンテコステの時に教会を生み出した（使徒

1:4,	8,	2:1～4）。

　　弟子たちの伝道の働きを導いた（使徒13:2、

16:6～7）。

　　教会の会議を導き、教会が歩むべき道を示し

た（使徒15:28）。

　　教会の世話（配慮）をさせるために、役員を

立てた（使徒20:28、エフェソ4:11～16、コ

リント一12:28）。
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１	詩編139編の構成

　詩編139編は6節ごとに4つに分類される。①

神の全知（1～6節）、②神の偏在（7～12節）、③

神の全能（13～18節）、④祈り（19～24節）。

　ここでは1～12節までを取り扱う。二つの両極

端の言葉を組み合わせることで中間項をも含む全

てを意味するというユダヤ人の慣用的な表現方法

を使用。（座る・立つ、歩く・伏す、前・後ろ、天・

陰府、曙・海、夜・昼、闇・光）。

２	神はわたしを知っておられる（1～6節）

①わたしの行動と思いのすべてを（2～4節）。

　言葉が口に上る前に、神は心の奥底までも読み

取っておられる。

②わたしの過去・現在・未来のすべてを（2節）。

　「遠くから」とは「遠い昔に」（イザヤ22:11）

とも訳せる。まだ実現していないことさえ神は

知っておられる。

③どのようにわたしを知っておられるか

　「知る」という言葉の他に「究め」（1節）、「悟っ

て」（2節）、「見分け」（3節）、「通じて」（3節）

などという同義語が使われている。新改訳では「探

る」（1節）、「読み取る」（2節）。「見分け」とは「ふ

るいにかける」こと。「悟って」とは「識別する」

の意味。つまり、神はわたしの思いと行動の一つ

一つを探り、識別し、読み取っておられるという

ことである。

　「前からも後ろからもわたしを囲み」（5節）と

は、戦いのときに敵の町を包囲するように、わた

しを取り囲んで（歴代上20:1）おられることを

あらわす。「御手をわたしの上に置いていてくだ

さる」とは、神の支配権がわたしの上にあること。

つまり、わたしを取り囲むように神の支配権がわ

たしの全領域にわたって及んでいることを示す。

　「その驚くべき知識はわたしを越え　あまりに

も高くて到達できない」（6節）。有限である人間

は無限の神を把握できない。「ああ、神の富と知

恵と知識のなんと深いことか。だれが、神の定め

を究め尽くし、神の道を理解し尽くせよう」（ロー

マ11:33）。

３	神はどこにでもおられる（7～12節）	

	　詩人は神から逃れたいと願っているわけでは

ない。仮定（たとい）の表現方法を用いて神の遍

在性を表している。

　（7節）霊と御顔はほとんど同義。

　（8節）天は高くて人が登ることができない所。

陰府は旧約では死者の住まいと考えられていた低

い所で、神との関わりを断たれた所とされていた

（詩編6：6）。

　（9､10節）曙は東、曙の翼とは太陽の翼（マラ

キ3:20）と同じ詩的描写。海はパレスチナから

地中海を見て西。駆っての日本語の意味は、走ら

せること。右の御手とは利き腕のこと。

　（11､12節）闇、夜もわたしたちを神から隠す

ことはできない。

　7～12節をまとめると、たとい高い天、低い所

に行ったとしても、たとい光の速さで東の果てか

ら西の果てへと走ったとしても、上下、東西、神

はどこにでもあまねくおられ、神の支配から逃れ

ることはできない、闇も神から隠すことはできな

いという意味。

４	キリストにあって神にとらえられる喜び

　神の全知性と偏在性から、神の目には私の思い

と行動の全てが知られていることになる（ヘブ

ル4:13）。罪ある人間にとってこれほど恐ろしい

ことはない。しかし、神がキリストにあってわた

したちを愛し、支配してくださるという信仰を与

えられた者にとっては、神にすべてを知られてい

ることは大きな慰めであり、励ましである。わた

したちを驚くべき力でとらえていてくださる主権

者なる神をあがめ、自らをゆだねるとき、「神よ、

わたしを究め、わたしの心を知ってください（23

節）」という祈りへと導かれる。（エフェソ1:19

～21）	 （漆崎英之）

	 7月20日	 「主権者なる神」	 聖書研究

	 テキスト	 詩編　139編1～10節
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	 7月20日	 「主権者なる神」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問11

　　子どもカテキズム

問11	 私たちの神さまの全能、主権とは何ですか。

　答	 私たちの神さまが、

	 　　すべてのものを神さまの栄光のために定め、造り、保ち、支配しておられることです。

	 神さまの力の及ばないところは、宇宙のどこにもありません。

〈神さまの力を問う時〉

　三位一体の「位格」や「同質」といった言葉と

同様、この「全能」とか「主権」という言葉も、

子供たちには少々難しいかもしれませんが、答え

のところで言われているように、それは要するに、

神さまの力ということですね。ですが、ここで考

えてみたいと思いますことは、私たちが「神さま

の力」を問う時というのは、どういう時だろうか

ということです。それはおそらく、いろんな困難

や悲しみに出会った時とか、あるいは、全世界で

起きている、様々な不幸で理不尽な出来事を見聞

きした時ではないでしょうか。そのような時、私

たちは無力さを痛感し、まるで困難や悲しみ、不

幸で理不尽な出来事そのものが神であるかのよう

に思ってしまうものです。しかし、そのところで

聖書は語るのです、生きておられる本当の神さま

は、そういったものを乗り越える力をお持ちなの

だ、と。だから、この神さまに依り頼めば、それ

らの試練に打ち勝つことができるのだ、と。また、

神さまの力を疑いたくなるような場面に出くわし

た時にも、ちゃんと神さまに深い考えがあってそ

うなさっているのであって、神さまに力がないと

いうことではないんだ、と。

〈私たちのリーダーである神さま〉

　答えが語る通り、「神さまの力の及ばないとこ

ろは、宇宙のどこにもありません」と信じること

は、何を意味するかと言えば、日常生活のどこに

おいても、神さまを私たちのリーダーとして認め

るということ、そして、このリーダーに、どうい

う場合でも聞き従うつもりだということです。こ

のお方が一切を支配しているということは、どこ

か遠いところの話ではありません。「神さまが全

宇宙を支配しているそうだが、そんなの関係な

い！」というんじゃなくて、「神さまが全宇宙を

支配しておられるので、私はこのお方にお従いす

るし、どんな時でも安心していられる」というの

ですね。なぜ、安心していられるかというと、こ

のお方が全世界を支配する仕方は、独裁とか暴政

とかではなくて、ホントに愛と恵みに満ちたもの

であって、すべてのことを私たちの益になるよう

にしてあげようと、神さまが約束してくださって

いるからなのです。

　そういうわけで、自分の家族であろうと、学校

のクラスであろうと、あるいは塾とかクラブとか

友達づきあいとか恋愛であろうと、神さまこそが

私たちのホントのリーダーなんだと信じて歩む

時、私たちは真の幸せを味わうことができるので

すね。	 （梶浦和城）
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　夏休みが始まりました。今年の夏休みが、皆さ

んにとって、すばらしい、楽しいときとなります

ように、お祈りします。

　どこか遠いところに行く予定のお友達もいるか

もしれません。海や山に行くお友達もいるでしょ

う。そして何よりも、教会のキャンプに一緒に行

けることを心から願っています。誰でもそうです

が、生まれて初めて知らないところに行くときは、

とても不安です。どきどきします。

　あるテレビ番組で、「はじめてのお使い」とい

うのをしていました。幼稚園のお友達が、初めて

たった一人で、お使いのために、お店に買い物に

行ったり、初めて、おじいちゃんおばあちゃんの

いる町に、たった一人で電車に乗って泊まりに行

くのを、テレビカメラで追いかけるのです。本人

も、どきどきしているでしょうけれど、見ている

先生も、どきどきします。

　大人だって、初めての仕事をするときとか、仕

事で初めての場所に行くとか、どきどきして、不

安になることもあるのです。ですから、小さな子

どもたちにとっては、なおさらだと思います。

　さて、そんな僕たち私たちのために、今日の聖

書の教えは、どれほど勇気と力を与えてくれるこ

とでしょうか。

　今日は、詩編を学びます。詩人は、最初にこう

いいます。「主なる神さま、あなたはわたしのす

べてを、どんなことでも知っておられます。」そ

の通りです。神さまは、すべてのものを創造され

ました。何もお考えなく、お造りになられたので

はありません。子どもの頃、粘土遊びが大好きで

した。何を作ろうかなと、決めないで粘土をこね

るのも好きでした。でも、神さまは、この宇宙や

世界を、何のお考えもなく、偶然に造ってしまわ

れたのではありません。神さまは、それを深くふ

かく考え抜いて、どんな失敗もないほどに、ちゃ

んと御計画をお立てになった上で、お造りになら

れたのです。ですから、神さまのなさることには、

どこにも間違いがないのです。

　そんな神さまですから、先生のこと、あなたの

ことを何から何までご存知なのです。

　「座るのも立つのも」とか「歩くのも伏すのも」

とか、それは、僕たち私たちの毎日の普通の生活

のことです。夜には、寝て、太陽が昇れば、遊ん

だり勉強したりします。そんな毎日の僕たち私た

ちがしていることを、神さまは何から何まで、ご

存知です。

	 7月20日	 「主権者なる神」	 説教展開例

	 テキスト	 	 詩編　139編1～10節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問11

〔単元のねらい〕

　今日から夏休みが始まります。楽しい夏休みとなりますように。また、それぞれの日曜学校のキャン

プが祝福され、主の日では体験できない、豊かな霊的な体験、教師とのまたお互いの深い交わりのとき

が与えられますように。今の子どもたちにとって、夏休みの一つの課題は、安全に過ごすことであるか

もしれません。海や山での事故より、対人の事故、つまり事件が案じられます。本日の課題は、神の聖

定、神の主権です。私たちの人生は、偶然の連続で、何が起こってくるかはらはらどきどきして心配す

る必要はないこと。神さまの愛の力、善いお力がすべての領域を支配しておられる、特に、信じるわた

したちには、そうであることを、学べれば幸いです。そして、安心して遊び、安心して、すべてのこと

は、神から出て、神によって保たれ、神に向かっていることを知り、自ら率先して、すべてのことを神

の栄光のためになすことへと、子どもたちを解き放つ助け手となれるように祈りましょう。

「どこに行っても神さまは」
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　「わたしの舌がまだひと言も語らぬ先に」つま

り、まだしゃべっていない、心のなかの思い、秘

密の思いですら、神さまはご存知なのです。

　「前からも後ろからもわたしを囲み、御手をわ

たしの上に置いていてくださる。」とは、主なる

神さまが、前からはもちろんのこと、目に入らな

い後ろからもわたしを包み、囲んでくださって、

どんな敵や災いからも、わたしをお守りくださる

ということです。

　僕たち私たちの主なる神さまのことを、そのす

べてを知ることは決してできません。何故かとい

えば、僕たち私たちは、人間だからです。人間は、

どんなに賢くても、脳みそを全部使っても、神さ

まのことを全部、分かったりできません。神さま

は、宇宙の中にすっぽり、入ることもできません。

どんなに大きな宇宙でも、神さまの方がもっと

もっと大きく、偉大だからです。だったら、もっ

とちっぽけな人間は、なおさらですね。

　詩人は、こんなことを考えてみました。「どこ

に行けば、あなたの霊から離れることができよう。

どこに逃れれば、御顔を避けることができよう。」

でも、すぐにこう歌うのです。「天に昇ろうとも、

あなたはそこにいまし　陰府に身を横たえようと

も　見よ、あなたはそこにいます。」つまり、宇

宙の果ての果てのどこまでも、死んだ後で行く場

所にあっても、神さまから離れることはできない

のです。

　こんなことを考えてみた詩人は、神さまから逃

げたいのでしょうか。自分のすべてを、自分のこ

とであっても自分が知らないこと、あるいは、自

分でも、もう忘れてしまっていること、そのよう

な何から何まで知られてしまうというのが、嫌な

のでしょうか。困ってしまうのでしょうか。だか

ら、逃げようと、離れようなどと考えるのでしょ

うか。違います。正反対です。神さまに知ってい

ただくことこそ、詩人の喜びなのです。それは、

この詩人だけではありません。先生も、まったく

同じです。

　先生のことを誰よりもご存知なのは、先生の奥

さんでしょうか。お母さんでしょうか。はたまた

友達でしょうか。先生自身でしょうか。それは、

全部、違います。先生のことを全部、知っていて

くださるのは、先生をお造り下さった神さま、先

生のことをよーく考え抜いて、失敗のないように

と生かしていてくださる神さまです。

　皆は、自分の全部のことをお友達に言えます

か？	隠していることはありませんか？　なぜ、

隠したくなるのですか。恥ずかしいからでしょう。

そして、そんなことを知られたら、困るし、もう

友達でいてくれなくなるかもしれないと心配だか

らでしょう。馬鹿にされてしまうかもしれないと

怖くなるからでしょう。でも、主なる神さまは、

あなたの全部を知っていてくださって、そして、

それを丸ごと受け止めて、愛していてくださるの

です。

　そんなことがおできになるのは、あなたの神さ

まだけです。あなたは、この神さまに愛されてい

るのです。だから、あなたも正直に、何でも主な

る神さま、イエスさまにお話してよいのです。

　何もかもご存知で、愛してくださる神さまが、

この夏休みの間も、どこにいても、何をしていて

も、一緒にいてくださり、僕たち私たちを包んで、

お守りくださいます。

　今日の暗唱聖句には、この主なる神さまからす

べてのものは出て、保たれ、向かっているとあり

ました。そのすべての物のなかでも、僕たち私た

ちは、神さまの傑作、作品です。知らない内に、

神さまに向かってゆくだけでは、もったいないで

すね。自分の方からも、神さまに向かって行きた

いですね。そうすれば、どんどん、神さまの栄光

があらわされて行くはずです。

　夏休み、どこに行っても、何をしていても、神

さまは一緒にいてくださいます。感謝して、神さ

まのために、何かできるとよいですね。（相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙　11章36節

すべてのものは、神から出て、神によって保たれ、神に向かっているのです。

栄光が神に永遠にありますように、アーメン。
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	 7月20日	 「主権者なる神」	 幼稚科

〈ねらい〉

　自分の毎日の生活も歴史も宇宙の営みも全て神

さまが治め、支配しておられること、その御支配

に服することが人間の平安の源であることを学

ぶ。

〈展開例〉

　ロケットに乗って宇宙へ行った宇宙飛行士の人

のことを聞いたことがありますか？	宇宙から見

る地球はとってもきれいだそうです。宇宙ロケッ

トに乗る前には神さまのことをそんなに考えたこ

とのなかった人が、帰ってきたら、神さまを深く

信じる人になっていたということがありました。

不思議ですね。空の高い高い所で神さまを見たの

でしょうか。そうだと思います。もちろん目で見

たわけではありませんが、神さまに出会ったので

す。

　宇宙には数え切れない位たくさんの星があり、

ひとつひとつが色々な動き方をしています。宇

宙が自然に生まれて勝手に動いているとしたら、

しょっちゅうぶつかりっこしてしまうでしょう。

そういうことがあちこちに起こって、宇宙も地

球もめちゃくちゃになってしまっているでしょ

う。でもそういうことが起っていません。これは

神さまが宇宙をお造りになり、そして一つひとつ

がちゃんと動くようにしてくださっているからで

す。

　そういう美しい宇宙を見た宇宙飛行士は、宇宙

で心の目で神さまに出会いました。宇宙飛行士に

なるために一生懸命お勉強をして、自分は宇宙の

ことは何でも知ってるぞ、科学で分からないこと

はないと信じていたけど、そんなことはない。自

分が知っていることはほんの少しだと分かり、神

さまを信じる人になったり、牧師先生になった人

もいます。こんな素晴らしい世界は、神さまにし

か造れない！　宇宙を今も守っていらっしゃる神

さまがいるんだ、このことをみんなに教えてあげ

たい！	そう思ったのだそうです。

　ぼくたちわたしたちも神さまが造ってください

ました。宇宙の何よりも素晴らしく大切に人間を

造ってくださったのです。そして今も守り続けて

くださっています。（年中以下の生徒が多いクラ

スでは、言葉を平易に単純にお話を組み直してく

ださい）

〈お祈り〉

　天の父なる神さま　宇宙を造り、ぼくたちわた

したちを造り、今日も守り愛していてくださって

ありがとうございます。イエス様によって、アー

メン。

〈やってみよう〉

　宇宙の星じゃんけんゲーム

　○遊び方

　　①ふたりひと組みになる。

　　②ふたりでじゃんけんをする。

　　③負けたほうが座り、勝ったほうがそのまわりを走って五回まわる。

　　　時間内で何回でも。

　○人数が足りなかったら、赤ちゃん（お座りのできる）や、見学のお母さん、先生も加わって。
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	 7月20日	 「主権者なる神」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神さまがすべてを守っていてくださることを理

解し、安心して神さまに委ねるように導く。特に、

神さまを信じ、礼拝するために神さまがすべてを

導かれていることを理解するように。

〈展開例〉

1.	皆さんは、十年後、二十年後、どこで何をして

いるでしょうね。

　　──あまりよく分かりませんね。あるいは、

明日、明後日のことでも、正確には分かりませ

ん。

2.	それでは、不安ですか。不安をもつお友だちも

いるでしょう。明日がどうなるかは分からない

のですから、もしかすると、明日起きてみたら、

世の中がすっかり変わってしまっていたという

ことが（SF 小説のようですけれど）、あるかも

しれません。

　　そこまでのことは思わなくても、もっと小さ

なことで、心配なこと、不安なことが、いろい

ろとあるでしょう。

3.	でも、私たちのことやこの世の中のことなど、

すべてのことを支配されていて、明日がどうな

るか、十年後、百年後がどうなるかといったこ

とを、すべてご存じのお方がいらっしゃったと

したら、本当に頼もしいと思いませんか。

　　そして、そのような方が実際におられます。

神さまです。

4.	それでも、もし私たちが神さまのことを知らな

かったなら、いくら神さまが全知全能で、すべ

てのことを支配し、守り、導いておられるとし

ても、それはまったく私たちとは関係のないこ

とになってしまいますね。つまり、不安や心配

は、そのまま残るだけです。

5.	ですから、大切なことは神さまを信じて、どこ

までも神さまに従うことです。具体的には、神

さまを礼拝し、讃美歌を歌い、お祈りをし、日

曜学校に励んで出席したりする、ということで

す。

6.	そのように神さまとの親しい交わりを持つ中

で、私たちは神さまに心から信頼することがで

きるようになります。

　　そして、神さまの御心がどのようなものであ

るかを、知ることができるようになるのです。

　　神さまは、私たちを本当に愛してくださって

います。ひとりひとりを掛け替えのない子ども

として（他の誰でもない、○○小学校○年生で、

歌の上手な……（スポーツの苦手な……）○○

ちゃん）愛してくださっています。

　　ですから、この神さまに信頼する限り、私た

ちは不安や恐れを離れ、大船に乗ったように安

心して、生きることができます。

7.	もちろん、神さまを信じ、お祈りしても、明日

の細かなことがどうなるか、ということまでは

分かりません。

　　しかし、神さまは私を愛してくださっている

ので、私に最善のことをしてくださる（たとえ

一時的に辛いこと、苦しいことがあっても）と、

確信できるのです。

8.	すべてのことを守り、導いてくださる神さまを、

感謝と共にほめたたえましょう。
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	 7月20日	 「主権者なる神」	 小学科上級

〈ねらい〉

　神は「世界の主権者」であることを学ぶ。

〈展開例〉

○神さまはこの世界のことが大好きです

　わたしたちが住んでいるこの世界は、神さまが

創造してくださったものです。そういうふうに聖

書に記されていますし、またそういうふうにわた

したちは信じています。

　「創造」とは「つくること」です。皆さんは小

学校の図工の時間に何かつくったことがあるで

しょう。遠足のときに見た風景を描いたり、牛乳

パックにきれいな包装紙を巻いて鉛筆立てを作っ

たり、のこぎりで切った材木を組み合わせて本棚

を作ったり。

　神さまがこの世界を造ってくださったときも、

ちょうどそんな感じでした。神さまが、たったお

ひとりで、空の星、海や山や平地、草や木や花、

すべての動物、そしてすべての人間を創造してく

ださったのです。

　皆さんは、学校の図工の時間が好きですか。「大

好き！」という人と、「ちょっと苦手です」とい

う人と、「大嫌い！」という人が、それぞれいる

だろうと思います。

　これから質問したいのは「図工が大好き！」と

いう人です。あなたは図工の時間にいろんなもの

を作っているとき楽しいですか。「まあもちろん

楽しいですけど？」そうですよね。図工が大好き

な人たちは、自分の手でいろんなものを作ってい

るときには、たぶん楽しくて楽しくて仕方がない

のです。楽しいからこそ、大好きと感じるのです。

「好き」という気持ちと「楽しい」という気持ちは、

全く同じとは言えませんが、まちがいなく密接な

関係にあります。

　これは、わたしたち人間だけの話ではありませ

ん。神さまも同じです。神さまがこの世界を創造

されたときに神さまが感じておられたことは、こ

の世界をつくることが楽しくて楽しくて仕方がな

かったのです。そして、苦労して出来上がったこ

の世界を神さまがご覧になったとき「ベリーグッ

ド！」（素晴らしい！）とお喜びになったのです（創

世記1:31）。

○その神さまがこの世界を支えておられます

　図工の話をもう少し続けます。これはみんなに

質問したいことですが、学校の図工の時間に自分

で描いた絵や、自分で作った鉛筆立てや、自分で

作った本棚は、その後どうしましたか？「家に持っ

て帰った」という人は、手を挙げてください。「自

分の部屋にちゃんと飾っている」という人はいま

すか。「あんな恥ずかしいものは二度と見たくな

いので捨てた」とか「壊した」とか「やぶいた」

という人はいますか。たぶんそういう人もいるか

もしれません。

　でも、神さまは違いますよ。神さまは御自分で

おつくりになった世界をそれはそれは大切に大切

にしてくださる方です。「二度と見たくないので

捨てた」とか「壊した」とか「やぶいた」なんて、

とんでもない。神さまはこの世界のことが大好き

なのです。この世界が出来上がったとき、心から

喜んでくださったのです。

　だから神さまは、この世界が壊れないように、

しっかりと支えてくださっています。壊れそうな

ときは、救急隊員のように急いで駆けつけてくだ

さり、危ない個所を直してくださり、ひび割れや

ほころびを繕ってくださいます。弱そうなところ

は補強してくださり、毎日そこを点検し、見守っ

てくださっています。

　そのような神さまこそが「世界の主権者」と呼

ばれるにふさわしい方です。「世界の主権者」と

はエラソウな人のことではありません。世界のす

べてをご存じであり、いつも見守り、身を粉にし

て奉仕してくださる神さまのことです。

〈お祈り〉

　天のお父さま、あなたが造ってくださったこの

世界にわたしたちは生きています。毎日安心して

暮らせるように、いつも守ってください。イエス

さまの御名によって、アーメン。
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	 7月20日	 「主権者なる神」	 中学科

〈ねらい〉

　神の全知について考える。

〈子どもカテキズム〉

問11：私たちの神さまの全能、主権とは何です

か。

　答：私たちの神さまが、すべてのものを神さま

の栄光のために定め、造り、保ち、支配し

ておられることです。神さまの力の及ばな

いところは、宇宙のどこにもありません。

〈展開例〉

１.神の「全知」について考える

　○「神の全知」ということについて、「神は何

を知っておられるのか」、「神に知られている

ことをどのように感じるか」発表しあってみ

る。

　○聖書は「神の全知」について教えているが、

この詩編139編1～6節では、「神はこの世界

の全てのことを知っておられる」ということ

ではなく、特に「わたしと神」という人格的

な関係の中で「神はわたしの全てを知ってお

られる」ということを教えている。

　○「神の全知」について考えるとき、「神は、“わ

たしのすべて”を知っておられ、わたしとい

う人間のすべてを究めておられる」というこ

とについて瞑想することが大切である。自分

自身でも知ることができない本当のわたしの

心を、神はすべてご存知である。

　○「神にわたしのすべてを知られる」というこ

とはある意味において恐ろしいことかもしれ

ないが、聖書は、それ以上に神の全知を信仰

者の慰め・喜びとして教えている。

　○神は、わたしの心の奥深くにある罪や弱さを

知ると同時に、この心に住んでくださってい

るイエス・キリストを見出してくださる。

　○イエス・キリストを信じ受け入れるときに、

「神に知られている」ということは恐怖から、

慰め・喜び・安心へと変わるのである。
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　「初めに、神は天地を創造された」と書き始め

る聖書は、キリスト教信仰の有神的世界観をもっ

ともよく表しています。その主語は明確に神です。

一切の存在と活動の源は神です。しかもそれは堕

落した罪と悲惨の世界ではなく、完璧に造られあ

ますところなく創造主なる神の栄光をたたえる世

界でした。堕落後の詩人でさえも「天は神の栄光

を物語り、大空は御手の業を示す」（詩編19:1）

と詠嘆するほどですから、堕落前の創造の状態

はいかばかりだったことでしょうか。「良しとさ

れた」という言葉が4節以下に6回も繰り返され、

創造の完成のときは「見よ、それは極めて良かっ

た」と言われています。しかも神の創造の御業は、

まことに秩序だっていました。第1日目は光、第

2日目は大空と水、第3日目は地と海と植物、第4

日目は日・月、第5日目は水中生物と鳥、第6日

目は陸上生物と人間です。ここには第1日目と第

4日目、第2日目と第5日目、第3日目と第6日目

という見事な対応すら見られます。神の御業はほ

むべきかな！

　この世界は神の作品です。創造主と被造物の峻

別ということほど、力強く神の主権性・全能性を

言い表すことはないでしょう。「浮きし脂（動物

の脂肪）のごとき、くらげのようなものが漂うな

かで」という古事記の創世神話や、新改訳聖書の

脚注の別訳のように、「神が天と地を創造し始め

たとき」には、混沌とした地がすでにあったとい

うのではありません。神の創造はウェストミンス

ター信仰告白4:1の表現を借りれば次のように要

約できるでしょう。①父・子・聖霊なる三位一体

の神の御業。②御自身の栄光が表されるために。

③初めに。アウグスチヌスは『告白』11巻で時

間そのものも神の創造であると言います。④世界

に存在するもの全て。⑤6日間に（1日を24時間

と考えなくてもよい）。⑥はなはだ良く。⑦何の

材料も使わず無から。

　創造の冠として、最後に造られた人間のことを

考えてみましょう。人間に神は特別な使命を与え

られました。1:28で神は人間に、創造された世

界を「従わせよ。支配せよ。」と命じられました。

これは神の栄光を現すために、神の造られた世界

を管理する働きで、文化命令といわれているもの

です。もう一つの命令は、復活の主イエスが教会

に与えられた伝道命令ですが、これは人間の堕落

によって必要になってきたものでした。人間本来

のつとめ、人間が造られた第一の目的は、文化命

令にあると言ってもいいでしょう。私たちは伝道

の働きが用いられて、主イエスの贖いと聖霊の再

生の御業にあずかりますが、それは私たちを本来

の姿に引きもどし、再び真の意味で神の栄光を現

すように生きるためです。私たち再生の恵みにあ

ずかった者は、永遠の滅びからの救いを喜び感謝

するとともに、この世界が神の作品であり、しか

も私たちがその管理者として召されていることを

知るのです。救われた喜びに加えて、この光栄を

知るときこの世界に生かされている喜びが、いっ

そう豊かなものとされるでしょう。

　ときどき世界を「従わせよ、支配せよ」という

聖書の教えが、公害や自然破壊を引き起こした元

凶であると、批判されることがあります。たしか

に罪におちた人間のとどまるところを知らない欲

望や、知性の腐敗は、このような現実を招きまし

た。しかしそこにこそ、私たちは本来の神の造ら

れた世界に対する、忠実な管理者として光栄ある

責任を覚えるものです。再生された者の尊い使命

です。人間のいとなみのあらゆる分野で、このよ

うに神に仕える者が求められています。伝道者・

自然科学者・哲学者・土を耕す農家の人たち・政

治家・芸術家・エンジニアなどなどです。教会学

校の生徒たちにこの務めの光栄を伝え、彼らの賜

物が神にささげられることを祈っていきましょ

う。	 （中根汎信）

	 7月27日	 「天地創造（一）」	 聖書研究

	 テキスト	 創世記　1章
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	 7月27日	 「天地創造（一）」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問12

　　子どもカテキズム

問12	 神さまの創造のお働きとは何ですか。

　答	 私たちの神さまが、

	 　　ただ御言葉によって、

	 　　世界とその中にあるすべてのものを、

	 　　極めて良いものとして造られたことです。

〈アイデンティティー〉

　特に日本におきましては、進化論がまるで事実

であるかのように教えられています。情報として、

アメリカなどの「創造説」が紹介される場合であっ

ても、どこか神話じみた馬鹿げた説として考えら

れることが多いのではないでしょうか。思います

に、これはもはや、科学の理論というよりも、世

界観人生観の問題なんだと思います。人類の起源、

私たちはどこから来てどこへ行くのか、人生の意

味は何なのか、など、創造説や進化論は、深いと

ころで、自らが生きる意味を問う作業、自分のア

イデンティティーを探る作業になっているのだと

思うのです。猿とか、何か他の生き物とかから進

化して人類になったと教えられれば、動物のよう

に、本能のまま欲望のままに生きても構わないと

いう話になりますし、生きる意味もないわけです

から、生きていても楽しくない、死んだ方がマシ

だとなって自殺者が増えるのも頷けます。単なる

生物学的な現象としてのみ生命が誕生したのなら

ば、そこにおいて善悪が問われることもありませ

ん。愛とか信念とかいったことも無意味で、それ

は単に違いの問題でしかなくなります。こういう

ことを考えますと、私たちが聖書から、天地創造

のことを知るということが、如何に大切なことで

あるかが分かると思います。おとぎ話や神話であ

るどころか、極めて本質的なことを考えているわ

けです。

〈何故の創造か〉

　世界の多くの神話を見てみますと、世界や人間

が、神々の思いつきとか、神々が楽をするためと

か、致し方のない事情のためとか、とにかく、ま

るで余計なものとして造られたというようなこと

が語られています。望まれずして生まれてきた子

供のようなものです。失敗作とでも言いましょう

か。神々の名誉を保つため、神々の失敗を覆い隠

し、尻ぬぐいをするための創造なのです。そこに

は嬉しくなるような積極的な理由はありません。

余ってしまったから、もったいないので造ったと

か、足りないから、埋め合わせのために造ったとか、

人間の存在価値が揺さぶられるような考え方です。

そういう世界観の中に生きていれば、そういう生

き方になるのは、ある意味当然でしょう。一番根

幹のところに、喜ばしい積極的なものがないので

すから、何とかそれを造り出そう、身に着けよう

と躍起になります。他の人を傷つけたり、蹴落と

してでも、自らの存在価値を手に入れないと、と

ても生きていられないからです。なぜ、自らの存

在価値を手に入れようとするのでしょうか。それ

は、聖書が語る通り、神さまが初めから、価値あ

るものとして、素晴らしいものとして、世界と人

間をお造りになったからですね。望まれた待望の

子供として、御自分の愛を注ぎ尽くしてもまだ足

りないくらい愛すべき存在として、私たちを神さ

まが造ってくださったからです。	 （梶浦和城）
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　みんなは、粘土をこねて、何かをつくったこと

がありますか。動物の形をつくったり、乗り物の

形をつくったり、茶碗やカップをつくったり、粘

土をこねて遊ぶのは楽しいですね。

　粘土をこねて、何かをつくるときのことを思い

浮かべてみましょう。粘土をこねながら、最初に

どうしますか。まず、何をつくろうかと考えます

よね。つまらないと思うものではなく、つくって

楽しいものをつくりたいですものね。ライオンに

するのか、コアラにするのか、あるいは、乗り物

で、車をつくるのか。車もいろいろな種類があり

ますね、消防車みたいな車か、あるいは、お父さ

んお母さんが乗っている車なのか。

　わたしは、ご飯を食べるお茶碗をつくったこと

があります。そのお茶碗でご飯を食べるんだ！	

って思いながら粘土をこねていると、とても楽し

かったことを思い出します。そして、できあがっ

たお茶碗は、自分の気持ちがこもっていますから、

とても大切ですね。ものをつくると、ものの大切

さが分かるようになります。

　今日、みんなに知っていただきたいことは、わ

たしたちが生きて、目で見て、手で触れているこ

の世界は、聖書の神さま、主イエスさまの父なる

神さまがつくられたのであり、神さまの愛が込め

られている、ということです。神さまに愛されて

いる世界なのです。聖書にこう書いてありました。

「初めに、神は天地を創造された」。今日は、神さ

まが天地をつくられた、このことを学んで、神さ

まを賛美したいと思います。

　みんなは、カブトムシやクワガタは好きですか。

カブトムシやクワガタを捕りに行くことがありま

すか。捕まえたら、ぜひしっかり見てください。

観察してください。カブトムシの足は、小さな足

ですけれども、小さな、けれどもしっかりした爪

があって、それでしっかりと木の幹につかまって

います。カブトムシは、木の蜜、樹液を飲むのが

食べ物ですけれども、不思議な口をしていますね。

筆のような、ハケのような毛があって、それで上

手に蜜を吸うんですね。カブトムシは、小さな虫

ですけれども、本当にとてもステキに、すばらし

くできていると思います。

　カブトムシだけではありませんね。クワガタだ

けではありませんね。小さなアリだってそうだし、

小さな花も、一つひとつ、とてもていねいにでき

ています。小さな花であっても、きれいな花をしっ

かり咲かせています。どうして、小さな虫も、小

さな花も、とてもステキなんでしょうか。それは、

神さまがつくられたからです。神さまの愛情が込

められているからです。だから、どれもこれも、

とてもすばらしいのです。

	 7月27日	 「天地創造（一）」	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記　1章

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問12

〔単元のねらい〕

　創造主の天地創造のみわざは、たいへん奥深い。教理としても、良き創造、御言葉による創造、六日

間の創造など、多岐にわたる。それらすべてを一回の説教で取り上げることは、そもそも無理なことで

あろう。この説教展開例では、良き創造ということを中心にした。そして、天地創造の御言葉は、天地

創造の出来事をとおして神をほめたたえているのであって、説教においても、神賛美へと向かうように

努めた。難しいのは、この世界の現状をただ肯定することに陥ってしまう危険である。良き創造を取り

扱う際には、同時に、わたしたち人間の罪についても語る必要があるであろう。

「極めて良かった！」
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　わたしたちが粘土をこねて何かをつくるとき

に、まず何をつくろうかと考えます。それは、よ

くつくろう、楽しくつくろう、ステキにつくろう

と思って、考えるのです。そして、ていねいにつ

くります。乱暴につくったら、なかなかよいもの

はできませんよね。

　わたしたちは、ときどき、いらいらして、乱暴

につくってしまうことがあるかもしれません。そ

うして、失敗してしまいます。けれども、神さまは、

とてもていねいにつくってくださいました。聖書

には、先ほど一緒に聞いたとおり、神さまがこの

世界をつくってくださったときのことが書いてあ

ります。神さまは、まず第一日に光をつくり、第

二の日に大空をつくり、第三日に海と陸地をつく

られた。そのように、順序立てて、ていねいにつ

くられました。それは、愛情を込めて、とてもス

テキにつくろうと願って、ですから、慌てること

なく、ていねいにつくられたのです。

　そして、聖書は、こんなふうに言っています。

「神はこれを見て、良しとされた」（10,12ほか）。

神さまは、ご自分がつくったものをご覧になって、

これで良し、これで良し、とてもよくできたと、

そうおっしゃっておられます。極めつけは、31

節です。「神はお造りになったすべてのものをご

覧になった。見よ、それは極めて良かった」。極

めて良かった！ですって。ですから、この世界は、

神さまが願っておられたとおり、神さまの愛情が

込められて、とてもステキにつくられたのです。

神さまの成功した作品なのです。わたしたちが、

小さな虫や花を見て、大きな山や森、大自然を見

て、なんてステキなんだろう！と思うのは、当然

ですよね。神さまの愛情が、そこに豊かにあふれ

ているのですから。

　心の痛むことですが、わたしたちが目にするの

は、そんなステキなことばかりではありません。

山に行ったり、川を見たりすると、ゴミが捨てて

あって、よごれてしまっていることがあります

ね。カブトムシやクワガタをつかまえて、しばら

く飼っていても、やがて死んでしまいます。いっ

たいどうして死ぬんだろうかと思いますね。生き

物を飼うことは、とても大切なことで、生き物は、

必ずと言っていいほど、わたしたち人間より先に

死にます。わたしたちより長く生きる生き物はあ

まりありません。生き物を飼うと、必ず死ぬので

あり、そして、死んで、いなくなると悲しいです

ね。その悲しさを味わうことができます。とても

大切なことです。いったいどうして死んでしまう

のだろうか、考えるでしょう？

　それは、わたしたち人間のせいなのです。わた

したちが、まことの造り主、本当の神さまから離

れて生きてしまう、神さまの御声を十分に聞くこ

とができない、その罪のために、わたしたちは、

山や川を汚してしまうし、神さまがつくられたも

のの本当のすばらしさに気づくことがなかなかで

きません。そして、その結果、死ぬということも

起こってしまっているのです。生き物がすべて死

ぬ。それは、わたしたち人間が、まことの神さま

から離れてしまった罪のゆえなのです。

　神さまは、そんなわたしたちに主イエスさまを

与えてくださいました。主イエスさまをとおして、

まことの神さまを知って礼拝できるようにしてく

ださいました。神さまがつくられたものの本当の

すばらしさ、そして、そこに込められている神さ

まの愛情を知ることができるようにしてください

ました。これは、本当に感謝なことです。

　この世界は、神さまが愛情を込めて、とてもす

ばらしく、美しくつくってくださいました。その

ことを知って、神さまに感謝して生きていきま

しょう。主イエスさまを礼拝して、神さまに感謝

するのです。そして、神さまの作品の一つひとつ

を大切にして、とくに生き物を大切にするように

しましょう。主イエスさまを礼拝することだけで

はなく、ものを大切にすることをとおしても、神

さまを賛美し、感謝することができるのです。

	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 創世記　1章31節前半

神はお造りになったすべてのものをご覧になった。見よ、それは極めて良かった。
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	 7月27日	 「天地創造（一）」	 幼稚科

〈ねらい〉

　罪にまみれたわたしたちに、罪が入る以前の世

界を想像するのは難しい。それは幼児にとっても

同じかも知れない。しかし神さまは最初、完璧な

真善美の世界を造られたことをしっかり教えよ

う。キリストによって回復される世界の目当て（希

望・慰め）になるのですから。

〈展開例〉

　皆さんはテレビのニュースを見ることがあり

ますか？	お父さんやお母さんはよくみるでしょ

う？	アニメのように面白くないし、難しくて良

く分からないので皆さんはあまり見ないかも知れ

ませんね。テレビのニュースでは楽しいことはほ

とんどやりません。殺された、盗まれた、いじめ

た、嘘をついた、火事になった等、いやな怖いこ

とがいっぱいです。

　神さまが何もないところから神さまのお言葉だ

けで最初に造られた世界には、そういうことが一

つもありませんでした。ほんとうに一つもなかっ

たのです。月や星や山や川、海などを見ると、き

れいだなあ、すごいなあ、と思うでしょう？	こ

ういうものを最初に神さまが造られたとき、神さ

まはご自分で「うん、良くできた」と満足なさい

ました。完全な神さまが“よくできた！”と思わ

れたのですから、それはそれは素晴らしかったの

です。海や川の水は透き通って少しも汚れていな

かったでしょう。山の木やお花も命がいっぱいで

元気に気持ちよく成長していたでしょう。お野菜

も農薬という薬なんか心配しないで、安心して美

味しく食べられたと思います。栄養もいっぱい

あったでしょうね。神さまがお造りになったもの

は、そういう風にとても素晴らしかったのです。

今、あちこちで朝顔の花が咲き始めているのを見

ますね。黒い小さなタネを土に埋めて水をかけて

いるだけで、葉っぱがどんどん大きくなり、つる

がグングン伸び、赤や紫や水色など綺麗な花を夏

中咲かせます。それを見るだけでもほんとに不思

議です。みんなの好きなぶどうや梨の木も、お砂

糖の入った水をやっているわけではないのに、ど

うして甘いおいしい果物になるのでしょうね。

　特に人間は心を込めて、神さまに似せて造られ

たのですから最高に素晴らしかったのです。その

素晴らしい人間が美しい自然の中で安心して楽し

い毎日を過ごせるように、神さまを誉めたたえて

暮らすようにと神さまは考えてくださいました。

そしてそのようになったのです。怖いことも悲し

いことも間違ったこともない世界を神さまは最初

に造られました。

〈お祈り〉

　宇宙全部を素晴らしく造られた天の父なる神さ

ま、ほんとうにありがとう！　神さまが造られた

全部のものを大切にできますように。イエス様に

よって、アーメン。

〈やってみよう〉

　「ぼく・わたし　だあいすき」の絵を描こう

　○準備するもの

　　画用紙、クレヨン・クレパス・色鉛筆など。

　○「好きなお花」「好きなお野菜」「好きなお友だち・人」などをテーマに自由に描きましょう。

　○描きながら、それらは神さまがお造りになって、与えてくださっていることを伝えましょう。

　○絵が描けない子には、折紙を切ったものなども用意して貼り絵でも良いでしょう。

　○描き終わったら（完成を求めないで）、みんなで一枚一枚を話題にして話し合ってみましょう。
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	 7月27日	 「天地創造（一）」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神さまは天と地を良いものとしてお創りになっ

た。

〈展開例〉

　創世記の1章1～3節を一緒に読みましょう。

　《はじめに神は天と地を創造された。地は混沌

であって、闇が深淵の面にあり神の霊が水の上

を動いていた。神は言われた。「光あれ。」こう

して光があった。》

　前にも（6月22日）したことがありますが、目

をぎゅっとつむってみましょう。目のところを手

で押さえて真っ暗になりましたか？	真っ暗だと、

何か見えますか？	先生の顔が見えますか？	真っ

暗だと何も見えないし上も下も右も左もないです

ね。ただただ、真っ暗ですね。じゃあ、今度はそ

うっと目をあいてみましょう。何が見えますか？

　先生の顔が見えますか？

　今読んだ聖書の箇所は、こういう感じですね。

神さまが光あれと言うまでは、真っ暗で何も見え

なかったのです。そして神さまが。ひとこと、な

んて言いましたか？（発言を待つ）

　そうですね、「光あれ」ですね。

　神さまは真っ暗中で何が一番必要かということ

をお考えになって光あれと言ったのです。この創

造のみ業の順番はとてもとてもよーく考えられた

順番なのです。ちょっと考えてみましょう。

　　一日目　光

　　二日目　大空の上の水と下の水

　　三日目　地と海、地の草と果樹

　　四日目　天体

　　五日目　水の中の生き物と空を飛ぶ生き物

　　六日目　地上の生き物。最後に人間

　（子どもたちに自由に発言させて、順番を入れ

替えて考えてみる。そのようにすると、何が不都

合か考えさせる）

		聖書に書かれているこの順番が一番良いと言う

ことがわかりましたね。

　では、一緒に聖書を読んで見ましょう。

　創世記1章31節

　　《神はお造りになったすべてのものを御覧に

なった。見よ、それは極めて良かった。》

　神さまは、この世界をとっても良いものとして

創ってくださったのです。

〈祈り〉

　神さま、神さまがこの世界をとっても良いもの

として創ってくださったことを心から感謝しま

す。神さまが創ってくださったこの世界を大事す

ることができるように、お守りください。
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	 7月27日	 「天地創造（一）」	 小学科上級

〈ねらい〉

　神さまの「天地創造」の素晴らしさを学ぶ。

〈展開例〉

○「創造」と「図工」の違い

　先週は、神さまが世界を創造してくださったこ

と、そして、その神さまがこの世界を大切に守っ

てくださっているということを、皆さんが学校で

勉強する図工にたとえてお話ししました。しかし、

神さまの「天地創造」とわたしたちの「図工」は

似ているところもありますが、違うところもあり

ます。どこが違うのでしょうか。

　わたしたちがいろんなものをつくる場合には、

必ずそれをつくるための材料がありますよね？　

鉛筆立てをつくるための牛乳パックとか、本棚を

つくるための材木とか。わたしたちは、図工の時

間が始まる前に、そういうものを前もって準備し

なくてはなりません。

　しかし、神さまの「天地創造」の場合は材料が

ありませんでした。全く何にもありませんでした。

光もない。宇宙も太陽も地球も月もありませんで

した。材料が何にもないのに、神さまはすべてを

お造りになりました。それが「創造」という言葉

の意味です。そのことを教会は昔から「無からの

創造」と呼んできました。

　わたしたちが行う図工は、神さまが何もないと

ころから創造してくださったものをいろいろと上

手に組み立てるだけです。人間は、神さまのよう

に「創造」することはできないのです。

○子供は親が「つくった」わけではありません

　神さまは、世界を創造してくださっただけでは

ありません。人間も創造してくださいました。神

さまが人間を創造してくださる前には、人間は存

在しませんでした。人間も「無から」創造された

のです。

　皆さんは時々またはしょっちゅう、「子どもは

親がつくるものだ」という話を耳にすることがあ

りませんか。そういう話を聞いたときは、腹を立

てる必要はありませんが、心の中で「それは違う

よ」とつぶやいてくださって構いません。なぜな

ら、人間が人間を「つくる」ことはできないから

です。人間を「つくる」ことができるのは神さま

だけです。皆さんの親は人間です。

　「子どもをつくる」とか「できちゃった」とい

う言い方は、間違っています。正しい言い方は「親

が子どもを生む」です。親もその親から「生まれ

た」だけです。人間によって「つくられた」人間

は、一人もいません。

○「つくられた」のは最初の人間だけです

　「あれ？」と疑問を感じる人もいるでしょう。

ずっと昔にさかのぼっていくと、最初の人間がい

たはずです。その人は、だれから「生まれた」の

でしょうか。

　その答えが聖書にあります。聖書には、最初の

人間の名前が出てきます。アダムと言います。ア

ダムは、だれからも「生まれて」いません。アダ

ムには、人間の親はいません。そうです、アダム

は神さまによって「つくられた」のです。だから、

アダムだけは、他のすべての人間とは異なる、特

別な存在なのです。

○サルは人間の親でしょうか

　今の世界の科学者の中には「人間はサルから進

化した」と教える人がいます。言い方を換えれば、

「最初の人間の親はサルです」ということになり

ます。でも、ちょっと待ってください。カエルの

子はカエル、サルの子はサルではないでしょうか。

神さまの「創造」を信じようとしない人は、科学

の名を借りて無理な理屈を押し通そうとすること

があるので気をつけましょう。

〈お祈り〉

　天のお父さま、この世界とわたしたち人間はあ

なたが造ってくださったものです。神さまを信じ

ない人々に惑わされないようにわたしたちを守っ

てください。イエスさまの御名によって、アーメ

ン。
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	 7月27日	 「天地創造（一）」	 中学科

〈ねらい〉

　子どもたちは中学生になると世界史の最初の授

業で「人間は猿から進化した」と教わり、聖書の

教えとの違いに戸惑うかもしれない。中学生のと

きにこそ、「この世界も、この私も、神が造って

くださった」ということをきちんと考えることが

大切である。

〈子どもカテキズム〉

問12：神さまの創造のお働きとは何ですか。

　答：私たちの神さまが、ただ御言葉によって、

世界とその中にあるすべてのものを、極め

て良いものとして造られたことです。

〈展開例〉

１.	生徒たちに「この世界や私たち一人ひとりは

どのようにして造られたと思う？」と尋ね、発

表しあってみる

　　（「神によって造られた」という答えだけでは

なく、「進化論が言うように、猿から進化した」

という答えもあるかもしれない）。

２.	「人間（私）は、神に造られた貴い存在であ

る」ということについて考える

　○神の天地創造の働きについて考えるとき、「私

は、神によって造られた存在である」という

ことを確信することが、特に中学生たちに

とって大切なことだと思う。

　○「神が人間（私）を造られた」ということ

は、何よりも「私は偶然この地上に誕生した

存在ではない」ということを教えられる。も

し、自分を「偶然の産物（進化論）」と考え

るならば、自分自身の命には特別な意味はな

く、自分の存在に何の価値もなくなってしま

う。しかし、人間（私）は、今日の説教にも

あるとおり、神が無限の愛情を込めて造られ

た貴い価値のある存在である。「太陽に光と

輝きを与え、花に美しさを装わせた神が、こ

の私を造られた」ということを瞑想するなら

ば、自分の存在に意義と価値を見出すことが

できる（詩編8編、イザヤ43:1～4）。
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　神は六日間の創造の御業が完成すると、ご自身

の作品である世界を御覧になって、「それは極め

て良かった」と言われました。この世界は不良品

とか造りかけの未完成品ではありませんでした。

そして第七日目に神は、「ご自身の仕事を離れ、

安息なさった」（2:2）のです。安息するというこ

とは、今までの働きを断ち切る、やめるというこ

とです。しかし神は創造の御業が完成したら、も

う何も働かれなかったのではありません。そこで

わざわざ「この日に神はすべての創造の仕事を離

れ、安息なさった」（2:3）と言い換えているので

す。神がやめられたのは創造のお働きです。それ

も六日間という時間がきたので途中で投げ出した

というのではなく、「天地万物は完成」（2:1）し

たからです。神の場合、休まないと疲れるとか、

もう創造の働きのための余力がなくなったから一

服されたのではありません。それ以降の神の摂理

の働きは、片時も中断されることなく続けられて

います。神が摂理の御働きをやめられたなら、そ

の瞬間からこの世界は消滅しているでしょう。神

以外のものはすべて神に依存し、神に無関係に独

力で存在と活動を続けることはできません。ヨハ

ネ5:17をお読みください。それでは神が安息さ

れた理由は、何だったのでしょうか。その答えは

「安息なさったので」、「第七日の日を神は祝福し、

聖別された」ということです（2:3）。神の安息は

祝福と聖別のためでした。

　まず祝福ということですが、これは何か分かっ

たようで、分かりにくい感じがします。祝福する

ということは、祝福してくださる神からの恵み

や益が与えられることです。安息日以外にもすで

に、水中生物と空の鳥に対してと（第五日、1:22）、

何よりも最後に創造された人間に対して（第六日、

1:28）祝福が与えられました。今も神の祝福は安

息日だけでなく、日毎に与えられています。しか

も人間以外の全被造物にもです。神はご自身の作

品を慈しんでおられるからです。しかし安息日の

祝福には特別な意味がありました。安息日は神が

一服される日ではなく、神の民が神から祝福を受

ける日です。旧約聖書であれほど安息日厳守が言

われるのは、律法主義的戒律としてではなく、安

息日が神からの祝福──恵みや益を受ける喜びの

日だからです。大祭司の祝祷（祝福）と言われる

民数記6:24、25で、「主があなたを祝福し、あな

たを守られるように。主が御顔を向けてあなたを

照らし、あなたに恵みを与えられるように」と、

主は言われます。まことにこの御言葉は、礼拝の

祝祷で宣言されるにふさわしい神の祝福の言葉で

す。「安息日は、人のために定められた」（マルコ

2:27）と主イエスが言われるとおりです。安息日

の礼拝はこの祝福がもっとも豊かに現されるとき

です。この礼拝で、神を喜び（ウェストミンスター

小教理問答1）、神との交わりのなかで真の安息

を与えられて、新しい週を始めるのです。

　もう一つは聖別のためです。聖別とは、神礼拝

と神への様々の奉仕のために、ほかのものから特

にとり分けることです。日だけでなく人・動物・

器物にまで及んでいます。安息日の聖別について

いえば、「神が特別の所有権を主張される」日で

す（ウ小教理問答62）。この日を神の日としてと

り分けるのです。そして神の栄光をたたえるので

す。それはまた私たちに神が祝福を与えてくださ

るためでもあります。私たちは神からのブレーキ

がかからなければ、自分の欲望を満たすために全

ての時間を費やそうとします。そのはてには何が

待ちうけているでしょうか。滅亡と混乱です。神

がこの日を聖別してくださったのは、私たちの救

いのためです。神からの祝福を受け取る手段とし

て、安息日の聖別を定めてくださったのです。そ

の中心は神礼拝です。安息日の礼拝は、神との交

わり・神を喜ぶ恵みの最高のときです。

	 （中根汎信）

	 8月3日	 「天地創造（二）」	 聖書研究

	 テキスト	 創世記　2章1～4節前半
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	 8月3日	 「天地創造（二）」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問12

　　子どもカテキズム

問12	 神さまの創造のお働きとは何ですか。

　答	 私たちの神さまが、

	 　　ただ御言葉によって、

	 　　世界とその中にあるすべてのものを、

	 　　極めて良いものとして造られたことです。

　聖書の天地創造を語る上で、重要な二つの大き

なポイントがあります。それは、「無からの創造」

と「良き創造」ということです。これは極めて大

切なことですので、天地創造を考える時には、い

つでも心に留めていただきたいと思います。

〈無からの創造〉

　まず、「無からの創造」についてですが、聖書

に直接「無から」と書いてあるわけではありませ

んが、内容的に聖書がそう言っていることは疑う

べくもありません。様々な聖書箇所から、聖書が

確かにそのことを教えていると言うことができま

す。なぜ、この「無から」ということが大事かと

言いますと、周辺社会が汎神論的・多神教的な社

会であったことと深く結び付いています。汎神論

的・多神教的な世界観では、人間のあり方がまず

肯定され、その上で、それを神々の世界に投影す

るということがよくなされています。人間が戦争

をして人を殺すなら、神々も殺し合いをし、人間

が出産するなら、神々も出産をし、人間に優劣が

あるなら、神々にも優劣がある、といった具合で

す。また、まことの神を知らないので、自然界に

あるものを神として拝んでしまうのです。創世記

はそれら一切を否定します。人間とその社会を基

準としない、人間の都合に拘束されない、という

思いが、「無から」という言葉には込められてい

ます。つまり、世界と人間は、人間の考えや思惑

など及びもつかない、まことの神さまの全く自由

で主権的な力によって、造られたのだというので

す。

〈良き創造〉

　次に、「良き創造」ですが、これもまた極めて

大切なことです。世界にある諸悪を見聞きし、体

験いたしますと、この世は初めから善悪二つがあ

るのだと考えたくなります。ことの初めがそうで

あれば、他人のことはさておき、自分の悪につい

ては言い訳できるということになってしまいま

す。初めから悪があったのだから、私が少しばか

り悪いことをしても、それは仕方のないことだと

なってしまうからです。あるいは、神に悪の責任

をなすりつけて、神さまが最初から悪いものとし

て造ったのが悪いと言い始めるのです。その両方

を否定する意味でも、「良き創造」は重要なので

すね。純粋に善であり、愛に満ちておられる神さ

まが、一番最初において、極めて良く素晴らしい

ものとして、世界と人間をお造りになったのだ、

と聖書は教えるのです。ということは、悪とか罪

とかは、初めはなかったわけですから、神さまの

責任ではなく、私たち人間の責任だということに

なります。せっかく神さまが全く良いものに造っ

てくださったのに、人間がそれをぶちこわしてし

まったのです。しかし、同時に、「良き創造」は

私たちに、何にも代え難い存在価値を与えてくれ

ます。望まれて生まれた子供のようなものだから

です。	 （梶浦和城）
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　一週間のはじめの日は、何曜日か知っています

か。簡単すぎる質問ですね。そう、日曜日です。

最近は、おとなの人が使っている手帳のカレン

ダーに、一週間が月曜日に始まるものが増えてき

ていて、これはたいへん困ったことです。一週間

は日曜日から始まります。みんなも、月曜日、学

校が始まるから、それが一週間のはじまり、とい

うのではないのですよ。日曜日に、神さまを礼拝

して、一週間を始めるのです。これは、とても大

切なことです。日曜日に神さまを礼拝して、一週

間を神さまの祝福の中で歩むのです。

　けれども、今日は、ちょっと違うお話をしなけ

ればなりません。それは、神さまがこの世界をつ

くり、人間をおつくりになった、その最初のとき

には、一週間の最後の日に神さまを礼拝していた

のです。一週間の最後の日、ですから、土曜日で

すね。主イエスさまが十字架につけられて、よみ

がえられた、そのときまで、土曜日に神さまを礼

拝していたのです。

　神さまは、この世界をおつくりになりました。

天地の創造です。神さまは、愛情を込めて、てい

ねいに、この世界をおつくりになりました。てい

ねいに、それはどのくらいかというと、「六日間」

というのです。六日間！たったそれだけ !?	たっ

た六日でおつくりになったの !?	この世界のすべ

てを !?	生き物のすべてを !?	ちょっとびっくり

してしまうかもしれません。

　けれども、この天地創造の六日間とは、わたし

たちが知っている一日24時間の六日間、そのよ

うな、わたしたちにとっての六日間であるのかど

うかは分かりません。これは、神さまにとっての

六日間なのです。

　大切なことは、神さまは、御自身の天地創造の

みわざを六日間のこととしてわたしたちに教え、

そして、第七日に休まれた、安息なさったという

ことです。神さまは、天地創造のみわざを六日間

で終えられ、すべてを成し遂げて、第七日を安息

の日として定められました。

　一週間は、何日ありますか。そんな簡単なこと

を質問するな！っていう声が聞こえてきそうです

ね。一週間は七日間ですね。当たり前のようで、

でも、いったいどうして七日間なのでしょうか。

これは、実は、とても難しいことなのです。だれ

も本当には答えられない質問なのです。一週間は

なぜ七日間なのか。それは、昔からそうと決まっ

ている！と答えるほかないのです。

　ただ、聖書に答えがあります。それは、神さま

が、そう決められたからです。六日間で天地をつ

くり、第七日目に休まれて、安息の日と定められ

た。だから、昔から一週間は七日間なのです。

　そして、これはとても大切なことです。という

のは、神さまが、わたしたちのこの世界には、六

	 8月3日　「天地創造（二）」	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記　2章1～4節前半

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問12

〔単元のねらい〕

　天地創造のみわざは、六日間で成し遂げられた。しかし、そこにおいてはなお「完成」は語られてい

ない。「完成」は第七の日のこととして語られる。これは大切なことであろう。第七日の祝福と聖別に

おいてこそ、すべては完成する。わたしたちの一週の歩みも、神を礼拝する安息においてこそ、完成さ

せられる。その意味で、第七日は終末論的な意味を持つ。終末の完成を目指して、わたしたちは、礼拝

し続けるのである。なお、『子どもカテキズム』の問49、50を参照すること。

「日曜日ってすごいんだ！」
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日と一日という、そういうリズムが必要であると

考えておられるということなのです。天地をつく

られた神さまは、六日と一日、このリズムで、こ

の世界を支えて、祝福しておられるのです。

　毎日、朝起きて、ご飯を食べて、学校や幼稚園、

保育園に行って、勉強して、遊んで、夜は家でゆっ

くり休む。一日の生活にもリズムがありますね。

そんなふうに、一日のリズムだけではなくて、一

週間というリズム、六日と一日というリズムに支

えられて、わたしたちは健やかに生きることがで

きます。これを変えて、休むことなく勉強したり、

働き続けていると、病気になってしまうのです。

それは、本当に病気になるのです。

　神さまは、七日目の日に、それまでの天地創造

のみわざを離れて、この第七の日を祝福されまし

た。聖書は、とくに第七の日を「聖別された」（3）

と言っています。

　わたしたちも、一週間の生活の中で、六日間働

いて自分たちにゆだねられた仕事をして、第七日、

七日目を「聖別」します。具体的には、六日の間、

おとなの人、お父さんお母さんは、お仕事に出か

けたり、家のため、家族のためにいろいろと働き

ます。そして、七日目には、神さまを礼拝するの

です。この日は、まことの神さまの一日なのであっ

て、自分たちのために使うのではなく、神さまを

礼拝するために使うのです。そして、この第七日

の礼拝をとおして、神さまは、一週間のすべてを、

六日間の働きを、豊かに祝福してくださいます。

一週間の仕事や勉強が決して無駄にはならず、豊

かな実りを得ることができます。

　みんなは、仕事はしていないけれど、学校に行っ

て勉強をします。友だちと遊んで、人として生き

ることを学びます。苦手な友だちもいるかもしれ

ないけれども、仲良くできるように努めます。そ

のような一つひとつの労苦が、神さまを礼拝する

ことをとおして、祝福され、実りを見るのであり、

完成させられるのです。

　最初に言いましたように、主イエスさまが日曜

日に復活されてから、わたしたちは、一週間の最

初の日、日曜日に、神さまを礼拝しています。神

さまを礼拝することから一週間を始めて、神さま

の祝福の中で生活するのです。そこでも、ですか

ら、六日と一日のリズムは変わっていません。

　この神さまを礼拝する日、この日をぜひ大切に

してください。神さまは、わたしたちの一週間の

すべてを祝福して、ご自身の恵みで満たしたいと

願っておられます。そのために、日曜日に神さま

を礼拝することが大切なのです。

　今、わたしたちのまわりの多くの人は、神さま

を礼拝していません。一週間に一日、神さまを礼

拝するどころか、休む間もなく仕事を続けたり、

あるいは、休みの日をただ自分のために使ってし

まったりしています。そのような生き方を、神さ

まは悲しんでおられます。それだけではありませ

ん。毎日を自分のために使ってしまうならば、神

さまのためにささげる日を大切にしないならば、

わたしたちは、本当に病気になってしまう。罪の

中で、自分を見失ってしまうことが起きるのです。

自分の力で生きるんだ！という傲慢に陥ったり、

逆に人生の重荷に耐えられなくなったりします。

本当の自分が分からなくなり、人生が分からなく

なってしまうのです。

　一週間に一日、神さまを礼拝することによって、

わたしたちは、自分が神さまによって支えられ、

生かされていることを知ります。神さまの恵みに

感謝して、賛美して生きることができます。傲慢

な思いや人生の重荷から解放されます。そこに、

健やかな人生、幸いな人生があります。

　日曜日にも、お友だちが遊びに誘ってきたり、

学校や地域の行事があったりするでしょう。けれ

ども、日曜日の祝福、礼拝の恵みは、かけがえの

ないものです。ぜひ一緒にお祈りして、みんなで

励まし合いながら、礼拝の日を守り抜きましょう。

	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 創世記　2章3節後半

第七の日を神は祝福し、聖別された。
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	 8月3日	 「天地創造（二）」	 幼稚科

〈ねらい〉

　日曜日に礼拝をささげることは当然のことであ

り、大きな恵みと祝福であることを、力強く語ろ

う。

〈展開例〉

　カレンダーを見ると、日曜日はたいてい赤い色

になっています。幼稚園や保育園がお休みの日で

す。お父さんの会社もお休みの所が多いはずです。

これは日本だけでなく、世界中でそうなっている

所が多いのです。何故でしょう。誰が決めたので

しょう。そう、礼拝で聞いたように神さまが六日

間で世界を造られて、一日をお休みの日にされま

した。この日は、神さまのために特別にわけて、

神さまを礼拝し、神さまのために使う日、と神さ

まが最初にお決めになりました。日曜日がお休み

の日、というのは誰か人間が決めたのではなくて

神さまがお決めになったのです。

　幼稚園で友だちとケンカをしたり、お家で叱ら

れたり、何か失敗して少し元気が無くなっている

とき、教会へ来て神さまのお話を聞いたり、お

祈りをしたり、さんびかを歌ったりしていると

だんだん元気になることはありませんか？	あぁ、

神さまがわたしのことを心配していてくださり、

守っていてくださるんだなあ、と分かります。困っ

ているお友だちがいたら優しくしてあげよう、と

思いついたりします。日曜日に礼拝をささげるの

は、そういう嬉しい日なのです。だから、月曜日

から土曜日までにしているお仕事や勉強や遊びを

休んで、神さまのために特別に分けておくように

します。日曜日は、心も体も元気になって、今週

も神さまが一緒にいてくださるから大丈夫だ！	

という力をいただける日です。大切な日を神さま

が作ってくださり、この日を大切にしなさい、と

聖書は教えてくれています。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、日曜日をつくって、礼拝に

連れてきてくださってありがとうございます。来

週も元気に教会へ来ることができますように。イ

エス様によって、アーメン。

〈やってみよう〉

　「みんなで　みんなで」をうたいましょう

　「みんなで　みんなで」（日本基督教団出版局『こどもさんびか　（合本、2）』132番）

　　　　　みんなでいっしょに　うたいましょう

　　　　　グローリィ　ハレルヤ　アーメン

　　　　　おおきなこえで　うたいましょう

　　　　　グローリィ　ハレルヤ　アーメン

　○まだ覚えていない歌でも、短い旋律ですからすぐ覚えるでしょう。

　○歌いながら手をつないだり、何か振り付けをしてみましょう。単純な繰り返しが良いです。

　○1、2節を交替で……輪になってまわりながら……立ったり座ったりしながら……etc

　　いろいろな歌い方を楽しみましょう。
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	 8月3日	 「天地創造（二）」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神さまは第七の日を安息として休まれた。

〈展開例〉

　先週のお話を覚えてますか？

　神さまはこの世界を、とっても良いものとして

創ってくださいましたね。

　ここで質問です。神様はこの世界を何日間でお

造りになりましたか？

　そうですね。六日間です。では、また質問しま

す。六日間でこの世界は完成したのでしょうか？

　聖書にはなんて書いてあるでしょうか？

　一緒に読んでみましょう。創世記2章1節～3節。

　　《天地万物は完成された。第七の日に、神は

御自分の仕事を完成され、第七の日に、神は

ご自分の仕事を離れ、安息なさった。この日

に神はすべての創造の仕事を離れ、安息な

さったので、第七の日を神は祝福し聖別され

た。》

　完成したのは、第七日ですね。この日に、神さ

まは何を創ったのでしょうか？	聖書をよく読ん

で見ましょう。何も創っておられないですね。で

も、創造が完成したのは第六日ではなくて第七日

と聖書は言っています。なぜでしょうか？

　六日間のみ業で天と地のすべてのものを創っ

て、七日目に安息して、そして天地創造が完成な

のです。《この日に神はすべての創造の仕事を離

れ、安息なさったので、第七の日を神は祝福し聖

別された。》

　ここでわかるのは六日間の仕事と、仕事をしな

い一日とで、完成なのだということです。

　鉛筆は12本で1ダースといいますネ。それと同

じように七日間はなんて言うでしょう？そう、一

週間といいますネ。みんなは、一週間をどのよう

に使いますか？

　（自由に発言）

　神さまが、創造のお仕事をして、第七日目に休

まれたように、私たちも、六日間は自分の仕事（み

んなにとっては勉強すること）をして、あと一日

をそれとはまったく別のことに使うのです。六日

間は、学校に行ったり、お友だちと遊んだりして

使い、あと一日は、神さまを礼拝するために使う

ということです。

〈祈り〉

　神さま、神さまがこの世界を創ってくださった

ことを心から感謝します。そして、私たちに日曜

日を与えてくださり感謝します。この日曜日を大

切な日として、大事にすることができるようにお

守りください。
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	 8月3日	 「天地創造（二）」	 小学科上級

〈ねらい〉

　神さまは、御自身が創造された世界と人間を愛

しておられることを学ぶ。

〈展開例〉

○神さまは世界と人間を「愛して」おられます

　先週学んだことは、神さまが何もないところに

すべてのものを創造してくださったことでした

ね。そういうすごいことがおできになるのは、神

さまだけです。

　でも、神さまにおできになることは、すべての

ものを創造なさったことだけではありません。神

さまは御自身がお造りになったものを心から「愛

して」くださっています。この世界のことも、そ

してわたしたち人間のことも、です。

　しかし、それでは「愛する」って、どういうこ

とでしょうか。皆さんには好きな男（女）の子や

恋人（？）がいますか。「えー、そんなの、恥ず

かしくて言えないよー」と言われそうなので、こ

れ以上は聞きません。でも、そろそろ、そういう

人がいてもおかしくない年頃でしょう。

　だれかを「愛する」とは、とにかくその相手の

ことを大切にすることですよね。好きな子だから

こそイジめる（？）とかわざとケンカするという

のは、やっぱりなんだかちょっと変です。

　人間の話だけでなくてもよいかもしれません。

友達からもらったプレゼントとか、家で飼ってい

る動物のことを考えてみましょうか。大切なもの

なのに壊してしまうとか、かわいい動物を放った

らかしにしてしまうという人は、どこか心がゆが

んでいる感じです。

　でも、残念ながらわたしたちには、時々そうい

うことがあるかもしれないなと思いませんか。学

校とかで嫌なことがあったりしてムカついている

ときには、わたしたちの心はひどくゆがんでいま

す。いつも大切にしているはずのものを急に壊し

たくなったり、やけくそになる。

　遠回しな話になってしまったかもしれません。

いま私は皆さんに、神さまというお方が御自分で

お造りになったこの世界とわたしたち人間を「愛

して」おられるとはどういうことなのかを考えて

みてほしいのです。

　ここでひとつ、「絶対に間違いありません」と

皆さんに言っておきたいことは、神さまの心は、

人間の心のように、時々ゆがんだり、やけくそに

なったりしないということです。このことはとに

かく信じてもらいたいです。

　そして、今言ったことを信じていただけるとし

たら、その次に分かってもらえそうなことは、神

さまというお方は、御自身がお造りになった世界

と人間を壊したり傷つけたりなさることはない

（絶対にない！）ということです。

○神さまの「愛」を信じましょう

　いまの話に疑問を感じる人がいるでしょうか。

「でも、大きな地震があったり、台風が来たり。

災害や事故でいろんなひどい目にあっている人が

世界中にいるじゃないか。神さまがこの世界と人

間を大切に守ってくださっているのなら、どうし

てあんなことが起こるの？」と。

　そういう疑問を感じる人の気持ちは私もよく分

かります。私も同じようなことで悩んだことがあ

ります。私だけではなく、多くの人が同じことを

悩んだことがあるはずです。

　しかし、皆さんにこれだけははっきり言えると

信じていることもありますので、どうか安心して

ください。それは何でしょうか。

　それは、世界とわたしたちの身に起こる不幸な

出来事は神さまのせいではない、ということで

す。神さまはわたしたちを心から愛しておられま

す。「神さまは私のことを憎んでいるのではない

か」とか「神さまはこの世界を嫌っているのでは

ないか」と疑わないでほしいのです。

〈お祈り〉

　神さま、あなたがこの世界とわたしたち人間を

愛しておられることを信じます。つらいとき、悲

しいとき、どうか助けてください。イエスさまの

御名によって、アーメン。
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	 8月3日	 「天地創造（二）」	 中学科

〈ねらい〉

1.	「天地創造」についての基本的な知識を、私た

ちの教会の信仰規準から学ぶ

2.	創造信仰によって与えられる慰めについて考え

る。

〈子どもカテキズム〉

問12：神さまの創造のお働きとは何ですか。

　答：私たちの神さまが、ただ御言葉によって、

世界とその中にあるすべてのものを、極め

て良いものとして造られたことです。

〈展開例〉

１. ウェストミンスター信仰告白第4章1節から、

「創造」について考える

　「父・子・聖霊なる神は、

　　ご自身の永遠の御力、知恵、および善の栄光

の現れるために、

　　初めに、

　　世界とその中にあるすべてのものを、

　　見えるものであれ、見えないものであれ、

　　六日の間に、

　　すべてはなはだ良く創造すること、

　　すなわち無から作ることをよしとされた。」

　○この4章1節には、創造の主体（三位一体の

神）、創造の目的（神の力・知恵・善を現す

ため）、創造の時（初め）、創造の対象（世界、

その中のすべてのもの、見えるもの、見えな

いもの）、創造の期間（六日）、創造の状態（は

なはだ良く）が告白されている。

２.「見えるものであれ、見えないものであれ」

という言葉に注目する

　○創造の対象について「世界とその中にあるす

べてのものを」と記した後に、「見えるもの

であれ、見えないものであれ」と付け加えら

れているのは、目に見えない天使や悪魔、さ

らには生も死も、つまり三位一体の神以外の

一切のものが神の被造物であるということを

告白している。

　○確信をもって「すべてのものは神によって造

られた」と信じるときに、ローマ8章31～39

節のパウロの勝利の告白（38節、「わたしは

確信しています。死も、命も、天使も、支配

するものも……、他のどんな被造物も、わた

したちの主キリスト・イエスによって示され

た神の愛から、わたしたちを引き離すことは

できないのです」）を私たちもともに告白す

ることができる。
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１	逮捕されるイエス

　キリストが逮捕されたとき、剣を抜いたのは

シモン・ペトロであり、右の耳を切り落とされ

た大祭司の手下の名はマルコスであった（ヨハネ

18:10）。イエスは「剣をさやに納めなさい。剣を

取る者は皆、剣で滅びる」と言って、ペトロに剣

を用いることを禁じ、咎められた。剣とは、人を

傷つける道具、武器のこと。

２	「剣のない者は買いなさい」とは

　逮捕される数時間前、イエスは弟子たちに「剣

のない者は、服を売ってそれを買いなさい」（ル

カ22:35～38）と言われた。これは剣を取ること

を禁じられたイエスの言葉と矛盾するように見え

る。イエスが十字架につけられ、犯罪人の一人に

数えられると、世間の評価は逆転し、人々の態度

は一変する。だからイエスは世間の敵意に抵抗し、

対抗する備えをせよと言われたのであって、文字

通りの意味ではない。弟子たちが「主よ、剣なら

ここに二振りあります」と言うと、イエスは「そ

れでよい」（「それで十分」新改訳）と言われた。

これはイエスのたとえの言葉を読み取れない弟子

たちとの会話を打ち切る「もう十分だ」という意

味である。

３	人が剣を抜くとき

　主イエスを護衛したいという熱心な思いから

剣を抜いたペトロであったが、それは、臆病さ、

弱さからくる強がりにすぎない。「あなたのこと

を知らないなどとは決して申しません」（マタイ

26:35）と明言したペトロは、今こそ体をはって

護衛しなければと思ったのであろう。

　人はどのようなときに剣を抜くのだろうか。恨

みや憎しみを晴らすための復讐の道具として、ま

た、相手を打ち負かし、征服するための道具とし

てこれを抜くのである。相手を説得できないがゆ

えに武器を用いて相手を威嚇したり、命に手をか

け、思いを遂げようとする。

　私たちの心の中には、恨みや憎しみ、報復への

思いなどが渦巻いている。その思いが心の中でど

んどん大きくなり、目に見える形となって現れる

とき、人は剣を取るようになる。そして神のかた

ちに似せて創造（創1:26､27）された人のいのち

に傷を負わせ、破壊する。この剣の行使を拡大し

たところに戦争がある。どんなに恐ろしい道具や

武器も、これを生み出す罪より強大ではない。

４	罪は剣によっては解決しない

　剣は憎しみを生み出し、憎しみは自分に返って

くる。これは人間の経験からも理解できる論理で

ある。しかし、イエスのこの言葉もまた人間の論

理の延長線上にあるのではない。剣を取るとき人

は、人の命だけでなく神の主権を侵害する。「わ

たしが報復し、報いをする」（申32:35、ローマ

12:19）と語られる神の権限を奪い、自分が神で

あるかのように振る舞う。その結果、神は剣を取

る者を皆、剣で滅ぼされる。剣によっては罪を解

決することはできない。

５	神のもたらす平和

　神はこの罪をイエスにおいて解決することを、

預言者たちをとおして語られてきた。「必ずこう

なると書かれている聖書の言葉」（マタイ26:54、

56）が実現するために、イエスは十字架にかから

れた。イエスは十字架の上で剣によって突き刺さ

れた。今や罪の剣はイエスによって取り除かれた。

神の平和が神と人との間に現実のものとなった。

「彼らは剣を打ち直して鋤とし、槍を打ち直して

鎌とする。国は国に向かって剣を上げず、もはや

戦うことを学ばない」（イザヤ2:14）。

　終わりの日には、人々の思想、信条は神の思想、

信条となり、争いは終わりを告げる。神がそのよ

うな平和な世界を創り出してくださる。この平和

を創り出す神の御業は、キリストによって今日も

進展し続けている。	 （漆崎英之）

	 8月10日	 「平和を創り出す」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書　26章47～56節
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	 8月10日	 「平和を創り出す」	 カテキズム研究

	 平和主日に寄せて

　だれの作か失念しましたが、「8月は6日9日15

日」という句があります。戦争で多くの人命が、

自然災害ではなく人間の手によって奪われまし

た。日本の国は戦争の被害者であるとともに、加

害者であることを忘れてはなりません。明治の開

国以来、先進列強に対して後れてはならないと富

国強兵・海外侵出の政策を続けました。とくに

15年戦争・アジア太平洋戦争では、アジア諸国

に対して未曾有の惨害を与えました。この歴史か

ら目をそむけ、その罪を悔い改めないことは、近

隣諸国に対して非礼であるばかりか、自国に対し

ても真に国を愛することにはなりません。侵略の

事実を隠すことなく日本がしてきたことを率直に

認めたうえで、近隣諸国との関係を築くことこそ

日本の取るべき道です。現行の平和憲法の根幹で

ある9条（戦争放棄・軍備および交戦権の否定）

と、19条（思想と良心の自由）、20条（信教の自由、

国家の宗教への介入の禁止）、21条（集会・結社・

表現の自由と検閲の禁止）などが、改悪されよう

としています。

　この歴史の中で私たちは今も、「聖戦の名のも

とに遂行された戦争の不当性とりわけ隣人諸国と

その兄弟教会への不当な侵害に警告する見張りの

務めを果たし得ず、かえって戦争に協力する罪を

犯し」（日本キリスト改革派教会創立30周年記念

宣言・序文）たことを認め、悔い改めることが求

められます。教会としては次の二点を明らかにし

ておく必要があります。第一は、このような戦争

や平和の問題を考え取り組むことは、きわめて信

仰的・教会的な課題であるということです。とく

に改革派信仰は信仰と倫理の二元化をきびしく避

けて、創立宣言が述べるように有神的人生観世界

観を主張してきましたので、異論はないと思いま

す。

　第二は主イエスの教えは武力によらないで平

和を築くということです。今週の聖書箇所マタ

イ26:47～56は単なる個人倫理の問題として片付

けられるべきではありません。聖書全体から私た

ちは平和を考える必要があります。殺してはなら

ないという十戒の第六の戒めの展開・具体化と

して、聖書は実に多くのことを語っています。ホ

セア2:20「弓も剣も戦いもこの地から絶ち、彼

らを安らかに憩わせる」。ミカ4:3「主は多くの

民の争いを裁き、はるか遠くまでも、強い国々を

戒められる。彼らは剣を打ち直して鋤とし、槍を

打ち直して鎌とする。国は国に向かって剣を上げ

ず、もはや戦うことを学ばない」。マタイ5:9「平

和を実現する人々は、幸いである。その人たちは

神の子と呼ばれる」。ヤコブ3:18「義の実は、平

和を実現する人たちによって、平和のうちに蒔

かれるのです」。歴史は「剣をさやに納めなさい。

剣を取るものは皆、剣で滅びる」（マタイ26:52）

という主イエスの教えを証明しています。むしろ

国家間の外交努力や、文化交流による相互理解、

収奪・搾取をやめて富の公平な分配をおこなうこ

となどをとおして、戦争への危機を回避すること

が可能です。そのために世界の軍事費の1割でも

用いられればと思います。

　最後にすでに古典的名著というべき矢内昭二先

生の『ウェストミンスター信仰告白講解』を引用

させていただきます（231頁）。「私：日本国憲法

の前文および第9条の旗印は、これをしっかりか

かげて国際平和のため努力して行かなければなり

ませんね。軍備撤廃ということが現実問題として

できないとしても、これ以上増強しないように反

対することはしなければならないし、徴兵制の復

活や海外派兵の動きについては、どんな少しの動

きに対しても、断固反対しなければならないと思

います。A：『国際紛争を解決する手段としては、

国権の発動たる戦争と武力による威嚇又は武力の

行使は、永久にこれを放棄する』という決意を貫

き通すためにあらゆる努力をしなければいけない

と思いますわ」。まことにしかりです。（中根汎信）
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　1941年の12月8日は、何の日でしょうか。それ

は、日本がアメリカのハワイを攻撃して、戦争を

始めた日です。それなら、1945年の8月15日は何

の日でしょうか。それは、その戦争に敗れた日で

す。実は、わたしたちの国は、この戦争に敗ける

15年も前にすでにアジアのなかで、一番強い国

になって、アジアの国々を日本の支配におこうと

して、先ず、中国を侵略しようと攻撃を始めてい

ました。実は、そればかりかもっともっと昔から、

今から100年以上も昔の明治の時代から、日本は、

戦争をすることによってこの国を豊かにし、大き

くしようと、政治家たちは考えました。そして、

法律によって、国民は皆、国から命じられるまま

に兵隊にならなければならなくなってしまいまし

た。そのような国を一つにまとめるために、天皇

は日本の神さまであって、日本人は全員、天皇の

子どもたち、日本は天皇の国なのだという教えが、

すべての人々に強制されていました。

　62年前の8月15日、数え切れないほど多くの

人々の命を奪い、家族を別れ別れにさせ、家を空

襲で失わせ、食べ物も着るものも満足にないぎり

ぎりの苦しみの果てに戦争は終わりました。降伏

したのです。

　どうして戦争に負けたのでしょうか。どうし

て、数え切れない人、動物は殺されてしまったの

でしょうか。どうして、苦しく、悲しい目にあっ

てしまったのでしょうか。

　答えは、とても簡単です。戦争をしたからです。

武器を手にとって、戦ったからです。戦争さえし

なかったら、殺されずに済んだ人々がいるのです。

死なずに済んだのです。それぞれが、自分の人生

を大切に、楽しく生きられたはずなのです。

　でも、そんな日本の国は、あのときから、「も

う二度と、戦争はしません。戦争のための武器や

軍隊を持ちません」と世界の人々に向かって、そ

して自分たちに対して高らかに宣言しました。そ

れが、僕たち私たちの日本国憲法です。憲法とは、

日本の法律の基本、おおもとになる最高の法律で

す。この法律によって、政治家や公務員の人たち

が二度と間違った政治や法律を作らないように定

めました。その第九条に書いてあります。先生は、

これは、日本の国が世界に一番誇れるものだと思

います。そして、この九条が、世界中に広まれば、

世界中から軍隊がなくなり、武器がなくなり、戦

争ができなくなると思います。

　さて、僕たち私たちの日本キリスト改革派教会

〔単元のねらい〕

　弊誌は、8月15日にもっとも近い主日を、平和について聖書から考えるカリキュラムとして特別に覚

えてまいりました。教会（日曜）学校は、敗戦記念日であろうがなかろうが、主の平和を告げ、主の平

和の実現のために奉仕するキリスト者を育てるという目標を持っています。改悪前の、私どもの誇るべ

き教育基本法には、「真理と平和を希求する人間の育成を期する」と謳われていました。公教育におい

てすら、平和を希求する人間の育成が基礎とされ、平和学習つまり平和を構築することが、学びの目標

とされていたのです。今や、教会の日曜学校での教育とその使命は、いよいよかけがえのないものとな

り、光彩を放つことになると信じます。私どもは、聖書によって、究極の平和を教えられています。平

和の君主イエス御自身とその命令を宣べ伝えること。そして、この戒めに存在をかけて応答するように

お互いに励ましあうこと。それが、私どもの平和学習の基本姿勢となります。

「戦争をやめて、平和を造ろう」

	 8月10日	 「平和を創り出す」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書　26章47～56節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問27
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もまた、それまで戦争に協力して、神さまではな

い偶像を拝んでしまったことを神さまの前に悔い

改めました。新しく立ち上がったのです。もう二

度と、戦争に協力しない、もう二度と偶像を拝ん

で、イエスさまの福音、神さまの真理を裏切らな

いで生きることを神さまとこの国の人たち、教会

の前で誓ったのです。

　ところが今、僕たち私たちの国は、昔の日本に

戻る準備をどんどん進めています。日本国憲法、

特にその第九条を変えてしまおうとする政治家の

人、大きな会社の社長さんたちが、多いのです。

　さて、今朝の聖書のお話は、イエスさまが十字

架につけられる直前のお話です。夜のことです。

イエスさまは、ご自分が十字架で死ななければな

らないことをご存知でしたから、それはそれは真

剣にお祈りしておられました。その場所に、祭司

長たちや長老たちが遣わした大勢の群衆が、裏

切った弟子のユダに連れられて剣や棒をもって、

イエスさまを捕まえにやってきました。

　それに対して、弟子の一人は、持っていた剣を

抜いて、大祭司の手下に打ちかかりました。片耳

を切り落としてしまったのです。ここには書いて

いませんが、イエスさまは、その人の耳をもとに

戻してくださいました。

　そしてイエスさまは、そこで、こう宣言されま

した。「剣をさやに納めなさい。剣を取る者は皆、

剣で滅びる。」今日の暗唱聖句です。この御言葉は、

剣を振りかざしたその弟子一人のために語られた

のではありません。この御言葉は、すべて武器を

持って人を殺すこと、脅すこと、そのようにして

相手を自分の考えどおりに支配することを禁じら

れたのです。

　実は、弟子たちは、こう考えていました。「イ

エスさまは、自分たちの手でお守りしなければな

らない。」けれども、これほどの見当違いはあり

ません。まったく勘違いしています。なぜなら、

イエスさまは、神さまの御子なのです。イエスさ

まは仰いました。「わたしが父にお願いできない

とでも思うのか。お願いすれば、父は十二軍団以

上の天使を今すぐ送ってくださるであろう。」つ

まり、イエスさまは人間に守ってもらう必要など

まったくないのです。反対に、イエスさまこそ

が、弟子たちを本当にお守りくださる王さまなの

です。

　皆さんの中で、あるいはお友達の中で、喧嘩の

強い人がいるかもしれません。でも、その友達も

もっと強い人が現れると、とたんに弱くなってし

まうのではないですか。誰でも皆、本当は弱いの

です。だから反対に、強いふりをするのです。イ

エスさまは、本当に強いお方、まことの王さまで

す。ですから、剣を持つ必要はありません。

　そして、イエスさまを信じている僕たち私たち

もまた、この王さまに守られているのですから、

剣は必要ありません。イエスさまのために働く人

は、御言葉の剣によってだけ戦うのです。敵は、

悪い人間ではなく、罪だからです。打ち負かして

しまうためではなく、救うため、癒すため、新し

く立ち上がらせるために戦うのです。

　今はまだ、この地上は天国になっていませんか

ら、「おまわりさん」が必要です。武器を持つこ

とは、おまわりさんには許されています。けれど

も、イエスさまが再び来られる日には、剣はまっ

たく必要がなくなります。その日を待っている僕

たち私たちは、剣をしまってしまいましょう。剣

を、平和を造りだす道具やお金に変えてしまいま

しょう。そうすれば、戦争は終わって、平和が来

るでしょう。それを先ず教会から、あなたから始

めることをイエスさまは求めておられます。

　イエスさまこそ、わたしたちの王さま、平和の

王さまです。この王さまの命令に従う人は、平和

をつくりだす人になれるのです。イエスさまの平

和を心から祈り求めましょう。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書　26章52節後半

剣をさやに納めなさい。剣を取る者は皆、剣で滅びる。
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	 8月10日	 「平和を創り出す」	 幼稚科

〈ねらい〉

　「剣で問題解決をしない」ということを、幼児

の生活の中で考えてみよう。平和は自然に生まれ

てくるものではなく、創り出さなければならない。

〈展開例〉

　幼稚園のお庭の鉄棒で友だちのショウ君が楽し

そうに遊んでいました。鉄棒にぶらさがって1、2、

3、4と数えています。30まで数えてもまだ落ち

ません。それを見ていたゲン君は、「ショウ君す

ごいなあ」と思いました。自分もやってみたい！

と思って鉄棒のそばまで走っていきました。でも

ショウ君が鉄棒の真ん中を使っているのでちょっ

と邪魔でした。それでゲン君は、いきなりショウ

君の指を一本一本むりやりはずしてショウ君をど

かそうとしました。そうすればゲン君が鉄棒の真

ん中を使えると思ったからです。するとショウ君

は「なにするんだ！」と大声でどなりました。そ

してゲン君の頭を一発殴りました。こんどはゲン

君が二発殴り返しました。そうして二人とも泣き

ながら大げんかになってしまいました。そこへ幼

稚園の先生がやって来て二人は叱られてしまいま

した。

　どうしてこんなことになったのかしら。さい

しょ、ゲン君がショウ君に「替わって」と言えば

良かったのよね。もしダメなら、「ちょっと横に

ずれて」と頼んでも良かったね。それでもダメな

ら、少し待てば替わってくれたかもしれない。そ

れとショウ君もすぐぶたないで、「どうしてそん

なことするんだ」と聞けばケンカにならなかった

かも知れません。結局二人ともしたかった鉄棒が

できなくなっただけでなく、大げんかになり、先

生にも叱られてしまい、良いことは何もなくなっ

てしまいました。

　イエス様は、「乱暴をしたり、剣やいろいろな

武器を使って自分の思うとおりにしようとしては

いけません。自分も剣でやっつけられることにな

りますよ」、とおっしゃいました。やっつけっこ

が始まるとなかなか終わらなくなり、悲しいこと

がどんどん増えます。今世界でおこっている戦争

がそうです。平和がなくなります。神さまは、わ

たしたちが平和を創る人になることを願ってい

らっしゃいます。簡単なことではありません。で

も、一生懸命平和を願ってお祈りしたり、考えた

りすることが大切なのです。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、今週、幼稚園や保育園でお

友だちと仲良くできる力を毎日ください。日本の

国が世界の平和に役に立つ国になれますように。

イエス様によって、アーメン。	

〈やってみよう〉

　「みんな仲良し・切り絵」を作ってみよう

　○下図の要領で子どもの絵を描いて折った紙を用意する。

　○折り目は切らないで全部を切り抜き、開くと三人（何人でも）が仲良く手をつないでいるのがあ

らわれる。

　○時間があれば、色を塗っても良い。
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	 8月10日	 「平和を創り出す」	 小学科下級

〈ねらい〉

　平和について考える。

　戦争について考える

〈展開例〉

　8月15日が何の日か知ってますか？

　今、日本は戦争をしているでしょうか？

　世界の国で戦争が行なわれているところはあり

ますか？

　なぜ、戦争をしているのでしょうか？

　戦争をするとどうなりますか？

　（自由に発言）

　みんなの中で、お友だちとけんかをしたことあ

る人はいますか？

　お友だちを叩いたことのある人はいますか？　

お友だちから叩かれたことのある人はいますか？

　そのときどんな気持ちがしましたか？

　けんかして、ムッとして、相手を叩いてすっき

りしたでしょうか？

　けんかして、お友だちに叩かれて、すっきり仲

直りしたでしょうか？

　叩いたり、叩かれたりして、気持ちよくなった

人はいないですよね～。

　仲直りする時はどうしたらよいのか？　みんな

はどうしてますか？

　（自由に発言）

　けんかしてしまったお友だちと仲直りする時

は、相手を思いやる言葉で仲直りしますね。

　時代劇を見ることはあまりないかもしれないけ

ど、昔は敵討ちというのがあって、自分の身内を

殺された人が、殺した相手を探して見つけたら「父

の仇～」とか言って、相手を殺す。そしたら、今

度は、またその相手が「父の仇～」と言って、敵

討ちをする。今、戦争をしている国の論理はだい

たいそういうことになります。

　イエスさまは、なんと言っておられるでしょう

か？

　　《剣をさやに収めなさい。剣を取る人は剣に

よって滅びる。》

　本当に、そのとおりです。

　イエスさまは、何も悪くないのに、つらいつら

い十字架にお架かりになったとき、どうされたで

しょうか？　周りの人たちになぐりかかったりし

たでしょうか？　イエスさまは神さまの子ですか

ら、何でもできたはずです。でも、なんて言った

でしょうか？　「父よ、彼らをお許しください。」

そのお姿を見ていたローマの百人隊長は「本当に

この人は神の子だった」と信仰を告白しました。

　私たちには、この、神さまの御子であるイエス

さまが味方なのですから、意地悪な子がいても、

けんかに強い子がいても、一番強いのは、イエス

さまと共にいる私たちなのだということを、忘れ

ないでいてください。

〈祈り〉

　神さま、世界にはまだ、戦争をしている国があ

り、苦しんでいる人たちがいます。日本は戦争は

していませんが、毎日暗いニュースがあります。

わたしたちの心の中に、何よりも、平和を愛する

心をお与えください。世界中に、神さまの平和が

実現しますように、心からお祈りいたします。
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	 8月10日	 「平和を創り出す」	 小学科上級

〈ねらい〉

　「平和を創り出す」のはわたしたちの使命であ

ることを学ぶ。

〈展開例〉

○「平和」は心の中の問題だけではありません

　皆さんは小学校でも「平和」について教えても

らったことがあると思います。どんなふうに教え

てもらいましたか。教えてもらったことを覚えて

いますか。

　今日は私も「平和」についてお話ししたいと願っ

ています。「平和」は神さまを信じて生きている

わたしたちにとっても大事なテーマだからです。

　聖書の中にも「平和」という言葉がたくさん出

てきます。実は、この言葉にはいろんな意味が込

められています。そのなかで今日皆さんに覚えて

ほしいのは、二つの意味です。

　その一つは「わたしたちの心が安らかであるこ

と」です。つまり、わたしたち人間の心の中の「平

和」です。これは「平安」とか「安心」と言うほ

うが近いかもしれません。

　しかし、「平和」の意味はそれだけではありま

せん。もう一つは「人間同士の戦争がない状態」

です。それは、わたしたちの心の中だけの問題と

は言えません。

　いま言った意味での「戦争」とは、皆さんもよ

く知っているとおり武器をもった人間、戦車や戦

闘機などに乗った人間が「敵」と見定めた相手を

攻撃し、実際に殺すことです。

　それは、リセットボタンを押せば死んだ人がま

た生き返るような、ゲームの中のバーチャルな話

ではありません。現実の人間がたくさんの血を流

しながら死んでいく惨たらしい場こそが「戦争」

です。そのような「戦争」がない状態が「平和」

のもう一つの意味です。

　そして、今日お話ししていることに直接関係し

ているのは、二番目の意味のほうです。

○「戦争する理由」に納得しないでください

　実際に戦争をしてきた人たち、また今の世界の

中で戦争をしている人たち、そしてこれから日本

も戦争の準備をすべきではないかと考えている

人たちは、「戦争しなければならない理由がある」

と主張しています。「相手が仕掛けてきたからだ」

とか「敵はまともな話が通じる相手ではない」と

か「攻撃を受けてからでは遅すぎる」とかいろん

なことを言います。その人々の言葉の中には「そ

う言われてみれば、なるほどそうかもしれない」

と思わず納得してしまいそうなものもあります。

　しかし、です。そのような話を聞いたときは「そ

うか」と納得しないでください。そのときには必

ず「戦争してはならない理由」のほうを一生懸命考

えてください。それは必ず見つかります。そしてで

きるかぎり多くの人に向かって「戦争してはならな

い理由」を、勇気をもって大きな声で伝えてくださ

い。みんなが賛成してくれるかどうかは分かりませ

ん。でも、皆さんの言葉に賛成してくれる人たちは

必ず見つかります。その人々とぜひ協力してくださ

い。この世界の人々は、人の頭の上に爆弾を落とし

たり、多くの人が住んでいる町に火を放ったり、そ

のような中で数千数万の人が一度に死んだりするこ

とを“喜んで賛成する”人ばかりではないというこ

とを、ぜひ信頼してください。

○イエスさまがわたしたちの味方です

　もちろん私も勇気をもって戦争に反対します。

それがわたしたち教会の使命だからです。「平和

を創り出すこと」はわたしたちの救い主イエスさ

まが二千年前に願われたことであり、今も、そし

てこれからも永久に願い続けておられることだか

らです。

　

〈お祈り〉

　神さま、「平和を創り出す」ためにわたしたち

を用いてください。イエスさまの御名によって、

アーメン。
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	 8月10日	 「平和を創り出す」	 中学科

〈ねらい〉

１.平和について考える。

2.	平和の反対について考える。

3.	平和を具体的に創りだすことについて考える。

〈展開例〉

１.「平和」について考える

　○生徒たちに「『平和』とはいったいなんです

か？」と問い、それぞれの言葉で、平和につ

いて発表してもらう。

２.「平和」の対極にあるものを考える

　○生徒たちに「平和の反対は何ですか？」と問

い、それぞれの考えを発表してもらう（例

えば、戦争、憎しみ、怒り、ねたみ、恨み

……）。

　○「平和」の対極にあるものの根底にあるのは、

人間の罪である。それは特に「自分自身さえ

よければそれでよい」と考え、自らを「神」

とする自己中心の心である。そのような罪や

弱さが自分たちにもたしかにあることを認

め、罪の赦しと聖化のために生徒たちととも

に祈りたい。

３.「平和」の実現について考える

　○生徒たち一人ひとりの生活の中で、具体的に

「平和を創りだす」ということはどういうこ

とか考える。

　○自分の身近な人間関係の中で平和を壊すよう

な言動をしていないか考え、「平和を創りだ

す」ために、何ができるか発表しあってみる。
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１.万事が益となるように共に働く

　万事が「うまく行く」という意味ではありませ

ん。神のご計画という観点から判断して、万事が

その目的を成就するのに役立つように働くので

す。人間の思いや判断からするならば、受け入れ

がたいこともあるでしょう。しかし、たとえそう

であったとしても、神のご計画が完全に成就する

ために「万事が益となるように共に働く」のです。

２.わたしたちは知っています。

　目に見える結果においてすぐに納得できるなら

ば、「わたしたちは知っています」とわざわざ確

認する必要はありません。目に見える成り行きや

結果において益となるようには見えないから、「わ

たしたちは知っています」と確認する必要があり

ます。

　神のご計画は決定的に成し遂げられました。（ヨ

ハネ19:30）土台は据えられました。（第一コリ

ント3:11）保証も与えられました。（第二コリン

ト1:22）それゆえ、神のご計画に従って召され

た者たちは皆、「信仰によって義とされた」ので

あり、「罪に定められることはありません。」（ロー

マ5:1、8:1）また、すでに「神の子とする霊」

を受けました。（ローマ8:15）それゆえ、神はわ

たしたちの味方として、いつもわたしたちと共に

おられます。（ローマ8:31、マタイ28:20）たと

え、わたしの良心がわたしに向かって、「お前は

神の律法すべてに対してはなはだしく罪を犯して

おり、それを何一つ守ったこともなく、今なお絶

えずあらゆる悪に傾いている」と責め立てたとし

ても、神はわたしたちと共におられます。（参考、

ハイデルベルク信仰問答問60）

　しかし、その一方で、わたしたちの見える現実

は、必ずしもそのような確信を励まして確証する

ようなものではありません。神のご計画の完全な

実現は希望の中にあります。それゆえ、パウロ

はこう教えます。「わたしたちは、このような希

望によって救われているのです。」（ローマ8:24）

目に見える結果によって、神のご計画を理解しよ

うとする人々は、据えられた土台から迷い出てし

まうことになるでしょう。たとえ、目に見える現

実は神のご計画への知識と確信を試すものであっ

たとしても、あくまで忍耐するのです。「見える

ものに対する希望は希望ではありません。現に見

ているものをだれがなお望むでしょうか。わたし

たちは、目に見えないものを望んでいるなら、忍

耐して待ち望むのです。」（ローマ8:24～25）

３.ご計画に従って召された者たち

　「神のご計画に従って召された者たち」にとっ

ては、どのようなことが起きようとも、神のご計

画の中の出来事です。「だれがキリストの愛から

わたしたちを引き離すことができましょう。艱難

か。苦しみか。迫害か。飢えか。裸か。危険か。

剣か。」（ローマ8:35）たとえ、どのようなこと

があっても、神を愛する者たちは、神のご計画の

中にいるのです。

４.神を愛する者たち

　「神を愛する者たち」にとって、神のご計画の

内容はすべて、自分たちに対する神の愛以外の何

ものでもありません。その愛は、罪人を救う愛で

す。「わたしたちが神を愛したのではなく、神が

わたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけ

にえとして、御子をお遣わしになりました。ここ

に愛があります。」（第一ヨハネ4:10）その愛を

知るために、わたしたちは次の三つのことを知ら

なければなりません。第一に、自分の罪と悲惨が

どれほど大きいか。第二に、自分のあらゆる罪と

悲惨からどうすれば救われるか。第三に、そのよ

うな救いに対して自分がどのように神に感謝すべ

きか。（参考、ハイデルベルク信仰問答問2）そ

の愛を学び続ける人々は、たとえ試練に苦しむこ

とはあっても、常に神の愛の中に自分たちが置か

れていることを知るでしょう。	 （貫洞賢次）

	 8月17日	 「摂理の神（一）」	 聖書研究

	 テキスト	 ローマの信徒への手紙　8章28節
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	 8月17日	 「摂理の神（一）」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問13

　　子どもカテキズム

問13	 神さまの摂理のお働きとは何ですか。

　答	 今、私たちに働く、神さまの善いお力のことです。

	 神さまのお許しがなければ髪の毛一本も落ちることができないほどに、

	 　　神さまは私たちの父として私たちを守っていてくださいます。

	 ですから、健康も病気も、嬉しいことも悲しいことも、

	 　　すべてのことが私たちの役に立つよう働くのです。

参考教理問答　ウエストミンスター小教理問答　問11、ハイデルベルク信仰問答　問26～28

〈神は今も現実に働かれる〉

　神の摂理とは、神が創造され、現在私たちが生

きる世界を、今もご自分の手で保ち支配されるこ

とである。私たちが世界を眺める時、自然法則な

どの法則性を見いだす。だがこうした法則のみが

世界を動かすと即断してはならない。また運命や

因果応報だけで世界が動くのでもない。（問14参

照）逆に世界が無秩序で偶然の成り行きに任され

ているのでもない。神様は創造の後も世界を野放

しにされることなく、今に至るまで、そしてこれ

からも私たちの人生と世界を支え導いておられる。

〈摂理は父なる神による、善い働き〉

　ただし摂理を単に「神のお力、支配が今もある」

と言うだけでは、私たちにとっての慰め、支えと

はならない。力を持つ者が悪い方向に力を働かせ

るならば、それはむしろ私たちの苦しみにしかな

らないからである。そこで私たちは、今も働く神

の摂理とは「私たちの父」なる神の「善い」お力

であることに目を留める必要がある。天の父なる

神は、神の子としてくださった者に愛をもって最

善をなさり、私たちを守ってくださる。イエス様

は、一般にわずかな値打ちしかないとされる雀一

羽さえ、父なる神の許しなしに地に落ちない、ま

た人の髪の毛までも一本残らず数えられている

（マタイ10:29,30）とおっしゃって、神の摂理は

父の愛をもってなされることを示された。

〈人の目には逆境と映っても〉

　神の摂理の働きが今も世界と人々に及んでい

る、という信仰は日々の生活の現実によって絶え

間なく揺さぶりを受ける。人は病気、災害、貧困

など種々の命の危機、わざわい、逆境にさらされ

る。この現実は、神の善い力が今も世界に及ぶと

いう摂理の主張と論理的に矛盾するのでは、と考

える人間も現れた。実際過去の歴史では、神が世

界を野放しにされている、神が無力、または神様

と対等に張り合う悪がある（善悪二元論）といっ

た主張によって理不尽な現実との折り合いをつけ

ようとした人も出た。

　私たちは聖書のみ言葉に丁寧に耳を傾ける必要

がある。先述のイエス様のみ言葉は、神が許され

るなら雀や髪の毛も地面に落ちることを含意す

る。しかし落ちるという逆境は神の子とされた信

仰者にとっては直ちに神から見放されたことを意

味しない。私たちを愛する父なる神の許しの下で

起こることであるから、私たちにとってわざわい、

マイナスのままでは終わらない。この点を私たち

は、創世記のヨセフ物語、そして何よりもキリス

トの死から鮮やかに知らされる。キリストの死は

罪人の悪意によっていわれ無き罪状を負わされ、

罪なくして十字架にかけられる悲しい出来事だっ

た。しかし神はその死を非業の死に終わらせるこ

となく、私たちに罪の赦しと永遠の命の益を与え

る業とされた。神は、病気や災害などそれ自体で

はつらく悲しいことも私たちにもたらされる。だ

が神の摂理としてなされるなら、「召された者た

ちには、万事が益となるように共に働く」（ロー

マ8:28）ことになる。このことを味わい知った時、

私たちは今の現実のただ中にあっても神の父とし

てのご支配、摂理を信じることができるようにさ

れる。	 （吉田　崇）
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　みんなは、主なる神さまが、今ここにおられ、

みんなのことを見守って下さっていることが、分

かるでしょうか？	まだ神さまが一緒にいて下さ

ることが分からない子どもたちがいるかも知れま

せん。でもね、みんなは神さまのことを信じて、

お祈りしていませんか？　「明日は遠足がありま

す。だから、神さま、晴れにして下さい」って。

この時、神さまが今この祈りを聞いておられ、そ

れを適えて下さることを信じて、祈っているので

はありませんか。

　そして神さまは、ただみんなの祈りを聞いてお

られるだけではありません。みんなが教会に来て

いることも、学校で授業を受けていること、友だ

ちと遊んでいること、家で悪ふざけをしているこ

とも、みんな神さまはご存じです。その時の行い

ばかりか、何を話しているのか、何を心の中で思っ

ているのかも、みんな神さまは知っておられます。

聖書には、「あなたがたの髪の毛までも一本残ら

ず数えられている。」（マタイ10:30）とさえ、イ

エス様はお語り下さっています。みんなは自分の

ことならば何でも分かると思っているかも知れま

せんが、髪の毛が何本あるかなんか、数えること

もしないでしょう。神さまは、この様なみんなが

知らないことも、すべてご存じなのです。

　それは、主なる神さまが、みんなのことを愛し

ておられるからです。そして神さまは、みんなの

ことを関心を持ってすべての行動を見守っていて

下さいます。だからこそ、神さまは、いつでもみ

んなの祈りを聞いて下さるばかりか、その祈りを

聞き届けて下さるのです。

　「でもね、明日は晴れにして下さいって祈った

のに、雨だったから遠足行けなかったよ」という

経験をしたこともあるかと思います。しかし、そ

れは、神さまが祈りを聞き届けて下さらなかった

とか、意地悪をしたから、雨になったわけではな

いのですよ。

　みんなのお父さん・お母さんがみんなのことを

愛していて下さっているのと同じように、神さま

はみんなのことを愛していて下さっています。み

んなのお父さん・お母さんは、みんながお菓子を

〔単元のねらい〕

　今回と次回の二回にわたり、摂理について学びます。子どもたちが摂理を理解しようとする時、大切

なことは、生きて働いておられる主なる神さまが、今も私たちと共におられることを受け入れることに

あります。このことを抜きにして、神礼拝は存在しませんし、そうした状態で教理が語られたとしても

無意味だからです。私たちが神さまを信じることの最も根本的なことですから、繰り返して確認してい

ただきたい。

　次に、神さまを信じる全ての人は、神による救いにあずかっており、最高の祝福である神の国が約束

されている事実です。主なる神さまのこの約束があるからこそ、私たちは日々の生活に安らぎが与えら

れ、感謝と喜びをもって主なる神さまを礼拝することが出来るのです。

　だからこそ、私たちは神礼拝を通し、主なる神さまによる救いを受け入れ、日々の生活においても、

そのことを実感して生きることが求められているのです。

　ウェストミンスター信仰告白第5章、同大教理問18～20、同小教理問11～12を参照。

「神さまはいつも一緒にいて下さるよ！」

	 8月17日	 「摂理の神（一）」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ローマの信徒への手紙　8章28節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問13
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食べたいと言った時に、石を買ってきますか？	

お菓子か、そうでなくてもみんなが喜ぶような食

べ物を買ってきてくれるでしょう（参照：マタイ

7:7～12）。しかし、お父さん・お母さんは、みん

ながお菓子を欲しがれば、いつでも買ってくれる

かと言えば、そうではないでしょう。「今日はダ

メだよ」とか、「今日は一個だけでそれ以上はダメ」

と言われることもあると思います。それは、お父

さん・お母さんが意地悪をしているのではないの

ですよね。みんなのことを愛しているからこそ、

栄養が偏ること、太ること、ご飯が食べられなく

なることなんかを考えて、「今日はダメ。明日に

しなさい。」と言うのではないでしょうか。

　それと同じように、神さまもみんなのことを愛

して下さっているからこそ、神の御子であるイエ

スさまが十字架に苦しみ、死ぬことをとおして、

みんなが神の国に行くことが出来るようにして下

さっているのです。それだけ神さまは、みんなの

ことを愛していて下さっています。だからこそ、

みんなが「明日は雨が降りませんように」と祈っ

たのに雨になったのは、神さまのイタズラではあ

りません。確かに、雨になったら、みんなも遠足

に行けなくて、悲しむだろうなと神さまは思って

おられるはずです。しかし、遠足に行けないこと

を我慢することによって、これから苦しい時や悲

しい時が来ても、それを乗り越えて生きる力を、

神さまはみんなに教えて下さっているのですよ。

　だからこそ、一番みんなのことを愛しておられ

る主なる神さまが、今もみんなと一緒にいて下さ

るのです。そして祈りを聞いて下さるのです。苦

しい時に助けて下さるのです。悲しい時に支え、

励まして下さるのです。だからこそ、私たちは不

安になることもなく、神さまにすべてを委ねて、

生きることが出来るのではないでしょうか。みん

なを愛し、すべてを知っておられる神さまが、み

んなが神さまを礼拝して、神さまを信じ、神さま

を讃美することを、喜んで下さいます。（辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙　8章28節

神を愛する者たち、つまり、御計画に従って召された者たちには、

万事が益となるように共に働くということを、わたしたちは知っています。
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	 8月17日	 「摂理の神（一）」	 幼稚科

〈ねらい〉

　全てを益とされる神さまの自分へのお働きかけ

に思いを馳せる時としよう。できれば教師自身の

証しを。展開例はひとつの例。

〈展開例〉

　今日は、田原米子（たわらよねこ）さんという

女の人のお話をします。米子さんは若いときの事

故で両方の足と左手と右手の二本の指を無くしま

した。残っているのは右手の三本の指だけでした。

指一本ケガをしても大変なのに、どんなに米子

さんはたいへんだったでしょうね。もう自分なん

かどうなっても良いと思い、ただ泣いてベッドで

寝ているだけだったそうです。そんな時、教会の

牧師先生が来てくださり、神さまがどんなに米子

さんを愛して心配していてくださるかを毎日聖書

を開いてお話してくださいました。最初、米子さ

んはそんなお話は聞きたくないと思っていました

が、だんだん真剣に聞くようになりました。そし

て、イエス様が自分のために死んでくださったこ

とがわかり、神さまを信じる人になりました。や

がて牧師先生と結婚して、子どもを二人育てまし

た。それから神さまのお話を日本中、外国にも出

かけてするようになりました。神さまが自分をど

んなに愛していてくださるかを話さずにはいられ

ないくらい嬉しかったのです。米子さんが三本の

指だけで鶴を上手に折るのを見て驚く外国の人も

いましたが、それよりもいつもニコニコしている

米子さんの顔を見て不思議に思いました。それで

米子さんをそんな風に変えた神さまを、自分も知

りたいと思う人が出てきました。米子さんを通し

て神さまを信じる人がたくさんうまれたのです。

三本の指しかない米子さんが話す神さまのお話

は、悲しんでいる人や元気を無くしている人に力

をくれました。事故は悲しい出来事でしたが、そ

のことを通して神さまは米子さんに素晴らしいお

仕事をさせてくださったのです。

　米子さんは二年ほど前、椅子に座ってお話をし

ていたときに突然亡くなりました。67歳でした。

ご主人は米子さんと結婚して一緒に暮らしてほん

とうに楽しかった、とおっしゃっていました。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、どんなこともぼくたちわた

したちにおこることは、全部一番良いことだと信

じられますように。イエス様によって、アーメン。

〈やってみよう〉

　「主はすばらしい」をうたいましょう

　　「主はすばらしい」に手の振りをつけて歌いましょう

　　　　（いのちのことば社『プレイズワールド（合本）』29番）

　　しゅは（あたま）　すばらし（肩）　　いー（胸の前で手をたたく）

　　しゅは（あたま）　すばらし（肩）　　いー（膝をたたく）

　　しゅは（あたま）　すばらし（肩）　　いー（胸の前で手をたたく）

　　わた（膝）　しー（あたま）　のー（肩）　しゅー（胸の前で手をたたく）

　○全部両手で二回ずつ軽くたたく。頭・肩・拍手・膝を繰り返す。

　○速度を変えたり、逆コースなど……自由に工夫して。
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	 8月17日	 「摂理の神（一）」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神さまは私たちのことを知っていてくださる。

〈展開例〉

　天と地を創ったのは、どなたでしたか？

　神さまは天と地をどのように創られましたか？

　そうです、言葉だけで、そしてとっても良いも

のとして創ってくださったのでしたね。

　では、天地創造を完成された神さまは今何をし

ておられるのでしょう？

　暇だなあと言ってボーッとしているのでしょう

か？

　何か他のことをしているのでしょうか？

　神さまはね、天と地を創り終わってから、ずっ

と、この世界をずっと見ていてくださっています。

見ているだけでなく、私たち一人ひとりにとって、

何が本当に必要なのかということまでご存じなの

です。

　私たちは、神さまにお祈りをします。神さまに

お願いをします。お祈りが聞かれたことも、聞か

れなかったこともあると思います。どんなことが

あったかな？

　聞かれたお祈り（自由に発言）

　聞かれなかったお祈り（自由に発言）

　ここで、ちょっと考えてみましょう。

　太郎君は学校から帰ってくると「神さま、明日

の算数のテストで、100点取れますように」とお

祈りしました。そして、「ぼくは神さまにお祈り

したから、大丈夫」と言って外に遊びに行き、夕

食の後もずっと TV を見て、寝てしまいました。

次の日のテストは、50点しか取れませんでした。

神さまはお祈りを聞いてくれなかったのでしょう

か？（自由に発言）

　神さまが太郎くんに100点を取らせなかったの

は、太郎君のお祈りを聞かなかったからではなく、

ちゃんと勉強をすることが必要だということを太

郎君に教えるためですね。

　神さまは、私たちの願いをすべて、「はい、はい」

とかなえてくれるのではなく、私たちに何が必要

なのかということを教えてくださるために、聞か

れない祈りというのがあるのです。

　悲しい時、心を込めて「神さま」とお祈りしたら、

慰められます。誰もわかってくれないと、つらく

なるような時も、神さまが、私たちの辛さを知っ

てくださるのです。そして私たちのそばに、祈る

者のそばにともにいて励ましてくださるのです。

〈祈り〉

　神さま、悲しい時、うれしい時、いつも私と共

にいてくださってありがとうございます。どんな

時も神さまを信じて、歩んでいけるように守って

ください。



─ 74 ─

	 8月17日	 「摂理の神（一）」	 小学科上級

〈ねらい〉

　「摂理」の意味を学ぶ。

〈展開例〉

○難しいですが大切な言葉です

　「摂理」って難しい言葉ですね。小学校ではた

ぶん教えてもらえない言葉です。ふりがなを見な

いで読めたという人はいますか。字を全く見ない

で書けるという人はいますか。この言葉の正しい

意味を知っている人はいますか。辞書の中には「キ

リスト教の用語」という断り書きがついているの

もあります。「摂理」という言葉を見たことも聞

いたこともないという人がいるとしても、無理も

ないことです。

　それでは「摂理」とは何でしょうか。分かりや

すい言葉で説明することは難しいのですが、なん

とかがんばって説明してみますね。

○「創造」の次のみわざが「摂理」です

　「摂理」の意味を考えるために、まず思い出し

てほしいのは、前に勉強した「創造」という言葉

です。「創造」とは、神さまが世界とすべての人

間をお造りになったことでしたね。

　「摂理」とは「創造」“の次に”神さまがしてく

ださることです。「えっ、何のこと？」と思われ

るかもしれませんね。もう少し説明します。

　たとえて言えば、「創造」はお母さんのおなか

から赤ちゃんが生まれる瞬間の出来事に似ていま

す。人間だけの話ではありません。動物たちの場

合も同じです。

　でも、問題はその後です。生まれたらそれで終

わり、ということはないですよね。お母さんと、

そしてもちろんお父さんは新しく生まれてきた赤

ちゃんのことを「育てること」や「守ること」を

しなければなりません。親が子どもを育てる義務

や責任を意図的に果たさないことを、今の人は「育

児放棄」とか「児童虐待」と呼びます。それはと

ても重い罪です。

　人間や動物の場合の「育てること」や「守ること」

が、神さまの「摂理」に当てはまります。神さま

はこの世界と人間をお造りになっただけでハイ終

わり、あとは全く知らんぷり。世界がどんなにボ

ロボロに壊れようと、人間がどんなにひどい罪を

犯そうと、わたしには関係ありませんと突き放す

ような“冷たい”方ではありません。神さまは「創

造」によって新しく生み出された生命を「育てる

こと」や「守ること」のために一生懸命に働いて

くださる方なのです。そのように一生懸命に世界

と人間を守ってくださる神さまのお働きを「摂理」

と呼ぶのです。

○世界を守る責任はわたしたちにもあります

　「摂理」の意味、分かりましたか。とにかく分かっ

てほしいことは、「神さまは、わたしたちのことを、

ちゃんと守ってくださっています。それが摂理で

す」ということです。

　そして、今日はもう一つだけ、大切なことをお

話ししておきます。それは「創造」と「摂理」の

違いです。

　「創造」は神さまが何もないところにすべての

ものを創り出してくださったことでしたね。本当

に何もなかったのですから、神さまはその仕事を、

すべておひとりでなさいました。

　でも、「摂理」は違います。「摂理」は「創造」

の次に神さまがしてくださる仕事ですと言いまし

た。つまり、「摂理」のときには、「創造」によっ

て生み出された人間がいます。「摂理」は、神さ

まがおひとりでなさる仕事ではありません。“わ

たしたち人間が神さまと協力する”という要素が

「摂理」にはあるのです。その意味は、世界を守

る仕事は、神さまだけに任せておけばよいわけで

はなくて、わたしたち人間にも責任があります、

ということです。

〈お祈り〉

　神さま、いつもわたしたちを守ってくださり、

感謝いたします。小さな命や大切な自然を守るた

めに、わたしたちにできることを教えてください。

イエスさまの御名によって、アーメン。
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	 8月17日	 「摂理の神（一）」	 中学科

〈ねらい〉

　摂理に御業について理解を深める。

〈子どもカテキズム〉

問13：神さまの摂理のお働きとは何ですか。

　答：今、私たちに働く、神様の善いお力のこと

です。

	 神さまのお許しがなければ髪の毛一本も落

ちることができないほどに、

	 神さまは私たちの父として私たちを守って

いてくださいます。

	 ですから、健康も病気も、嬉しいことも悲

しいことも、

	 すべてのことが私たちの役に立つように働

くのです。

〈展開例〉

１.	ウェストミンスター小教理問答から、「摂理」

について考える

問11：神の摂理とは、何ですか。

　答：神の摂理の御業とは、

	 神が、最も聖く、賢く、力強く、

	 すべての被造物とそのあらゆる動きを、

	 保ち、治めておられることです。

　○この問答から分かることを発表しあってみよ

う。

　○ウェストミンスター信仰規準は、「摂理」の

御業を「保ち、治める」神の働きとして教え

ている。神は、ご自身が創造した被造物を、

創造が完成した後も、御手によって保ち、治

めておられる。

　○神の摂理の御業は、「保つ」だけではなく、「治

める」とも告白されている。これは、ただ世

界や「私」が今日も保たれているだけではな

く、神の聖さと賢さによって、最も良い状態

へと導かれているということである。

２.「聖く、賢く、力強く」ということについて

　○神は、最も聖く、最も賢く、最も力強く、す

べての被造物を摂理しておられる。つまり、

神は何も考えずに摂理（保持、統治）の御業

をされているのではなく、その無限の賢さ（知

恵）によって、最善へとすべてを導いておら

れるのである。

　○私たちは「なぜ、こんなことが私の人生にお

こるのか」と問うことがしばしばあるが、し

かし、その出来事の背後には、私たちにはわ

からない神の聖さと賢さが必ずあるのであ

る。



─ 76 ─

１.多くの利益を得させていた

　占いの霊に取りつかれている一人の女奴隷がい

ました。しかも、大変な人気を得ていたようで

す（16節）。ここで「占い」と言われているのは、

デルフォイの神殿でギリシャの神アポロの霊感を

受けて未来のことについて言い当てることを意味

しています。

　フィリピにはユダヤ人の会堂はなく、町の門の

外に祈りの場所があるだけでした。（13節）そこ

はまったく異教徒の町でした。だから、占いがさ

かんだったのでしょうか。そうとは言えません。

未来のことを知りたいという願望は、異邦人であ

れユダヤ人であれ、すべての人間に共通するもの

です。イスラエルの民もまた、占いの誘惑から自

由ではありませんでした。特に不安に駆られる

時、人々は占いを求めました。イスラエルから占

いを排除したはずのサウル王でさえも、敵の陣営

を見て恐れた時、占いのできる女を捜させました。

（サムエル上28:4～10）また、イスラエルの民の

不安をいやすように、偽預言者たちはむなしい幻

や欺きの占いを語りました。「彼らはむなしい幻

を見、欺きの占いを行い、主から遣わされてもい

ないのに、『主は言われる』と言って、その言葉

が成就するのを待っている。」（エゼキエル13:6）

預言者たちさえも、神の御言葉の形を借りて、占

いを語ったのです。そして、人々もそのような言

葉を好みました。

２.金もうけの望み

　「この女の主人たちは、金もうけの望みがなく

なってしまったことを知り、パウロとシラスを捕

らえ、役人に引き渡すために広場へ引き立てて

行った。」（19節）占いの言葉に気休めを得た人々

も、結局金もうけの対象にされていたにすぎませ

んでした。占いの霊に取りつかれた女も、金もう

けの手段でした。占いの周辺には、金銭の欲が絡

んでいます。

３.占いの罪

　占いは罪です。「反逆は占いの罪に、高慢は偶

像礼拝に等しい。主の御言葉を斥けたあなたは王

位から斥けられる。」（サムエル上15:23）占いの

罪は、主の御言葉を斥けることにほかなりません。

　確かに信仰が試される時、もっと未来のことを

知って安心したいと思うかもしれません。あるい

は、主の御言葉に基づく悔い改めも服従も、厳し

い現実とは何の関係もないように思われるかもし

れません。しかし、時が良くても悪くても、主の

御言葉にとどまることこそ、本当の安心を得る道

です。占いは気休めであり、神への反逆であり、

神以外のものに信頼を寄せる偶像礼拝です。

４.占いの実現

　占いが実現したように見えることがあります。

それゆえ、人気があるのでしょう。しかし、こう

教えられています。「預言者や夢占いをする者が

あなたたちの中に現れ、しるしや奇跡を示して、

そのしるしや奇跡が言ったとおり実現したとき、

『あなたの知らなかった他の神々に従い、これに

仕えようではないか』と誘われても、その預言者

や夢占いをする者の言葉に耳を貸してはならな

い。」（申命記13:2～4）その時にもあわてず、神

を愛して信頼していればよいのです。主はそのよ

うにして、わたしたちの愛を試しておられます。

（申命記13:4）

　世は不信仰に閉ざされた闇です。闇の中で起き

たことは、手探りではその真相がわかりません。

世の光によってだけ、正しく判定されます。「光

は暗闇の中で輝いている。」（ヨハネ1:5）パウロ

とシラスは、何度も鞭で打たれ、木の足枷をはめ

られて、いちばん奥の牢に入れられたとき、賛美

の歌をうたって神に祈りました。（24-25節）彼

らに占いは必要ありませんでした。「お前たちは、

立ち帰って静かにしているならば救われる。安ら

かに信頼していることにこそ力がある」（イザヤ

30:15）	 （貫洞賢次）

	 8月24日	 「摂理の神（二）」	 聖書研究

	 テキスト	 使徒言行録　16章16～24節
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	 8月24日	 「摂理の神（二）」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問14

　　子どもカテキズム

問14	 運が悪いと言ったり、占いを気にしたり、たたりを気にすることはできますか。

　答	 私たちにはできません。神さまより大きく強いものはないからです。父なる神さまは私たちを

愛してくださるのです。ですから、たとえひとりぼっちでいてもこわくはありません。そんな

とき、私たちは、「天のお父さま」とお名前をお呼びします。お祈りすると、神さまが一緒にい

てくださることがわかるのです。

参考教理問答　	ハイデルベルク信仰問答　問94～95

〈世界は目に見えぬ何かが動かす、と感じて〉

　私たちの周囲では運（運命論）、占い、たたり

（因果応報論）にこだわる人が少なからずいる。

テレビや雑誌などメディアを見るなら人の運勢を

占うとか因果を分析するとか称するものが随所に

ある。20世紀には科学の発展によってこれらを

迷信として片づけようとする動きが起こった。だ

が21世紀になっても占いや運、たたりを気にす

る流れは一掃されていない。目に見えるものや科

学的分析だけでは説明がつかないことがあるから

である。そこに神から与えられた「永遠を思う心」

（コヘレト3:11）が相まっていくと「目には見え

ず、人間では左右できない不思議な何かが世界で

働いている」という思いが人々に引き起こされる。

では目に見えない何かの正体は、と考えを巡らす

と、神から離れ堕落した人間は「生ける唯一の神

様の摂理」という答えには至らず、運命のいたず

らやたたりというものを導き出す。そしてそこで

ある納得を得て思索は止まってしまう。

　かくして占い、魔術といったものは、世界が唯

一の神様の摂理のもとにある、ということを見失

わせるために、旧約時代から申命記18:9-12など

で禁じられてきた。

〈父なる神の愛と摂理によって離れる〉

　だが占いや運命論、因果応報論は昔から今に至

るまで、世界各地において人々の心を掴んでいる。

「それは迷信だ」と言うだけではやめさせること

はできない。聖書にも因果応報論に基づく言動が

出てくることが何よりもよく物語る（もちろん因

果応報論はいけないと語るためであるが。）ヨブ

記に登場するヨブの友人、ヨハネ9章ではよりに

よってイエス様の弟子たちが「目が見えない原因

はこの人の罪かその親の罪か」と言ったことがそ

の一例に挙げられよう。人間をこうした誤りから

解き放つのは、父なる神の生ける働きかけである。

マタイ2章に東方からイエス様のもとを訪れた三

人の物語がある。かつては「東方の博士」と称さ

れたが、より正確には新共同訳のように「占星術

の学者」である。神が星を用いて三人の学者をイ

エス様の元に導いたこの話は、占星術など占いを

制圧して強く働かれる父なる神の摂理を示し、人

間がより頼むべきは天の父なる神だけであると語

る。また占いをしていた女性にキリストの名に

よってパウロが命じると、彼女は占いができなく

なったという使徒16章の話も同様である。

　現代において私たちは、父なる神に祈り、神の

摂理に目を開かれることによって、神こそが何者

よりも上にたち、ただ一人礼拝すべきお方である

ことへと導かれる。

〈運命論、因果応報論は人を不自由にする〉

　また父なる神の摂理と愛に触れることによっ

て、私たちは運命論や因果応報論が人を不自由

にすることに目を開かれる。「運命がこうだから、

あなたはこう行動しなくてはならない、因果応

報から逃れるには、あなたはこうするほか道はな

い。」人はそうした指示にただひたすら従うだけ

で、自らの自由と責任を放棄した主体性なきロ

ボットへと墜ちてしまう。そしてそこまでしても

生活が窮屈になりこそすれ恐れは去ることはな

い。父なる神の摂理と、この神に私たちを結びつ

けるキリストの十字架の福音は、こうした不自由

さと恐れを取り去る。	 （吉田　崇）
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　みんなの中には、テレビや雑誌にある星占いや

血液型占いといったことに興味がある人もいるか

と思います。「今日の運勢」なんかも言われます

よね。「今日は運勢が良いから、良かった」とか、「今

日は運勢が悪いから、ラッキーアイテムを持つよ

うにしよう」とか思ったりするのでしょうか？

　でもね、みんなに聞きたいのだけれども、こう

いったものは、誰が考えているの？	神さま？	神

さまが、今、この様なことをテレビや雑誌によっ

て私たちに語りかけられることなどないですよ

ね。占い師さんが考えるのですよね。それは占い

師さんが、占って、こうだと言うことでテレビで

伝えているのでしょうが、それはあくまでも占い

師さんの考えですよね。

　そうであるならば、占い師さんは、神さまより

も偉いの？	占い師さんの言うことを聞いていれ

ば、ハッピーになれるの？	決してそのようなこ

とはありません。「占い」が「当たる」こともあ

るでしょうが、「外れる」こともあるのです。そ

れは占い師さんの考えだからです。

　ではどうして大勢の人たちが占いを信じるの

でしょうか？	占いについて話し合うのでしょう

か？　それは真に生きて働いておられる主なる神

さまのことを知らないからです。主なる神さまは、

天と地とすべてのものを六日の内に創られ、その

時から、すべてのことを支配しておられるお方で

す。先週学びましたが、神さまは、みんなの行いも、

話す言葉も、心の中も、すべて知っておられるお

方です。だからこそ、神さまは、神さまを信じて

いる私たちを、神の国（天国）に行くまで、見守

り、私たちと共にいて下さるのです。私たちを助

け、私たちの必要を満たして下さるのです。だか

らこそ、私たちは、占いや運勢に頼る必要はない

のです。そのようなものに頼るのならば、みんな

のことをすべて知っておられる主なる神さまを頼

りにすれば良いのです。

　最初にお読みしました聖書にも、占いをしてい

る女性について語られています。多くの人たちが、

占いを信じるから、占い師はお金をたくさん稼ぐ

ことが出来るのですね。この女性は、奴隷だった

ので、占いで稼いだお金によって主人たちは、多

くの利益を得て、儲けていました。主人たちにとっ

ては、占いが当たっても当たらなくても関係ない

のです。多くの人たちが占いに興味を持ち、お金

を払って占ってもらえば良かったのです。

　こうして金儲けをしていた女占い師の所を、パ

ウロたちが通りかかります。この女占い師は、悪

霊によって占っていたのですが、真実の霊である

主なる神さまも知ることが出来たのです（参照：

〔単元のねらい〕

　先週に引き続き、摂理の教理から学びます。現在の日本社会にあって、運命、占いは、子どもたちに

とって、避けて通ることの出来ない問題です。マスコミやお友だちに流されることなく、全能の神、創

造の神への信仰に基づく、摂理の神への信頼を子どもたちに確かめていただきたい。そのためには、責

任を取らないマスメディアにではなく、子どもたちのことを愛し、キリストの十字架により、罪の赦し

と救いをお与え下さっている主なる神さまの愛を伝えることが何よりも重要なことです。

　ウェストミンスター信仰告白第5章、同大教理問18～20、同小教理問11～12を参照。

「占い？ ちっぽけなものを信じないで、すべてをご存じの神さまを信じようよ！」

	 8月24日	 「摂理の神（二）」	 説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録　16章16～24節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問14
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マルコ3:11）。だからこそ、女占い師は、パウロ

たちに何日も付いて行き、「この人たちは、いと

高き神の僕で、皆さんに救いの道を宣べ伝えてい

るのです」と叫ぶのです（16:17）。

　この女占い師の語ったことは、真実ですが、神

さまを信じて、好意的に語っているのではなく、

悪霊によって語っているのです。だからこそ、パ

ウロはこの女占い師に付いている霊に語ります。

「イエス・キリストの名によって命じる。この女

から出て行け」。すると即座に、霊が彼女から出

て行ったのです（16:18）。

　主なる神さまは、悪霊をも、占い師をも支配し

ておられるのです。だからこそ、パウロは主イエ

ス・キリストの名によって、悪霊をあぶり出すこ

とが出来たのです。

　しかしこの女占い師で金儲けをしていた主人た

ちは、金儲けが出来なくなったため、こじつけて

パウロたちを捕らえ、鞭を打ち、牢屋に閉じこめ、

足枷をはめます。こうした行為は、ローマの法律

に照らしても、正しい行為ではありません。こう

した行為を行うのは、主人たちが、占いによって

真実を伝えようとしていたのではなく、あくまで

金儲けを行うために占いをしていた証拠でもあり

ます。占いを信じるということは、自分の人生の

手引きのなるものではなく、彼らのように金儲け

をしようとしている人たちに遊ばれているので

す。だからこそ、私たちは、占いにだまされては

ダメなのです。

　しかし主なる神さまはどうでしょうか？　主な

る神さまを信じて、神さまを証ししているパウロ

さんたちは、真実が示され、釈放されます（16:37

～40）。

　そして主なる神さまは、みんなのことを心から

愛していて下さっています。神さまを信じている

みんなは、すでにイエス様の十字架によって、罪

が赦され救われているのです。神の子となってい

るのです。そうであるならば、みんなが苦しい時、

悲しい時、寂しい時、神さまに祈れば、神さまは

その祈りを聞いていて下さり、答えをお与え下さ

います。だからこそ、もう占いなんかに頼る必要

はないのです。	 （辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録　16章18節後半

「イエス・キリストの名によって命じる。この女から出て行け。」

すると即座に、霊が彼女から出て行った。
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	 8月24日	 「摂理の神（二）」	 幼稚科

〈ねらい〉

　占い・呪い・迷信などを神さまより畏れたり、

信頼することが罪であり、不幸であることを教え

る。

〈展開例〉

　皆さんは、「イタイイタイの飛んでいけ～」と

いうことを言ったり聞いたりしたことあるでしょ

う。先生もあります。転んだりしたときに、「早

く痛いのが治りますように」という気持ちで言う

わけです。でも、いったい誰にお願いしているの

でしょうか。

　礼拝のお話で聞いたように、占いというのは、

目には見えない何か特別な霊のようなものに頼っ

たり、信じたり、怖がったりすることです。占い

は、「信じてハッピー！」というよりは、気にかかっ

たり、心配だったりすることのほうが多いようで

す。「何とか座の人は今日は一日楽しい日になる

でしょう」なんて言われたら嬉しい気持ちになる

でしょうが、反対に「何とか座の人はお金を落と

すかも知れません」なんて言われると心配でたま

りませんね。嬉しかったり、心配になったりを繰

り返して少しも安心できません。

　わたしたちは生まれる前から神さまが愛して

守っていてくださるのです。神さまを信じていて

もケガをすることも、病気になることも、お金を

落としたりすることもあるでしょう。そういう全

部のことを通して神さまはわたしたちに一番良い

ようにしてくださるのです。訳の分からない占い

など心配したり怖がったりする必要は全然ありま

せん。占いはわたしたちの心を神さまに頼らない

ようにする悪魔の仕業です。でも大人の人でも占

いを信じることから離れられない人もいるくらい

ですから、馬鹿にはできません。わたしたちも占

いなど畏れないように神さまにいつもお願いする

ことが大切です。神さまから離そうとする力から

わたしたちを守ってください、と祈りましょうね。

もちろん、どんな霊よりも神さまが一番強いので

す。神さまを信じて安心していることと、占いを

気にして過ごすことと、どちらが幸せかわかりま

すね

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、占いなど信じないで神さま

だけを信じて頼ることができるようにいつも守っ

てください。お友だちもそうできるようにお願い

します。イエス様によって、アーメン。

〈やってみよう〉

　ゆっくりおしゃべりしましょう

　○夏休みの旅行などから帰ってきた子どもたちが多いのではないでしょうか。お休み中の子のため

に祈っていたことを伝え、一人ひとりの感想や夏休みの様子などをゆっくり聞いてあげる時間に

しましょう。

　○旅行に出かけた子ばかりではないでしょうから、プールや虫取り、ラジオたいそう、おじいちゃ

んおばあちゃんとの出会い、できるようになったお手伝いなど、なんでも話せる雰囲気を心がけ、

子どもたちをさらに深く理解できる機会にもなればいいですね。
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	 8月24日	 「摂理の神（二）」	 小学科下級

〈ねらい〉

　占いを信じないようにしよう。

　本当の神さまを信じる。

〈展開例〉

　占いって知ってますか？	占いをしたことがあ

る子はいるかな？　どんな占いがありますか？

　（自由に発言）

　血液型占いというのがありますね。自分の血液

型を知ってますか？　A 型 B 型 O 型 AB 型の血液

型によって、その人の性格がわかるというもので

すね。でも、ちょっと考えるとおかしいですよね。

世界中の人たちが四種類の性格に分けられちゃう

わけです。クラスで同じ血液型の子がいたら、そ

の子と同じ性格になるわけです。その子と一緒に

笑ったり泣いたりするのでしょうか？

　星占いと言うのもありますね。空に浮かぶ雲を

見て、あれはクマに似ているとか、うさぎに見え

るとか、アイスクリームに見えるとか、想像した

ことありますよね。それと同じように、夜空の星

を見て、あの星とこの星とこの星を線で結んだら、

かにに見えるとかクマに見えるとか、大昔から人

間は想像したわけです。あれはおうし座とか、さ

そり座とかいう名前の星座になったわけです。同

じ星座の星々はそれぞれ何光年も離れているの

に、「今日のおうし座の人は、忘れ物に注意！」

とか言うのは……？	どう思いますか？	そんな星

座が私たちを守ってくれると思いますか？

　本当に私たちのことを知っていて、私たちを

守ってくださるのは、だれでしょうか？

　そうですね。この世界を創ってくださった本当

の神さま、私たちのために十字架にかかって私た

ちの罪を贖ってくださったイエスさま、そして、

今も私たちと共にいてくださる聖霊なる神さまで

す。私たちは本当の神さまに守られているからそ

んな根拠のない占いなんかに、振り回されること

はないのです。振り回されてはいけないのです。

〈祈り〉

　神さま、いつも私たちをともにいてくださりあ

りがとうございます。でも、まだ神さま知らない

お友だちは、作り事の占いを信じています。どう

か、そのようなお友だちが、本当の神さまのこと

をわかることができるようにしてください。
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	 8月24日	 「摂理の神（二）」	 小学科上級

〈ねらい〉

　「摂理」と「運命」の違いを学ぶ。

〈展開例〉

○「摂理」と「運命」は全く違います

　先週私は、あの難しい「摂理」という言葉につ

いてお話ししました。「あー、あれか」と思い出

してくださいましたか。それとも忘れちゃったか

な。

　今日も「摂理」の話をします。ただし、話の内

容は先週のとはちょっと違います。今日の話は、

「摂理」と「運命」は全く違うものです、という

ことです。

○「運命」とは

　この「運命」と「摂理」はよく似ているものだ

と思われたり、ごちゃ混ぜにされたりすることが

あります。

　「運命」という言葉を聞いて多くの人が連想す

ることは、人間の力を越えた存在が、世界と人間

の将来を、人間の意志とか願いなどお構いなしに

“勝手に”決めてしまうこと、でしょう。人間は「運

命」に全く逆らうことができない。わたしたちは、

線路のうえを走る電車のように、あらかじめ決め

られた道をただ走るだけ。立ち止まることも、別

の道を進むことも、許されていない。たぶんこれ

が「運命」のイメージです。

○「摂理」とは

　これと「摂理」は全く違うものだということは、

先週の私の話を覚えてくれている人なら、分かっ

ていただけるはずです。

　「摂理」の意味は、神さまが御自身でお造りに

なった世界と人間を、いつも守ってくださり、育

ててくださる、ということです。神さまは、悪い

親たちのように、自分たちが生んだ子供を育てる

責任を意図的に果たさない「育児放棄」の罪を決

して犯さない、子育て上手な優しい方である、と

いうことです。

　つまり、言い方を換えれば、「摂理」の意味に

最も近い言葉は「愛」であるということです。神

さまは、わたしたちのことを、いつも心から愛し

てくださっているのです。神さまはわたしたちの

ことが大好きなので、大切に育ててくださり、守っ

てくださるのです。

　これと「運命」は全く違うものです。「運命」

のイメージはわたしたちがそれに逆らうことがで

きない鋼鉄製の線路のようなものだとしたら、「摂

理」のイメージは、（あくまでも例えですが）自

動車の助手席に座って、地図を開き、「こっちの

道に行くといいよ。あっ、この先には交差点があ

るから、歩行者の飛び出しとか気をつけてね」と

運転手にアドバイスしてくれる人が同伴してくれ

ているようなものです。

　「運命」は冷たい。「摂理」は温かい。なんとな

く、そういう感じがしてきませんか。

○わたしたちが信じるべきは「摂理」です

　そして今日、私が声を大にして皆さんに言いた

いことは、次のことです。

　わたしたちが信じるべきは「摂理」であって「運

命」ではありませんということです。別の言い方

をすれば、わたしたちが信じるべきは、いつもわ

たしたちと共にいてくださり、わたしたちを愛し、

育て、守ってくださる「神さま」であって、わた

したちの人生をどこかで勝手に決めているよう

な、不愉快で・得体の知れない存在ではないとい

うことです。そのような存在など、実はどこにも

存在しないのです。

　「あなたの運命は」とか「あなたの運勢は」と

教えてくれる人たちがいますが、そのような言葉

に振り回されないように気をつけましょう。ちな

みに私はすべての占いをインチキだと思っていま

す。一度も当たったことがないからです。

〈お祈り〉

　天の神さま、わたしたちを惑わすさまざまな力

から、わたしたちをお救いください。イエスさま

の御名によって、アーメン。
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	 8月24日	 「摂理の神（二）」	 中学科

〈ねらい〉

　摂理の御業について理解を深める。

〈子どもカテキズム〉

問13：神さまの摂理のお働きとは何ですか。

　答：今、私たちに働く、神様の善いお力のこと

です。

	 神さまのお許しがなければ髪の毛一本も落

ちることができないほどに、

	 神さまは私たちの父として私たちを守って

いてくださいます。

	 ですから、健康も病気も、嬉しいことも悲

しいことも、

	 すべてのことが私たちの役に立つように働

くのです。

〈展開例〉

１. ハイデルベルク信仰問答問27から、「摂理」

について考える（できれば問1、26、28もあわ

せて読んでください）

問27：神の摂理について、あなたは何を理解し

ていますか。

　答：全能かつ現実の、神の力です。

	 神は、その御力によって、天と地のすべて

の被造物を、

	 今なお保ち、また支配しておられるので、

	 木の葉も草も、雨もひでりも、豊作の年も

不作の年も、

	 食べ物も飲み物も、健康も病も、富も貧困

も、

	 すべてが偶然によることなく、

	 父親らしい御手によって、わたしたちにも

たらされるのです。

　○この問答から感じたことを発表しあってみよ

う。

２.「父として」の摂理の御業について考える

　○問27の答の最後の文章、「父親らしい御手に

よって」という言葉に注目する。

　○この世界に起こるすべてのこと（「木の葉も

草も、雨も日照りも、……健康も病も、富も

貧困も」）は、父なる神が、父親らしい御手（配

慮）によって、「私」にもたらされている。

　○たとえ、「私」にとって悲しいこと、傷つく

こと、苦しいことがあっても、それは、「私」

を苦しめるためではなく、また、単なる偶然

によるのでもなく、私たちの真の父である神

の、深い御心と愛情から与えられているので

ある。このことを確信するときに、問28に

記されていることを心から告白することがで

きる。
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はじめに

　説教作成や分級準備の第一歩は、先ず、与えら

れたテキストを何度も読むことから始まります。

複数の翻訳を読み比べることができたらなお幸い

です。神が語っておられること、自分への励まし

や戒め、子どもたちにも分かち合いたいことが、

ぼんやりでも見えて来られたでしょうか。そのと

きこそ、テキスト研究やカテキズム研究を開いて

みてください。自分が、テキストで語られている

メッセージを正しく（教会の伝統、つまり信仰告

白に即して）解釈できたのか否かを問うことは、

とても大切です。また、新しい気づきが与えられ

るかもしれません。いずれにしろ、自分自身が、

子どもたちへのメッセージをきちんと聴き取るこ

と、つかむ事が要です。それは、御言葉を深く黙

想することによってもたらされるものです。この

練習を深めてまいりましょう。

テキスト研究（神の語りかけと地の文）

　24節以下、第六日目には、動物と人間の創造

物語が記されています。動物は、「それぞれの生

き物」（口語訳、新改訳では「それぞれ」を「種

類にしたがって」と訳しています。）として創造

されます。ところが、人間の創造は、まさに際立

つものとなっています。神は、「我々にかたどり、

我々に似せて」造ろうと決意されたからです。直

訳的に言えば、「神の形態・イメージで、神の模

造・コピーとして」造ろうとなるでしょう。つま

り、神との関係性において、しかもあまりにも近

く関係している存在として創造されていることが

明らかにされます。ここに被造物における人間の

唯一性（ユニークさ）、尊厳の根拠があります。「神

の像」という神学の言葉で言い表される問題です。

　ここでも繰り返されているのは、両者とも、他

の被造物同様、神の御言葉によって創造されてい

るという点です。しかもそこでこそ、際立つのは、

言葉を発する神にかたどられた人間は、この言

葉（命令）を理解する存在たりえるということで

す。また自ら言葉を持つ存在であることも示され

ています。つまり、理性的存在として、世界を認

識する能力を与えられました。それだけに、被造

物を「支配する」責任が人間だけに付与されまし

た。支配の方法とは、神のなさり方、つまり、愛

をもって管理するという仕方です。

　地の文は、神にかたどられて創造された人間は、

「男と女」であると記します。言うまでもありま

せんが、神に男性、女性の区分があるのではあり

ません。「我々に～」とは、さまざまな解釈の歴

史がありますが、神の熟慮に基づく決意の表現と

の理解があります。いずれにしろ、父と子と聖霊

の三一の神は、交わりの神であって命の根源、つ

まり相互に愛の絆で結ばれ、決して離れることの

ない一人の神です。そして、もともとの人間は、

男と女として、つまり、相互に交わりを持ち、愛

の絆で結ばれ、一体の存在（2:24参照）とされ、

子どもを授かり、命を継承する存在として、祝福

の内に創造されました。人間は、「極めて良かっ

た。」と評価されるように、被造物の冠、傑作な

のです。

黙想

　私どもは、説教の言葉をつむぎだします。私ど

もは、神の像として、神の言葉（命令）を理解し、

自ら言葉を語れる存在なのです。言葉とはもとも

と、神との交わりをなす手段です。また、男と女、

つまり人間相互の交わりの手段にも応用されるの

です。ところが今、言葉の本源的目標は、すっか

り見失われてしまいました。神との交わりの手段、

祈りの言葉を喪失しているのです。それが、人間

の尊厳性の喪失と深く結びついています。ことば

の真の回復とは、祈りの回復です。人間の尊厳、

すばらしさは、神礼拝（祈り）によってこそ認識

させられます。人間が人間となるために、神を神

とする礼拝の回復、神との交わり（祈り）の回復

を子どもたちと共に求めてまいりましょう。

	 （相馬伸郎）

	 8月31日	 「人間の創造」	 聖書研究

	 テキスト	 創世記　1章26～31節
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	 8月31日	 「人間の創造」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問15

　　子どもカテキズム

問15	 神さまは人間をどのように創造されましたか。

　答	 神さまは、人間を神さまのかたちに似せて、男の人と女の人として造られました。

	 　　土のちりから造り、神さまのいのちを吹き入れてくださいました。

	 こうして、人間はただの動物ではなく、神さまとの交わりを持つものとされました。

	 ですから、人間にとって生きるとは、神さまを礼拝すること、お友だちを愛することです。

参考教理問答	　ウエストミンスター小教理問答　問10

　　　　　　　ハイデルベルク信仰問答　問6

〈人間は霊を持つ〉

　神様は天地万物を創造され（問12）、その最後

に人間を創造された。この人間の創造において特

に心に留めるべきことがある。一つは神様のかた

ちに似せられたという他の動物にない特徴であ

る。もっとも、「神のかたちに似せる」とは人の

顔や形が神に似ているという意味ではない。霊で

ある神様から命の息（霊）を吹き入れられたこと

により、人間も霊を持っている（創世1:27）と

いうことである。それは併せて、人は神様との交

わりを持つことができ、また神様との交わりに生

きるべき人格的な存在であることをも意味する。

だから人間は神様を礼拝して生きることが必要な

のである。

〈互いに違う人間同士が愛し合って生きる〉

　もう一つは人間が男と女に造られたということ

である。神様は最初に男を造られたが、「人が独

りでいるのはよくない」（創世2:18）、つまり不

完全であると判断され、助け手として女を創造さ

れた。聖書で「助け手」という言葉は「主はわた

しの助け手」（ヘブライ13:6）という形で使われ

るように、自分単独ではどうにも埋められないと

ころを補う必要不可欠な存在という意味を持つ。

よって男と女が共同で担い互いに助け合う関係に

立って生きることこそが、神様が人間に求められ

る生き方ということになる。そしてひいては友達

をはじめ周りの様々な人々を愛し、共に手をとり

あって進むことが望まれている。

〈人は土のちりから造られた〉

　人間が土のちりから造られた（創世2:7）こと

は、人間が「神のかたちに似せられた」という他

の被造物にない特徴を持つからといって他の被造

物を過度に見下しおごり高ぶろうとすることを戒

め、人間もまた、他の被造物と同様に土からなり、

土から生ずる産物に依存して生きる点で共通する

ことを教える。この点は環境破壊の進行によって

様々な危機に直面している現代において改めて心

しなければならない。環境破壊は、人間が自らを

「万物の霊長」と称して他の被造物よりも過度に

高く位置づけ、自然環境を己の欲望のままに使っ

てよいと勘違いし踏みにじってきたことに原因が

ある。使徒パウロは人間の堕落以来、「被造物は

虚無に服している」（ローマ8:20）「被造物がす

べて今日まで、共にうめき、共に産みの苦しみを

味わっている」（ローマ8:22）という表現によっ

て、人間のおごり高ぶりの罪が環境を破壊し被造

物を苦しめていることを言い表している。そして

人間が環境を破壊することが自らの生活基盤をも

崩し、自分で自分の危機をもたらす結果を招いて

しまっている。

　私たちは神様が人間に望まれた使命、つまり神

様の僕として神様のみ心に基づいて地を治めると

いう本分へと立ち返る時、神のかたちに似せられ

たことをおごりの材料とせず、同じ土のちりから

造られた他の被造物と連帯し平和的に関わるよう

にされ、環境破壊をもたらしたこれまでの生き方

から解放されていく。	 （吉田　崇）
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　わたしたちは人間です。みんなも人間です。何

だ、そんな当たり前のこと。いったい何を言い出

すんだと思うかもしれません。でも、わたしたち

が人間であるということ、これは、とても不思議

なことだと思います。だって、わたしたちのだれ

ひとりとして、自分が人間であると、そう思って

自分で人間であれる人は、だれひとりとしていな

いのです。わたしたちは、ただ神さまが人間とし

てつくってくださり、神さまが人間であらしめて

くださるから、みんな、人間であるのです。

　何のこっちゃら？と思われるかもしれません。

でも、人間であるって不思議なことなんだなと、

そうあいつが言っていたと心に残ったら、それだ

けでもよいかもしれないと思います。

　人間って、とても不思議です。ほかの生き物、

動物と、どんなところが違うと思いますか。いろ

いろと挙げることができますね。人間は、言葉を

話すことができます。もちろん、動物も声を出し

て自分の気持ちを伝えています。最近では、植物

も、いろいろな方法で自分の気持ちを周りに伝え

ているっていう研究があるようです。けれども、

ただ食べ物がほしい、眠たい、危険だ！	という

ようなことだけではなくて、人間は、自分の気持

ちや考え、希望すること計画すること、反省する

ことなど、過去を振り返り将来に向かう、さまざ

まなことを言葉にして考え、伝えることができま

す。だから、社会を築き上げることができます。

あるいは、人間は道具を使うことができます。こ

れも道具を使う動物はいろいろとあるのですが、

とくに火を使います。ふつう、生き物は火を恐れ

ます。火はすべてを焼き尽くしてしまうからです。

けれども、人間は、その火をさまざまな仕方で利

用しています。恐れを乗り越えて、火を役立たせ

ます。そのもっともすごいのは、原子力でしょう。

とてつもなく大きな力のある火を何とか利用しよ

うと、人間は力を尽くすのです。

　今日、大切に考えたいことは、とくに人間の特

別なところがある、それは、神さまを礼拝するこ

と、お祈りすることです。この神さまを礼拝し、

お祈りする、そのことを学びたいと思うのです。

　犬を飼っているお友だちはいますか。猫を飼っ

ているお友だちはいますか。とてもかわいいです

よね。犬も猫も、大切な家族の一員です。けれど

も、お祈りする犬っていますか。お祈りする猫っ

ていますか。残念ですが、犬や猫は、お祈りする

ことはできません。神さまを礼拝すること、お祈

りすることは、わたしたち人間だけに与えられた

特別な恵み、幸いなのです。

　神さまは、天地創造のみわざ、六日間のみわざ

の、その最後の日、第六の日に、人間をつくられ

ました。それは、ほかの動物がすべてつくられて、

その締めくくりとして、いちばん最後に、人間を

おつくりくださったのです。そこにも、人間が特

〔単元のねらい〕

　人間は、神に似せて、神のかたちに造られた。それゆえに尊いのである。この教えが、わたしたちを

あらゆる束縛から自由にする。ここには福音がある。今日は、役に立つことが過度に求められ、効率が

優先される時代となっている。「使えない」と言われて切り捨てられてしまうのである。しかし、そこ

に真の幸いはあり得ない。神を礼拝する幸いに生きる。そこに、人間存在の本質がある。その喜びを味

わい、あるがままに神の御前に立ち、交わりに生きる者でありたい。

「人間ってステキだな！」

	 8月31日	 「人間の創造」	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記　1章26～31節

	 カテキズム　	 子どもカテキズム 問15
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別であることがあらわれています。そのため、人

間のことを、「創造の冠」とか、「被造物の冠」と

呼びます。「冠」って、王様がかぶる冠です。王

様のすばらしさを、その頭に載せる冠があらわし

ています。そのように、すべての被造物の上に人

間がいるのであって、人間がすべての被造物のす

ばらしさをあらわしている。そのような、創造の

冠、被造物の冠なのだと言います。

　けれども、それは、冠だ、すべての被造物の上

にいるのだと言って、わたしたちが威張ってしま

う、ほかのつくられたものを好き勝手にしてしま

うということではありません。

　聖書はこう言っています。26節、「神は言われ

た。『我々にかたどり、我々に似せて、人を造ろ

う』」。27節、「神は、ご自分にかたどって人を創

造された」。「かたどる」というのは、かたちをま

ねるということです。お砂場道具に、乗り物や動

物のかたちをしている入れ物がありますね。それ

に砂を詰めて、地面に伏せて、そして入れ物を取

ると、砂が乗り物や動物のかたちになっています

ね。かたどるっていうのは、そんなふうにして、

かたちをまねることです。

　聖書は、人間は、神さまのかたちをまねてつく

られている。神さま御自身が、神さまに似せて、

人間をつくられたのだと言います。かたちと言っ

ても、それでは、神さまに人間のような手があり、

足があるのか、そういうことではありません。

　神さまが、この世界を愛し、人を愛して、世界

と人をつくられた。そのように、わたしたちも神

さまと世界を愛して生きていきます。神さまが、

父と子と聖霊の愛の交わりに生きておられる。そ

のように、わたしたちも、神さまを愛し、人を愛

して、交わりのうちに生きていきます。神さまが、

この世界を愛して、ていねいに順序立てておつく

りになった。そのように、わたしたちも、この世

界を愛して、この世界に誠実に仕えて労働し、文

化と社会を築き上げていく。

　そのように、わたしたちは神さまと向かい合っ

て生きる。神さまとの交わりに生きる。それが、

かたどられ、似せられているということです。人

間が特別な存在である理由なのです。人は、神さ

まを礼拝し、神さまに仕えて生きる存在です。こ

の世界を、神さまの御心に従って、神さまと共に

治める務めも与えられているのです。

　人間は、ですから、神さまとの交わりに支えら

れて生きるのでないならば、本当には、生きるこ

とができません。神さまを礼拝することなく、本

当に人として、人間として生きることなどできな

いのです。ところが、神さまを見失って、神さま

を礼拝せずに生きてしまう、神さまなどおられな

いかのように生きてしまう。そのために、今、わ

たしたちは、さまざまな苦しみ、痛みを味わうこ

とになっています。交わりが苦しみとなり、お互

いの関係が引き裂かれて、たくさんの重荷を背負

い込むことが起きているのです。

　神さまは、人間とは何であるか、それを教える

ために、主イエスさまを与えてくださいました。

まことの人間として生きられたお方です。この主

イエスさまをとおして、わたしたちは、人間であ

ることを取り戻していくのです。主イエスさまを

信じて神さまを礼拝するとは、人間であるという

ことそのものなのです。

　そして、わたしたちは、神さまに似せられてい

るゆえに、尊い存在です。それは、病気であって

も障がいがあっても、幼い子も高齢の方も、神の

かたちであるゆえに、その存在そのものが尊いの

です。そこに、人間の尊厳があります。

　主イエスさまを信じて生きるとは、神さまとの

交わりを回復して、人間であることを取り戻して

生きることです。そのときに、わたしたちは、お

互いの存在を本当の意味で尊び、尊敬しあうこと

ができます。謙そんに生きることもできます。主

イエスさまを信じて、真実の人間とされて生きる、

そのことを喜びましょう。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 創世記　1章27節前半

神はご自分にかたどって人を創造された。
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	 8月31日	 「人間の創造」	 幼稚科

〈やってみよう〉

　「輪投げ」をしてあそぼう！

　○準備するもの

　　新聞紙を細くまるめて輪にしたのをたくさん作っておく。

　　カラービニールテープで巻いておくと楽しいが、なくても良い。

　○遊び方

　　子どもが投げる輪を、教師の腕で受ける。

　　ひとり二回ずつとか、（テープが巻いてある場合）色別対抗で競うなど、色々なバリエーションを

考えておく。

　○しっかり作っておけば、備品になって、さまざまな場面で応用して使うことができます。

〈ねらい〉

　神と人とを愛して神の栄光を表すことを目的

に、神の似姿として人間は創造された。「自分と

同じように他者を愛する」ことに絞って考えてみ

た。

〈展開例〉

　神さまは「光あれ」というお言葉で世界をおつ

くりになりました。空と海、太陽や月、山や川、

花や木、象や蟻、鳥や魚、そういう全部のものを

造られました。すごいですね。

　さて、そうして最後に人間を造られました。だ

から人間は生まれたときから美しい空やお花が

あって、食べるものもあって、可愛い動物もそば

にいてとっても幸せで楽しかったのです。神さま

がどんなに人間を他のものより大切に考えていて

くださったかが分かります。それだけではありま

せん。人間を造るとき、神さまはご自分の息を吹

きかけて神さまに似ている者として特別に造って

くださったのです。神さまに似ているということ

は、神さまとわたしたちの心が通じ合っていると

いうことでもあるのです。知らない人とお話する

よりも、お母さんやお友だちと色々お話をすると

きは楽しいでしょう？	それと似ています。神さ

まと何でも心からお話しできるように造ってくだ

さったのです。だから、こうして礼拝ができるの

です。動物は礼拝なんかしません。嬉しいですね。

わたしたちをそんなふうに造ってくださったとい

うことは、ぼくやわたし、そしてお友だちも神さ

まからごらんになれば、大切な大切な人なのです。

自分が嫌いなお友だちでも、よその国の知らない

お友だちでも全部神さまの大切な人なのです。神

さまが大切にしておられる命は誰にとっても大切

な命です。いらない命は一つもありません。自分

を大切にするように、どんなお友だちも大切にし

ましょう。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、ぼくたちわたしたちを大切

に造ってくださってほんとうにありがとうござい

ます。だから、よその国のお友だちのためにも一

生懸命お祈りできますように。イエス様によって、

アーメン。
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	 8月31日	 「人間の創造」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神さまは、人間にだけ命の息を吹き入れてくだ

さった。

〈展開例〉

　粘土で、何かを作ったことのある子はいます

か？	何を作りましたか？（自由に発言）

　ここで、一緒に聖書を読んでみましょう。創世

記2章7節。

　　《主なる神は土（アダマ）の塵で人（アダム）

を形づくり、その鼻に命の息を吹き入れられ

た。こうして人は生きる者となった。》

　どんなことが書いてありましたか？

　神さまは、土で人を作ったんですね。神さま

は人を作ったあと、何をしたでしょうか？	鼻に、

命の息を吹き入れたのです。この命の息って誰の

息ですか？	そうです、神さまの息ですね。神さ

まの息が入ったら、人はどうなりましたか？	生

きる者となったのです。

　では、思い出してみましょう。

　神さまは、他の生きるもの……空の鳥や海の生

き物や地上の動物……を創ったとき、どうされて

ましたか？	言葉で創造されただけで、命の息は

吹き込まれなかったですね。これは、どういうこ

とだと思いますか？（自由に発言）

　神さまは、人間を特別な者として造ってくだ

さったのです。

　聖書を読みましょう。創世記1章28節。

　　《神は彼らを祝福して言われた。》

　神さまは、人間を祝福してくださったのです。

他の創造物には祝福という言葉はありません。で

すから、人間は神さまにとって、特別な存在なの

です。神さまは人間を大切に大切に創造してくだ

さったのです。だから、私たちは、自分のこと

も、お友だちのことも、家族のことも、教会の人

たちのこともみんな大切にしなくてはならないの

です。神さまが大切に作ってくださった命を、大

切にしましょう

〈祈り〉

　神さま、私たち人間を特別に創ってくださりあ

りがとうございます。自分のことだけでなく、お

友だちのことも、そして家族のことも大切にして

いくことができるように、守ってください。
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	 8月31日	 「人間の創造」	 小学科上級

〈ねらい〉

　神さまは人間を「神のかたち」に造られたこと

を学ぶ。

〈展開例〉

○人間は「神のかたち」に造られました

　聖書にはびっくりすることが書かれています。

神さまは人間を「神のかたち」に創造された、と

いうのです。その意味は、わたしたち人間は神さ

まに「似ている」ということです。

　しかし、残念なことは、聖書のどこを探しても、

人間が「神のかたち」に創造されたということに

ついての詳しい説明は見つからない、ということ

です。そのため、わたしたち人間は、それがどう

いう意味であるかを自分たち自身でよく考えなけ

ればなりません。

　ただし、聖書に基づいてはっきり分かることも

あります。それは、聖書のどこを探しても、人間

以外の存在、たとえば動物や植物、宇宙や自然が

「神のかたち」に造られたと書いているところは

見つからないということです。つまり、聖書によ

ると、「神のかたち」に創造されたのは人間だけ

であるということです。その意味で、神さまは、

人間を他のすべてのものとは異なる特別な存在と

して創造してくださったのです。

○人間のどこが特別でしょうか

　それでは、人間と他のすべてのものとはどこが

違うのでしょうか。人間のどこが特別なのでしょ

うか。この点について今日は、三つのことをお話

ししたいと思います。

　第一は、わたしたち人間には神さまを信じるこ

と、礼拝すること、そして神さまに祈ることがで

きるという点で、他のものとは異なる特別な役割

を神さまから与えられているということです。つ

まり、神さまは人間を、いわば御自分の“話し相

手”として、特別にお選びになったのだというこ

とです。

　残念ながら私には人間以外の動物たちの言葉を

理解する力はないので、動物たちが神さまを信じ

たり神さまにお祈りしたりできるかどうかを確か

めることはできません。しかし私はそのようなこ

とを深刻に考える必要はないと思っています。不

真面目な考え方だと責めるつもりはありません

が、分からないことをいくら考えても何の答えも

見つかりません。神さまの存在を知っているのは

人間だけです。この点こそが、人間が特別な存在

として創造された理由です。わたしたちは、その

ように信じてよいのです。

　第二は、わたしたち人間には、他のすべてのも

のを「治める」役割を神さまから与えられている

ということです。この場合の「治める」の意味は、

お世話をすること、大切に守ること、管理するこ

とです。動物や植物、宇宙や自然を人間が勝手気

ままに壊してよいとか殺してよいということでは

ありません。神さまがこの世界と人間を心から愛

してくださっているように、わたしたち人間もそ

れらのものを愛さなければならないのです。

　第三は、第一の点と第二の点を合わせたことで

す。人間には、「神を愛すること」と「世界のす

べてのものを愛すること」との両方を行うことが

できる“喜び”が与えられているということです。

神さまは、天地万物を創造された後、それらすべ

てをご覧になって「ベリーグッド！」（素晴らし

い！）と心からお喜びになりました。神さまは世

界と人間が命ある存在となったことを喜んでくだ

さいました。「神のかたち」とは、もしかしたら「喜

びのかたち」かもしれません。わたしたちが罪か

ら救われ、神さまと世界の人々と共に生きる人生

を喜び楽しんでいるとき、そのわたしたちの姿は、

神さまに最も似ているのかもしれません。

〈お祈り〉

　神さま、わたしたちをあなたに「似たもの」に

お造りくださったことを感謝します。わたしたち

の心を、喜びで満たしてください。イエスさまの

御名によって、アーメン。



─ 91 ─

	 8月31日	 「人間の創造」	 中学科

〈ねらい〉

　「神のかたち」について理解を深める。

〈子どもカテキズム〉

問15：神さまは人間をどのように創造されまし

たか。

　答：神さまは、人間を神さまのかたちに似せて、

男の人と女の人として造られました。

	 土のちりから造り、神さまのいのちを吹き

入れてくださいました。

	 こうして、人間はただの動物ではなく、

	 神さまとの交わりを持つものとされまし

た。

	 ですから、人間にとって生きるとは、

	 神さまを礼拝すること、お友だちを愛する

ことです。

〈展開例〉

１.創世記1章から、人間の創造について確認する

　○創世記の創造記事（1～2章）の中心点は、

人間の創造にある。1章においては、「全被

造物の頂点・創造の御業の冠」として人間の

創造について記され、2章においては、世界

の中心（エデンの園）に人間が置かれている。

２.「神のかたち」について考える

　○「神のかたち」とは何だろうか？説教を聞い

て分かったことを発表しあってみよう。

　○堕落前の人間は、「神のかたち」を完全な状

態で持っていたが、罪を犯したことにより、

「神のかたち」は破壊されてしまった（なく

なったわけではない）。

　○聖書は、特に、「神のかたち」を「知識・義・

聖さ」と教えており（エフェソ4:24、コロ

サイ3:10）、「神のかたち」の輝きは、「神の

かたち」そのものであるイエス・キリストの

救いにあずかり、イエス・キリストに似る者

となる時（ローマ8:29、ヨハネ一3:2～3）、

再び私たちのうちから輝き出るようになる

（コリント二3:18）。

　○真の「神のかたち」は、イエス・キリストの

中に見ることができる。
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１.祝福された人間

　神様は、人間をエデンの園に置き、その祝福の

中で生きるようにして下さいました。その際、神

様は人間に必要なものを備えて下さいましたが、

一つの命令を語っておられました。それは、「善

悪の知識の木から、決して食べてはならない」で

す。この命令は、人間が神様に従って生きる祝福

のために用意された命令でした。人間は神様の形

に造られ、霊的で深い交わりを神様と持つことが

出来る存在とされました。そして、神様の命令に

真実に応えて生きていました。

２.誘惑によって罪を犯す

　しかし残念なことに、神様の命令を無視する出

来事がサタンの遣いである蛇によってもたらさ

れ、人は罪を犯してしまうのです。蛇は女に対し

て「園のどの木からも食べてはいけない、などと

神は言われたのか」と言いました。蛇は、女が神

様の言葉を軽く取り扱ってしまうような、言葉巧

みな語りかけをします。蛇の狙いは、人間が神様

の言葉を軽く取り扱い、神様に対する疑いを持

ち、いつしか神様から離れていくようになること

です。蛇は、「善悪の木の実を食べてはならない」

と答える女に対し、「決して死ぬことはない。そ

れを食べると、目が開け、神のように善悪を知る

ものとなることを神はご存じなのだ」と言葉を続

けます。神様は、創世記1:17節で「ただし、善

悪の知識の木からは、決して食べてはならない。

食べると必ず死んでしまう」と語っておられまし

た。しかし、女に近づいて行った蛇は、「決して

死ぬことはない」と迫ってくる。つまり、蛇は神

様の言葉があたかも不確実な言葉であるかのよう

に思わせるのです。女も最初から蛇の誘惑に乗っ

たのではありません。きちんと神様の言葉を思い

出し、蛇に対して説明していきます。しかし蛇は、

神様の言葉が真実ではなく、偽りの言葉、力のな

い言葉であるかのように思わせてくるのです。こ

の巧妙な語りかけによって、女は神様の言葉を軽

く取り扱い、いつしか神様の言葉を正確に理解せ

ず、神様の言葉そのものを忘れ、神様の思いを考

えずに生きるようになってしまいました。人間は、

神様の言葉を蔑ろにし、神様の言葉に真実に聞く

ことから離れていくときに、罪と堕落の中へと足

を踏み入れてしまうのです。

３.罪の結果

　善悪の知識の木の実を食べた女は、その実をア

ダムにも渡しました。彼らは神様の命令を無視し

てしまい、罪へと堕落しました。その結果、二人

の目は開け、自分たちが裸であることを知るよう

になりました。目が開かれたとは新しい世界の幕

開けのようで素晴らしい響きにも聞こえます。蛇

が言っていたことが現実に起こり、彼らの目は開

かれたのです。神様の言葉よりも蛇の言葉が真実

であるかのように思ったことでしょう。しかし事

実は違いました。彼らの目は開かれましたが、そ

の開かれた目で見たものは、裸である自分たちの

姿でした。彼らは、自分たちの裸に気づいた途端、

いちじくの葉をつづり合わせて腰を覆ったので

す。いちじくの葉で体を覆ったのは、他の植物の

葉に比べて大きかったからでしょう。彼らは、そ

のいちじくの葉で裸である自分の体を覆いたかっ

た。それほど必死になって覆いたかったものは、

新しい目で見た自分の裸の姿でした。彼らは、神

様のように善悪を知る者として目が開かれたので

はなく、罪に堕ち、自分のやりたいように生きる

恥に満ちた自分、神様の前に進み出ることの出来

ない自分の姿に目が開かれ、その恥ずかしさに我

慢できずに自分を隠したのです。	 （千ヶ崎基）

	 9月7日	 「人間の罪」	 聖書研究

	 テキスト	 創世記　3章1～7節
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	 9月7日	 「人間の罪」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問16

　　子どもカテキズム

問16	 最初の人間は、極めて良いものとして続きましたか。

　答	 いいえ。アダムとエバは、神さまの御言葉を破って、罪を犯しました。

　　ウェストミンスター小教理問答

問13	 私たちの最初の先祖たちは、創造された状態で続きましたか。

　答	 自分の意志の自由に任されていた私たちの最初の先祖たちは、

	 	 神に罪を犯すことによって、創造された状態から堕落しました。

〈創造と堕落の関係〉

　子どもカテキズムは、問15で人間の創造を扱っ

た後、この問16で人間の堕落を扱う。そこでま

ず大切なのは、神様による人間の創造と、人間

の堕落がどのような関係にあるかである。問16

は、「最初の人間は、極めて良いものとして続き

ましたか」と問う。これは、最初の人間が神様に

よって極めて良いものとして創造された（創世記

1:27，31）ことを前提としている。神様に創造さ

れた時に人間に罪はなかった。罪のない状態こそ、

本来の人間の姿であり、神様との正しい関係にあ

るのである。この人間の本来の姿、神様との正し

い関係を破壊したのが堕落の出来事であった。

〈命の契約〉

　最初の人間であったアダムとエバは、神様の御

言葉を守り、御言葉に従う存在であった。それは、

神様が人との間に結ばれた「命の契約」に基づい

ている。この契約関係は、より具体的な神様の命

令を伴っていた。それが、「園のすべての木から

取って食べなさい。ただし、善悪の知識の木から

は、決して食べてはならない。食べると必ず死ん

でしまう」（創世記2:16～17）という御言葉であ

る。この「命の契約」は、神様の特別な摂理の行

為（ウ小教理問答問12）であった。そこで与え

られる約束は永遠の命であった。ただし、その違

反への罰則は死であった。アダムとエバが神様の

御言葉を破って、罪を犯したということは、この

「命の契約」に違反し、神様との契約関係を破棄

したということである。

〈堕落の責任〉

　「命の契約」は、神様が人に与えられた恩恵と

しての契約であった。しかも、人は主体的にかつ

自律的に神様とその御言葉とに従うことを求めら

れていた。人間には「自分の意志の自由」（ウ小

教理問13）があった。それは、彼らが神様への

不服従の道を選んだことが、外から加えられた力

によるものでないことを意味している。サタンで

さえ、彼らに罪を犯すことを強制させることはで

きなかった。サタンができたことは、彼らを誘惑

することだけであった。「アダムとエバは、神様

の御言葉を破って、罪を犯した」という答えは、

まさに堕落の責任が人間にあることを明らかにし

ているのである。	 （松田基教）
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　もう7年も前のことになりましたが、2001年9

月11日、アメリカで起こった同時多発テロのこ

とを私ははっきり覚えています。とても恐ろしく

て絶望的でした。その後戦争が始まりました。「何

でこんなことが起こるのだろう、神様は何をして

いるの？」と、尊敬する牧師先生に聞きました。

すると「大事なことを忘れているよ」と言われま

した。「神様は何をしているの？	と考える前に、

人間を悪の道へと導くサタンの強い力を考えなけ

ればいけないよ」と。そしてこうも言われました

「でもサタンのせいだけにしてはいけないよ。人

間がどうしようもなく罪深くて愚かなんだ。サタ

ンの誘いに簡単に引っかかってしまって、神様の

思いから離れて行ってしまう。私たちはそれほど

に愚かなんだ。それを忘れてはいけないよ。」

　今日の聖書のお話にも、サタンの悪い誘いがあ

ります。ここではサタンは蛇の姿で登場します。

蛇が登場するまで、人は何不自由なく、何の疑い

もなく、エデンの園で神様の愛に包まれて暮らし

ていました。サタンは、そういう神様とともに生

きる幸せな人を引っ掛けて、つまずかせて転げさ

せるのが大好きなんです。みんなも注意して欲し

いと思います。

　蛇は女に言いました「このエデンの園のどの木

からもお前たちが食べてはならないと、神様が

言ったって？」みなさん気付きますか？これは間

違っていますね。神様は「善悪の知識の木以外な

ら、どの木からも食べていい」とおっしゃったの

に、蛇はわざと間違ったことを言いました。そう

やって女を挑発しているのです。これは人を神様

から離れさせるための、サタンのずるがしこい手

口です。神様の御言葉の大切なところを変えてし

まって、私たちにささやきかけます。私もそうやっ

てサタンに話しかけられたことが何度もありま

す。「神はその独り子をお与えになったほどに世

を愛された（ヨハネ3:16）」と神様は言ってくだ

さいました。それがとてもうれしくて、どんな苦

しいことがあっても、私は神様に愛されていると

思うと元気が出てくるのです。でもサタンは、御

言葉を少しだけ変えてささやいてきます。「聞い

たよ、神様は独り子をお与えになるほどに世の中

のみんなのことを愛しているのに、君を愛しては

くれないんだって？」試練が与えられて本当に苦

しい時に、そんな風にささやいてきます。「そん

な神様ってダメだよね」と誘ってきます。注意が

必要です。

　女は蛇の挑発にのってしまいます。まずは「ち

がいますよ、どの木からも食べていいのです」と

言いました。「神様は善い方です」と言いたかっ

たのでしょう。でもしゃべっている内に女は考え

てしまいました。「……どうして園の中央の木か

らだけは食べてはいけないのだろう？」神様の御

言葉に疑問を感じ始めてしまったのです。そして、

自分勝手なことを言い出します。神様は「食べれ

ば必ず死ぬ」と言われたのに「死んではいけない

から食べていけない」と変えてしまいました。し

かも「触れてもいけない」と余計な付け足しまで

〔単元のねらい〕

　主題は「人間の罪」である。それは神の御言葉を破ったことに集約される。それは道徳的にではなく、

神への信頼の問題として語られるべき。神の御言葉への疑いは、神の愛への疑いに通じる。決して疑う

必要のない神への信頼を伝えたい。

「疑うな、離れるな」

	 9月7日	 「人間の罪」	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記　3章1～7節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問16
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しました。それは女の心が動揺していた証拠です。

　それを聞いてサタンが放っておくわけがありま

せん。そして大胆にも、神様と正反対のことを言

うのです。「大丈夫だよ、死なないよ。」その上、

神様を疑わせることまで言います「神様は、君た

ちの目が開かれて、世の中の何もかも知り尽くし

た賢者になることをねたんでいる。だから嘘をつ

いて、禁止命令を出したんだ。」この一言で、女

の心の中に神様に対する「疑い」が生まれました。

それは「神様の言葉への疑い」です。そして「神

様の愛への疑い」です。

　「善悪の知識の木を食べてはいけない」。これは

神様が女に与えてくださった大切な命令です。私

たちにもイエス様を信じて罪の赦しを受けなさ

い、永遠の命を受け取りなさいという、神様から

の命令が与えられています。それと同じような愛

に満ちたご命令です。人がまことの幸いを得るた

めの道です。でも女は疑いました。「蛇の言うと

おり、神様は嘘をついているのではないか？この

神様の命令にしたがっていては、本当の幸せを手

に入れることはできないのではないか？命令を

破ってこの木の実を食べれば、もっとすばらしい

未来があるのではないか？」

　それは神様の愛に対する疑いでもあります。思

い出してください。蛇が登場するまで、人はひと

つの不満も持つ必要のない、本当に幸いな日々を

送っていました。神様は彼らに対して最もすばら

しいものをいつも用意してくださっていました。

大きな愛で見守り、支え続けていてくださいまし

た。でも女は蛇に誘われて、そんな神様を疑いは

じめました。「本当に神様は愛してくださってい

るのだろうか、頼りにしていていいのだろうか

……神様の愛よりも、自分の力を頼りにして生き

ていくほうがいいのではないか。」そんな疑いを

持ってしまった女は、今まで気にもしていなかっ

た善悪の知識の木の実を見つめました。するとそ

れは、とても魅力的に見えました。神様の御心か

ら離れることは、いつも私たちにとって、とても

魅力的に思えるのです。そして女はそれを取って

食べ、男も渡されて食べました。こうして人は、

神様から離れて生きる「罪人」となりました。

　その結果はどうなったでしょう。泥沼にはまっ

ていくような、悲しくみじめな「罪人」の歩みが

ここから始まるのです。このあとの長い長い聖書

に書かれているのは、そういう「罪人」の記録です。

とても惨めになってしまった私たちです。最初に

思い出したような、絶望的な出来事ばかり。それ

でも神様に思いを向けることをせず、神様の与え

てくださる愛を「そんなものいらない」と棄てて

しまう、人間はそういう悲しいものに成り下がっ

てしまいました。

　しかし神様はそんな私たちを見捨てません。敵

となった私たちを、なおも愛してくださいます。

「わたしたちが神を愛したのではなく、神がわた

したちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえ

として、御子をお遣わしになりました。ここに愛

があります。（ヨハネ一4:10）」この神様の愛を

疑わずにいたいのです。そしてイエス様を信じて

救われなさいという、神様の言葉にすなおに聞き

たいと思います。	 （坂井孝宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨハネの手紙	一　4章10節

わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、

わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子をお遣わしになりました。ここに愛があります。
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	 9月7日	 「人間の罪」	 幼稚科

〈やってみよう〉

　みんなで作ろう「果物の木」

　○準備するもの

　　大きめのしっかりした紙

　　（四ツ切りの画用紙か使い終わったカレンダーの裏など）1枚

　　色々な色の色画用紙か折紙

　　のりとはさみなど

　○作り方

　　教師が最初に大きな紙にしっかりした木の幹を描いておく。

　　その枝枝に、好きな果物になぞらえて丸く切った色画用紙や折紙をたくさん貼って、一本の果樹

を完成させる。

〈ねらい〉

　自らの罪の問題は今月後半で扱うので、今日は

礼拝説教を復習することによって、最初の罪の本

質（神への不信、不従順、人間の自己中心）を学ぶ。

〈展開例〉

　神さまが最初に造られた人間の名前をおぼえて

いますか？	そう、アダムさんでしたね。アダム

さんは男の人でした。それから女の人もお造りに

なりました。エバさんという名前でしたね。二人

は仲良しで、神さまといつも一緒で楽しい毎日で

した。どういうご馳走を食べていたのでしょう

ね。二人が住んでいたエデンの園という場所には

美味しい食べ物がいっぱいあって何でも好きなも

のを好きなだけ食べてよかったのです。でもある

日、神さまはアダムさんと一つの約束をなさいま

した。さてそれは何だったでしょうか？	その約

束はちゃんと守れましたか？	どんな風に約束を

破ってしまったのでしょうか？（子どもの反応を

見ながら、要点をわかりやすく復習します）

　みんなはリカちゃんやウルトラマンやポケモン

の人形などで遊ぶとき、自分で好きなようにしゃ

べり、動かすと思います。人形は自分で話せない

し、動けないから当たり前よね。でも、アダムさ

んとエバさんは人形ではありません。自分の本当

の気持ちで、心から喜んで神さまのおっしゃるよ

うにする、そういうことを神さまは願っていらっ

しゃいました。アダムさんが神さまとした約束も、

そういうふうに喜んで守ってほしかったのです。

でもアダムさんは、神さまとの約束より、自分の

気持ちを大切にしてしまいました。悪魔の言うこ

とを聞いてしまったのです。神さまはどんなに悲

しかったことでしょう。どんなにがっかりなさっ

たことでしょう。これを最初の「つみ」と言いま

す。分厚い聖書のほとんど最初のところに出てい

るお話です。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、今日は最初の罪のお話を聞

きました。とても悲しい気持ちです。どうか今週

も一緒に居て守ってください。イエス様によって、

アーメン。
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	 9月7日	 「人間の罪」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神さまは、人間を良いものとして創ってくだ

さった。

　人間は、自分の責任で罪を犯してしまった。

〈展開例〉

　（子どもたちに紙と鉛筆を配る）

　今から質問をします。

　今日、朝起きてから、この分級の時までのこと

を思い出しください。では、「感謝だなあ、幸せ

だなあ」と思ったことを書きましょう。

　次は、「もっと、こうだったらいいのになあ」

と思うこと（不平とか不満）を書きましょう。

　どっちが多かったですか？

　みんなのクラスにも意地悪をする子や先生のい

うことを守らない子がいると思います。おとなの

世界でも、悪いことをする人がいるし、人を殺し

たりする人がいます。世界の中では、今も戦争を

している国があります。神さまは、この世界を良

いものとして創ってくれたのなら、なぜ、こんな

悪いことがこの世界にあるのかって思うことあり

ませんか？（自由に発言）

　では、ここで一緒に聖書を読みましょう。創世

記2章15～17節。

　　《主なる神は人を連れてきて、エデンの園に

住まわせ、人がそこを耕し、守るようにされ

た。主なる神は人に命じて言われた。「園の

すべての木から取って食べなさい。ただし、

善悪の知識の木からは、決して食べてはなら

ない。食べると必ず死んでしまう。」》

　創世記3章4節も読みましょう。これは、神さ

まに背くように言った蛇の言葉です。

　　《決して死ぬことはない。それを食べると目

が開け、神のように善悪を知るものになるこ

とを神はご存じなのだ。》

　エデンの園でアダムが何を感謝をしなくてはい

けないでしょう？

　蛇の誘惑の言葉で、「神のように～なる」とあ

りますね。これが、罪の本質なのです。

　人間は神さまに感謝をしなくてはいけないの

に、神さまが恵みを出し惜しみしているかのよう

に根拠もなく疑って、自分だって、神のようにな

るんだって、思ってしまうことが罪なのです。神

さまを疑ったら不平が出るし、感謝をしなくては

いけないのに、文句ばかりを言うようになってし

まいます。自分が神さまであるかのように、自分！	

自分！	自分が今日は機嫌が悪いからお友だちに

当り散らすとか、親に当たるとかしてしまいます

ね。これが罪なのです。でも、罪を犯してしまっ

たアダムを神さまは、「どこにいるのか」と捜し

てくださいました。今も神さまは「○○（ここに

子どもの名前）はどこにいるのか」と捜していて

くださるのです。

　だから私たちは「はい、ここにいます」と言っ

て神さまの前にいきましょう。

〈祈り〉

　神さま、悪いことを考えたり、悪いことをして

しまう私たちを赦してください。そして、いつも

神さまに感謝をささげることができるようにして

ください。
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	 9月7日	 「人間の罪」	 小学科上級

〈ねらい〉

　神さまが人間を良いものとして造ってくださっ

たことを復習し、人が堕落してしまったいきさつ

を確認する。また、最初の罪から、自分たちの行

いを確認させる。

〈展開例〉

　先週、神さまが最初に造られたことを学びまし

たが、誰だったか覚えていますか？　そう、アダ

ムさんでしたね。それから神さまはアダムさんに

助ける人として女の人エバさんをお与えになりま

した。二人は、神さまがお与えくださった園にあ

るすべての木から実を採って食べることが出来ま

した。二人は好きなものを好きなだけ食べること

が出来ました。どの様なご馳走を食べていたので

しょうか？	二人にとって、何一つ不満なことは

なかったのです。

　しかしこの時、神さまは二人と一つだけ約束を

していたのです。「善悪の知識の木からは、決し

て食べてはならない。食べると必ず死んでしまう」

と。みんなはどうですか？　他の多くの木から好

きなだけ食べることが出来たのです。一つの木か

らだけ実を採ってはならないことなど、気にはな

りませんよね。

　この時、蛇は女に対して何と言いましたでしょ

うか？「園のどの木から食べてはいけない、など

と神は言われたのか」。女の人は答えましたね。「園

の中央に生えている木の果実だけは、食べてはい

けない、触れてもいけない、死んではいけないか

ら、と神さまはおっしゃいました。」神さまの約

束こととどこが違うでしょうか？	神さまは「触

れてもいけない、死んではいけないから」などと

はお語りになりませんでしたよね。神さまは本当

に二人を愛し、優しい眼差しで約束してくださっ

ていたのですが、女の人はこの約束により、神さ

まが怖いお方だと思っていたのです。

　この時とばかりに、さらに蛇は女に言います。

「決して死ぬことはない。それを食べると、目が

開け、神のように善悪を知るものとなることを神

はご存じなのだ。」女は、最初何も気にしていな

かった木の実がすごく気にかかるようになりまし

た。そして、女の人は善悪を知る木の実から食べ、

男にも渡して食べます。

　二人が神さまの約束を破り、木の実を食べるよ

うになったように、サタンは、みんなが悪いこ

とをしないかな？	と、狙っています。みんなは、

お父さん、お母さんが、みんなのことを愛してい

ることを知っていることでしょう。でもね、お母

さんに「宿題やりなさい」と言われた時、「テレ

ビが終わってからする」と言いながら、すること

を忘れて、寝てしまい、朝になって慌ててするこ

とはありませんか？	お母さんがみんなのことを

思って言っているのに、「嫌なことを言って」と

思ってしまうのです。こうしたところに、サタン

の「勉強なんてしなくても良いよ。宿題しなくて

も、先生に怒られない」というささやきがあり、

誘惑があるのですね。

〈お祈り〉

　神さま、私たちのことを愛してくださっている

神さまの言葉を守り、私たちのことを愛してくだ

さっているお父さん・お母さんとの約束を守るこ

とができるようにしてください。イエスさまの御

名によって、アーメン。
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	 9月7日	 「人間の罪」	 中学科

〈ねらい〉

　サタンの誘惑について考える。

〈子どもカテキズム〉

問16：最初の人間は、極めて良いものとして続

きましたか。

　答：いいえ。

	 アダムとエバは、神さまの御言葉を破って、

罪を犯しました。

〈展開例〉

１.罪について話し合う

　○説教を思い出しながら、教えられたことや感

じたことを発表しあってみよう。

　○自分が罪を犯すとき、どんな誘惑があったか

思い出し、話し合ってみよう。

２.	エバを罪へと誘ったサタンの誘惑について考

える

　○サタンは、神さまの御言葉（命令）を用いて

エバを誘惑した。これは、イエス様を誘惑し

たときと同じやりかたである。

　○サタンの最も恐ろしいことは、このように聖

書の御言葉を用いて私たちを誘惑してくるこ

とである。本当は聖書が教えてないようなこ

とを、いかにも聖書の教えらしく自分に言い

聞かせることがないように、正しく聖書を理

解する必要がある。
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１.罪の広がり（8～13節）

　ある日、神様が近づく音が聞こえてきた時、ア

ダムと女は隠れます。神様が近づき、呼びかけて

下さっているにも関わらず、彼らは神様の顔を避

けるようにして逃げていき、神様との交わりを拒

絶するのです。罪は、神様と霊的で深い交わり持

つ素晴らしさを排除するのです。更に、神様の命

令を破り、善悪の知識の実から取って食べたこと

を問われた時、アダムは「あなたがわたしと共に

いるようにしてくださった女が、木から取って与

えたので、食べました」と答えます。次に女の方

は「蛇がだましたので、食べてしまいました」と

答えます。彼らは自分自身を弁護することに終始

して、罪の責任転嫁をする始末です。しかも罪

の責任を神様になすりつけるほどです。罪は、神

様に対する暴言となって怒りをその身に招くので

す。

２.神様の刑罰と憐れみ①（14～19節）

　神様は刑罰を宣言されます。女に対しては、苦

しんで子を産むこと、夫である男から支配を受け

ることを示します。しかし、苦しんでも子を産め

ることは神の憐れみと賜物であり、夫の支配の中

で仕えていくことによって神様の御心に応えてい

く道が備えられています。アダムは、土地が呪わ

れ、茨とあざみのとげが邪魔をするので、限られ

た中で苦しみながら糧を得ることになります。し

かし、その苦しみの中でも人は神様によって糧を

得ることが出来ます。罪のため生きた先には塵に

返る滅びが待っています。しかし人は、キリスト

によって死と滅びから解放されます。そう言える

のは、神様が希望の言葉を語って下さったからで

す。「お前と女、お前の子孫と女の子孫の間にわ

たしは敵意を置く。彼はお前の頭を砕きお前は彼

のかかとを砕く」です。この言葉は、神様が不信

仰者と信仰者との間に敵意を置いて下さる約束で

す。悔い改めて神様を信じる者は、サタンの誘惑

を嫌い、罪を憎むようになります。蛇の子孫とし

ての不信仰者は信仰者のかかとだけに傷を与える

のみで、女の子孫として信仰者は頭を砕く決定的

な勝利を得ることが出来ます。それは、イエス・

キリストの十字架によって実現される神のみわざ

です。

３.神様の刑罰と憐れみ②（20～24節）

　苦しんで子を産む女にエバ（命）と名付けたの

は、神様からの命の約束を慕っていたことを示し

ます。「皮の衣を作って着せられた」は、獣の如

く成り果てて神様に背いていることを示していま

す。しかしこれは、新しい土地で生活する上での

防護服にもなります。神様が人を憐れみ、覆い尽

くし守って下さることがあらわれています。「善

悪を知る者となった」、「永遠に生きる者となるお

それがある」は神様の皮肉の言葉です。人は神様

の御心を離れて善悪を知る者、永遠に生きるもの

となろうとする。でも、人は罪のため善悪を知る

者として悪を愛し、塵に過ぎないので永遠に生き

られない。この皮肉は、罪が何であるかを知らせ、

人が罪から遠ざかることに益するものです。

　また神様は、刑罰として人をエデンの園から追

放されます。神様がおられることのしるしとして

のケルビム、神様の怒りと裁きの象徴であるきら

めく剣の炎によって、神様は命の木に至る道を守

られます。エデンの園から追い出された人が、神

様を抜きにして命の木を食べて生きようとする傲

慢を阻止するためです。人間は、罪に対する刑罰

に直面するごとに、それらを厳かに受け止めなけ

ればなりません。しかし神様は、その裁きの中に

おいても人間に対する憐れみを注がれます。神様

の恵みが至るところにちりばめられていること

を、決して見逃してはなりません。	（千ヶ崎基）

	 9月14日	 「罪と堕落」	 聖書研究

	 テキスト	 創世記　3章8～24節
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	 9月14日	 「罪と堕落」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問17

　　子どもカテキズム

問17	 罪とは何ですか。

　答	 神さまの御言葉を破って、それに背くことです。

	 　　一つでもかなわないならば、私たちは神さまの御前に罪人です。

　　ウェストミンスター小教理問答

問14	 罪とは何ですか。

　答	 罪とは、神の律法への一致に少しでも欠けること、

	 	 あるいは、神の律法にそむくことです。

〈罪の定義〉

　子どもカテキズムは、問16で堕落を取り扱っ

た後、問17で「罪」の定義を扱う。ウ小教理問

答も同様である。まず大切なのは、一般的な意味

での「罪」と聖書的・教会的意味の「罪」は異なっ

ているということである。それは、「罪を判断す

る基準」が異なっているからである。その区別を

明確にする必要がある。

　一般的な意味での「罪」とは、定められた法律

や規則に対する違反である。ただし、法律や規則

は、時代や場所、環境によって異なっている。あ

る状況では、罪とされることが、他の状況では罪

ではないとされることもある。一般的な意味での

罪は、その定義が変化しうるのである。なぜなら

法律や規則は、あくまで人間が作るものだからで

ある。

　それに対して、聖書的・教会的な意味での「罪」

では、常に神様との関係が問題となる。神様は、

人と契約関係を結び、律法を与えられた。この律

法は、神様の御言葉であり、神様の御心を示して

おり、人が神様との関係を正しく保つために従う

べきものである。したがって、「罪を判断する基準」

は、この神の律法に適っているかどうかである。

したがって、聖書的・教会的な意味での「罪」と

は、「神さまの御言葉を破って、それに背くこと」

であり、「一つでもかなわないならば、私たちは

神さまの御前に罪人」なのである。

〈積極的な罪と消極的な罪〉

　人が犯す罪には、積極的な面と消極的な面の二

つがある。積極的な罪とは、「神の律法にそむく

こと」（ウ小教理問14）である。それは、神の律

法によって規定されている「してはならないこと」

を行うことであり、また「すべきこと」を行わな

いことである。消極的な罪とは、「神の律法への

一致に少しでも欠けること」（ウ小教理問14）で

ある。これは、律法によって示されている神様の

御心に十分に応えないということである。私たち

は、書かれている律法の文言ばかりではなく、そ

こに示されている神様の御心を知り、それにふさ

わしく応えることが求められているのである。

	 （松田基教）
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　先週、最初の「罪人」の誕生を見ました。神様

が食べてはいけないと言われた善悪の木の実を食

べてしまったお話でした。それは神様からのテス

トでした。神様の御言葉に従い、神様の愛にとど

まることができるかどうかのテストでした。残念

ながら、私たちの先祖である最初の人間は、不合

格でした。

　罪とは、「神様の御言葉を破って、それに背く

ことです（子どもカテキズム問17）」。神様の御

言葉にしたがって生きることより、サタンの甘い

誘いのほうが、いつも魅力的に思えます。この世

の中では、サタンの言うことのほうがよっぽどま

ともで、神様の御言葉のほうが間違っているよう

に思えてしまう。学校でも、友だちの間でも、神

様を信じている人はほとんどいない。「神様の言

うことなんかまじめに聞いて、君は頭がおかしい

んじゃないの？」って声が聞こえてきます。で

もそんな時、神様を信頼できない自分や、神様か

ら心が離れそうになってしまった自分を見つけた

ら、思い出してください。それが「罪」だという

ことを。最初の人間も、そうやって神様から離れ

ました。神様の愛を疑い、御言葉を守ることがで

きず、神様の思いを裏切りました。私たちはこの

「罪人」の子孫なのです。

　「罪人」になった人間は、最初に何をしたでしょ

うか。まず神様から隠れたのです。彼は「わたし

は裸ですから、恐ろしくなって隠れているのです」

と言います。これは「すっぽんぽんだから恥ずか

しいよー」なんてことじゃありません。神様の前

で何ももっていない、とっても惨めで弱く情けな

い自分に気づいてしまったということです。神様

に、自分の「罪」を全部見られてしまっている、

そのことを思うと恐ろしくて、とても神様の前に

出ることができないのです。神様と共に生きるこ

とが怖いのです。

　私もそのように思う時があります。神様に何も

かも見られている、それは恐ろしいことです。あ

の時みんなで友だちをいじめたことも、あの時

こっそり嘘をついたことも……愚かで、自分のこ

とばかり考えて、ずるくて卑怯で醜い、すっぽん

ぽんの自分を、神様は全部知っておられます。神

様は、そんな私をいつでも滅ぼすことができる方

なのです。そんな神様と共に生きること、あな

たには怖くないですか。「罪人」はそれを恐れて、

神様から隠れました。

　しかしそんな「罪人」を、神様は探し求め、呼

びかけてくださいました。「どこにいるのか？」

神様は私たちをどこまでも追いかけてくださる方

です。それは鬼刑事が「絶対に逃がさないぞ」と

犯人を追っているのとは違います。心配で心配で

決して放ってはおけないのです。一匹の迷った羊

を必死で捜す羊飼いの思いです。「罪人」をその

ままにしておいたら、必ず滅びる。だから追いか

けて、自分で反省することができるように、あや

まることができるようにと、悔い改める機会を準

備してくださったのです。神様が「罪人」を深く

愛してくださっているのがよく分かります。

〔単元のねらい〕

　神の御前に決してふさわしくありえない裸の罪人の醜さと、それを決して赦しえない義の神の裁きの

恐ろしさ。しかし、その罪人をなおも追いかけ、その赦しのために御子を犠牲にされる神の愛。この愛

の驚きを伝えたい。

「あなたはどこにいるのか」

	 9月14日	 「罪と堕落」	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記　3章8～24節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問17
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　もちろん神様は、「罪」を絶対に赦すことので

きない方です。この後の神様のお言葉を見ると、

とても厳しい、「罪人」に罰を与える言葉が続き

ます。「罪人」に怒っておられるのです。しかし、

怒るというのは愛の証拠です。あなたのお父さん

やお母さんは、あなたが間違ったことをしたら真

剣に怒りませんか。それはあなたのことを誰より

も深く愛して、誰よりも真剣に考えているから。

「こんなやつどうなってもいい」と思っているな

ら、怒りはしません。神様は私たちのことを、私

たちのお父さんやお母さん以上に深く愛し、真剣

に考えていてくださいます。だから、「罪人」になっ

てしまった私たちに、真剣に怒りを覚えられます。

　そして人間に死が与えられました。「善悪の知

識の木の実を食べると必ず死ぬ」と言われたとお

り、罪の罰として、死が与えられました。「塵に

すぎないお前は塵に返る」と言われています。ど

れだけこの地上で財産や名誉を手にしても、すべ

ての人が最後は死んで塵になります。もともと人

間は、神様とともに生きる、決して死ぬことのな

いものとして創造されたのに、神様から離れた結

果「死ぬべき者」となったのです。「罪が支払う

報酬は死です（ローマ6:23）」。

　それはただたんに、心臓が止まるということだ

けではありません。体は生きていても死んでい

るのです。「生ける屍」になってしまったのです。

人間にとって一番大切なもの、神様との豊かな命

のきずなを失ってしまったのですから、からっぽ

なのです。タコの入っていないタコ焼きみたいな

ものです。翼の折れてしまった鳥のようです。生

きていても死んでいるのです。それが「罪人」で

す。とても悲しいことです。

　そして「罪人」は、エデンの園から追放されて

しまいました。神様は、人間が神様をどこまで

も信頼して、御言葉にしたがいつづけていれば、

きっと命の木の実を与えてくださったことでしょ

う。しかし、もはや命の木に近づくことはできな

くなってしまいました。もう神様と共に過ごした

喜びのオアシスに戻ることはできません。荒野を

さまよい歩くのです。カラカラにノドを渇かせて。

　それでも神様は、「罪人」を愛することをおや

めになったわけではありません。荒野をさまよい

歩く私たちを「どこにいるのか？」と探し求めて

くださいます。やがてこの神様が、私たちの罪を

赦すため、愛する独り子を身代わりの犠牲として

与えてくださいます。命の木に近づく道はケルビ

ムによって守られています。私たちには近づくこ

とはできません。でも「私は道である」と言われ

るイエス様の方から、私たちに近づいてきてくだ

さいました。このイエス様を信じれば、永遠の命

が与えられます。それは私たちの滅びることを望

まない神様からの、愛にあふれたプレゼントなの

です。	 （坂井孝宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙　5章8節

しかし、わたしたちがまだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのために

死んでくださったことにより、神はわたしたちに対する愛を示されました。
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	 9月14日	 「罪と堕落」	 幼稚科

〈やってみよう〉

　「細い道をしっかり歩こう！」ゲーム

　○準備すること

　　新聞紙を7～8センチ位の適当な幅で細長く折る。

　　部屋の端から端まで届く程度の長さにテープなどでつないで敷いておく

　○遊び方

　　細長い新聞紙を「道」になぞらえて、新聞紙から落ちないように注意深く最後まで歩く。

　　落ちたら（足が半分くらいはみ出したら）、最初からやり直す。

　○簡単に成功した子でも、全員が終わっていたら何度でも挑戦させよう。

　○集中して歩く面白さを味わおう！（競争ではない）

　○歩き終えたら、何か小さな（折紙一枚でも）プレゼントがあれば楽しい。

　○落ちた感覚がわかるようにするため、新聞紙はなるべく厚めにするのが良い。

　○先生がジャッジをすることに決めておく（足のはみ出し具合いなど少し説明しておく）

〈ねらい〉

　「神の言葉に背くことが罪である」というカテ

キズムに忠実に語ろう。良い子・悪い子的な倫理

的な教えにならないよう気をつける。

〈展開例〉

　（「天地創造」の紙芝居があれば、ここのお話の

部分二、三枚を用意して随時使う）

　アダムさんは、誰かをなぐったり、いじめた

りしたでしょうか？	エバさんのものを盗んだで

しょうか？	違いますね。最初の人間がした悪い

ことというのは、みんながお母さんや幼稚園の先

生から「ダメよ」と言われるようなこととは、少

しちがいます。神さまとの約束を破ったことです。

この前聞いた、一本の木の実だけを食べてはいけ

ない、というあの約束です。木の実に毒が入って

いたわけではありませんし、食べたからと言って

誰かが困ることでもありません。神さまのおっ

しゃるようにしなかったこと、これを「つみ」と

聖書は教えています。

　アダムさんは約束を破ったのは自分なのに、エ

バさんのせいにしました。「エバさんが誘ったか

らだよ」と、ね。エバさんはアダムさんのことを「ズ

ルイ」と思ったかも知れませんね。そしてエバさ

んは蛇のせいにしました。二人は前のように仲良

しじゃなくなったかも知れません。二人は神さま

から離れて暮らすようになって、ますます神さま

のことがよくわからなくなり、淋しい困ったこと

になりました。

　もしみんなが何か悪いことをして、お母さんに

叱られたくなくてお家を出て、暗くなってもお外

をぶらぶら歩いていたら、楽しいでしょうか？	

うれしいでしょうか？	いいえ、怖くて、淋しくて、

心配で、おなかがすいてと、いっぱい困ったこと

がおこるでしょう。アダムさんとエバさんも神さ

まとの約束を破って神さまから隠れたとき、そん

な気持ちだったにちがいありません。そんな中で、

神さまはイエス様というすばらしいプレゼントを

もうこの時から考えていてくださったのです。こ

こへ来れば安心だよ、大丈夫だよ、という場所を

ちゃんと用意していてくださいました。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、わたしたちにもっともっと

神さまのことを教えてください。それから、わた

しの罪をゆるしてください。イエス様によって、

アーメン。
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	 9月14日	 「罪と堕落」	 小学科下級

〈ねらい〉

　罪は神さまと人間との間に大きな溝を作り出し

ました。この溝を人間は埋めることができません。

ただ神さまが、私たちのためにこの溝を埋めてく

ださり、私たちに神さまとの真実な交わりを与え

てくださいます。

〈展開例〉

1.	罪については前回学びましたね。誰が悪いから、

罪が生生じたのですか。すべて、私たち一人ひ

とりのせいです。自分以外の何かや、他の人、

まして神さまが悪いのではありません。みんな

自分が悪いのです。

2.	罪によって、神さまの怒りを招きました。しか

し私たちは、そんなことも知らずに、神さまと

の交わりが断たれていても平気で生きているよ

うな、鈍い者ともなってしまっています。

　　しかし、それでは本当に喜びをもって、幸い

に生きることはできません。罪によって断たれ

た神さまとの関係を回復しなければならないの

です。

3.	罪は私たちが犯したものですから、私たちが自

分でどうにかして、神さまに赦してもらわなけ

ればなりませんね。人の物を壊したら、壊した

人が弁償しなければならないのです。

4.	でも私たちは、神さまに対してきっちりと弁償

することができますか。神さまへの罪というの

は非常に重大なものなので、簡単に事が済むと

いうことではありません。

　　私たちが何かを頑張って行なえば（善行をす

る、献げ物をする、滝に打たれる……）、それ

で万事めでたし、解決するということではあり

ません。

5.	では、どうしたらよいのでしょう。実は私たち

人間の側からは、十分に神さまに納得していた

だくことを行うことは、できないのです。神さ

まは正しいお方ですから、不十分なままで罪を

見過ごされることはありません。

6.	すると、もうどうしようもないように見えます

ね。しかし、違います。神さまに目を転じてく

ださい。

　　神さまは正しいお方であると共に、非常に愛

と慈しみに富んだお方です。私たちを愛してく

ださっています。

　　ですから、私たちを罪と滅びの中に捨ててお

かれることなどおできにならないのです。神

さまのほうから私たちのために、救いの御手を

伸ばしてくださっています。「見失った羊」の

喩え（ルカ15:1-7）を思い起こしてください。

私たち一人ひとりを、神さまは探し求めてくだ

さっています。そして、見つかれば、大喜びし

てくださるのです。

7.	神さまは正しい神さまであり、愛の神さまです。

ですから、罪によって失われた私たちのために、

救いの道を切り開き、大きな溝を神さまのほう

から埋めてくださいました。

　　それが主イエス・キリストの十字架です。そ

れで私たちが神さまとの真実な交わりを回復

し、幸いなうちに生きるために必要なことは、

ただ主イエス・キリストを私の真の救い主と信

じ、受け入れることです。
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	 9月14日	 「罪と堕落」	 小学科上級

〈ねらい〉

　人が犯した最初の罪を復習して、罪とは「神さ

まの御言葉を破り、それに背くこと」であること

を確認する。また、罪人に対する神さまの愛を確

認する。

〈展開例〉

　先週、アダムさんとエバさんが、神さまの前で

罪を犯したことから学びましたが、何を行ったか

覚えていますか？	アダムさんやエバさんは、他

の人をなぐったり、傷付けたりしたでしょうか？	

誰かのものを盗んだりしたでしょうか？	その様

なことはしていませんでしたね。最初の人が神さ

まの御前で行った罪とは、神さまとの約束を破っ

たことでした。つまり善悪の知識の木から実を

取って食べたことです。

　二人が木の実を食べて、どの様な変化が起こっ

たでしょうか？	他の人が困ることがありました

か？	お腹が痛くなったりしましたか？	そうした

ことは何もありません。

　しかし、アダムさんもエバさんも、自分たちが

「罪」を行ったことを知っていました。だから、

神さまが園に来られた時、二人は神さまを避けて

隠れたのですね。またさらにアダムさんは、この

責任をエバさんの責任にします。エバさんは、ア

ダムさんが「ずるい」と思ったと思いますが、自

分も蛇の責任にします。

　ではなぜ、アダムさんもエバさんも、逃げ隠れ

たり、言い逃れをしたのでしょうか？	自分が神

さまとの約束を破り、悪いことをしたことを知っ

ていたからなのですね。神さまとの約束を破るこ

とは、「死ぬ」ことを知っていたからなのです。

　神さまは、アダムさんとエバさんが神さまとの

約束を破った時、その場におられませんでしたが、

すべてを知っておられました。隠れていることも

ご存じでした。神さまは、ずっーとふたりのこと

を見守っていてくださっているので、二人は神さ

まの前で何も隠すことができなかったのです。

　もしみんなが、お菓子が欲しくなり、お母さん

の財布から100円を取り出して、そのお金でお菓

子を買い、食べた時、どう思いますか？「見つか

らないかな」、「見つかったら怒られる」、「お父さ

んに言いつけられて、叩かれる」と怖くなるので

はないでしょうか。一日二日と経って見つからな

くても、見つかった時のことを思い、不安で仕方

がないと思います。誰も味方がいないと思い。一

人っきりで、寂しくなると思います。

　でも、このことがお母さんに見つかり怒られた

時、後からお母さんが優しく「もうこんなことを

してはいけませんよ」と言われた時、「もうこん

なこと絶対しない」と思うのではないでしょうか。

　アダムさんもエバさんも、怖さと不安で一杯

だったと思います。しかし神さまも、お母さんと

一緒です。「もうしてはいけませんよ」と語りつつ、

イエスさまという罪の赦しと救いを用意してくだ

さいました。だからこそ、もう、アダムさんもエ

バさんも、神さまから逃げ隠れしたり、人に責任

を押しつけて嘘をついたりすることは、しなくて

済むようになりました。

　みんなのことを、お父さんお母さんがいつでも

見ていてくれるように、神さまもみんなのことを

いつも見守っていてくださいます。悪いことをし

ても隠すことなど出来ません。しかし同時に、神

さまを信じる人には、イエスさまというプレゼン

トを用意してくださり、救ってくださいます。

〈お祈り〉

　神さま、私たちは罪を犯してしまいます。お赦

しください。しかし、イエスさまによる救いをお

与えくださり、ありがとうございます。イエスさ

まの御名によって、アーメン。
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	 9月14日	 「罪と堕落」	 中学科

〈ねらい〉

　罪についての理解を深める。

〈子どもカテキズム〉

問17：罪とは何ですか。

　答：神さまの御言葉を破って、それに背くこと

です。

	 一つでもかなわないならば、私たちは神さ

まの御前に罪人です。

〈展開例〉

１.罪について考える

　○「罪」とはなんだろうか。「罪」と「罪では

ないこと」は、誰が決めるのだろうか。「こ

れは罪」、「これは罪ではない」というように、

「罪」と「罪ではないこと」を区別する基準

はあるのだろうか。生徒たちの考えを発表し

あってみよう。

　○もし、「罪の基準」となるものがなければ、「罪」

自体がとても曖昧なものになってしまう。特

に信仰心（宗教）をもたない日本人が「誰で

も死んだら天国に行く」となんとなく考えて

いるのは、「罪の基準」を持たないからかも

しれない。

　○しかし、聖書は、はっきりと「神の御言葉」

がその基準であることを教えている。

２.	ウェストミンスター小教理問答問14から、罪

について考える

問14：罪とは何ですか。

　答：罪とは、神の律法（＝聖書、神の御言葉）

への一致に少しでも欠けること、

	 あるいは、神の律法に背くことです。

　○「神の律法」すなわち神の御言葉が、罪が罪

ではないかをはっきり示す基準である。

　○御言葉に背くことはもちろん、御言葉にほん

の少しでも一致しないことも罪として、聖書

は教えているのである。
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　罪を犯しエデンの園を追われたアダムとエバに

子供が与えられます。カインとアベルです。エバ

の言葉には子供誕生の驚きと、それが自分の業で

はなく神様の御業であることの告白が表れていま

す。しかし、夫婦関係に親子関係が加わり、さら

に兄弟関係も加わって人間の世界は拡大し、多様

化して行くに従って、罪人としての人間の問題も、

拡大し複雑化して行くのです。

　カインはやがて土を耕す者となり、アベルは羊

を飼う者となります。そしてあるとき、二人は自

発的に神様への献げ物をしました。すなわち、カ

インは土の実りを、アベルは子羊をそれぞれ持っ

てまいりまして神様に献げたのです。しかし神様

は、アベルの献げ物には目を留められたにもかか

わらず、カインの献げ物には目を留められなかっ

たのです。これは品物の違いではなく、献げる者

の心の違いによる結果でした。「アベルは羊の群

れの中から肥えた初子を持って来た」と書かれて

います。神様への献げ物として最も良い物を選ぶ

ために心を尽くしたアベルの思いがそこに表れて

います。「信仰によって、アベルはカインより優

れたいけにえを神に献げ、その信仰によって、正

しい者であると証明されました。神が彼の献げ

物を認められたからです。」（ヘブライ人への手紙

11:4a）とあるとおりです。一方、カインの献げ

物に関しては何も言及されていません。おそらく

アベルのような心遣いや神様への感謝と畏れがな

かったのだと考えられます。だからこそカインは、

神様の御前にあって尚怒りにとらわれて顔を上げ

ることが出来なかったのでしょう。そしてついに

は弟であるアベルを殺すという、恐ろしい罪を犯

してしまったのです。「カインのようになっては

なりません。彼は悪い者に属して、兄弟を殺しま

した。なぜ殺したのか。自分の行いが悪く、兄弟

の行いが正しかったからです。｣（ヨハネの手紙

一3:12）とある通りです。

　6、7節の神様のカインへの語りかけは、カイ

ンが悔い改めて正しい応答をし、神様の元に立ち

帰るチャンスでありました。そういう意味では、

カインの献げ物が拒まれたということ自体も、カ

インを真実な悔い改めに導こうとなさる神様の恵

みの故、と言うことが出来るでしょう。しかしカ

インはそんな神様の恵みによる語り掛けに応答せ

ず、罪による怒りとねたみの衝動に身を任せ、弟

を殺してしまったのです。それは神様の形として

造られた尊い命の破壊行為であり、創造者なる神

様への反逆行為でした。しかし、そんなカインに

神様は尚語りかけてくださいました。｢ お前の弟

アベルは、どこにいるのか。｣ これは木の間に隠

れるアダムとエバに向かって「どこにいるのか。」

と語りかけられたのと同じ、悔い改めと罪の告白

の機会を与えるための語り掛けでありました。し

かしカインは ｢知りません。私は弟の番人でしょ

うか。｣ と、この神様の配慮を強く拒否したので

す。そんなカインに対して、神様は罪の裁きを宣

告なさいます。しかしそれでもカインの口から悔

い改めの言葉は出ず、｢ 私の罪は重すぎて負いき

れない！私は殺される！ ｣という不満と不安の叫

びを上げるだけです。けれども尚、神様はそんな

カインを憐れみ、彼が人に撃たれることがないよ

うにカインに「しるし」をつけられたのです。そ

れが具体的にどんな「しるし」なのかは分かりま

せんが、神様は悔い改めないカインを裁きつつも、

尚憐れんでくださったのです。

　このように、人の心の中の罪は、ねたみ、怒り

などの思いとなり、さらに言葉や行いとなって現

れ、悲惨な結果をもたらし、人を神様から引き離

そうとするのです。そして神様から離れた人は、

常に不安と不満の中に生きることになるのです。

カインの嘆きの叫びにはそのことがよく表れてい

ます。しかしそんな罪深い人間を神様は尚憐れみ、

忍耐強く悔い改めの機会を与えてくださるお方な

のです。	 （吉田　実）

	 9月21日	 「罪の悲惨」	 聖書研究

	 テキスト	 創世記　4章1～16節



─ 109 ─

	 9月21日	 「罪の悲惨」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問18

　　子どもカテキズム

問18	 罪を犯した人間はどのようになりましたか。

　答	 神さまとの交わりを失い、

	 　　生きているあいだも、死んだあとも、

	 　　神さまの怒りを受けなければならなくなりました。

	 　　ですから、心が曲がって、自分中心になり、お友だちとけんかをしたり、

	 　　うそをついたり、盗んだり、悪いことをしてしまうのです。

参照教理問答	　ウェストミンスター小教理問答　問17，18，19

〈堕落の状態〉

　ウ小教理は、問17で堕落が人にもたらした状

態を「罪と悲惨の状態」と語り、問18で「罪の

状態」を、問19で「悲惨の状態」をそれぞれ教

える。子どもカテキズムは、それを念頭に置いた

上で、ひとつの問答として特に「悲惨の状態」を

主に扱っている。ただし、「悲惨の状態」は常に「罪

の状態」を前提としていることを知っておかなけ

ればならない。

〈原罪〉

　人が堕落によって陥った罪の状態を「原罪」と

呼ぶ。これは、最初の人アダムが罪を犯したこと

によって、人が創造された時に与えられた最初の

義すなわち「神のかたち」が歪んでしまったこと

を意味する。したがって、アダムを先祖とするす

べての人は、神様との正しい関係に立つことがで

きなくなった。それによって人は、その性質全体

の腐敗、すなわち「原罪」を持つことになったの

である。そして、そこからあらゆる罪が生じてい

るのである。「お友だちとけんかをしたり、うそ

をついたり、盗んだり、悪いことをしてしまう」

のは、その為である。

〈悲惨の状態〉

　悲惨とは、罪の結果として生じる惨めな状態を

意味する。人間の原罪の結果として生じる悲惨の

状態は、以下の二つにあらわすことができる。

①神様との交わりの喪失。

　　神のかたちが歪み、神様との正しい関係に立

つことのできなくなった人間は、「神さまとの

交わりを失」った。これは、神様の御心を正し

く知ることが出来ず、神様の御心に正しく応え

ることが出来なくなったということであり、ま

た、神様が与えてくださる恵みを正しく受け取

ることが出来なくなったということでもある。

②神様の怒りとのろいの下にある。

　　人は、原罪によって「神の怒りとのろいの下

に」（ウ小教理問19）置かれることになった。

ここに、人間のすべての悲惨の根源がある。私

たち人間は、「生きているあいだも、死んだあ

とも、神さまの怒りを受けなければならない」

のである。神様との交わりを失い、神の怒りと

のろいにの下に置かれているがゆえに、私たち

人間は生きている間「この世のあらゆる悲惨」

に苦しみ、罪の報酬としての「死そのもの」を

与えられ、死んだあとは「永遠の地獄の刑罰」

を負わされるのである。

　これらは、私たち人間が罪人である限り避ける

ことができず、必ず引き受けなければならないも

のなのである。だからこそ、私たちは神による救

いを必要とする。	 （松田基教）
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　神さまが最初に造られた人アダムと、その妻エ

バの間に、神さまは男の子をさずけてくださいま

した。ふたりは大きな喜びに満たされたことで

しょう。男の子はカインと名づけられました。

　続いてもうひとりの男の子も与えられて、アベ

ルと名づけられました。兄のカインは土を耕す人

になり、弟のアベルは羊を飼う人になりました。

　あるときふたりは、それぞれの仕事で与えられ

た実りを神さまにささげて、礼拝しました。カイ

ンは土からとれた作物をささげ、アベルは羊の群

の中から肥えた初子をささげました。

　でも神さまは弟のアベルのささげものには御目

をとめられましたが、兄のカインのささげものに

は御目をとめられませんでした。

　それは不公平ではないか、と思うかもしれませ

ん。神さまがなぜそのようになさったのかははよ

くわかりません。神さまのみこころを、わたした

ち人間が知り尽くすことはできないからです。

　しかし、おそらくこういうことではなかったか、

ということはあります。つまり、アベルはカイン

にくらべて弱い人だったのです。「アベル」とい

う名は「息」「はかなさ」という意味をもってい

ます。息のように頼りなく、はかなく、弱い人と

いうことです。

　そのことを思えば、神さまがとくにアベルのさ

さげものに目をとめられたことは、わかるような

気がするのです。神さまはいつも貧しい人、さげ

すまれている人、価値のない人、弱く小さな人の

味方だからです。

　もしもそうであれば、カインは自分よりも弱く

小さな弟アベルをかえりみてくださったことを喜

び、感謝することができたはずでした。けれども

カインは神さまが弟のささげものだけをかえりみ

られ、自分のささげものをかえりみられなかった

ことを怒り、弟をねたみました。怒りやねたみは

神さまよりも自分のほうが正しいと思う心から起

こってきます。カインはこのとき、顔を伏せまし

た。目を天に上げて、神さまを仰ごうとはしませ

んでした。これは、神さまに背く心のあらわれで

す。

　そのような心に支配されたとき、人は怒りをし

ずめて、もう一度神さまのほうに向き直らなけれ

ばなりません。神さまもこのときにカインが怒り

のあまり罪を犯すことがないように、前もってカ

インに仰せになりました－－あなたはもう一度顔

を上げなさい。罪があなたを支配しようと、戸口

で待ち伏せしている。だから一刻も早く罪から離

れなさい。

　カインはこの神さまの警告に耳をかすことをし

ませんでした。アベルを野原に誘い、そこで弟を

殺してしまったのです。

　神さまはカインに、あなたの弟はどこにいるの

かとお尋ねになりました。カインは知らない、と

〔単元のねらい〕

　最初の人アダムと妻エバとに与えられた子どもたちの間に起こった悲しい出来事は、もちろんアダム

の罪が彼の子にもたらされ、さらには彼の子孫である全人類にもたらされた消息を示すものである。罪

の事実に慄然とする。しかし兄弟を殺したカインに対する神の守りは、一条の光である。この光が十字

架のイエス・キリストにまでつながるものであることを、わたしたちは確認することができるであろう。

罪の深刻さを受け止めつつ、ここでも主のゆるしと救いの恵みを深く覚えたい。

「唯一の神を愛する」

	 9月21日	 「罪の悲惨」	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記　4章1～16節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問18
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うそをつきましたが、神さまは何もかもご存知で

す。カインに仰せになりました──あなたの弟の

血が土の中からわたしに向かって叫んでいる。あ

なたは弟の血によって土を汚した。だから、もう

土を耕す者として生きていくことはできない。あ

なたは地上をさすらい歩く者となる。

　アダムとエバに与えられた兄弟のひとりは殺す

者となり、もうひとりは殺される者となりました。

ほんとうにおごそかなことです。アダムとエバの

罪がここに受け継がれているのを見るのです。聖

書は、アダムのすえであるすべての人間はアダム

の罪を受け継ぎ、生まれながらに罪人であると語

るのです。

　しかし、弟アベルを殺したカインを、神さまは

それでも守ってくださいました。わたしの罪は重

すぎて負いきれないと悲しみ嘆き、地上をさすら

うわたしを見つけた者はだれでもわたしを殺すで

しょうと恐れるカインに、神さまはしるしをおつ

けになり、これはわたしのもの、と仰せになって、

だれひとりカインの命を奪うことがないようにし

てくださったのです。

　人はみなアダムにあって生まれながらに罪人で

す。でも、神さまがカインにしるしをつけられた

ように、イエスさまもご自身を信じる者たちに、

ご自分のしるしをつけてくださいます。これはわ

たしのもの、この者の身代わりとしてわたしが十

字架に死んで、この者の罪をあがなった。それゆ

えに、この者はもはや罪ゆえに死ぬことがない─

─そういう目印をつけてくださいます。イエスさ

まはわたしたちのために十字架に死んでください

ました。ここに罪のゆるしがあり、ほんとうの命

があります。	 （木下裕也）

　〔今週の暗唱聖句〕	 ガラテヤの信徒への手紙　6章17節後半

わたしは、イエスの焼き印を身に受けているのです。
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	 9月21日	 「罪の悲惨」	 幼稚科

〈やってみよう〉

　うそ？	ほんと？	ゲーム

　○動物の名前と鳴き声を言って、ほんとかうそかを当てよう。

　○例

　　　馬です。もーもーと鳴きます。（うそ）

　　　犬です。わんわんと鳴きます。（ほんと）

　　　ネコです。きっきっ、きっきっと鳴きます。（うそ）

　○いろいろな動物を考えて準備します。

　○代わって出題したい子どもがいたら、やってもらいましょう。

〈ねらい〉

　殺人という罪の悲惨さは、幼児には実感できな

いかも知れない。罪から派生する弱さ、悲惨さを

共感させよう。

〈展開例〉

　家でお母さんがお留守の時に、お母さんが大切

にしているカップをえりちゃんが割ってしまいま

した。どうしよう、叱られる、と思っているとき

にお母さんが帰って来ました。「ママー」と言っ

ていつものようにお母さんに抱きついていくの

は、ちょっとできない気分でした。黙っていたら

分からないかも知れない、そう思いました。お母

さんは気が付かないようです。でも、いつ見つか

るかとドキドキしていました。ずーっと見つから

ないといいなあ、と心から思いました。でも、お

夕飯の支度が始まったときお母さんは気が付きま

した。「ママのカップ誰が割ったの？」とお母さ

んが聞きました。「わたし」とえりちゃんは言え

ばよかったのに、えりちゃんは思わず、「わたし

全然知らない」と言ってしまいました。お母さん

はえりちゃんの顔をのぞきこんで「本当にしらな

い？」と尋ねました。えりちゃんはお母さんの顔

を見ないで「うん」と首を縦にふりました。お母

さんは何も言いません。えりちゃんはいっぱい

困ってしまいました。もう黙っていられなくなっ

て「えりちゃんが割っちゃった～」と言いながら

泣いてしまいました。お母さんはえりちゃんを膝

に抱いて言いました。「お母さんの大事なカップ

が割れちゃってとってもがっかりだけど、えり

ちゃんが嘘をついたことのほうがもっと悲しい

わ。嘘をつくとどんどん嘘が増えちゃうのよ」え

りちゃんはほんとにそうだな、と思いながら聞い

ていました。小さなことでも正直に本当のことを

言うのは大変です。神さまが守ってくださらなけ

ればカインのような大きな悪いことだって起こる

かも知れません。罪の力は大きいのです。そうい

うわたしたちを神さまは呼びかけ、神さまの子ど

もになるよう待っていてくださいます。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、わたしたちの罪をゆるして

ください。イエス様によって、アーメン。
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	 9月21日	 「罪の悲惨」	 小学科下級

〈ねらい〉

　死への恐れと罪との関係を述べた後、主イエ

ス・キリストによる救いが、この死への恐れに打

ち勝つものであることを明確にする。

〈展開例〉

1.	先生は小さい頃、死ということを考えると非常

に不思議で、どう考えたらよいのか分からなく

なりました。死んだ後、どうなるのだろうか。

どこで、何をして、何を考えているのだろうか。

何も分かりません。

　　そして、それと共に、捉え難い恐怖の念にも

襲われました。皆さんはどうですか。

2.	死ぬことがなければいいのになあ、と思ったこ

ともあります。どうして、人は死ななければな

らないのでしょう。

3.	聖書は教えています。私たちの罪が、死に関係

しているということです。

　　「罪が支払う報酬は死です」（ローマ6:23）。

人間の罪のために、人間には死が避けられない

ものとなっています。

　　「報酬」というのは、お父さん・お母さんの

お手伝いをしたときに貰えるかもしれないご褒

美・お小遣いのようなものです。お小遣いは嬉

しいですね。でも罪というのは悪いものなので、

それから貰えるのは私たちにとって悲しいこと

ばかりです。その最たるものが死です。

4.	では、私たちはもう諦めて、ただ死を受け入れ

るほかないのでしょうか。世の中には、それが

賢い生き方だよ、と教える（誤った）考え方も

あります。しかし、聖書・キリスト教には、諦

める、とか、仕方がない、といった発想は、基

本的にありません。

5.	先ほどの御言葉には続きがあります。「しかし、

神の賜物は、わたしたちの主キリスト・イエス

による永遠の命なのです」。

　「賜物」はプレゼントです。神さまが私たちに

プレゼントをくださるのです。それは何かとい

えば、永遠の命です。

6.	私たちの罪のため、主イエス・キリストが十字

架の上で、私たちの身代わりに死んでください

ました。それで、誰でもこのお方を救い主と信

じるならば、その罪を赦していただけます。

　罪を赦されるということは、永遠の命に生きる

ことができるということです。

7.	このように、信仰によって死に打ち勝つのです。

　　ただし、肉体がやがて死ぬことは避けられま

せん。しかしそれは、信仰がないままで死ぬこ

ととはまったく違います。

　　なぜなら、○○ちゃんのことを神さまがしっ

かり覚えてくださっていて、神さまはいつまで

も共にいてくださるので、平安のうちにいつま

でも守られるからです。

8.	ですから私たちは、死を恐れるのではなく、生

きている今を大切にして毎日を歩んでいきま

しょう。

　　それは神さまを信じて、前向きに生きること

です。そしてお友だちをはじめ、すべての人に

親切にし、仲良くすることです。
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	 9月21日	 「罪の悲惨」	 小学科上級

〈ねらい〉

　罪の引き起こす悲惨を知り、主イエスのみもと

に赦しと平安があることを知る。

〈展開例〉

○ねたみの心

　人間にはだれにも、ねたみの心があります。皆

さんのお友達が努力をしてよい成績をとったり、

すばらしい作品をつくりあげたりしたら、皆さん

はどう思いますか。一緒に喜んであげられるなら

すばらしいことです。でも、たとえばそれが自分

よりもすばらしいものだったときには、心の中が

おだやかではない、ということはないでしょう

か。あるいは、自分が決められたことを守ってい

なかったときに、それをきちんと守っている人が

となりにいたら、おもしろくないと思ったことは

ないでしょうか。

　人間はだれでも、自分がほめられたいし、自分

が一番でいたいのです。自分ではないほかのだれ

かがほめられたり、よい報いを受けたりすると、

心の中が騒ぎ出して、おだやかでいられなくなる

のです。

　それは、人はみな自分がいちばん正しいと思っ

ているからです。それで自分よりも正しい人があ

らわれると、その人を憎んだり、いっそ目の前か

らいなくなってしまえばよいと思うのです。それ

がねたみの心です。

　今朝はカインのことを学びました。カインは自

分のささげものが神さまに受け入れられず、弟ア

ベルのささげものが受け入れられたことをねたん

で、アベルを殺してしまったのでした。

　でも、このお話をよく読んでみると、カインは

ほんとうはアベルをではなく、神さまをねたんだ

のだということががわかります。神さまを憎み、

神さまなんかいなくなってしまえ、と思ったので

す。

○イエスを仰ぐ

　この思いは、カインがアダムとエバから受け継

いだものです。アダムとエバが、エデンの園で罪

におちたとき、サタンはどのような言葉で罪に

誘ったのでしょうか。この（善悪を知る）木の実

を食べるなら、自分が神になれますよ、と誘った

のです（創世記3:5）。

　人間が自分のことを神さまのように正しいのだ

と思い込むこと。それが罪です。そのとき、神さ

まが見えなくなります。神さまがアベルのささげ

ものを受け入れ、カインのささげものを受け入れ

られなかったこと、その理由ははっきりとはわか

りませんが、必ずそこにご計画があったはずです。

それが最善であったはずです。けれども、カイン

にはそれが見えず、神さまへのねたみと憎しみと

をつのらせました。カインは顔を伏せて、神さま

を仰ごうとしません。そういうことが、わたした

ちにもあるのではないでしょうか。カインと同じ

く、わたしたちもアダムの罪を受け継いでいます。

わたしたちは、「戸口で待ち伏せて」いる罪をし

りぞけなければなりません。どのようなときにも

神さまをほめたたえ、神さまのみこころに従うこ

とこそが命を保つ道であることを思い起こさねば

なりません。

　罪の力は手ごわいので、わたしたちは自分の力

で罪をしりぞけることはできません。けれども、

わたしたちに代わって罪の力と支配とに勝利して

くださった十字架のイエスさまがわたしたちの味

方です。ねたみの心に支配されそうになったら、

イエスさまのもとに避難をしてください。顔を上

げて、イエスさまを仰ぎましょう。イエスさまの

守りを祈り求めましょう。

〈お祈り〉

　神さま、罪を犯すことはとても悲しいことです。

どうかわたしたちを罪の思いから自由にしてくだ

さい。罪に打ち勝つ力をお与えください。イエス

さまの御名によって、アーメン。
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	 9月21日	 「罪の悲惨」	 中学科

〈ねらい〉

　罪の悲惨と救いについて考える。

〈子どもカテキズム〉

問18：罪を犯した人間はどのようになりました

か。

　答：神さまとの交わりを失い、

	 生きているあいだも、死んだ後も、

	 神さまの怒りを受けなければならなくなり

ました。

	 ですから、心が曲がって、自分中心になり、

お友だちとけんかをしたり、

	 うそをついたり、盗んだり、悪いことをし

てしまうのです。

〈展開例〉

１.罪の悲惨さについて考える

　○ウェストミンスター小教理問答問17には、

「堕落は、人類をどんな状態に落としました

か。堕落は、人類を罪と悲惨の状態に落とし

ました」とあり、堕落によって、人類が今悲

惨の状態にあると教えている。そして、その

悲惨な状態をこの子どもカテキズム問18は

教えている。

　○この悲惨さの第一にあげられていることは、

神との交わりを失ったことである。神との間

に大きな断絶が生まれたことこそ、私たち人

間の最も大きな悲惨である。

２. 罪の悲惨を修復してくださったキリストの十

字架について考える

　○この神と人（私）との交わりの喪失（断絶）

を修復し、神との平和な関係をもう一度築い

てくださったのかイエス・キリストであるこ

とを覚えよう。

　○イエス・キリストは、十字架上で、「わが神、

わが神、なぜ私をお見捨てになったのですか」

と叫ばれたが、あの叫びは神との断絶の叫び

であり、本来私たち一人ひとりが叫ぶ言葉で

あった。しかし、イエス・キリストは、私た

ちの悲惨をすべて背負い、私たちの身代りと

なって神との完全な断絶を引き受けてくだ

さったのである。
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	 9月28日	 「わたしも罪人」	 聖書研究

	 テキスト	 ルカによる福音書　18章9～14節

　このたとえ話は「自分は正しい人間だとうぬぼ

れて、他人を見下している人々｣ に対して語られ

たたとえ話です。それが誰であるかは特定されて

はいません。たとえ話の中ではそれはファリサイ

派の人の姿として描かれていますが、それはファ

リサイ派だけの問題であるとは言えないのです。

主イエスの弟子たちの中でさえ、｢ 誰が一番偉い

か ｣という議論が起こり、主イエスから叱責を受

けるということもありました。主の教会の中にお

いても、自分は正しい人間だとうぬぼれて他人を

見下すということが起こる危険性は常に存在する

のです。いえむしろ、クリスチャンは徴税人のよ

うな明らかな罪人であるよりも、ファリサイ人の

ような隠れた罪人となる危険性の方が高いとさえ

いえるのではないでしょうか。私たちは自分を徴

税人の立場において安心するのではなくて、自分

自身の中にファリサイ人のような傲慢な姿勢が無

いかどうか、吟味して見なければならないのです。

　このたとえ話の中のファリサイ人の祈りは、一

応感謝の祈りの形を取ってはいますが、その内容

は自分と他人との比較の中で他人を裁き見下げ、

自分の行いを誇っているに過ぎません。彼は自分

の義に対して、自分の行いを根拠に確信を持って

います。つまりこのファリサイ人は、一応神に祈

る格好をしながら、実は神に頼らず自分自身に

頼っていたのです。私たちはこのようなあからさ

まな仕方で自分を誇り頼るというようなことは少

ないかもしれません。しかし、他人との比較に

よって自分を評価し、根拠の無い優越感や劣等感

にとらわれてしまうことは少なくないのではない

でしょうか。他人との比較の中で自分を評価して

いる限り、本当の自分の姿は見えてこないのです。

　一方それとは対照的に、徴税人は遠くに立って、

目を天にあげようともしなかったということが記

されています。神様の御もとに近づき礼拝を捧げ

るにふさわしくない、自分自身の罪深さを強く自

覚しているゆえの態度といえるでしょう。そして

彼は胸を打ちながら言いました。「神様、罪人の

私を憐れんでください。」彼は ｢ 罪人の私 ｣ と言

いました。この表現は、「すべての人は罪人であ

り自分もその一人である」というようなことでは

なくて、他人のことは関係なく、「ほかならぬこ

の罪人である私」というような強い表現がなされ

ています。他人との比較ではなく、自らの罪深さ

を徹底的に自覚している者の姿がここにありま

す。

　それは「わたしは、その罪人の中で最たる者で

す。」（テモテ一1:15b）と告白したパウロの言葉

にも通じる罪の自覚です。自分自身の中に何も頼

るものも誇るものもない、ただ神様の憐れみにす

がるしかない、罪人としての深い自己理解がここ

に表されています。

　そして主イエスはおっしゃいました。「言って

おくが、義とされて家に帰ったのは、この人であっ

て、あのファリサイ派の人ではない。だれでも高

ぶる者は低くされ、へりくだる者は高められる。」

神様は高ぶる者をしりぞけ、悔い砕けた魂に愛

と憐れみを向けてくださるお方なのです（詩編

51:19）。私たちは皆、他人との比較の問題ではな

く、他でもないこの自分自身が神のみ前に出る資

格のない罪人なのです。しかしそんな私達の為に

イエス ･キリストは来てくださり、十字架の上で

私達の身代わりとなって死んでくださり、蘇って

くださいました。私たちはこの主イエスの御前に

日々悔い改めて、全ての罪を赦された者として生

活を整えてゆくことが求められているのであり、

決してその逆ではありません。生活を整えること

によって義と認められるのでは無いのです。私た

ちは真実な主の日の礼拝の中で、真実な悔い改め

と主イエスへの信仰を新たにされ、全ての罪を赦

された喜びを持って、新しい生活へと出発するの

です。	 （吉田　実）
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	 9月28日	 「わたしも罪人」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問19

　　子どもカテキズム

問19	 あなたは罪人ですか。

　答	 はい、私も神さまの御前に罪人です。

　　ウェストミンスター小教理問答

問16	 アダムの最初の違反で、全人類が堕落したのですか。

　答	 あの契約がアダムと結ばれたのは、彼自身のためだけでなく、子孫のためでもありました。

	 それで、普通の生まれかたでアダムから出る全人類は、

	 　　彼の最初の違反において、彼にあって罪を犯し、彼と共に堕落したのです。

〈罪の自覚〉

　子どもカテキズムは、問15で人間の創造、問

16で創造の状態からの堕落、問17で罪の定義、

問18で罪のもたらす結果、これらを順に教えた

上で、「あなたも罪人ですか」と問い、「私も神様

の御前に罪人です」と答えることによって、罪の

自覚を促す。確かに、罪の意味を知り、私たちが

実際に犯している罪を思い起こすことによって、

自分が罪人であることを認めることは大切であ

る。しかし、「罪」とは決して自分が自覚してい

るものばかりではない。むしろ、自覚していない

罪の方がはるかに多く、またその罪の方がより重

大なのである。そのことを知るためには、「私も

神の御前に罪人」であることが何に由来するかを

正しく知る必要がある。

〈命の契約と原罪〉

　ウ小教理は、問16において、アダムの最初の

違反がもたらした結果を教える。答えの冒頭の「あ

の契約」とは、神様が堕落前のアダムに与えられ

た「命の契約」のことである。そして、「命の契約」

は、アダム個人のためだけのものではなく、彼か

らでるすべての子孫のためのものであったことを

教える。その意味でアダムは命の契約の代表者で

あった。その契約にアダムが違反したということ

は、その結果についても彼のすべての子孫が負わ

なければならないというである。すなわち、「ア

ダムから出る全人類は、彼の最初の違反において、

彼にあって罪を犯し、彼と共に堕落した」のであ

る。これが罪の源としての「原罪」であり、私た

ちも含めたすべての人間はこの原罪があるがゆえ

に罪人なのである。

　したがって、私たちが神の御前に罪人であると

いうことは、私たち自身の自覚のあるなしに関わ

らず、私たちのおかれている現実である。ただし

私たちは、神の御言葉である聖書と私たちの内に

働く聖霊の御業を通して、私たちの罪の姿を知ら

される。私たちが自らの罪の姿を知らされ、それ

を自覚する時、私たちに与えられる神の救いをも

知ることができる。だからこそ、「私も神さまの

御前に罪人です」との自覚と告白は私たちにとっ

て大切な意味を持つのである。	 （松田基教）
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〔単元のねらい〕

　聖書の光に照らされるとき、人ははじめて真の自己を、また自身の罪の真相を知ることができる。し

かしみ言葉をとおして罪を知らされ、罪の自分を悲しむ人はさいわいである。主イエスは罪人を救うた

めに世に来られたからである。わたしたちはみじめな罪人のままで主イエスのもとに行くことができる。

その恵みをわかちあいたい。

「罪ゆるされる恵み」

	 9月28日	 「わたしも罪人」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ルカによる福音書　18章9～14節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問19

　ふたりの人が、お祈りをするために神さまの宮

にのぼりました。ひとりの人はファリサイ人でし

た。この人はまっすぐ立って胸をはり、心の中で

こう祈りました－神さま、わたしは週に二度断食

することができます。また、いただいたお金の十

分の一を献金しています。わたしがこのような者

であることを感謝します。

　もうひとりの人は、徴税人と呼ばれる人でした。

この人は遠くに立って、目をふせたまま、胸を打

ちながらこのように言うことしかできませんでし

た－神さま、罪人のわたしをあわれんでください。

　ファリサイは立派な人です。週に二度も断食す

るというのはたいへんなことですが、この人には

それができました。それから、十分の一の献金を

守ることができるのも、すばらしいことです。

　一方、徴税人のすがたはみじめです。この人は

自分の罪に打ちのめされて、神さまのもとに近づ

くこともできず、目を天に上げることもできず、

ただ胸を打ちたたいて、罪人のわたしをどうかあ

われんでくださいと叫ぶことしかできなかったの

です。

　ふたりの人のうちのどちらが神さまに近いで

しょうか。どちらの祈りを神さまはお喜びになる

でしょうか。イエスさまは、それはこのみじめな

徴税人のほうであって、あの立派なファリサイ人

のほうではないとおっしゃったのです。これは驚

くべきことではないでしょうか。

　イエスさまがそのようにおっしゃった理由を考

えてみましょう。まず、確かにファリサイ人は立

派でした。でも、この人は大きな思いちがいをし

ていたのです。この人は、神さまに祈っているよ

うで、実は自分の立派さを誇っていたのです。自

分が断食や献金ができることを自慢していたので

す。つまり神さまを仰いでいるのではなく、自分

のほうを向いていたのです。

　献金は神さまの恵みに対する感謝です。わたし

たちが食べるものや着るものを日々与えられてい

ること、この地上を生きるうえで必要なものを備

えられていること、そのすべては神さまの恵みで

す。見えるものも見えないものも、すべて神さま

がくださるのです。わたしたちが礼拝し、献金し、

神さまを信じて生活することができることも、神

さまがイエスさまを通してわたしたちを救ってく

ださったからこそです。わたしたちの生活のすべ

ては、神さまの恵みに対する感謝の応答なのです。

　でもこの人は、断食できることも献金できるこ

とも自分の力だと思っているようです。つまりこ

の人は神さまに祈っているように見えて、ほんと

うはわたしは自分の正しさ、自分の力で生きてい

くことができるので、神さまなんかいらない、神

さまに頼る必要もないと言っているのではないで

しょうか。だとすれば、神さまから遠く離れてい

るのではないでしょうか。

　人はみな神さまのふところで生きるのです。自

分を誇り、神さまのもとを背き離れていくことを、
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神さまは何よりも悲しまれるのです。

　徴税人は確かにみじめです。けれども、自分が

罪人であることを知っていました。実は、自分が

罪人であることを知ることこそ、人間にとってい

ちばん大切な、必要なことなのです。

　そして、そのような人こそ幸いな人です。なぜ

ならその人は神さまのゆるしとあわれみがなけれ

ば生きていけないことを知っているからです。徴

税人の祈りはほんとうの祈りです。この人は神さ

まに呼びかけるほかはありませんでした。そして、

神さまは自分の罪をゆるし、自分を深くあわれん

でくださるお方であることを知っていたのです。

　人は、外側ではいろいろと正しいことができま

す。自分を正しい人に見せることができます。で

も、自分を正しい人だと信じ、自慢していたファ

リサイ人は、ほかの人たちを見下げていました。

この罪にこの人は気づかなかったのです。わたし

たち人間は、人の目から隠された、心の深い深い

ところにある罪をこそ、神さまにゆるしていただ

かねばならないのです。

　そして神さまはわたしたちの罪をゆるすために

こそ、ひとり子イエスさまを十字架におつけに

なったのです。罪なきイエスさまのとうとき血潮

によって、わたしたちは罪ゆるされたのです。

　わたしたちは自分で自分を救うことはできませ

ん。わたしたちはみな生まれながらに罪人です。

でも、イエスさまがわたしたちを救ってください

ました。わたしたちはみじめな罪人のままで、イ

エスさまに近づいたならよいのです。イエスさま

がわたしたちをあわれんでくださるからです。十

字架の恵みをあふれるほどに注いでくださるから

です。イエスさまの招きにこたえましょう。

	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ホセア書　6章6節

わたしが喜ぶのは愛であって　いけにえではなく

神を知ることであって　焼き尽くす献げ物ではない。
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	 9月28日	 「わたしも罪人」	 幼稚科

〈やってみよう〉

　「かみさまにかんしゃ」をうたいましょう

　「かみさまにかんしゃ」（日本基督教団出版局『こどもさんびか（合本、2）』85番）

　○準備するもの

　　タンバリン・鈴・カスタネットなど音の出る楽器をひとつ教師が持つ。

　○こどもは輪になってまわりながらうたう。

　○歌の途中で楽器の音がきこえたら、すぐ反対回りになる。

　○慣れてきたら、小刻みに音を入れて方向転換を繰り返す。

　○「よいもの」のところに、具体的な名詞をいれてうたってもいい。

〈ねらい〉

　いよいよ、子ども自身の罪の問題に目を向けま

す。幼児に罪の自覚がどれほどあるか、年齢、月

齢にもよりますが、幼児の実生活にできる限り近

づけて自覚を促しましょう。

〈展開例〉

　水泳とか、体操とか、エレクトーンとか、英語

などを習っているお友だちがいるかもしれませ

ん。どれも先生に教えて貰わないと上手になりま

せんね。でも皆さんは、こういうふうに嘘をつく

と誰にもみつからないよ、と上手な嘘のつきかた

をお母さんやお父さんに教えてもらったことがあ

りますか？	お友だちのいじめ方を幼稚園の先生

に教えてもらいましたか？	もちろん、嘘の付き

方やいじめかたをお家の人や先生は教えません。

でも嘘をついたことのない人はいません。おけい

こごとは教えてもらわないと覚えられないのに、

どうして悪いことは教えて貰わなくてもできてし

まうのでしょうか。

　「でもわたしは○○ちゃんよりは良い子だわ」

と考えている人がいるかもしれません。けれども、

誰が見ていなくても、みんなに隠していても、ど

こにいても神さまはわたしたちのことを見ておら

れます。心の中で、「あの子だいっきらい」と思っ

ただけでも神さまは知っておられます。幼稚園で

遊んでいるとき○○ちゃんが「そのおもちゃ貸し

て」って言っても貸してあげられない時もありま

す。優しくしてあげられないときもあります。いっ

たいどうしたらいいでしょうか。

　神さまは悪い子を滅ぼしたいと思っておられる

わけではありません。何とか救ってあげたい、守っ

てあげようと一生懸命になってくださるお方で

す。それで神さまはひとり子のイエス様をおくっ

てくださいました。みんなの身代わりに罰を与え

てイエス様を十字架にかけられました。「自分の

中に罪という悪い黒い心があります。神さまごめ

んなさい、助けてください」という人を神さまは

待っておられます。

〈お祈り〉

　天の父なる神さま、わたしのつみをゆるしてく

ださい。おねがいします。イエス様によって、アー

メン。
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	 9月28日	 「わたしも罪人」	 小学科下級

〈ねらい〉

　自分を罪人であると認めることが大切なこと。

それが神さまを求める思いへと至る。

〈展開例〉

1.	人間は皆、罪人です。しかし、そのことを認め

る人と認めない人がいます。

　　ある大人の人は、あなたは罪人であると言わ

れて、怒り出しました。私は何も悪いことをし

ていない、というのです。

2.	自分は罪人などではない、と言う人は、だいた

い、自分は法律に違反するようなことをしてい

ない、自分は人の迷惑になるようなことをして

はいない、それなのにまるで泥棒か殺人犯であ

るかのように罪人呼ばわりをするのはけしから

ん、というのです。

　　でも、問題はそういうことではありません。

神さまの前で、自分がどういう人間なのか、と

いうことが問題です。

3.	法律に違反しないとか、人に迷惑をかけない、

というのは当然のことですね。

　　しかし、きちんと世の中の規則を守っていて

も、私たちは罪人です（ザイニンではなくツ

ミビト）。神さまの御心に反することを、考え、

欲し、行なってしまうのです。

4.	私は罪人ではない、と言う人は、そのように言

うことによって、何かを誇っているかのようで

すね。

　　そうです、その人は自分を誇っているのです。

自分を誇り、神さまを信じようとしないのは、

本当に大きな罪です。でも、自分を誇っている

限り、神さまのことはよく分かりません。いや、

その人は自分自身のことさえも本当はよく分か

らないに違いないのです。

5.	人間は、どうしても自分自身の罪はなかなか認

めたがらないのです。しかし、他人の罪はよく

分かります。

　　イエスさまは「あなたは、兄弟の目にあるお

が屑は見えるのに、なぜ自分の目の中の丸太に

気づかないのか」（マタイ7:3）と言われました。

　他人の罪はおが屑のように小さなものでもすぐ

気がつくのに、自分の罪は、丸太のように大き

なものでもなかなか気がつかない。でも、それ

ではいけないのです。

6.	大切なことは、罪ということを考えるときに、

他人の罪を非難することではなく、自分のこと

として、この罪を考えなければいけないという

ことです。神さまは私たちの心の隅々まで、す

べてをご存じです。その神さまの前で、自分は

罪人ではない、と言い切れるでしょうか。

7.	罪人である自分を神さまに赦していただきま

しょう。心から祈り求めるなら、神さまは赦し

てくださいます。

　　私たちの罪を赦すために、主イエス・キリス

トは十字架の上で私たちのために死んでくだ

さったのです。

8.	罪を認めようとしなければ、罪はそのままその

人に残ります。しかし、罪を告白するなら、赦

していただけます。そのとき、その人は「罪を

赦された罪人」となるのです。
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	 9月28日	 「わたしも罪人」	 小学科上級

〈ねらい〉

　主イエスの罪の赦しの光のもとで、罪人である

自分の姿を見つめる。

〈展開例〉

○たとえ話から

　イエスさまの今日のたとえ話には、二人の人が

出てきました。

　一人は、ユダヤ教の中でもきびしく律法を守る

こと（たとえば、安息日を必ず守る、断食を必ず

する、貧しい人に決められただけはかならず施し

をするなど）が信仰のすべて、と考えていたファ

リサイ派の人。もう一人は、イエスさまと出会う

前のザアカイさんのように、人をだましても平気

でお金をもうけていた徴税人です。当然のことな

がら、ファリサイ派の人は徴税人をひどく軽蔑し、

見下していました。

　しかし、イエスさまは、ファリサイ派の彼らの

ことを「白く塗った墓」（マタイ23:27）のようだ、

と言いました。白く塗った墓の外側は美しく見え

ても、内側は死者の骨やあらゆる汚れで満ちてい

るように、ファリサイ派の人々は、表面的には着

飾り、律法を守り、よい行いをしているように見

えても、心の内側では、他の人を見下して軽蔑する、

冷たい心に満ちていることをご存知だったのです。

　ここに、ファリサイ派の人々にとっての大きな

落とし穴があったのです。落とし穴とは、自分は

律法を守ることのできる強い人間だ、人々の見本

になる良い行いのできる正しい人間だ、と自分の

ことをそう思いこんでいることです。「わたしは

正しい」、「わたしは心の強い人間だ」、だから神

さまに頼らなくても、神さまなしでも人々から尊

敬を受けることができる……。それは「わたしは、

神さまよりも正しくて、強い人間なのだ」と、神

さまさえも軽んじて、見下していることに、気が

ついていないのです。イエスさまは、「ものの見

えない案内人」（マタイ23:16）とも言っています。

信仰の目で神さまを見ることもできずに、大きな

落とし穴にはまっているのにも気がついていない

ようですね！

　イエスさまは、まったく新しい救いの恵みを与

えるために、来てくださいました。表面的な正し

い行いだけを誇る者のためではなく、自分の罪を

悲しみ、自分の弱さを嘆く罪人を救うためにきて

くださり、十字架におかかりくださったのです。

うつむきながら、胸を打ちながら、「罪人のわた

しをあわれんでください」とお祈りした徴税人の

ように、神さまに罪をゆるしていただいたことを

心から喜び、神さまだけをより頼み、喜んで従っ

てゆくことを望んでくださるのです。

○堅固な土台の上に

　では、わたしたちは、どうでしょうか？	みな

さんもよく知っている「三匹のこぶた」のコブタ

たちが建てた家は、それぞれワラの家・木の家・

石の家でできていました。ワラの家は、造るのに

とっても簡単ですし、木の家も見た目には、おしゃ

れで立派に見えました。しかし、わらの家も木の

家も、オオカミの一息で吹っ飛んでしまいました。

わたしたちの信仰の成長には、時間がかかるかも

しれません。表面的には、おしゃれで立派には見

えないかも知れません。それでも、神さまにつな

がって、土台を据える為に、まず「悔い改め」の

穴を掘って、その上に神さまにしっかりとした「救

いの恵み」の土台を築いていただいて、堅固な石

である「カテキズム」を一つずつ積み上げていく

ならば、その家は決して倒れることも、吹っ飛ぶ

こともありません。

　『子どもカテキズム』問31の答え、「神さまは

私たちの罪を赦して義と認めてくださいました。

ですから、私たちは、喜びと感謝をこめて、『私

たちの神さま、天のお父さま』とお呼びします」。

〈お祈り〉

　神さま、ごめんなさい、わたしも罪人のひとり

です。わたしのためにも、イエスさまが十字架に

かかってくださって、ありがとうございました。

イエスさまのみもとに立ち帰って生きる幸いをあ

りがとうございます。イエスさまの御名によって、

アーメン。
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	 9月28日	 「わたしも罪人」	 中学科

〈ねらい〉

　自分自身の罪を見つめる。

〈子どもカテキズム〉

問19：あなたは罪人ですか。

　答：はい、私も神さまの御前に罪人です。

〈展開例〉

　○これまで「人間の罪」や「罪の悲惨さ」につ

いて学んできたが、子どもカテキズムはこの

問19において、直接、はっきりと私たち一

人ひとりに強烈な問いを投げかける。

　○この問いを自分自身への問いとして受け止め

る時、どのような答えが出てくるか一人ひと

り考えてみよう。

　○聖書の中には、多くの罪人の言動や罪につい

ての教えが記されているが、実は、どの箇所

においてもこの問いのように「あなたはどう

ですか。あなたも罪人ではないのですか」と

私たち一人ひとりに問うているのである。

　○神が与えた「罪の基準」である聖書と照らし

あわせながら、自分自身の心をまっすぐ深く

見つめ、そして、神の御前に立って、自らの

罪を告白することを神は求めておられる。

　○詩編32編1～5節を読み、教えられたことを

発表しあってみよう。
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7月7日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

1章
しょう

3節
せつ

神
かみ

は言
い

われた。「光
ひかり

あれ」

　悪
わ る

いことや悲
か な

しいことがたくさん起
お

きると「この世
せ

界
か い

は暗
く ら

闇
や み

のようだ」と

思
お も

いたくなる。でも、神
か み

様
さ ま

はこの世
せ

界
か い

を光
ひかり

に満
み

ちた世
せ

界
か い

として造
つ く

られた。美
うつく

しい花
は な

や星
ほ し

を見
み

ればそれが分
わ

かる。優
や さ

しい心
こころ

の人
ひ と

々
び と

を見
み

ればそれが分
わ

かる。

まだ残
の こ

る暗
く ら

闇
や み

を神
か み

様
さ ま

は喜
よろこ

ばれない。神
か み

様
さ ま

の光
ひかり

が世
せ

界
か い

に満
み

ちるよう祈
い の

ろう。

7月8日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

1章
しょう

16節
せつ

大
おお

空
ぞら

に光
ひか

る物
もの

があって地
ち

を照
て

らせ

　世
せ

界
か い

中
じゆう

の人
ひ と

々
び と

が「太
た い

陽
よ う

は神
か み

様
さ ま

の一
ひ と

人
り

だ」と思
お も

っていたけれど、太
た い

陽
よ う

も神
か み

様
さ ま

が造
つ く

られたものだった。この世
せ

界
か い

の中
な か

にはただ一
ひ と

人
り

の神
か み

様
さ ま

しかいない。私
わたし

の

命
いのち

も本
ほ ん

当
と う

の幸
しあわ

せも、神
か み

様
さ ま

だけが与
あ た

えて

くれる。守
ま も

ってくれる。怖
こ わ

がらなくて

よい。神
か み

様
さ ま

一
ひ と

人
り

に頼
た よ

っていれば、心
こころ

に

安
あ ん

心
し ん

が広
ひ ろ

がる。

7月9日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

1章
しょう

27節
せつ

御
ご

自
じ

分
ぶん

にかたどって人
ひと

を創
そう

造
ぞう

された

　宇
う

宙
ちゅう

は限
か ぎ

りなく広
ひ ろ

いけれども、人
に ん

間
げ ん

よりもすばらしい生
い

き物
も の

は見
み

つかっ

ていない。人
に ん

間
げ ん

であることは神
か み

様
さ ま

に似
に

ているということ、すごいことだ。神
か み

様
さ ま

は私
わたし

をそんなにすばらしいものに

造
つ く

って、「一
い っ

緒
し ょ

に歩
あ る

こう」と言
い

ってく

ださる。神
か み

様
さ ま

に背
せ

を向
む

けるのをやめよ

う。神
か み

様
さ ま

に似
に

た優
や さ

しい人
に ん

間
げ ん

になろう。

7月10日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

2章
しょう

2節
せつ

御
ご

自
じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

を離
はな

れ、安
あん

息
そく

なさった

　お父
と う

さんが仕
し

事
ご と

を休
や す

んで一
い っ

緒
し ょ

に遊
あ そ

んでくれたら、とてもうれしい。神
か み

様
さ ま

は日
に ち

曜
よ う

日
び

にはそのお父
と う

さんのようだ。

御
ご

自
じ

分
ぶ ん

の仕
し

事
ご と

を離
は な

れて休
や す

んでくださ

り、私
わたし

と一
い っ

緒
し ょ

に過
す

ごしてくださる。だ

から私
わたし

もいつもしていることを休
や す

も

う。教
きょう

会
か い

に出
で

かけて、神
か み

様
さ ま

と一
い っ

緒
し ょ

に過
す

ごすときを喜
よろこ

ぼう。

7月11日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

2章
しょう

7節
せつ

その鼻
はな

に命
いのち

の息
いき

を吹
ふ

き入
い

れられた

　弱
よ わ

くてもがっかりしないでよい。神
か み

様
さ ま

は人
ひ と

を土
つ ち

の塵
ち り

で造
つ く

られた。だから私
わたし

が弱
よ わ

くても、神
か み

様
さ ま

は私
わたし

を喜
よろこ

んでくれ

る。でも私
わたし

は弱
よ わ

いだけではない。神
か み

様
さ ま

は人
ひ と

の鼻
は な

に命
いのち

の息
い き

を吹
ふ

き入
い

れた。私
わたし

に

は神
か み

様
さ ま

の息
い き

が通
か よ

っている。神
か み

様
さ ま

と心
こころ

を

通
か よ

わせて生
い

きることができる。弱
よ わ

くて

もとても大
た い

切
せ つ

な私
わたし

なのだ。

7月12日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

2章
しょう

15節
せつ

人
ひと

がそこを耕
たがや

し、守
まも

るようにされた

　畑
はたけ

を耕
たがや

し種
た ね

をまくと、食
た

べ物
も の

ができ

る。神
か み

様
さ ま

がくれた世
せ

界
か い

がどんなによい

か分
わ

かる。神
か み

様
さ ま

の言
い

われるとおりに働
はたら

くと、この世
せ

界
か い

のすば

らしさが分
わ

かる。大
お

人
と な

になって働
はたら

けるよう、

今
い ま

、準
じゆん

備
び

しよう。勉
べ ん

強
きょう

し、体
からだ

を大
た い

切
せ つ

にしよう。
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7月14日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

2章
しょう

18節
せつ

人
ひと

が独
ひと

りでいるのは良
よ

くない

　神
か み

様
さ ま

は最
さ い

初
し ょ

の人
ひ と

アダムにお嫁
よ め

さん

のエバをくれた。いつも独
ひ と

りでいたら

心
こころ

が病
びょう

気
き

になってしまう。時
と き

々
ど き

は独
ひ と

りもよいけれど、いつも独
ひ と

りなら寂
さ び

しい。心
こころ

も弱
よ わ

くなる。神
か み

様
さ ま

様くださっ

た仲
な か

間
ま

を大
た い

切
せ つ

にしよう。家
か

族
ぞ く

や友
と も

だち

や教
きょう

会
か い

の人
ひ と

たちは、神
か み

様
さ ま

がくれた大
た い

切
せ つ

な仲
な か

間
ま

だ。優
や さ

しい心
こころ

で共
と も

に生
い

きよう。

7月15日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

3章
しょう

6節
せつ

賢
かしこ

くなるように唆
そそのか

していた

　神
か み

様
さ ま

に禁
き ん

じられた木
き

の実
み

を食
た

べた

ため、人
ひ と

は死
し

ななければならないこと

になった。その木
き

の実
み

を食
た

べたら「賢
かしこ

くなる」と思
お も

ってしまったのだ。これ

は大
お お

きな間
ま

違
ち が

いだ。神
か み

様
さ ま

に従
したが

わないで

生
い

きるなら、どんなに勉
べ ん

強
きょう

ができても

本
ほ ん

当
と う

は賢
かしこ

くない。神
か み

様
さ ま

に従
したが

う賢
かしこ

い人
ひ と

に

なろう。天
て ん

国
ご く

に入
は い

入ろう。

7月16日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

3章
しょう

9節
せつ

神
かみ

は～呼
よ

ばれた。「どこにいるのか」

　神
か み

様
さ ま

のいいつけを破
や ぶ

ったアダムは、

神
か み

様
さ ま

から離
は な

れたら生
い

きられないのに、

神
か み

様
さ ま

を怖
こ わ

がり逃
に

げてしまった。でも神
か み

様
さ ま

は「どこにいるのか」とアダムを呼
よ

び、見
み

つけてくれた。だからアダムは

死
し

なずにすんだ。私
わたし

が神
か み

様
さ ま

を忘
わ す

れると

き、神
か み

様
さ ま

は「どこにいるのか」と探
さ が

し

てくれる。お祈
い の

りで返
へ ん

事
じ

をしよう。

7月17日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

3章
しょう

17節
せつ

お前
まえ

は、～食
た

べ物
もの

を得
え

ようと苦
くる

しむ

　神
か み

様
さ ま

が「食
た

べてはいけない」と言
い

っ

た実
み

を食
た

べたから、人
ひ と

はすぐに死
し

ぬは

ずだった。でも、神
か み

様
さ ま

は人
ひ と

を死
し

なせず、

苦
く る

しみながらも生
い

きるようにしてく

れた。苦
く る

しみの中
な か

で神
か み

様
さ ま

に従
したが

うなら、

天
て ん

国
ご く

に入
は い

れるようにしてくれた。苦
く る

し

いときこそ神
か み

様
さ ま

を思
お も

い出
だ

そう。神
か み

様
さ ま

に

従
したが

って天
て ん

国
ご く

への道
み ち

を歩
あ る

歩こう。

7月18日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

4章
しょう

5節
せつ

どうして顔
かお

を伏
ふ

せるのか

　弟
おとうと

のアベルを神
か み

様
さ ま

が愛
あ い

するのがく

やしくて、カインは怒
い か

り、弟
おとうと

を憎
に く

み、

その悪
わ る

い心
こころ

を持
も

ったまま顔
か お

を伏
ふ

せて、

神
か み

様
さ ま

を見
み

上
あ

げようとしなかった。そし

てついに弟
おとうと

を殺
こ ろ

してしまった。神
か み

様
さ ま

を

見
み

上
あ

げたら心
こころ

にある悪
わ る

い思
お も

いは消
き

え

去
さ

る。顔
か お

を伏
ふ

せずに神
か み

様
さ ま

を見
み

よう。心
こころ

からのお祈
い の

りの時
と き

がその時
と き

だ。

7月19日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

4章
しょう

9節
せつ

わたしは弟
おとうと

の番
ばん

人
にん

でしょうか

　「お前
ま え

の弟
おとうと

アベルはどこにいるの

か」と尋
た ず

ねられて、カインは「わたし

は弟
おとうと

の番
ば ん

人
に ん

でしょうか」と答
こ た

えた。冷
つ め

たい心
こころ

の答
こ た

えだ。優
や さ

し

い心
こころ

を持
も

つ人
ひ と

は、家
か

族
ぞ く

や友
と も

の心
し ん

配
ぱ い

をするはず

だ。優
や さ

しい心
こころ

で家
か

族
ぞ く

や

友
と も

のため今
き ょ う

日も祈
い の

ろう。
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7月21日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

4章
しょう

23節
せつ

打
う

ち傷
きず

の報
むく

いに若
わか

者
もの

を殺
ころ

す

　「意
い

地
じ

悪
わ る

をされたらいっぱい仕
し

返
か え

し

してやる」。神
か み

様
さ ま

から遠
と お

く離
は な

れたレメ

クは、そう言
い

って自
じ

分
ぶ ん

の強
つ よ

さを自
じ

慢
ま ん

し

た。意
い

地
じ

悪
わ る

な人
ひ と

にも優
や さ

しくすること

がどんなに神
か み

様
さ ま

に喜
よろこ

ばれることか、レ

メクは知
し

らなかった。でも、私
わたし

たちは

知
し

っている。意
い

地
じ

悪
わ る

な人
ひ と

にも優
や さ

しい心
こころ

を忘
わ す

れないでいよう。

7月22日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

5章
しょう

24節
せつ

エノクは神
かみ

と共
とも

に歩
あゆ

み

　この世
よ

に生
う

まれた人
ひ と

はいつか必
かなら

ず

死
し

ぬ。寂
さ び

しい気
き

持
も

ちがするけれど、大
た い

切
せ つ

なのは、その間
あいだ

をどう生
い

きたのか

ということ。エノクの生
い

き方
か た

はすてき

だ。神
か み

様
さ ま

と一
い っ

緒
し ょ

に歩
あ ゆ

み、その後
ご

は天
て ん

国
ご く

に入
は い

った。私
わたし

も同
お な

じようにしよう。祈
い の

りながら神
か み

様
さ ま

と共
と も

に生
い

きよう。それが

天
て ん

国
ご く

に続
つ づ

く豊
ゆ た

かな生
い

き方
か た

。

7月23日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

6章
しょう

6節
せつ

後
こう

悔
かい

し、心
こころ

を痛
いた

められた

　ノアの時
じ

代
だ い

に、神
か み

様
さ ま

は悪
わ る

い人
ひ と

々
び と

を洪
こ う

水
ず い

で滅
ほ ろ

ぼしたけれど、その前
ま え

に、人
ひ と

を

造
つ く

ったことを後
こ う

悔
か い

し、心
こころ

を痛
い た

められ

た。神
か み

様
さ ま

は人
ひ と

を滅
ほ ろ

ぼすことを悲
か な

しまれ

る方
か た

。私
わたし

が滅
ほ ろ

びることも神
か み

様
さ ま

には悲
か な

し

みだ。そうならないように、神
か み

様
さ ま

はイ

エス様
さ ま

を十
じゅう

字
じ

架
か

にくださった。神
か み

様
さ ま

の

愛
あ い

に応
こ た

えよう。イエス様
さ ま

を信
し ん

じよう。

7月24日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

6章
しょう

14節
せつ

あなたは～箱
はこ

舟
ぶね

を造
つく

りなさい

　ノアは大
お お

きな箱
は こ

舟
ぶ ね

を造
つ く

れと言
い

われ

た。自
じ

分
ぶ ん

の力
ちから

と時
じ

間
か ん

をぜんぶ使
つ か

わなけ

れば造
つ く

れない大
お お

きさだ。自
じ

分
ぶ ん

と家
か

族
ぞ く

と

世
せ

界
か い

とを滅
ほ ろ

びの水
み ず

から救
す く

うため、ノア

は力
ちから

の限
か ぎ

り箱
は こ

舟
ぶ ね

を造
つ く

った。教
きょう

会
か い

は箱
は こ

舟
ぶ ね

のようだ。私
わたし

と家
か

族
ぞ く

と世
せ

界
か い

とが滅
ほ ろ

びな

いために教
きょう

会
か い

はある。教
きょう

会
か い

に行
い

こう。

教
きょう

会
か い

のために何
な に

かしよう。

7月25日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

7章
しょう

16節
せつ

主
しゅ

はノアの後
うし

ろで戸
と

を閉
と

ざされた

　箱
は こ

舟
ぶ ね

で一
い ち

番
ば ん

水
み ず

が入
は い

りそうな所
ところ

、それ

は入
い り

口
ぐ ち

の戸
と

だった。動
ど う

物
ぶ つ

を入
い

れ終
お

えた

後
あ と

で、急
い そ

いで水
み ず

が入
は い

らないようにしな

ければならない。でも、実
じ っ

際
さ い

にその時
と き

が来
き

たら、神
か み

様
さ ま

が戸
と

を閉
し

めてくれた。

これなら絶
ぜ っ

対
た い

に安
あ ん

全
ぜ ん

だ。私
わたし

の命
いのち

の終
お

わ

りにも、この神
か み

様
さ ま

が私
わたし

を滅
ほ ろ

びから守
ま も

っ

てくれる。絶
ぜ っ

対
た い

に安
あ ん

全
ぜ ん

だ。

7月26日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

8章
しょう

1節
せつ

神
かみ

はノアと～家
か

畜
ちく

を御
み

心
こころ

に留
と

め

　救
す く

われても、箱
は こ

舟
ぶ ね

のノアは苦
く る

しかっ

た。外
そ と

は嵐
あらし

、中
な か

はいっぱいの動
ど う

物
ぶ つ

、閉
と

じ込
こ

められた生
せ い

活
か つ

。でも、神
か み

様
さ ま

がノア

を忘
わ す

れなかったから、やがて外
そ と

に出
で

ら

れた。救
す く

われているの

に苦
く る

しいとき、神
か み

様
さ ま

は

私
わたし

のことを忘
わ す

れないで

いてくれる。安
あ ん

心
し ん

。
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7月28日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

8章
しょう

11節
せつ

鳩
はと

は～オリーブの葉
は

をくわえていた

　嵐
あらし

が止
や

んでも外
そ と

は水
み ず

びたし。いつに

なったら新
あたら

しい世
せ

界
か い

が始
は じ

まるのか待
ま

ち遠
ど お

しい。その時
と き

、鳩
は と

がオリーブの葉
は

をくわえて箱
は こ

舟
ぶ ね

に戻
も ど

ってきた。新
あたら

しい

世
せ

界
か い

が始
は じ

まっているしるしだ。箱
は こ

舟
ぶ ね

で

待
ま

つ人
ひ と

々
び と

を力
ちから

づけるしるしだ。天
て ん

国
ご く

は

まだだけど、喜
よろこ

びは教
きょう

会
か い

で始
は じ

まってい

る。私
わたし

を力
ちから

づけるしるしだ。

7月29日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

8章
しょう

20節
せつ

ノアは主
しゅ

のために祭
さい

壇
だん

を築
きず

いた

　滅
ほ ろ

びから救
す く

われて降
お

り立
た

った新
あたら

し

い世
せ

界
か い

でノアが最
さ い

初
し ょ

にしたのは、祭
さ い

壇
だ ん

を築
き ず

いて神
か み

様
さ ま

を礼
れ い

拝
は い

することだった。

救
す く

われて入
は い

る天
て ん

国
ご く

で最
さ い

初
し ょ

にすること

も礼
れ い

拝
は い

だ。天
て ん

国
ご く

に入
い

れてくれた神
か み

様
さ ま

の

優
や さ

しさと力
ちから

を喜
よろこ

んで心
こころ

の限
か ぎ

りに賛
さ ん

美
び

して、輝
かがや

くような天
て ん

国
ご く

が始
は じ

まる。教
きょう

会
か い

の礼
れ い

拝
は い

は天
て ん

国
ご く

の礼
れ い

拝
は い

に続
つ づ

いている。

7月30日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

9章
しょう

6節
せつ

人
ひと

は神
かみ

にかたどって造
つく

られたからだ

　罪
つ み

のため、たくさんの人
ひ と

が洪
こ う

水
ず い

で死
し

んだ。人
に ん

間
げ ん

の大
た い

切
せ つ

さが分
わ

からなくなっ

てしまいそうだ。その時
と き

、神
か み

様
さ ま

が人
に ん

間
げ ん

の大
た い

切
せ つ

さを教
お し

えてくれた。「人
ひ と

を殺
こ ろ

し

てはいけない。人
ひ と

は神
か み

にかたどって造
つ く

られたからだ」。神
か み

様
さ ま

が教
お し

えてくれる

から、どんな時
と き

にも分
わ

かる。私
わたし

も友
と も

だ

ちも家
か

族
ぞ く

もみんな大
た い

切
せ つ

な人
に ん

間
げ ん

。

7月31日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

9章
しょう

15節
せつ

すべて滅
ほろ

ぼすことは決
けつ

してない

　古
ふ る

い世
せ

界
か い

が水
み ず

で滅
ほ ろ

び、新
あたら

しい世
せ

界
か い

が

始
は じ

まった時
と き

、神
か み

様
さ ま

は、どんなに人
ひ と

が悪
わ る

くなっても水
み ず

で全
ぜ ん

部
ぶ

の人
ひ と

を滅
ほ ろ

ぼしはし

ないと約
や く

束
そ く

し、「虹
に じ

を見
み

たら私
わたし

の約
や く

束
そ く

を思
お も

い出
だ

しなさい」と言
い

われた。今
い ま

、

私
わたし

はそういう世
せ

界
か い

に生
い

きている。神
か み

様
さ ま

が毎
ま い

日
に ち

私
わたし

の悪
わ る

いことを赦
ゆ る

してくれる世
せ

界
か い

。神
か み

様
さ ま

の優
や さ

しさが届
と ど

いている世
せ

界
か い

。

8月1日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

11章
しょう

21節
せつ

さあ、天
てん

まで届
とど

く塔
とう

のある町
まち

を建
た

て

　バベルの町
ま ち

の人
ひ と

々
び と

は、神
か み

様
さ ま

のいる天
て ん

まで届
と ど

く塔
と う

を建
た

て、神
か み

様
さ ま

と同
お な

じになろ

うとした。でも、ロケットに乗
の

ってど

んなに高
た か

く昇
の ぼ

ってみても、神
か み

様
さ ま

と同
お な

じ

にはなれない。本
ほ ん

当
と う

の幸
しあわ

せは神
か み

様
さ ま

と同
お な

じになることではない。いばることを

やめて神
か み

様
さ ま

を賛
さ ん

美
び

しよう。神
か み

様
さ ま

と一
い っ

緒
し ょ

に生
い

きよう。それが本
ほ ん

当
と う

の幸
しあわ

せ。

8月2日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

11章
しょう

9節
せつ

主
しゅ

はそこで全
ぜん

地
ち

の言
こと

葉
ば

を混
こん

乱
らん

させ

　話
は な

しても人
ひ と

の気
き

持
も ち

が分
わ

からず、私
わたし

の

心
こころ

も分
わ

かってもらえないと、寂
さ び

しい。

バベルの町
ま ち

で人
ひ と

が神
か み

様
さ ま

と同
お な

じになろ

うとした時
と き

、お互
た が

いの言
こ と

葉
ば

が分
わ

から

なくなった。でもイ

エス様
さ ま

がくれるのは、

いばらない優
や さ

しい心
こころ

。

人
ひ と

と分
わ

かりあえる心
こころ

。
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8月4日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

12章
しょう

4節
せつ

主
しゅ

の言
こと

葉
ば

に従
したが

って旅
たび

立
だ

った

　主
し ゆ

はアブラム（後
の ち

のアブラハム）に

生
う

まれ故
こ

郷
きょう

を離
は な

れて主
し ゅ

が示
し め

す地
ち

に行
い

くように命
め い

じられました。祝
しゅく

福
ふ く

を約
や く

束
そ く

されました。地
ち

上
じょう

のすべての民
み ん

族
ぞ く

が彼
か れ

によって祝
しゅく

福
ふ く

されます。聖
せ い

書
し ょ

は、主
し ゅ

が

その約
や く

束
そ く

を実
じ つ

現
げ ん

された歴
れ き

史
し

を記
し る

しま

す。アブラムが旅
た び

立
だ

って、救
す く

いの歴
れ き

史
し

が一
い っ

歩
ぽ

進
す す

みだしました。

8月5日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

12章
しょう

13節
せつ

わたしの妹
いもうと

だ、と言
い

ってください

　主
し ゅ

の言
こ と

葉
ば

に従
したが

って旅
た び

立
だ

つ信
し ん

仰
こ う

を

持
も

ったアブラムでしたが、エジプトに

来
く

ると恐
お そ

れに負
ま

けました。妻
つ ま

が美
うつく

しい

ので自
じ

分
ぶ ん

は人
ひ と

々
び と

に殺
こ ろ

されるかもしれ

ないと思
お も

い、妻
つ ま

に「わたしの妹
いもうと

だ」と

嘘
う そ

をつくように頼
た の

みました。主
し ゅ

は、彼
か の

女
じ ょ

を召
め

しいれた宮
きゅう

廷
て い

に病
びょう

気
き

を流
は

行
や

ら

せ、アブラムを正
た だ

されました。

8月6日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

13章
しょう

15節
せつ

見
み

えるかぎりの土
と

地
ち

をすべて

　主
し ゅ

はアブラムを祝
しゅく

福
ふ く

し、多
お お

くの家
か

畜
ち く

や天
て ん

幕
ま く

を与
あ た

えました。甥
お い

のロトと分
わ

か

れて住
す

むことにしたほどです。主
し ゅ

は、

見
み

えるかぎりの土
と

地
ち

をすべてアブラ

ムとその子
し

孫
そ ん

に与
あ た

えること、大
だ い

地
ち

の砂
す な

粒
つ ぶ

のように数
か ぞ

えきれないほど子
し

孫
そ ん

を

増
ふ

やすことを約
や く

束
そ く

されました。この祝
しゅく

福
ふ く

の約
や く

束
そ く

がやがて実
じ つ

現
げ ん

します。

8月7日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

14章
しょう

19節
せつ

彼
かれ

はアブラムを祝
しゅく

福
ふく

して言
い

った

　ロトを救
きゅう

出
しゅつ

したアブラムを、神
か み

様
さ ま

の

祭
さ い

司
し

メルキゼデクがパンとぶどう酒
し ゆ

を持
も

って来
き

て祝
しゅく

福
ふ く

しました。アブラム

は持
も

ち物
も の

の十
じゅう

分
ぶ ん

の一
い ち

を彼
か れ

にささげて、

勝
しょう

利
り

を与
あ た

えられ

た神
か み

様
さ ま

に感
か ん

謝
し ゃ

しま

した。感
か ん

謝
し ゃ

に満
み

ち

た礼
れ い

拝
は い

の姿
すがた

です。

8月8日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

15章
しょう

6節
せつ

主
しゅ

はそれを彼
かれ

の義
ぎ

と認
みと

められた

　アブラムは子
こ

供
ど も

がいないことを悩
な や

んでいました。しかし主
し ゅ

は空
そ ら

の星
ほ し

が数
か ぞ

えきれないのと同
お な

じように、多
お お

くの子
し

孫
そ ん

を与
あ た

えることを約
や く

束
そ く

されました。アブラム

は主
し ゅ

を信
し ん

じました。主
し ゅ

はその信
し ん

仰
こ う

のゆえに彼
か れ

を義
ぎ

とされました。

8月9日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

16章
しょう

13節
せつ

あなたこそエル・ロイです

　エル・ロイの意
い

味
み

は「わたしを顧
かえり

み

られる神
か み

」です。アブラムの子
こ

を宿
や ど

し

たハガルは、妻
つ ま

サライを見
み

下
さ

げたの

で、サライにつらく当
あ

たられました。

逃
に

げ出
だ

したハガルに、主
し ゅ

は御
み

使
つ か

いを送
お く

り、彼
か の

女
じ ょ

を励
は げ

ましました。主
し ゅ

に力
ちから

づけ

られた彼
か の

女
じ ょ

は戻
も ど

って、イシュマエルを

生
う

むことができました。
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8月11日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

17章
しょう

7節
せつ

あなたとあなたの子
し

孫
そん

の神
かみ

となる

　神
か み

様
さ ま

はアブラムに、これからアブラ

ハムと名
な

のるように言
い

われ、彼
か れ

と彼
か れ

の

子
し

孫
そ ん

との間
あいだ

に永
え い

遠
え ん

の契
け い

約
や く

を結
む す

ばれま

した。それは神
か み

様
さ ま

が“彼
か れ

らの”神
か み

様
さ ま

と

なってくださるという約
や く

束
そ く

です。この

契
け い

約
や く

はイエス様
さ ま

を信
し ん

じる私
わたし

たちにも

与
あ た

えられています。神
か み

様
さ ま

は“私
わたし

たちの”

神
か み

様
さ ま

となってくださるのです。

8月12日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

18章
しょう

12節
せつ

サラはひそかに笑
わら

った

　アブラハムが天
て ん

幕
ま く

の入
い り

口
ぐ ち

に座
す わ

って

いると、三
さ ん

人
に ん

の人
ひ と

がこちらを向
む

いて

立
た

っているのに気
き

づきました。アブラ

ハムが急
い そ

いで食
しょく

事
じ

を用
よ う

意
い

すると、彼
か れ

ら

の一
ひ と

人
り

が、来
ら い

年
ね ん

の今
い ま

頃
ご ろ

にはサラに男
おとこ

の

子
こ

が生
う

まれていると言
い

いました。信
し ん

じ

られなかったサラは笑
わ ら

いました。しか

し主
し ゅ

の約
や く

束
そ く

は必
かなら

ず実
じ つ

現
げ ん

します。

8月13日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

18章
しょう

32節
せつ

十
じゅう

人
にん

しかいないかもしれません

　主
し ゅ

は罪
つ み

のはびこったソドムの町
ま ち

を

滅
ほ ろ

ぼそうとされました。アブラハムは

執
と

り成
な

して祈
い の

ります。50人
に ん

の正
た だ

しい

人
ひ と

がいても町
ま ち

を滅
ほ ろ

ぼされますか？	主
し ゅ

は滅
ほ ろ

ぼさないと言
い

われました。では

45人
に ん

だったら？……20人
に ん

、10人
に ん

なら？	

主
し ゅ

はその10人
に ん

の正
た だ

しい人
ひ と

のために滅
ほ ろ

ぼさないと約
や く

束
そ く

してくださいました。

8月14日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

19章
しょう

29節
せつ

ロトを破
は

滅
めつ

の只
ただ

中
なか

から救
すく

い出
だ

された

　アブラハムの祈
い の

りにもかかわらず、

ソドムは自
じ

分
ぶ ん

たちの罪
つ み

のために滅
ほ ろ

ぼ

されました。しかし主
し ゅ

は、アブラハ

ムのためにロトを救
す く

い

出
だ

してくださいました。

神
か み

様
さ ま

は罪
つ み

に厳
き び

しいと同
ど う

時
じ

に、憐
あ わ

れみを求
も と

める

者
も の

を救
す く

われる方
か た

です。

8月15日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

20章
しょう

9節
せつ

その女
おんな

は夫
おっと

のある身
み

だ

　アブラハムは再
ふたた

び同
お な

じ過
あやま

ちを犯
お か

し

ました。ゲラルの王
お う

はサラが彼
か れ

の妹
いもうと

だ

と聞
き

かされて宮
きゅう

廷
て い

に召
め

し入
い

れました。

しかし主
し ゅ

は王
お う

の夢
ゆ め

に現
あらわ

れて、彼
か の

女
じ ょ

がア

ブラハムの妻
つ ま

であり、あなたはその罪
つ み

のために死
し

ぬと告
つ

げます。王
お う

が彼
か の

女
じ ょ

を

返
か え

し、アブラハムが祈
い の

ると、王
お う

と宮
きゅう

廷
て い

の女
じ ょ

性
せ い

たちはいやされました。

8月16日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

21章
しょう

2節
せつ

彼
かの

女
じょ

は身
み

ごもり～男
おとこ

の子
こ

を産
う

んだ

　神
か み

様
さ ま

が約
や く

束
そ く

された通
と お

りサラは男
おとこ

の

子
こ

を産
う

みました。「笑
わ ら

い」という意
い

味
み

のイサクと名
な

づけられ

ました。かつてサラは

子
こ

を産
う

むことを信
し ん

じら

れずに笑
わ ら

いましたが、

主
し ゅ

の約
や く

束
そ く

の実
じ つ

現
げ ん

に喜
よろこ

び

の笑
わ ら

いがあふれました。
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8月18日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

21章
しょう

18節
せつ

必
かなら

ずあの子
こ

を大
おお

きな国
こく

民
みん

とする

　サラにイサクが生
う

まれたことで、ハ

ガルとその子
こ

イシュマエルはアブラ

ハムのもとを離
は な

れます。荒
あ

れ野
の

で死
し

を

待
ま

つばかりになっていたハガルに神
か み

の御
み

使
つ か

いが呼
よ

びかけます。「あの子
こ

を

抱
だ

き締
し

めてやりなさい。あの子
こ

を大
お お

き

な国
こ く

民
み ん

とする。」やがてイシュマエル

も一
ひ と

つの民
た み

の祖
そ

先
せ ん

となります。

8月19日（火）　創
そう

世
せい

記
き

22章
しょう

12節
せつ

その子
こ

に手
て

を下
くだ

すな

　神
か み

様
さ ま

はアブラハムを試
た め

して、独
ひ と

り息
む す

子
こ

イサクを献
さ さ

げ物
も の

とするように命
め い

じ

ました。彼
か れ

はイサクと一
い っ

緒
し ょ

に旅
た び

をして

命
め い

じられた場
ば

所
し ょ

へ行
い

き、イサクを祭
さ い

壇
だ ん

の上
う え

にのせて刃
は

物
も の

で切
き

りつけようと

します。それを御
み

使
つ か

いが止
と

めました。

彼
か れ

が独
ひ と

り息
む す

子
こ

すら惜
お

しまず、神
か み

様
さ ま

に従
したが

うことがわかったからです。

8月20日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

23章
しょう

19節
せつ

妻
つま

のサラを葬
ほうむ

った

　アブラハムの妻
つ ま

サラが死
し

にました。

サラを葬
ほうむ

るために、彼
か れ

はマクペラとい

う人
ひ と

の畑
はたけ

の洞
ほ ら

穴
あ な

を買
か

いました。ここが

彼
か れ

の物
も の

となった唯
ゆ い

一
い つ

の土
と

地
ち

ですが、やがてこの地
ち

方
ほ う

全
ぜ ん

体
た い

を彼
か れ

の子
し

孫
そ ん

イスラ

エルの物
も の

とする主
し ゅ

の約
や く

束
そ く

束の先
さ き

取
ど

りです。

8月21日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

24章
しょう

48節
せつ

旅
たび

路
じ

をまことをもって導
みちび

いて

　アブラハムは息
む す

子
こ

イサクの嫁
よ め

を故
こ

郷
きょう

から迎
む か

えるために年
と し

寄
よ

りの僕
しもべ

を遣
つ か

わしました。僕
しもべ

が祈
い の

ると、主
し ゅ

はその祈
い の

りの通
と お

りに町
ま ち

外
は ず

れの井
い

戸
ど

にリベカを

来
こ

させました。彼
か れ

は

主
し ゅ

が導
みちび

いてくださっ

たことを喜
よろこ

び、主
し ゅ

を

礼
れ い

拝
は い

しました。

8月22日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

25章
しょう

34節
せつ

エサウは、長
ちょう

子
し

の権
けん

利
り

を軽
かろ

んじた

　イサクとリベカの間
あいだ

にエサウとヤ

コブという双
ふ た

子
ご

の息
む す

子
こ

が生
う

まれまし

た。狩
か り

から帰
か え

った兄
あ に

エサウはあまりに

お腹
な か

が空
す

いたので、弟
おとうと

ヤコブの料
りょう

理
り

を

もらうために、大
た い

切
せ つ

な長
ちょう

子
し

の権
け ん

利
り

を軽
か ろ

んじて弟
おとうと

に譲
ゆ ず

ってしまいました。これ

は弟
おとうと

ヤコブを神
か み

様
さ ま

の民
た み

の祖
そ

先
せ ん

とする

神
か み

様
さ ま

のご計
け い

画
か く

の始
は じ

まりでした。

8月23日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

26章
しょう

14節
せつ

イサクをねたむようになった

　神
か み

様
さ ま

はイサクを祝
しゅく

福
ふ く

し、多
お お

くの財
ざ い

産
さ ん

を与
あ た

えました。それを見
み

たペリシテ人
じ ん

は彼
か れ

をねたみ、彼
か れ

の掘
ほ

った井
い

戸
ど

が自
じ

分
ぶ ん

たちのものだと主
し ゅ

張
ちょう

しました。イサク

は次
つ ぎ

々
つ ぎ

に別
べ つ

の場
ば

所
し ょ

に井
い

戸
ど

を掘
ほ

って、争
あらそ

いを避
さ

けました。主
し ゅ

は「恐
お そ

れてはなら

ない。わたしはあなたと共
と も

にいる」と

約
や く

束
そ く

してくださいました。
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8月25日（月）　創
そう

世
せい

記
き

27章
しょう

27節
せつ

イサクは～祝
しゅく

福
ふく

して言
い

った

　年
と し

をとったイサクは死
し

ぬ前
ま え

に長
ちょう

男
な ん

エサウを祝
しゅく

福
ふ く

しようとしました。妻
つ ま

リ

ベカがそれを聞
き

いて、イサクをだま

し、弟
おとうと

ヤコブを祝
しゅく

福
ふ く

させました。多
お お

く

の民
た み

がヤコブに仕
つ か

えるという祝
しゅく

福
ふ く

は、

主
し ゅ

によって子
し

孫
そ ん

イスラエルに実
じ つ

現
げ ん

し

ます。しかし兄
あ に

は怒
い か

り、ヤコブはしば

らく逃
に

げて暮
く

らします。

8月26日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

28章
しょう

15節
せつ

見
み

よ、わたしはあなたと共
とも

にいる

　ヤコブは不
ふ

安
あ ん

の中
な か

、伯
お

父
じ

ラバンの家
い え

へと旅
た び

立
だ

ちました。途
と

中
ちゅう

、夜
よ る

になって

石
い し

を枕
まくら

にして寝
ね

ました。すると天
て ん

から

伸
の

びる階
か い

段
だ ん

を天
て ん

使
し

たちが上
の ぼ

り下
く だ

りし

ている夢
ゆ め

を見
み

ました。主
し ゅ

がヤコブの隣
となり

に立
た

って言
い

われました。「わたしはあ

なたと共
と も

にいる。あなたがどこへ行
い

っ

てもあなたを守
ま も

る。」

8月27日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

29章
しょう

11節
せつ

ヤコブは～声
こえ

をあげて泣
な

いた

　ヤコブはある井
い

戸
ど

に着
つ

ました。そこ

に羊
ひつじ

を集
あ つ

めていた人
ひ と

たちは伯
お

父
じ

ラバ

ンを知
し

っていて、その娘
むすめ

ラケルが羊
ひつじ

を

連
つ

れて来
く

ると言
い

います。彼
か の

女
じ ょ

に会
あ

う

とヤコブは声
こ え

をあげて

泣
な

きました。確
た し

かに主
し ゅ

がここまで導
みちび

いてくだ

さったのです。

8月28日（木）　創
そう

世
せい

記
き

31章
しょう

12節
せつ

ラバンの～仕
し

打
う

ちは～分
わ

かっている

　ヤコブは伯
お

父
じ

ラバンの娘
むすめ

たちと結
け っ

婚
こ ん

し、多
お お

くの子
こ

供
ど も

を与
あ た

えられました。

彼
か れ

は20年
ね ん

間
か ん

ラバンのために働
はたら

きまし

たが、何
な ん

度
ど

もラバンにだまされて苦
く

労
ろ う

を重
か さ

ねました。主
し ゅ

はそれをすべて知
し

っ

ていて彼
か れ

を守
ま も

り、彼
か れ

の働
はたら

きを祝
しゅく

福
ふ く

して

くださいました。そして故
こ

郷
きょう

に帰
か え

るよ

うに命
め い

じられました。

8月29日（金）　創
そう

世
せい

記
き

32章
しょう

12節
せつ

わたしは兄
あに

が恐
おそ

ろしいのです

　ヤコブは故
こ

郷
きょう

へと旅
た び

立
だ

ちましたが、

兄
あ に

エサウはまだ怒
お こ

っているに違
ち が

いあ

りません。ヤコブの家
か

族
ぞ く

までも殺
こ ろ

され

ないでしょうか？	ヤコブは必
ひ っ

死
し

で主
し ゅ

に祈
い の

ります。子
し

孫
そ ん

を

海
う み

辺
べ

の砂
す な

のように多
お お

くするという主
し ゅ

の約
や く

束
そ く

の実
じ つ

現
げ ん

を。

8月30日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

32章
しょう

27節
せつ

祝
しゅく

福
ふく

してくださるまでは離
はな

しません

　川
か わ

を渡
わ た

れば、いよいよ兄
あ に

エサウに再
さ い

会
か い

します。その前
ま え

の夜
よ る

、ヤコブが一
ひ と

人
り

で川
か わ

の手
て

前
ま え

に残
の こ

っていると、主
し ゅ

が彼
か れ

と

格
か く

闘
と う

されます。夜
よ る

が明
あ

ける頃
こ ろ

までヤコ

ブは主
し ゅ

を離
は な

さず祝
しゅく

福
ふ く

を求
も と

めます。主
し ゅ

は彼
か れ

をイスラエルと名
な

づ

けて祝
しゅく

福
ふ く

しました。
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9月1日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

33章
しょう

8節
せつ

御
ご

主
しゅ

人
じん

様
さま

の好
こう

意
い

を得
え

るためです

		ヤコブさんは神
か み

様
さ ま

と相
す も

撲
う

をとって負
ま

けました。神
か み

様
さ ま

が勝
か

った、あの日
ひ

から、

神
か み

様
さ ま

を自
じ

分
ぶ ん

の本
ほ ん

当
と う

の主
し ゅ

として、従
したが

うこ

とができたのです。あんなにひどいこ

とをしたお兄
に い

さんを、今
い ま

では「ご主
し ゅ

人
じ ん

様
さ ま

」と呼
よ

びます。もう、えらぶって生
い

きなくなったのです。

9月2日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

33章
しょう

1節
せつ

神
かみ

がわたしに恵
めぐ

みをお与
あた

えに

　ヤコブさんは「神
か み

様
さ ま

が恵
め ぐ

みを与
あ た

え

てくださったので何
な に

でも持
も

っていま

す」と喜
よろこ

びます。きっと持
も

っていない

物
も の

だってあったはず。神
か み

様
さ ま

が主
し ゅ

となっ

て、豊
ゆ た

かな恵
め ぐ

みを与
あ た

えてくださることを

信
し ん

信たので、満
み

ち足
た

りていたのです。

9月3日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

35章
しょう

1節
せつ

神
かみ

のための祭
さい

壇
だん

を造
つく

りなさい

　神
か み

様
さ ま

は、ヤコブさんに礼
れ い

拝
は い

する場
ば

所
し ょ

をきちんと造
つ く

り整
ととの

えるようお求
も と

めに

なりました。それがすべての基
き

本
ほ ん

なの

です。私
わたし

たちもそれぞれの教
きょう

会
か い

で礼
れ い

拝
は い

します。それだけではな

く、お家
い え

でもお祈
い の

りする

場
ば

所
し ょ

、時
じ

間
か ん

をちゃんと決
き

めておけると良
よ

いね。

9月4日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

35章
しょう

9節
せつ

イスラエルがあなたの名
な

となる

　イスラエルという名
な

前
ま え

には、神
か み

様
さ ま

の

プリンス、王
お う

子
じ

様
さ ま

という意
い

味
み

がありま

す。おじいちゃんのアブラハム、お父
と う

さんのイサク、そしてヤコブさんと、

神
か み

様
さ ま

の祝
しゅく

福
ふ く

の約
や く

束
そ く

は受
う

け継
つ

がれてゆ

きます。そして今
い ま

、あなたも神
か み

様
さ ま

のイ

スラエル。王
お う

子
じ

様
さ ま

とされ

るのです。うれしいね。

9月5日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

35章
しょう

12節
せつ

続
つづ

く子
し

孫
そん

にこの土
と

地
ち

を与
あた

える

　天
て ん

天お父
と う

様
さ ま

は、ヤコブさんに続
つ づ

く

人
ひ と

々
び と

にも天
て ん

国
ご く

の祝
しゅく

福
ふ く

を与
あ た

え続
つ づ

けてく

ださいます。わたしは、イエス様
さ ま

を信
し ん

じて、神
か み

様
さ ま

の子
こ

どもです。お友
と も

だちに

も、神
か み

様
さ ま

の祝
しゅく

福
ふ く

を受
う

け継
つ

がせるため、

イエス様
さ ま

を伝
つ た

えさせてください。

9月6日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

37章
しょう

1節
せつ

父
ちち

がどの兄
きょう

弟
だい

よりもヨセフを

　子
こ

どものヨセフはお父
と う

さんのヤコ

ブから特
と く

別
べ つ

にかわいがられて育
そ だ

ちま

した。お兄
に い

さんたちはねたみます。ヨ

セフはそんなお兄
に い

さんの心
こころ

を考
かんが

えず、

心
こころ

に思
お も

ったことをそのまま口
く ち

にして

しまいます。天
て ん

のお父
と う

様
さ ま

、お友
と も

だちの

気
き

持
も

ちを考
かんが

えることができるように

助
た す

けてください。
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9月8日（月）　創
そう

世
せい

記
き

37章
しょう

14節
せつ

ヨセフを殺
ころ

してしまおうと企
たくら

み

　お兄
に い

さんたちはヨセフを殺
こ ろ

そうと

たくらみ相
そ う

談
だ ん

します。それは、どんな

理
り

由
ゆ う

があっても決
け っ

してゆるされない

ことですね。神
か み

様
さ ま

はヨセフの命
いのち

を守
ま も

っ

てくださいました。しかし、奴
ど

隷
れ い

とし

てエジプトに連
つ

れて行
い

かれてしまい

ます。でも忘
わ す

れないで。すべては神
か み

様
さ ま

の御
み

手
て

の中
な か

にあることを。

9月9日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

38章
しょう

1節
せつ

ユダは兄
きょう

弟
だい

たちと別
わか

れて

　マタイによる福
ふ く

音
い ん

書
し ょ

1章
しょう

2節
せ つ

に、「ア

ブラハムはイサクをもうけ、イサクは

ヤコブを、ヤコブはユダとその兄
きょう

弟
だ い

た

ちを、ユダはタマルによってペレツと

ゼラを」とあります。イエス様
さ ま

は、立
り っ

派
ぱ

な人
ひ と

たちだけの子
し

孫
そ ん

ではありませ

んでした。それはぼくたち罪
つ み

人
び と

の友
と も

と

なってくださるためです。

9月10日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

39章
しょう

2節
せつ

主
しゅ

がヨセフと共
とも

におられたので

　「彼
か れ

はうまく事
こ と

を運
は こ

んだ」とありま

す。エジプトでは、王
お う

様
さ ま

であるファラ

オの宮
きゅう

廷
て い

に仕
つ か

える役
や く

人
に ん

ポティファル

のもとで奴
ど

隷
れ い

となったヨセフは、主
し ゅ

人
じ ん

の家
い え

のすべてを任
ま か

せられ

るまでになります。すべ

ては、主
し ゅ

なる神
か み

様
さ ま

が共
と も

に

おられたからです。

9月11日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

39章
しょう

9節
せつ

神
かみ

に罪
つみ

を犯
おか

すことができましょう

　ある日
ひ

、ポティファルの妻
つ ま

がヨセフ

を誘
ゆ う

惑
わ く

しました。彼
か れ

は「どうして大
お お

き

な悪
あ く

を働
はたら

いて、神
か み

様
さ ま

に罪
つ み

をおかすこと

ができましょう」と断
ことわ

ります。そのせ

いで、わなにかけられて牢
ろ う

屋
や

に入
い

れら

れてしまいました。けれども、そこに

も主
し ゅ

なる神
か み

様
さ ま

が共
と も

におら

れたので、守
ま も

られました。

9月12日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

39章
しょう

10節
せつ

共
とも

にいることもしなかった

　神
か み

様
さ ま

が共
と も

におられることを信
し ん

じる

人
ひ と

は誘
ゆ う

惑
わ く

のあるところに近
ち か

寄
よ

りませ

ん。天
て ん

のお父
と う

様
さ ま

、私
わたし

たちも、ヨセフさ

んのような信
し ん

仰
こ う

の人
ひ と

にならせてくだ

さい。弱
よ わ

いわ

たしを今
き ょ う

日も

悪
あ く

からお守
ま も

り

ください。

9月13日（土）　創
そう

世
せい

記
き

40章
しょう

22節
せつ

ヨセフが解
と

き明
あ

かしたとおり

　牢
ろ う

屋
や

の中
な か

にも神
か み

様
さ ま

は共
と も

にいてくだ

さったので、夢
ゆ め

を解
と

き明
あ

かすことがで

きました。それなのに、牢
ろ う

屋
や

から出
で

ら

れません。君
き み

なら、「もう神
か み

様
さ ま

なんて

信
し ん

じない」と言
い

いますか？	ヨセフさ

んは言
い

いませんでした。エジプトで奴
ど

隷
れ い

となって11年
ね ん

。それでも希
き

望
ぼ う

を捨
す

てないヨセフさんです。
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9月15日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

41章
しょう

16節
せつ

わたしではありません。神
かみ

が～

　二
に

年
ね ん

後
ご

、遂
つ い

に神
か み

様
さ ま

の時
と き

が来
き

ました。

給
きゅう

仕
じ

役
や く

の長
ちょう

が、ヨセフのことを思
お も

い

出
だ

してくれたのです。彼
か れ

はファラオ王
お う

様
さ ま

に、夢
ゆ め

を解
と

くことのできる人
ひ と

として

ヨセフを紹
しょう

介
か い

しました。しかしヨセフ

は、「わたしではなく、神
か み

様
さ ま

のお力
ちから

に

よるのです」と、神
か み

様
さ ま

にのみ栄
え い

光
こ う

をお

返
か え

ししました。

9月16日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

41章
しょう

35節
せつ

神
かみ

の霊
れい

が宿
やど

っている人
ひと

はほかに

		ヨセフさんは見
み

事
ご と

に夢
ゆ め

を解
と

き明
あ

かし

て見
み

せました。王
お う

様
さ ま

は、「このように

神
か み

の霊
れ い

が宿
や ど

っている人
ひ と

はほかにある

だろうか」と感
か ん

心
し ん

しました。ヨセフ

はエジプトの総
そ う

理
り

大
だ い

臣
じ ん

に

なったのです。イエス様
さ ま

を信
し ん

じているあなたにも

神
か み

様
さ ま

の霊
れ い

が宿
や ど

っています。

9月17日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

42章
しょう

8節
せつ

かつて兄
あに

たちについて見
み

た夢
ゆめ

を

　世
せ

界
か い

中
じゅう

で食
た

べる物
も の

がなくなったと

き、国
く に

の倉
そ う

庫
こ

の中
な か

から食
た

べ物
も の

を出
だ

すこ

とができました。そこにはるばるお兄
に い

さんたちがやって来
き

て、地
じ

面
め ん

にひれ伏
ふ

し食
た

べ物
も の

を売
う

ってくださいとお願
ね が

い

しました。子
こ

どもの頃
こ ろ

に見
み

た夢
ゆ め

の通
と お

り

です。神
か み

様
さ ま

のご計
け い

画
か く

はまちがいなく進
す す

んでいきます。

9月18日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

42章
しょう

24節
せつ

ヨセフは彼
かれ

らから遠
とお

ざかって泣
な

いた

　ヨセフはお兄
に い

さんたちが「自
じ

分
ぶ ん

たち

は神
か み

様
さ ま

からヨセフにしたひどい仕
し

打
う

ちの罰
ば つ

を受
う

けているのだ」と話
は な

し合
あ

っ

ていることを聞
き

きました。ヨセフは

「うれし泣
な

き」をします。仕
し

返
か え

しをす

るためではなく、神
か み

様
さ ま

の

前
ま え

に悪
わ る

いことをしたと気
き

づかせたかったのです。

9月19日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

43章
しょう

9節
せつ

その責
せき

任
にん

を私
わたし

に負
お

わせてください

　お兄
に い

さんたちは兄
きょう

弟
だ い

のシメオンを

一
ひ と

人
り

残
の こ

したままイスラエルに帰
か え

って

いました。しかし今
い ま

、彼
か れ

を助
た す

けるため

ではなく、食
た

べるものがなくなってし

まったので、もう一
い ち

度
ど

エジプトに行
い

き

ます。まだまだヤコブも兄
きょう

弟
だ い

たちも自
じ

分
ぶ ん

勝
か っ

手
て

。けれども、兄
あ に

ユダの心
こころ

は少
す こ

し

ずつ変
へ ん

化
か

し始
は じ

めています。

9月20日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

43章
しょう

29節
せつ

ヨセフは奥
おく

の部
へ

屋
や

に入
はい

ると泣
な

いた

　ヨセフは同
お な

じお母
か あ

さんから生
う

まれ

た弟
おとうと

のベニヤミンを見
み

て、うれしくて

涙
なみだ

がこぼれそうになりました。兄
きょう

弟
だ い

たちへの憎
に く

しみ、うら

みは少
す こ

しずつ取
と

り除
の ぞ

か

れます。時
じ

間
か ん

がかかっ

ても、神
か み

様
さ ま

のご計
け い

画
か く

は

ちゃんと進
す す

みます。
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9月22日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

46章
しょう

16節
せつ

神
かみ

が僕
しもべ

どもの罪
つみ

を暴
あば

かれたのです

　ヨセフは、お兄
に い

さんたちが本
ほ ん

当
と う

に神
か み

様
さ ま

を信
し ん

じ悔
く

い改
あらた

めているのかを試
た め

し

ました。わざと弟
おとうと

ベニヤミンのかばん

の中
な か

に自
じ

分
ぶ ん

の銀
ぎ ん

の杯
さかずき

をしのばせまし

た。その時
と き

、兄
あ に

のユダが言
い

いました。

ユダは運
う ん

が悪
わ る

いからこうなったとは

言
い

いません。神
か み

様
さ ま

を畏
お そ

れ敬
うやま

っているこ

とが分
わ

かります。

9月23日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

44章
しょう

33節
せつ

何
なに

とぞ、この子
こ

の代
か

わりに

　昔
むかし

、ヨセフを売
う

り飛
と

ばしてしまおう

と考
かんが

えたユダさんは、今
い ま

、ベニヤミン

の命
いのち

を救
す く

い出
だ

すために、自
じ

分
ぶ ん

が代
か

わり

に奴
ど

隷
れ い

になりますとお願
ね が

いします。神
か み

様
さ ま

はユダの心
こころ

に悔
く

い

改
あらた

めと信
し ん

仰
こ う

を与
あ た

えて

くださったのです。

9月24日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

45章
しょう

8節
せつ

わたしをここに遣
つか

わしたのは～神
かみ

　ついにヨセフは自
じ

分
ぶ ん

を明
あ

かします。

兄
きょう

弟
だ い

たちは皆
み な

、怖
こ わ

がってしまったか

もしれません。しかしヨセフは、神
か み

様
さ ま

のご計
け い

画
か く

でお兄
に い

さんより先
さ き

に遣
つ か

わさ

れたと言
い

います。これは赦
ゆ る

しの言
こ と

葉
ば

で

す。そして本
ほ ん

当
と う

のことなのです。神
か み

様
さ ま

を信
し ん

じるヨセフさんは優
や さ

しい心
こころ

の人
ひ と

ですね。

9月25日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

45章
しょう

7節
せつ

大
おお

いなる救
すく

いに至
いた

らせるためです

　神
か み

様
さ ま

は牢
ろ う

屋
や

の中
な か

でも総
そ う

理
り

大
だ い

臣
じ ん

に

なってもヨセフと共
と も

にいてください

ました。摂
せ つ

理
り

の神
か み

様
さ ま

は、うれしいとき

も悲
か な

しい時
と き

もいつも共
と も

にいて、私
わたし

たち

の役
や く

に立
た

つように働
はたら

いてくださいま

す。ヨセフさんのように、信
し ん

じる人
ひ と

を

必
かなら

ず救
す く

ってくださる神
か み

様
さ ま

を信
し ん

じ続
つ づ

け

ていきましょう。

9月26日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

46章
しょう

74節
せつ

「ヤコブ、ヤコブ」～「はい」

　神
か み

様
さ ま

は「ヤコブ、ヤコブ」と名
な

前
ま え

を

呼
よ

ばれました。先
せ ん

生
せ い

は、神
か み

様
さ ま

からこ

の耳
み み

で自
じ

分
ぶ ん

の名
な

前
ま え

を呼
よ

ばれたことも、

み声
こ え

を聞
き

いたことも、一
い ち

度
ど

もありませ

ん。でも聖
せ い

書
し ょ

を通
と お

して神
か み

様
さ ま

から呼
よ

ばれ

ていることを信
し ん

じています。お祈
い の

りす

ることは「はい」と

返
へ ん

事
じ

をすることです。

9月27日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

47章
しょう

25節
せつ

私
わたし

どもの命
いのち

の恩
おん

人
じん

です

　エジプトの総
そ う

理
り

大
だ い

臣
じ ん

ヨセフは、食
た

べ

る物
も の

に困
こ ま

っている人
ひ と

々
び と

を救
す く

う仕
し

事
ご と

を

したので感
か ん

謝
し ゃ

されました。またヤコブ

はエジプトの王
お う

様
さ ま

に祝
しゅく

福
ふ く

の言
こ と

葉
ば

を語
か た

りました（47:7）。「地
ち

上
じょう

の氏
し

族
ぞ く

はすべ

てあなたとあなたの子
し

孫
そ ん

によって祝
しゅく

福
ふ く

に入
は い

る」（28:14）とい

う神
か み

様
さ ま

の約
や く

束
そ く

通
ど お

りです。
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9月29日（月）	 創
そう

世
せい

記
き

48章
しょう

14節
せつ

彼
かれ

は両
りょう

手
て

を交
こう

差
さ

して置
お

いた

　年
と し

老
お

いたヤコブは自
じ

分
ぶ ん

が受
う

け継
つ

い

だ神
か み

様
さ ま

からの約
や く

束
そ く

と祝
しゅく

福
ふ く

をヨセフの

子
こ

どもにも継
つ

がせます。ところが兄
あ に

で

はなく弟
おとうと

に与
あ た

えました。間
ま

違
ち が

えたので

はありません。一
い ち

番
ば ん

大
た い

切
せ つ

なことは、人
に ん

間
げ ん

の考
かんが

えどおりではなく神
か み

様
さ ま

のご計
け い

画
か く

がなることだと、長
な が

い信
し ん

仰
こ う

の生
せ い

活
か つ

で

分
わ

かっているからです。

9月30日（火）	 創
そう

世
せい

記
き

48章
しょう

15節
せつ

わたしの生
しょう

涯
がい

を今
きょ

日
う

まで～

　「～導
みちび

かれた牧
ぼ く

者
し ゃ

なる神
か み

よ」。147歳
さ い

のヨセフは、心
こころ

から「神
か み

（イエス）様
さ ま

は羊
ひつじ

飼
か

い」と言
い

います。そして「子
こ

ど

もたちの上
う え

に祝
しゅく

福
ふ く

を」とお祈
い の

りして

います。あなたもイエス様
さ ま

によって、

ヨセフの子
こ

どもたちです。

このお祈
い の

りは、あなたの

上
う え

にも、今
き ょ

日
う

、実
じ つ

現
げ ん

します。

10月1日（水）	 創
そう

世
せい

記
き

49章
しょう

90節
せつ

ユダよ、～兄
きょう

弟
だい

たちにたたえられる

　ヤコブが一
い ち

番
ば ん

祝
しゅく

福
ふ く

したのはヨセフ。

「実
み

を結
む す

ぶ若
わ か

木
ぎ

」と言
い

われています。

しかしユダの子
し

孫
そ ん

からダビデ王
お う

様
さ ま

が、

そしてイエス様
さ ま

がお生
う

まれになられ

ます。ヤコブの思
お も

いをはるかに越
こ

え、

神
か み

様
さ ま

のご計
け い

画
か く

が必
かなら

ず実
じ つ

現
げ ん

し

ます。

10月2日（木）	 創
そう

世
せい

記
き

50章
しょう

20節
せつ

あなたがたはわたしに悪
あく

をたくらみ

　お兄
あ に

たさんたちがヨセフにしたこ

とは、どう見
み

ても悪
わ る

いことです。とこ

ろが神
か み

様
さ ま

はそれを逆
さ か

手
て

にとってイス

ラエルを祝
しゅく

福
ふ く

してしまわれます。どん

なに強
つ よ

い悪
あ く

の力
ちから

でも、神
か み

様
さ ま

が立
た

てたご

計
け い

画
か く

をねじ曲
ま

げることはできません。

だから私
わたし

たちはむしろ善
よ

いことをし

て今
き ょ

日
う

の日
ひ

を過
す

ごしましょう。

10月3日（金）	 創
そう

世
せい

記
き

50章
しょう

20節
せつ

神
かみ

はそれを善
ぜん

に変
か

え

　人
に ん

間
げ ん

の悪
あ く

事
じ

は、どんなに隠
か く

したり

飾
か ざ

ったりしても神
か み

様
さ ま

の前
ま え

に消
き

えてな

くなりません。ただイエス様
さ ま

が十
じゅう

字
じ

架
か

の上
う え

で死
し

んでくださったおかげで、消
け

し去
さ

られます。そればかりか善
ぜ ん

にさえ

変
か

えられてしまうのです。ヨセフの物
も の

語
がたり

はイエス様
さ ま

の十
じゅう

字
じ

架
か

の恵
め ぐ

みを私
わたし

た

ちに教
お し

えてくれます。

10月4日（土）	 創
そう

世
せい

記
き

28章
しょう

20節
せつ

神
かみ

は～必
かなら

ず、顧
かえり

みてくださいます

　ヨセフさんの遺
の こ

した最
さ い

後
ご

の言
こ と

葉
ば

で

す。自
じ

分
ぶ ん

の人
じ ん

生
せ い

を振
ふ

り返
か え

って心
こころ

の底
そ こ

か

ら信
し ん

じることができた真
し ん

理
り

です。ほ

んとうに天
て ん

のお父
と う

様
さ ま

は、僕
しもべ

たちのため

に、どんなときにも共
と も

にいて、愛
あ い

のま

なざしの中
な か

にいれていてくださいま

す。だから今
き ょ

日
う

も安
あ ん

心
し ん

して過
す

ごせますね。
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2008年10～12月カリキュラム（第31号）
─『子どもカテキズム』に基づく二年サイクル第1年─

月　日
教会暦・行事

主　　題
子どもカテキズム 参考教理問答

聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

10月5日
神の怒り

問20 ウ小19、ウ大27－29、ハイデ10－11

ルカ13:1－5 ルカ13:5（後半）

わたしも神の怒りに値する罪人である。神の御前に立ち、悔い改めに生きよう

12日
贖い主の必要性

問21 ウ小20、ウ大30、ハイデ54

エフェソ2:1－6 エフェソ1:5

怒りを受けるべきわたしたちを愛してキリストを与えてくださった神を仰ごう

19日
二性一人格（一）

問22 ウ小21－22

ヨハネ1:14－18 ヨハネ1:14（前半）

受肉の神秘を通して、人となられた神の御子が与えられていることを喜ぼう

26日
宗教改革記念

二性一人格（二）
問22 ウ小21－22

ヨハネ3:31－36 ヨハネ3:34（前半）

主イエスは上から来られたお方である。神の御子の権威を受け入れ、従おう

11月2日
主は救い、イエス

問23 ハイデ29、34

ヨハネ14:1－14 ヨハネ14:6

主イエスが道であり真理であり命である。主イエスの御名によって歩もう

9日
神の御子、キリスト

問23 ハイ31、33、ウ大32、ジュネ34－36

ヨハネ20:24－31 ヨハネ20:29

救い主に対する信仰を告白して、信じる者として生きる幸いを味わおう

16日
謙卑のキリスト

問24 ウ小27、ウ大46－50、ハイデ43

フィリピ2:6－8 フィリピ2:7－8

神の御子がへりくだり、しもべとなられた。へりくだりのキリストを喜ぼう

23日
高挙のキリスト

問24 ウ小28、ウ大51－57、ハイデ45

フィリピ2:9－11 フィリピ2:9

高く上げられ、今も働いておられる主イエス・キリストを仰ごう

30日
アドベント

預言者イエス
問25 ウ小24

ヨハネ1:1－5 ヨハネ1:18

まことの預言者として来られた主イエス・キリストの御声を聞こう

12月7日
アドベント

大祭司イエス
問26 ウ小25

イザヤ53章 ヘブライ7:24

わたしたちの罪を背負って犠牲となってくださった大祭司イエスを仰ごう

14日
アドベント

真の王イエス
問27 ウ小26

ルカ2:1－7 フィリピ2:9

皇帝アウグストゥスとの対比から、まことの王イエス・キリストの誕生を祝おう

21日
降誕祭

御子イエスの誕生
－ －

マタイ2:1－12 マタイ2:11

占星術の学者たちの物語。主イエスの前にひざまずき礼拝する人生を生きよう

28日
年末

一年の感謝
－ －

詩編146編 詩146:1－2

一年の歩みを振り返り、神の恵みに感謝し、主をほめたたえよう
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2008年度 年間カリキュラム
二年サイクル第1年（子どもカテキズム問1～36）

月　日 教会暦・行事 主　題 子どもカテキズム

2008年
第29号

４月６日 進級式
第一部 人生の目的
人生の目的……礼拝

問1

４月13日 神の栄光をあらわす 問1

４月20日 救いの喜び 問2

４月27日 神の子の喜び 問2

５月４日 霊と真理による礼拝 問3

５月11日
聖霊降臨祭
母の日

聖霊降臨祭・教会の誕生 問3

５月18日 神と人を愛する（一） 問4

５月25日 神と人を愛する（二） 問4

６月１日 神の御言葉 問5

６月８日 花の日 愛の手紙 問6

６月15日 父の日
第二部 信仰の道
霊なる神

問7

６月22日 唯一の神 問8

６月29日 生ける神 問9

30号 ７月６日 三位一体の神（一） 問10

７月13日 三位一体の神（二） 問10

７月20日 主権者なる神 問11

７月27日 天地創造（一） 問12

８月３日 天地創造（二） 問12

８月10日 （平和） 平和を創り出す

８月17日 摂理の神（一） 問13

８月24日 摂理の神（二） 問14

８月31日 人間の創造 問15

９月７日 人間の罪 問16

９月14日 （敬老の日） 罪と堕落 問17

９月21日 罪の悲惨 問18

９月28日 わたしも罪人 問19
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年・号 月　日 教会暦・行事 主　題 子どもカテキズム

2008年
第31号

10月５日 神の怒り 問20

10月12日 贖い主の必要性 問21

10月19日 二性一人格（一） 問22

10月26日 宗教改革記念日 二性一人格（二） 問22

11月２日 主は救い、イエス 問23

11月９日 神の御子、キリスト 問23

11月16日 謙卑のキリスト 問24

11月23日 高挙のキリスト 問24

11月30日 アドベント 預言者イエス 問25

12月７日 アドベント 大祭司イエス 問26

12月14日 アドベント 真の王イエス 問27

12月21日 降誕祭 御子イエスの誕生 ─

12月28日 年末 一年の感謝 ─

2009年
第32号

１月４日 新年 恵みのみ 問28

１月11日 選びと有効召命 問29

１月18日 キリストとの結合 問30

１月25日 罪の赦しと義認 問31

２月１日 神の子とされる幸い 問31

２月８日 （信教の自由） 聖化の恵み 問32, 33

２月15日 レント 愛の歩み 問32, 33

２月22日 レント 神の民の祈りの家 問34

３月１日 レント キリストの体なる教会 問34

３月８日 レント 再臨の約束 問35

３月15日 レント 再臨に備える 問35

３月22日 レント 死のときの祝福 問36

３月29日 レント 復活のときの祝福 問36
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教案誌会計報告

○教案誌編集部より
 中部中会日曜学校委員会発行『教会学校教案誌』は、日本キリスト改革派教会中部中会の
事業として、中部中会に会計報告をし、会計監査を受けています。けれども、収入の多くが
教案誌の売り上げと自由募金であり、教案誌上において会計報告をすることが必要である
と判断し、2006年度分より報告しています。
　2007年度の教案誌会計は以下の通りです。なお、内容は、中部中会2008年度第一回定期会
において報告したものと同一です。

　教案誌会計（2007年2月23日～2008年2月15日） 
 収入 支出 
 中会財務より  100,000 出版費  1,450,050
 売り上げ（※1） 1,233,210 送料 96,890
 自由募金（※2）  245,200 謝礼 105,535
   庶務費 9,030
   会議費 27,250
   交通費 22,350
   雑費 13,948 
 小計 1,578,410 小計 1,725,053
 繰越金  991,168 繰越金 844,525 
 合計 2,569,578 合計  2,569,578

※１　講読教会数
　　　　改革派教会が54教会、他派が3教会、計57教会
　　　　個人購読3名
　　　定期購読部数  306部
※２　教案誌自由募金 31教会団体・2個人
　　　教会団体分内訳
　　　　【改革派教会】
　　　　鈴蘭台教会日曜学校、丸亀教会教会学校、尾張旭教会、仙台教会、名古屋

教会、宇都宮教会、坂出飯山教会、宝塚教会、犬山教会、八事伝道所、浜
松伝道所、那加教会、高松東教会、四日市教会、坂戸教会、灘教会、青葉
台キリスト教会、高蔵寺教会、高松教会、名古屋教会婦人会、滋賀摂理伝
道所、大垣伝道所、津島教会、南浦和教会、山梨栄光教会、豊明教会、大
屋伝道所、厚木教会、奈良伝道所教会学校、稲毛海岸教会

　　　　【その他の教会】
　　　　日本基督教団高岡教会
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〈執筆者よりひとこと〉

●賜物を頂いている兄弟姉妹！奉仕の勇気を！ピ

ンチヒッタ－より（石川千鶴子）。

●子どもたちにも理解できるように、教理を噛み

砕くことの大変さと重要さを改めて知りました

（恵泉教会、大場雅子）。

●明るく楽しく毎日を過ごしたいと願っています

が、人生そんなふうにはなかなか行かないもので

すね（関口康）。

●一人でも多くの子どもたちが、若い時に主を信

じることができますようにお祈りしています（立

石彰）。

●この夏各中会、教会で持たれるキャンプや修養

会が、子どもたちが神さまと出会うよき時となり

ますよう（木下裕也）。

●夏の諸行事を通じて、子どもたちの信仰が養わ

れますように願っています（辻幸宏）。

〈あとがき〉

●今号の「諸教派の教会教育事情」は日本キリス

ト教会です。澤正幸牧師より文章をお寄せいただ

きました。日本キリスト教会の真摯な取り組みか

ら学び、対話することができればと願っています。

●表紙のイラストは、秩父教会の引間裕子姉の作

画です。本文・いのちのパンのイラストには、さ

まざまな兄弟姉妹のご協力をいただいています。

心からの感謝を申し上げます。滋賀摂理教会の信

濃郁恵姉は日曜学校の生徒です。子どもたちのイ

ラストをお送りくだされば、掲載いたします。お

待ちしております。

●副読本『主は羊飼い』（木下裕也著）を再刷い

たしました。ぜひ各教会の学びのテキストとして

お用いください。

〈購読の申し込み〉

●『教会学校教案誌』をぜひご購読ください。また、

別冊『子どもカテキズム』（300円）と副読本『主

は羊飼い』（800円）をぜひお買い求めください。

バックナンバーもあります。第24号までは一部

500円で販売しています（品切れの号もあり）。

　名古屋岩の上伝道所　相馬伸郎まで

　〒458-0021名古屋市緑区滝の水2-2012

　　　　Tel/Fax. 052-895-6701
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まえがき

　牧田吉和（山田教会牧師）

巻頭説教

　宮﨑彌男（つくばみことば伝道所宣教教師）

教会学校・日曜学校訪問

　中田稔（岡山西伝道所宣教教師）

諸教派の教会教育事情

　澤正幸（日本キリスト教会福岡城南教会牧師）

聖書研究

　三川栄二（稲毛海岸教会牧師）

　漆崎英之（金沢伝道所宣教教師）

　中根汎信（那加教会牧師）

　貫洞賢次（札幌伝道所宣教教師）

　相馬伸郎（名古屋岩の上伝道所宣教教師）

　千ヶ崎基（草加松原教会牧師）

　吉田実（神戸長田教会牧師）

カテキズム研究

　梶浦和城（豊明教会牧師）

　中根汎信（那加教会牧師）

　吉田崇（坂出飯山教会牧師）

　松田基教（高松教会牧師）

説教展開例

　小野静雄（多治見教会牧師）

　相馬伸郎（名古屋岩の上伝道所宣教教師）

　望月信（高蔵寺教会牧師）

　辻幸宏（大垣伝道所協力牧師）

　坂井孝宏（熊本伝道所宣教教師）

　木下裕也（名古屋教会牧師）

分級展開例

　幼稚科

　　石川千鶴子（横浜教会教会学校教師）

　小学科下級

　　恵泉教会教育委員会

　小学科上級7・8月

　　関口康（松戸小金原教会牧師）

　小学科上級9月

　　教案誌編集部

　中学科

　　立石彰（東仙台教会牧師）

いのちのパン（子ども聖書日課）

　7月　山中雄一郎（板宿教会牧師）

　8月　大西良嗣（滋賀摂理伝道所宣教教師）

　9月　相馬伸郎（名古屋岩の上伝道所宣教教師）

イラスト作画

　表紙　引間裕子（秩父教会）

　本文・いのちのパン

　　信濃郁恵（滋賀摂理伝道所）

　　岡野美佳（青葉台教会）

　　相馬直子（名古屋岩の上伝道所）

☆ 執 筆 者 一 覧 ☆

☆ 編 集 部 ☆

相馬伸郎（長）　　名古屋岩の上伝道所宣教教師

木下裕也　　　　 名古屋教会牧師　　　　　　

辻　幸宏　　　　 大垣伝道所協力牧師　　　　

望月　信　　　　 高蔵寺教会牧師　　　　　　

梶浦和城       　豊明教会牧師　　　　　　　

日本キリスト改革派教会 中部中会 『教会学校教案誌』

2008年7・8・9月号（季刊）

第30号

2008年5月25日発行

　発行　　日本キリスト改革派教会 中部中会 日曜学校委員会　　　

発行所　　日本キリスト改革派教会 中部中会 教会学校教案誌編集部

　名古屋岩の上伝道所　　宣教教師 相馬伸郎

　　　　　　〒458-0021 愛知県名古屋市緑区滝の水2-2012

　Tel/Fax. 052-895-6701　　　　　

         郵便振替口座    00890-2-148183「伊藤治郎」

        　 編集・印刷    株式会社あるむ

　　　　　　　　　　　　　　　 〒460-0012 愛知県名古屋市中区千代田3-1-12 第三記念橋ビル3F

　　　　　　　 　頒価    900円（本体価格）


